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刊 行 の こ  と ば

昭和4  4年度の事業の結果を報告し ますn

本年度は 「さけ。ます增殖事業推進整備計画」  ( 3 カ 年 計 画 ) の 第 2 年 目

に当ります。

さけ ・ ます資源を維持し、增大するためには、その再生産事業を拡大して

ゆかなければなりませんが、  まづ第一に親魚、 種卵の確保が重要な課題であ

る こ と は 論 を ま た な い と こ ろ で あ り ま す。 しかし、再生産用種卵を計画的に

漸増するためにはその種卵を収容して効果的な管理を行な ・1l た めのふ化室 、

飼育池の整備促進もまた欠かせない条件でもぁります。

こ う し た こ と か ら 、収容管理施設の整備に重点を ぉ き 、  さらに機械化を導

入して合理的な管理体制の整 ・備強化を図 り ま し た 。

また、北海道、関係市町村、漁業協1i111組合などの協力によって 一一層、その

効果を推進す る こ と が で き ま し た .

さ ら に 、  本年度は道立水産ふ化場森支場が新設されましたが、日本海、標

裳以西海区に対しての ti 源の均てん化、 增大対策の意に沿つたものであり今

後に期待されます。

整備計画はさらに次年度に引継がれますが、  当場では総合的なさけ ・ ます

資源増大に努めてまいりますが、広く関係各位のご協力とご叱声をお願い中

し上げます。

昭 和 4 6 年 3 月 2 0 日

水産庁北海道さけ ・ ますふ化場

場 長 逸 見 文 彦
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s : さ け・ます捕獲事業実施体制 ・

解1l1]4 4年度のさけ°ます捕獲採卵事業は、 道内 7 5 河 川、 8 4 捕獲場 ( さ け .l l 4 ヵ 所、 さけ十 tす
3 3 カ所、ま す 6 カi'fi、ひめます1ヵ所 )で実施した。 この'l'ち国が実施した捕獲場は4カ所(德志別、
lllj、遊楽部1l'・よび支笏湖)、民間団体に実施させた捕獲場81カ所で、. この詳細については第1表の
と か b で、支場別に整理したものが第3表である。 〇さけ

〇さけ、べにさけ
〇さく t、ます
からふとます

〇ひめます

〇さくt、tす、 か t、ふとます
第 l 表  昭和4 4年度さけ oます捕獲採卵事業実施体制 Aか t-,ふとます、 交配種

海
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実 施 区 分

さ け ま す 水 系 さ け ま す

国 l 民 国 民 国 民 国 民

岩 尾 別
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1科 里

藤 琴
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//
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//
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八 雲

//
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阿 寒
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札 内
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・
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l
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第 2 表 前年度対比変更個所お , よ  び事項

捕獲場 魚 種 摘 要 支場 捕獲場 魚 種 摘 要

オクシべツ

ラ イ ト コ ロ

佐 昌 間 別

下 申 川

小 平 義1
'シ サ

かll・1ふとます

さ け
//

//

・8 r:t、か'-.1;-とます
さけ ・

新規そ_上量理査
// /

継続 "
新規、 独立
/

新規そ上調査

十 勝 豊 似

楽 古

據 留

汐 泊
大 野

戸 切 地

さ け
//

//

さ0◆l:、さ<t、ます
さけ
//

新規、そ上調査
// //

継続、そ上調1査
// //

分離、 独立
独立:、そ 上 証

渡 島

第 3 表  支 場 別 さ け 。 ま す 捕 獲事業実施体制

支 場

北 見
根 室

十 勝

天 塩

千 歳

渡 島

水 系

捕 獲

採 卵 場

実 施 区 分
備 考さ け ま す

国 民 間 国 民 間

l 3
2 0

1 0
6

l 4
1 2

1 4
2 1
1 4

8
1 6

l 2

1 2
1 8
l 4
6

1 5
1 0

1 1

1 3
2

5

4
2

1

l

1

1

1

1
t ;'l7:項、国はひめtt通

計 7 5 8 4 3 7 5 3 3 7

4 3 年度 7 0 7 8 4 6 9 4 3 0

s 2 さけ ・ ますふ化放流実施体制
昭和43年度のさけ ° tす人工ふ化放流事業は66カ所 (国4 0ヵ所、道 1 ヵ 所、民間 2 5 カ 所 )
で実施し,,58水系に稚魚を放流した。そのほかに、捕強を実施しているがふ化場のない水系、
捕義 ふ化とも行なっていない24水系にも稚魚を放流した。
昭和43年度のさけoますふ化放流実施体制については第 l 表かt、第 4表 01::示したとかl ll である。

第 1 表  昭 和 4 4 年 度 さ け °ま す ふ 化 放 流 実 施 体 制

一1ii
区
放 . 流-,:ll( 系名 放流実施事 業 場 支場

北 見
//

/

/

//

//

//

/

天 塩
//

//

魚 種 海
区
放 流

水 系 名

放流実施
支 場

魚 種

さ け ま す 事 業 場 さ け ま す

岩 尾 別

科 里

藤 f
細 走

常 昌

蕩 別

清 清

幌 内

德 志 別
,幌_ 別
頼 別

岩 尾 別

斜 里

深 琴

網 走

北 見

揚 別

清 滑

幌 内

徳 志 別

歌 登

頓 別

〇
〇

〇

〇
〇

〇

〇

〇
〇

〇

〇

〇

〇
〇

〇

〇

〇

〇
〇

〇

〇
(一、

根

室

海

区

標 津
//

当 幌

西 別別

風 連

別 当 資

根 室

中 標 津

計 根 別

虹 別

浜 由

厚 床

根 室
//

//

//

l '

//

〇

〇

〇

〇
〇

〇

〇

オ

ホ

l

ツ

ク

海

区

〇

〇

計 8 9 ″ l
二j:-- f
/

//

//

//

//

//

//

9 4

標

裳

以

東

海

区

別寒辺牛

釧 路
//

阿 寒

十 勝
//

//

歴 舟

太 田

al1 路
e 居
阿 寒

十 勝

幕 別

札 内

大 樹

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
(つ

〇

〇一計 1 l l 1 2 1 1 l l

日

;ll, .

海

区

天 塩 l天 塩
″ l由 川
石 狩 l千 歳
" l音 江
支 笏 湖 1支 笏 湖
尻 別尻  別

利 別 利  別

厚 沢 部 l厚 沢 部

天 理
//

千 歳
//

//

渡 島
/

//

( .)

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
@
〇

計 5 8 1 8 2

襟
装
以
西
海
区

静 内

自 老

敷 生

遊 楽 部

知 内

静 内

自 老

数 生

八 雲

知 内

千 歳
//

/

渡 島
//

o l
o l
o l
〇 1 〇
〇 1計 6 8 3 7 5

根 l 羅 自
室 l 素 別1 伊 茶 仁

羅 日

無 別

伊 茶 仁

根 室
/

//

〇

〇

〇

計 5 5 2 5 1

金
ロi

l
3 5 l 4 1

1

6
l

4 0  l 2 3
1

〇

第 2 表  道 、 民 間 仮 収 容 施 設

海 区
放 流

水 系 名

放流実施

筒 所 名
支 場

魚 種
備 考

さ け ます

オ ホ ー ツ ク 海 区 常 呂

雄 武

時 前

福 山

雄 武

時 前

北 見
f「

天 塩

〇
〇

常昌漁協

雄武漁協

宗谷漁協〇
日 本 海 区 大 沢

增 幌

基 寒 別

大 沢 川

增 幌

增 毛 1
〇
〇

船泊漁協

宗谷漁協

增毛漁協

〇
〇-3-



海 区
放 流

水 系 名

放流実施

箇 所 名
支 場

魚 種
備 考

さ け  ま す

.it 室 海 区 ル サ l ル サ、

春 刈 古 丹 l 春 刈 古 丹
古 多 據 l 古 多 據
忠 類 l忠 空
床 丹 j床 丹 ・

矢 日 別 矢 日 別
穗 香 穂  香
幌 戸 幌 戸

音 別 1 ム リ 川
十 勝 l 利  別
広 尾 l広 尾
波 留 1 據 留

歌一 一男ljn歌 一 男 i」
仁 雁 別 l 仁 雁 1lllj
元 浦 川 1元 浦  川
1iSi 川 1識 1 lト' 森
大 野 l 有 川
茂 辺  地 1 茂 辺  地
_a _ __」llj亀_ _ _ _l l ll1
2 5  l 2 6

l

根 室
l

//

//

//

//

//

十 一 勝一

//

//

//

//

一千一一 最一

//

//

//

渡 島
' //

、 //
//-----6 -
t

〇

〇
〇

〇

羅 自 漁 協
/

標 津 漁 協
//

野 付 漁 協
別 海 漁 協
根 室 漁 協

浜中漁一協;--

白 糠 漁 協

池 田 町
広 尾 漁 協
幌 泉 町----ar -- - -
様 似 町
浦 河 町
期 川 漁 協
北 海 道
上 磯 漁 協
茂辺地漁協
木 古 内 町

〇

〇
〇

棒 裳 以 東 海 区

後 集 以 西 海 区

8 l

8 l

__Q__一 〇 l- - -

1 〇

81°
o l

要 li-9 ,- -9-
1

合 計

第 3 表  還 元 お よ び 移 殖 放 流 河 川

1種1_ l 前 水 系l 要 ・基
魚組

商
簡 編

1 基ク素る 1緩 ・

ま 1 重差 取 〟
、 , フィ トコロ 1北見
1 i .解日i別 ″
ツ 1 芭 露 1 ″
ク l 興 部 l 渚滑_ _11ili_ _ 主1,,ji理__別 ____ _ _.
日 l 小 平要 ' j JIT-
l 余  市 l 千歳

-;il1: 1 4- 字 l ''
' 果 - _f盤)-i.E 1 .制野f 羅員、 伊 茶 仁 一1
1植 別 l 伊.,t
室 l 審 別 l 計根別

北 見 l 〇 l

: 1 8 1" l 〇
″ l 〇 l
″ 1〇 :
″ 1 〇 l 〇

.I-″塩十o、ト8
千″歳 l 〇1〇

_ 渡. _ .理重.:l._Q_ _

'l1◆、 5 l l〇

:; 181

以 l lf 路
東 茶 路
--?整 _ -1a-
・ 仁服別

1幌 満
標 l幌 別

ij 石
基 1新 冠
装 1沙 流
以 勇 払
長万部

西 F? 泊戸 切地
一計一 一i

l

す
す
ま
ま
と
ら
ふ

け
く
ら

さ
一一一LIM
か

〇
C
'

'

放 流 実 施
場
一一
業
一一

事
一
居
一
一
屬
〟

-
r

-
-
，・

1 7 6

1-:- i電一 l

i_二_.___1

1 (・-) 1 i
l 〇 l〇 , l
1 ,91°l

---r---
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s 3 さ け・ ます増殖事業経費

昭和4 4年度,. さ け・ ます増殖事業のために要した経費、予算',,・よび決算額は下記のと2,bで
あるo

第 1 表  昭和4 4 年 度 さ け o  ます増殖事業,r、ための予算額:io・ ょび決算額

分

( 組  織 )

水 産 庁

( 項 )

北海道さけ °ますふ化場

( 日 )

人 当 経 費

]験 員 旅 費

施 設 施 工 旅 費

庁 費

採 卵 ふ 化 放 流 庁 費

施 設 施 工 庁 費

土 地 建 物 借 料

各 所 修 結 費

施 設 整 備 費

国有資産所在市町村交付金

予 算 額

3 3 6,7 0  0.0 0 0

1 8 8 , 3 8 l.0 0 0

6,0 2 0 , 0 0 0

2 5 6.0 0 0

8,6 2 9 0 0 0

9 2.0 6 5.0 0 0

1 9 2.0 0 0

1.4 6 0.0 0 0

8 ,124.0 0 0

31 , 367 , 000

2 0 6.0 0 0

決 算 額

322.866.814

1 8 8ユ 3 0 8 9 8

6 . 0 l 9 . 6 95

1 4 1 . 8 8 8

8.628.711

9 2 . 0 6 4 5 3 3

l 1 6 3 6 9

1.436.625

8.123 . 965

17.998.000

2 0 5 . 6 3 0

1 8 8 . 1 3 018 9 8

6 . 0 l 9 . 695

255 . 888

8.628.7 1 1

9 2 0 6 4 . 5 3 3

1 9 1 3 6 9

1.436.625

8.1 2 39 6 5

3 l 3 6 4 . 0 0 0

205 . 630

第 4 表  支 場 別 さ 1rt 。 ますふ化放流実施体制

. l 放  流
支 場  1 水系数
北 見 l  9
i展 室 l  1 5
十 勝 ; 9
天 塩 l  8
千 i31 i 9
渡 島 l 8

i . 化 施 設
計

1 0
1 6
1 3
9
1 0
9

実 施 区 分
備 考

国 営 l 遭 営 l 民 間 さ け

ー」.i_

〇
〇
〇
〇
〇
(-')

91 l 事
8 l 1 5

i i ,1 i
〇
〇
〇
〇
〇
〇

ひiilますを含t」

計 l 5 8 4 1  l 1 ; 2 5 6 7-4- -5-



s 4 北海道さけ ・ますふ化場の現員

昭和 4  5 年 3 月 3  1 日現在l7、,本場 jl l、よび支場別人員配置状況は第1表l7、と : i l りである。

第 l 表  北海道さけ・ -lllすふ化場職員本、支場別人員配置表

場 名 技 官 事 務 官; 計

本 場

北 見

根 室

十 勝

天 塩

千 歳

渡 島

計

2 9

1 8

2 1

2 l 、

9 '

t
1 1

8

1 1 7

1 5

3

4

4

3

3

3

3 5

4 4

2 1

2 5

2 5

1 2

1 4

1 1

l 5 2

註 1l 本 場 の 技 官 の う ち 9 名 は 研 究 .員

5 北洋さけ ・ ます漁業
1 ) 漁  業 規 複

第 l 表  母船式さけ 。ます流し網漁業(隻数 )

」

4 3

1 1

3 6 9

4 4

母 船

独 航 船

1 1

3 6 9

第 2表  4 8度以南流し總、はえなわ漁業(許可登数)

許にJ1 、 、 、一_一年一 1 4 3 4 4・
j、1臣̃中型 さ けiす流し網 l 者 3 ?? l jn

l
大臣̃中型さけますはえなわ l  3 6 9  1 3 a

1 l知事̃太平洋7ト:,以上流し網 5 ・

l l

第 3 表  その他さけ o  ます漁業(道知事許可變数)

-一、、一 -、一一、 、 _ _ 昭和年
許可別 、_ . 、_ 1

4 3  l 4 4

太平洋小型流し網7 ト ン 未満

日 本 海 小 型 流  し 網

津 軽 海 峡 流 し 網

日 本 海 小 型 は え な わ

太 平 洋 小 型 は え な わ

オ ホ ー ツ ク 海 小 型 は え な わ

宗 谷 海 峡 小 型 は え な わ

支庁長̃さ け o ま すは え なわ

1. 2 7 5

2 0 5

1 0 0

4 8 3

2 6 3

1. 2 7 5

1 7 4

1 0 0

4 8 3

2 8 0

9

6 0

5 0 0

資料 ;; 「漁業養殖業、 漁獲統計表」 ぉよび「北海道漁業現勢」

-7-



2 )  昭和4 4年度さけ ・ ます源業実續

第 4 表  漁 獲 割 h 当 て 量 と 実 續 ( 単 位  ト ン )

操 業 区 域 l 漁 業 種 類 魚 種 l 割h当て量 実 績 l

A 区 域 1 母 船 式

l
1

l
l

「i 1一度病流一し一福一

l _ _ _ ___

1 計

i 言 ; 算 l
ぎ ん  さ け i

ま す l
ま す o、、 す け i

_ _ _ _計____L__ 40.40 0__

さ け 1
ま す 1
そ の 他 ;
計 l 9.3 5 0

1 l . 6 6 7

l 5 . 5 9 2
2.5 6 6
9.270

1 .179

4 027 4
8 0 7 6

1 2 3 9

9 .315

4 9 5 8 91 49 . 7 5 0
B 区 域 l  4 8度以南流し網 l さ け 1 1 l iA l 3

l l ま す ; l 2 2 . 0 0 9
l 1 そ ' o、 他 l 1
l , t 計 l 31 . 1501  33 . 422l は え な  わ l さ け 1

l l ま す 1l そ の 他 1
‘ 1 計 1 14 . 0 00

6 4 7

1 4 . 6 9 4

1 5 . 3 4 1

1 日 本 ・ 海 流 し 網
l 1

' l

l
l l-一一一一一一 -

l 日 本 海 は え な わ

l l
1

' l

1 1-7-i ン高流し網一
l l

l
1 l

1 ;

さ け 1 l 0
ま す 1 l 3.625

そ の 他 1 、, 1
計 l 3.3001 3 . 625

さ け l l 0

ま す 1 l 2 .993
そ の 他 i l

計 l 2.500 l 2 .993

さ け 1 1 7 4 2
ま す 1 1 4.045

そ の 他 1 l
計 l 4.300 1 4.782

1 計 5 5 . 2 5 0 l 11l 0 1 6 8

1 規  制 区 域 1 合 計 105 .0 '「、0 l  1 0 9 . 7 5 7
l 規 制 区 域 外 l

( 沿 岸 )  1
1 l
l--------- l一 一i-- ---
l 総 合 計

さ け l
l

ま す 1
そ の 他 l
計 1

4 . 9 l 8

l 1 . 6 4 5

1 6 5 6 3

- -- - -  1 l 0 5 . 0  0 0 l 1 2 6 3 2 0

1

2

資 料 は 第 l 5 回 日 ソ さ け o ま す 委 員 会 準 備 資 科 に よ る 。

さ け の 内 訳 は べ に 、 しろ 、 き ん、 す け を 含 む 。
-8-



s 6 さ け・ ます増殖事業成績総括
昭和 4 4年度さけ・ます捕獲採卵事業は5月22日かt、1 月 2 6 日 までを も 一 て終了し、解飼育を行ない、 1 月 l 日 か ら 6 月 3 0 日 までの間に放流した。 その成横は第l表l「、と ; li,h で あ る。

第 1 表  海 区 別 、 魚 種 別 成 1a 集 計 表

魚 種 さ け l さ < ら ま す か ら ふ と ま す

t海 区 1 日

水

系

' 数

実 l

施 l商 捕 獲 数
所 :
数 1 尾

l

採 卵 数

千粒

水 l 実
l 施

系 1票
数 1 数

; 水
l

放 流 数 l 系

l .

:f尾 l 数
l
1

実
施
箇
所
数

l
捕 獲 数 l 採 卵 数

l

尾 l n
l

水

系

数

実
施
簡
所
数

水

系

数

義l第 l 捕 獲 数
数 l 尾

水

系

数

実
施
箇
所
数

放 流 数

:千尾

放 流 数・-尾 採 卵 数

千粒

計 画

実 積

達 成 率

1 2

l 4

1 3

l 5

l 0 1 . 0 0 0

1 7 6 . 4 8 9

l 174 . 7

1 1 5 . 6 0 0

140 . 7 3 8

121.7

18.0 0 0

9 4 2 9

5 2.4

1
l 9 1 1 2

l

1 9 1 1 2
l

i
l

l- 一一一一十一一一
8 l  9
;

1 n1 9
l

l--- i-----
1 8 l 1 :;:

l
・ 5 1 1 3

1
l
l

i

i
l

96.900 ' 7
l
l

1 0 1 . 7 9 6 1 7
i
l

105.0  ,
1

1 l 1 i 1 1
1 4 1 1 4 l 4 0 . 7 0 0 l  25 .600 1 14.l 1 l 1 l 8 . 6 5 0
1 5 1 1 5 1 8 8 2 2 8 1 6 8S 0 7 l 1 3 1 1 2 l 43.233
l l l l l i
j 1 216 .8  l 2 6 8.0 l 1 l 231.8一1--- - 1----'t- ' --一一 一1一 一1---1--一 一一
1 l 1 1 2 0 0 1  1 0 0 ,  21  2 1 3 3 01 t 1 l 1

2 1 2 1 1 2 3 1 8 2 1 5 1 4 l 7.000
l l 1 1 l 1
1 1 61.5 1 82.0 1 ; l 2 1 21

--1 --i----r--一一一、t - 一十一 一一十一 一 一 一

1 3 , 1 3 l  9 .700 l 5.500 1 1 2 1 1 2 l 5.9 8 0

1 1 1 1 l l
l 2 1 1 2 1 1 3.0 4 1 l l1;.6 4 8 l  6 l  6 1  7.631

j 1 1 i 1 ;

l l 134.4 l 1 2 0.9 1 1 1 127 . 6, l l 1 l

7

7

8120 0

7.475

9 1 2

716 8 4

6 .369

8 2.9

7

5

5

5

5.520

5.158

93.4

2.097

2 .96 l

1 4 1 2

ォ ホ ー ツ ク 海 区

l 計 画

日 本 海 区 1 実 績
l

l 達 成 率

5

6

8

1 0

' 16 . 000

ll

S.o l f

55.7

- 4 1.30 0 l i l 5
1 1

1 9 . 8 3 9 l  3 l  4
l l
l l

4 3.0 1 1
1 l_-_- _-_ _ l____- - 一一

126 . 400 1 8 1 8
1 1
. 1 l1 0 7 5z 4 l 8 ,  9

l 1
5 l 18..1 1 ,

1 1

1.400

1.242

88.7

4 2 0 0

4 .2 6 0

101 .4

1.837 l 5
l
l

2 .003  1 5
1

1 0 9.0 l
l

5

5

l 計 画

l
根 室 海 区 l 実 素fi

l
l 達 成 率

1 7

1 8

1 8 1 1 8 7 2 0 0
l

l 9 l 1 3 S.0 4 l1l
ll 101.0

198 . 5 00

1 7 4 . 7 8 6

8 8.1

2 1 220 0

1 3 6.9 6 6

64.5

2 2 2 0 0

l 0 . 8 1 0

48.7

4.842 1 8 l 8 l 3.875
c、 l l
6.4 ,,9 1 6 l 6  4ユ 4 3

1 3 4.2 l 1 l 106 . 9

---一十一十一十一 一 一

. 1 i l
1 l l

l 計 画

操 l 基 以 東 海 区  1 実 績1

1 達 成 率-- ------ ---l-:;:- -一一'

l 計  画
1

篠 整 以 西 海 区  に 績

通 成 率

7

1 0

1 8

2 0

1 1

1 4

2 6 5 . 0 0 0

1 9 1 . 1 0 4

72 . l

8 1 1 0

1 1 1 1 2
l

1

i8「1 1
l
2 1 l 1 3
l

1 3 8.4 0 0 l 1
1 l

100 .630 1 1
‘2.7 1

:

- - --:-T'一十一

5 0 2 0 0 ' 1 ; 1

1 '31 . 782  2 l 2
16 33 1

2 l 2 l 9 0 0
l 1
2 1 2 1 1.173
l l
1 l
l , 130 . 3
l 1

5 0 0 1 2
l

7 5 0 1 2
1 5 0 .a 1
一一一一一 一 _ _-- l__-_
2 0 0 l 1

i

8 0 1 6
40.0 1

2 1 4 0 0
l
2 1  6 1 5
l

l

j 153.8_ __ i____ ____ _
l1 '  1 8 0
l

3 l 6.077
l

1 337.6
1 

1 8

2 0

6 8

7 8

:2 0.8 0 0

1 2.2 8 3

い 5 9ユ590 . 0 00
l 5 7 7 . 8 3 69 7.9

1 0 0

1 6 3

l 63 .0

9 6

3 2 7

340 .6

1

3

1

2

7 7

2 4 l

2 7 7.9

1

3

1

3

5 0 0

3 2 4

6 48

計 画

実 積

達 成 率

5 9

6 8

l

566.500

4 7 2 5 2 9

83A

1r l

7 6

5 5

6 7

4 5 3 2:0 0

3 6 1.5 7 1

l 79.8

2 0

2 0

2 l

2 2

l 3.9 0  0

13 .140

94.5

l 4 . 4 5 9

15.198

105 . 1

2 l

1 9

1 9

1 8

l

1 l 5 6 9

l 2 5 0 3

1 0 8 1

3 l

3 4

3 l

3 4

52.0 0 0

1 0 2138 9

197.9

3 1.9 0  0

7 6ユ 6 7

238.8

3 l

3 2

l
2 8 1 25 . 540
l

2 7 l 64 .556 .
l

l 2 5 2.8
l

合 計

-g-



根

一

襟

一

襟

一

i

．

-
-
l

l
l
l

魚 種 ひ め ま す 交 配 種 ぺ に さ け 合 計一海 区 項 日

捕 獲 数

尾

i

1
採 卵 数 . 放 流 数

1
1

千粒 1 :f尾

捕 獲 数

尾

採 卵 数

'粒
放 流 数

:f尾

捕 獲 数

尾

1
採 卵 数 l 放 流 数
千粒 l 能

水 1 素
:1 套

1

l

1捕 獲 数  採 卵 数

l
l
尾 1 ,千粒

水

系

数

実
施
箇

所
数

放 流

千

l 3 1 . 0 7

1 5 0.l 8

l 14 .6

44 .72

30.92

6 9 . l

計 画 l

lオ ホ ー ツ ク 海 区  実 績
l
l

達 成 率 '
i

l
l

1
l
l

l
l

1

l

4 3 l 1 0

l
1_ _-_ _ _:_-__-一一 _-
i

、 1' 1

t l
l
l

l

_ l

l
・ 1
l
1

一 一一一一一一十一一一一一 ・一一 -
1

1

; 1 l l 4 9 . 9 0 0 l l 4 8 M l 1 9
l 7 l l 8 l 2 7 2 2 3 3 l 2 1 5 . 7 2 4 l1 4

1 1 181.6 l 144.9 l

--l-- l-- ----- -1 一 一一一 一 l -

l 1 3 7 . 6 0 0 l 2 3 4 8 7 l l 0

l l 1 18 l 2 1  2 4 S 6 9  1 4 3 7 0 9

1 1 1 l
1 l 66.1 1 6 1 2 1

1 3

1 4

l
l

l
l
1
l

----i---

l
l

l

1

l
1

計 画

日 本 海 区 実 績

達 成 率

l 020 .000 ・ 3 S 5
1

l 4 . 5 8 8 l 2S 5 6

l
72.9 1 80-5

1.000

1 . l 2 2

1 1 2 2

1 l

1 1

計 画

根 室 海 区 実 績

達 成 率

l
l
l

l
l
l

1

l 1 1
1 1 1l 1 2 0 1 2 7 1 1 4 6
1 1 1l 1

l 2 0 1ユ 0 0  l 2 0 8 3 4 2
l l
2 l  2 0 6 4 6 7  l 187 . 960

l 1
1 l 0 2 . 7  1 90.0l ,

1 9 l 1 3

l 5 1 1 6
1
1

1 3 6 2 5

l 1 9 4 4

87.7

2 0

計 画

際 裳 以 東 海 区  実 績

達 成 率

計 画

際 装 以 西 海 区  実 積

達 成 率

計 画

合 計 実 積

達 成 率

1 1
1 1
1 1

1 l 1l , l
l l 1
1 l l
l l l

l

l
l

l ・

l
1

l 1 2 6 5 9 0 0 l 2 1 2 7 0 0 l 8 l 1 0l l ' l l1 1 l 1
1 0 1 4 1 1 9 2 2 7 7 1 1 3 7 . 5 1 6 l 9 1 1 3

l ' : 1 l
1 1 7 23 l 64.7 1
1 l l

138 . 80

1 0 l 2 4

72.9

l

1
l

1
1

l 1
l
i l

__ _L _. ___i__ _ ____

r ,
l l

4 3 1 1 0 1 -
1 1

1 l
「 l

1 l
t l

l l 2 0l
l l

1 1

1 2 1 4 0 0 l 2 2 4 9 6

2 0 l 1 2 7 7 0  i 1 1 2 1 7
1 l
1 59.7 l 49.9

-j -675.9 o-o/ -6i6:4-o-9-
l

l l
8 5 1 7 0 8 . 6 l 6 l 5 6 6 . 7 8 9

1 104 . 8  1 91.9

1 8

1 2

1 1

1 3

5 0 4 5

3 8.l 0

75.5

491 .30

4 3 9ii9

8 9 5

7 4

5 9

5 8

6 7

l -2().000 l 3.550 i 1 .000

ll '1A.588 1 2.8 5 6  1ユ 2 2
l

72.9 1 80.5 l 1 1 22

1
l

2 7 l 1 4 6
l

l

1 2 0 7 5

-l 0-



ひめます 2 . l %

さくらます  2.8 %

( 海 産 卵 を 含 ま ず  )

-1 l-



第 2 表  海産親魚からの採卵数( さ け  )

海 区 地 区 別 採 卵 数 千粒 備 考

; ll . 0 6 5  ウ ト ロ 漁 協

1
7 2 l 斜 里 第一漁協

l
1 9 6 l 常 呂 漁 協
1 . 3 3 3

1 岩 尾 別
l

l
オ ホ ー ツ ク l 斜  里

l 常 呂

l
l 計
l

根 室

羅 自 1 2 4 4 l 羅 自 漁 協
古 多 様 l . 1 4 9 l 標 津 漁 協

i l

床 丹 l 1 1 9 l 野 付 漁 協

l ・-l 2-

l 計 ; 6 5 2
l 1

l 歴  舟 l 2 6 5
l l
l 広 尾 l 5 2 7

襟 裳 以 東 1 l

l 渡 留 l 2 0
: l

1 計 1 8 1 2

--一一一一一一 l --一十一一一一一一一一一一・

1 仁 雁 別 l ' - 3 1 6
1 l

襟 裳 以 西 l 元 浦 川 2 1 0

l 戸 切 地 .  9 7

1 l
1 計 l 6 2 3

大 樹 漁 協

広 尾 漁 協

幌 泉 漁 協

様 似 漁 協

浦 河 漁 協

上 破 漁 協

合 計 3 . 4 2 0

l
t

-
一，
-

l

-
-
-
l

，l
・

-
，1
一-

-
-
-
-
-

1:
l
;

，・;

一

;

一

1

7 さけ增殖事業

さけの来遊概況

昭和lf‘,' 1.( 1月,一 、2月)の??11iの, ,1岸来遊 ...i ( if1 -1_ 111十 ,11可川) は4173万尾と最近5 カ年の平均を
上理り、昭和40年(474.9;;5尾)、昭和42年(450. 1万尾)に次く豊漁であったo  また、過去に40 0
万尾以上の施があった年は4年魚が主詳であるが、本年は3年魚(1966年級群)が主群であった。
河川そ上数(捕獲数)は沿岸に400万尾以上の来遊があった年は4年魚が、本年は3年魚

( l 966年級群)が主詳であった。
河川そ上数(捕獲数)は沿岸に400万尾以上の来遊にも拘らず13.8%、57.8万尾にとどまつ

た。 これはォホーック海区にぉぃて、 魚弾の来遊期が比較的選く、 さらに、 漁業調整(定置網

操業期間の短縮 、 の結果、河川そ上率が、従来の数%から向上し、11.8 %を示した反面、標裳

以東海区にぉぃて、 従来20.0%以上のそ上率が16.4%に低下したことによる。

本年度の計画目標数は親魚補盤数59万尾、 採卵数5 'l1l[s. 6千650万粒の計画をもって、 68水系
78捕獲採 1l;l;場で美施した。

昭 和 4 4

実 績

年 度 l昭和43年度 1 前年度との対比_
区 分

計 画 数 達成率 % 1 実 績
増 減 A

補獲数  尾

採卵数千粒

放流数千尾

590.0 0 0

566 .500

4 5 3ユ 0 0

5 7 7 S 3 6

4 7 2 5 2 9

3 6 1 5 7 1

l l9 7.9 , 2 3 5 . 6 7 4 ,  342 . 1 6 2

8 3 . 4  1 235 . 0 8 6 l 237 . 4 4 3
7 9.8 l 2 0 7 A 3 8 l 1 5 4 1 3 3

l l

第 1 表一_-一一一・ 事業計画と実續ならびに前年度との比較

各海区の状況は次のと:i11・ り である。

(1) ォ ホ - ツ ク 海 区
この海区はl  50万尾の来遊が見t、れ、 昭和4  1 年に次 <'好漁であ っ た。 そして、 3年魚が
主群で82 . g %、 1 2 4 万尾と前例がない程多く lr、来遊であり、 4 生Eli1、は 1 6.0 % 2 4 万尾と
非常に少なかった。

g月下句に冷水滞が知床半島の突端付近に張出し、 例9i と 異 っ た 海il1を示した。 このため来
遊期は例年1. h 1 0  a 前後の遲れとなb、さけ定置漁業(r、終期にあたる 1 l 月中、下旬にt1l: 一
ても沿岸の漁獲は滅少せず、 1 1月上、 中旬が最盛期であった。
魚体は来遊初期が比較的大型であったが、 最盛期には小型魚となった。
限 斜 里、 網走地区が多くの漁嬢があb西 1ll、11地区ほど極端に低くなる傾向があった1b、 例
年に比して、この地区でもかなbの漁獲が見 t、れた。 即ち、斜里、細走地区で90万尾程度で
例年並み、 常昌、 湧別地区で25万尾の漁獲があった。次に、紋.別、興部、雄武地区_も8万尾と比較
的多く、 また、枝幸、屯別地区は9万尾と、 この地区としては豊漁であったo
河川そ上数は来遊量に対してl1.8 %、 18万尾と近年にない高い比率を示した。これは終
期群が多量に来遊し、 加えて漁業調整(漁期の短縮措置)が有効であったことを示したもので、
特に紹走1l、、翻別川が頭著,tあった。 また、岩尾別川に 5 千? そ 上がみられたが、大部分は3
年魚であった。
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', ; 日 本 海 区

日本海区は2.4万尾と近年lr、最低を記録した。この海区の主再生産河川である天塩川の主
者 ,は4年魚であるが量的には少な<、 また、石狩川は3生魚が主群で、 4 年 魚 は l l . l %と
著しく少ない回帰量であった。 しかし、 道南域の厚沢部川では95.7 %が3年魚で、 その沿
岸では近年にない3千尾程度の漁獲があった。 また利別川も3年魚が主群であった。
河川そ上率は37.5 %と高率を示したが、絶対量としては9千尾程度にとどまった。

(3) 根 室 海 区

この海区は昭和4 0年以降l年毎に豊漁を繰返し、 本年は l  2 0万尾と豊漁であった。 特
に別海、野付地区は3 3万尾と近年最高を記録した。 ま た、羅臼地区は好漁であったが標津
地区は比般的不振であh、 根室、 湾中地区は不漁であった。
各河川の年令構成は無別川、 伊茶仁Jl、、 標津川、 別当資川は3年魚 l 「、回帰は多かったが、
4年魚は非常に少なかった。しかし羅日川、 風連J l、は 4 ii是-魚が主群であるが、風連川は量的
には少ない。西別川も4年魚が主群であb、 3年魚も比較的多く出現した p
河川内捕種は来遊量に対して15.9 %に当る 1 9万尾であり、 その大部分1r;t西別川である。

(4) 機 集 以 東 海 区 t

この海区は1 1 7万尾と好漁であった。 これは十勝川の回帰魚が卓越したためである。 大

津・厚内地区は46万尾と最も多く、 庶野、広尾、 大樹地区は24万尾とこの地区としては
最高を示した。昆布森、91降、自様地区は20万尾にとどまった。
この海区の来遊期は例年同様に9月上旬から11月中旬までの比較的短期間である力'、 本
年は特に9月下旬かt、10月上旬の約20日間が来遊盛期を示し、 9月下旬のピークでは全
来遊量の43 %を漁獲した。
来遊魚の年令組成は4年魚約60 %、 3 年魚約 3 8 %を示したil、、初期には4年魚78 . 4
%、 3生魚1 8 . 0 %、盛期には4年魚、 3 年魚 と も 4 9 . 0 % と同率、後期には3年魚が861
%と圧倒的に多かった。 河川では十勝川、 釧路川が4年魚が主群であり、 量的にも多か 一た。
歴丹川、別型牛川は3年魚が多く、 4年魚は極端に少なか一 た。
河川捕獲は来遊量の16.4 %、 1 9万尾でこの海区としては少なかった。 これは特に十勝
川にi;ける河川のそ上環境が悪く、また沿岸漁獲の条件が好かったものである。

(5) 機 装 以 西 海 区

この海区では29万尾の来遊が見られ海区全体と しては並漁であ 一、た。 しかし、 沿岸漁獲
の 7 5 %に当る2 l万尾が日高沿岸で漁獲され、 この地区では並漁を右T」f国つたこれは
親魚の標識放流試験の結果、 標集以東海区の初期群がこの地区に回遊、張出しのものが漁陸
されたものである。 また、 ll日;標地区は回帰魚が少なく極端に不漁であった。 質火湾域では遊
楽部川の回帰魚が比較的多かったため好漁であったが、 上破、 茂辺地区は茂辺地川の回帰魚
が少なく、 やJl:'不漁であった。
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年令構成も遊楽部川は 4年魚が主群であるが、茂辺地、静内川は 新魚が多かった。
河川そ上1国1t4 4% 、  12万尾と非常に少なかった。

2 沿岸漁業とそ上数

北海道沿岸に要,けるさけ漁業は、 漁獲量の大部分がさけ定置網によって1;・り、 現a 河川そ
上親魚によってさけ漁業資源の再生産をはかっている人_工ふ化事業は、 これらの漁獲努力によ
って大きな影響がある。
本年度、北海道沿岸に来遊した秋さけは417. 3万尾で、 このうち河川へのそ上は、 l 3 . 9

%、 5 7 . 8 Ji尾で、 そ上率は最近5 カ年の平均と ほほ同率を示した。 しかしさけの漁業資源を
増大させるためには再生産計画に必要な親魚を確保することが重要課題であh、 このための方
策が早急に確立されなければならない。

各海区にぉ?ける秋さけを対象としたさけ定置網の許可統数については、 前年度は全道総計
4 7 0 カ 統、 このほか整理対象の小定置295カ統のうち12 7カ統が短期免許とされたが、
本年度、 第4次漁業権の切替力、行なわれた初年度に当り、さけ定置網統教は516 力統とな b、
支庁別、 海区別の内訳は第2表のとぉ 1l1。

第 2 表  昭 和 4 4 年 度 さ け 定 置 数

海 区 支 庁 1 支 庁 別 統 数
l

海 区 別 統 数

オ ホ - ツ ク 網 走 1 0 6
1 2 7

宗 谷 1 3 5

日 本 海 5 1
留 萌 l l 5

石 狩 1 1 6
後 志

1it 山

6

根 室 根 室

釧 路

1 2 0 1 2 0

5 9

以 東 十 勝 3 6 9 6

日 高 8 l

以 西 l 2 2胆 振 2 6

渡 島 l 6

計 5 1  6 5 1 6
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第 3表  北海道に i ;・けるさけの沿岸漁獲数並びに河川捕獲数と河川そ上率

t-項 年 度
1 9 6 0

( 3 5 年度 )

1 1i; a 1

( 3 6 年度 )

l
1

1 9 6 2  l 1 9 6 3
( 3 7年度) l ( 3 81年寝 )

l

1 9 6 4

( 3 9 年度 )

オ
ホ
1
ツ

ク
海
区

沿 岸

河 川

合 計

河川そ上率

1 . 0 1 0

l 3 8

1 . 1 4 8

1 2 . 0

1 . 5 4 3

6 2

1 . 6 0 5

3.9

l
l . 2 5 0  l 1 . 8 2 l
5 7  l 6 6

l

l . 3 0 7  l 1 . 8 8 7
1

4.4  l 3.5

1 . 5 4 6

5 0

1 . 5 9 6

3.1

i 沿 岸
日 ,
本 l 河 川

海 1 合 計

区 l
. 河川そ上率
l

- 1:?沿一 一?l .i ' l '
室 1 河  川

海 1 合 計
区 ,

i 河川そ上率
i

3 6 l 2 6

8 l 1 4

4 4 l 4 0

1 8 . 2 l 3 5 . 0

l
6 9  l 6 2  l 3 9

l I

2 2  l 2 2  l 1 2
l l

9 1  l 8 4  ・ 5 1

、 l l

, 2 4 . 2  l 2 6 . 2  l 2 3 . 5
1 1 4

6 6

1 8 0

3 6 . 7

4 1 5

1 5 2

5 6 7

2 6 . 8

3 6 5

1 7 8

5 4 3

3 2 . 8

t 2 9 3 l 5 2 9 l 5 0 4
1 2 5 l 1 2 1 l 1 8 2

・ 4 1 8 l 6 5 0 l 6 8 6
2 9 . 9 1 1 8 . 6 l 2 6 . 5

l 沿  岸
l

標東 l 河 川

装海 1 合 計

以区 i1 河川そ上率

1 6 0

8 0

2 4 0

3 3 . 3

1 0 4

1 3

l 1 7

1 1 . l

4 2 7 l 6 3 9
1 4 5 l 1 3 6
5 7 2 l 7 7 5

l

2 5 . 3 l 1 7 . 5

8 3 8

3 3 G

1 . 1 7 4

2 8. 6
l

l 沿  岸

探西 l ,: 河 ,,l
装海 ,
以 l 合 計区

l

1 河川そ上率
l

1 6 5

2 1

1 8 6

1 1 . 3

3 4 9

2 2

3 7 1

5 . 9

3 5 7  l 2 9 3
1

1 6  l 1 4
l

3 7 3  ; 3 0 7
l

4.3 l 4.6
1

全 1 沿  岸l
道 l 河 川

j i 合 計

計 l 河川そ上率

1 . 4 2 4

3 0 5

1 . 7 2 9

l 7 . 6

3 . 5 1 4

4 2 7

2 . 9 4 1

1 4 . 5

2 . 3 8 8

3 7 1

2 . 7 5 9

1 3 . 4

3 . 4 0 8

3 6 1

3 . 7 6 9

9 .6

3 . 2 2 0

5 9 4

3 . 8 l 4

l 5 . 6

( 注 )  l .  千尾未満の数字は四捨五入によ l1l ま とめた 。

2. 上表の河川そ上率とは河川捕贓÷(沿岸漁獲数十河川捕獲数)である。-l 6-

捕獲数:千尾
単価
そ上率: %

1 9 6 5

( 4 0 地 )

i
l

1 9 6 7  1 1 9 6 8
l

( 4 2 l1li度 ) 1 ( 4 3 年度 )
l

1964̃ l 9 6 8

l 5カ年平均
l

1
l 9 6 9 l
( 4 4 地 ) l

l 9 6 6

( 4 1 年度 )

l . 0 7 6

2 5

1 . 1 0 1

2.3

1 . 5 2 4

7 l

1 . 5 9 5

4.5

1 1
1 . 3 1 7  l 7 6 9  1 1 . 2 4 6
4 8 l 3 3  l 4 5

l '1 . 3 6 5  8 0 2  l 1 . 2 9 1
l l

3.5 1 4.1 1 3 . 5

1.3 2 1

1 7 7

l . 4 9 8

1 1 . 8

2 2 l  3 3
i

1 3 1 1 6

3 5 1 4 9

3 7 . 1 l 3 2 . 7

4 7 1 3 3 l 3 5 l 1 5 il l l

l 2 l l 7 1 1 4 1 9 1
l l 1 ,

5 9 l  5 0 l 4 9 i  2 4 l
, l l 

2 0 . 3 l 3 4 . 4 l 2 8 . 6  l 3 7 5 - l
- 1 . 2 0 7  l 7 l 3

l
1 6 2  l l 3 8

l
1 . 3 6 9  l 8 5 1

1

1 1 . 8  l 1 6 . 2

1 . 4 4 0

l 6 3

1 . 6 0 3

1 0.2

5 6 l 1 8 8 5 l 9 9 9

8 6 1 1 4 6 1 1 8 9

6 4 7 1 1 . 0 3 1 l 1 . 1 8 8
1

1 3 . 3  1 4 . 2 l --1 111: 9-
- 1 . 3 6 5  l 7 6 6
5 9 6  l 1 5 4

l . 9 6 1  1 9 2 0

3 0 . 4  1 1 6. 7

8 0 3  l 3 2 9  1 1 . 8 2 0 9 7 7
l l

3 5 3  l 8 5  1 3 0 5  l 1 9 1

l . 1 5 6  l 4 1 4  1 1 . 1 2 5  1 1 . 1 6 8

1 , ,

3 0 . 6  l 2 0 . 5  1 2 7 . 1  1 1 6 . 4

2 7 3

l 0

2 8 3

3.5

3 7 2

1 8

3 9 0

4.6

3 0 2

1 6

3 l ‘a
5 .0

2 1 0

1 5

2 2 5

6.5

2 9 0 l  2 8 3

l 1 2

1 1-,

3:: l 2;;-

:基
3 . 4 0 8

3 9 7

3 . 8 0 5

1 0 . 4

3 . 9 0 9  l 1 . 9 0 2
l

5 9 2  l 2 3 6

4. ; 0 1  1 2 . 1 3 8
l1 3 . 2  l 1 1 . 0

3 . 2 7 6  l 3 . 5 9 5
l

5 2 5  1 5 7 8
3 . 8 0 l  4 . l 7 3

1 3 . 8  l 1 3 . 9
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第 7 表  昭 和 4 4 iE.度 海 区 別 さ け 事 業 成 積

、、 項

海;、二
捕 獲 採 卵 成

捕 速 数 (尾 ) 字性比

%

37.7

4 4 5

4 l・.9

35.8

3 8 0

3 8.6

44.0

率親魚使

用数l尾)

6 336 8

34 5 3

75 . 7 8 5

52.072

42l 3

l 9 8 3 9 1

88.794

同 使 用 率

%字

66 . 566

3.9lFl7

7 9 1 7 4

68 .424

4.6S6

222 .797

0

109 . 9 2 1

4.949

1 0 9 i 7 2

1 2 2.6 8 0

7.S17

355.039

計

176 . 487

8.9 1 6

1 8 9 0 4 lll

1 9 1 . 1 0 4

,1 2 2 8 3

5 7 7 . 8 3 6

2 3 5 j 6 7 4

オ ホ ー ツ ク 海 区

日 本 海 区

根 室 海 区

襟 集 以 東 海 区

採 集 以 西 海 区

合 計

昭 和 4  3 年 度

9 5 2

87.0

95.7

76.1

90.3

8 9 3

1 0 3.e 9 5 1 3 l . 9 7 9 85.6

第 8 表  昭 和 4  4 注 度  支 場 別 さ け 事 業 成 積

、 項
支、』二

捕 獲 採 卵 成

捕 推 数 ( 尾 ) 9 性比

%

字親魚使

用数l尾)

同使用率

%字 6 計

l 6 3 2 2 4

189 . 046

1 9 1 . l 0 4

1 5.8 6 8

l 0 . 5 5 0

8.044

北 見 支 場

根 室 支 場

十 勝 支 場

天 塩 支 場

千 歳 支 場

渡 島 支 場

6 l 8 9 0

7 9ユ 7 4

68.424

5.856

4.119

3 3 3 4

1 0 1 3 3 4

l 0 9 S 7 2

122 . 6 8 0

1 0 0 1 2

6 A 3 l

4 . 7 l 0

37.9

41.9

35.8

36.9

39.0

4 1 4

59 .791

75.785

52 .072

4.557

3.447

3 2 3 9

96.6

95.7

76.1

7 7.8

8 3 7

9 7 2

合 計 222.797 355 .039 577 .836 38.6 1 9 8.8 9 l 89.3
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1a . ふ 化 放 流 成 . la
平均採卵数

粒

採 卵 数 捕独。採卵 収容卵数
千粒

ふ出尾数

千尾

ふ出率

%
放流尾数

千尾
放流期間

千粒 実施期間

2.220

2.730

2.310

2.630

2_5 7 0

140 . 7 3 8

9 4 2 9

l 7 4 . 7 8 6

136.7 n 6

10 . 810

91 l̃ l 2 2 7

821̃ l 2 1 0

Q1l- 126
95. -l 2 3 0
9 」 ・一l 2 3 0

127.613

26.134

143 . 7 5 6

124 . 443

39 . 682

4 6 1 . 6 2 8

2 4 1 . 1 1 4

1 0 4.1 8 6

2 2 2 8 4

l 1 9 3 3 7

1 1 0 . 9 1 5

32.282

3 8 9 .!i 0 4

215 . 9 76

l

l81.6 1 0 1 . 7 9 6

8 5 . 3 l 1 9 . 8 3 9

l8 3 4  107.524

l
89.l l 1 0 0 . 6 3 0

l81,4 3 l . 7 8 2

84A 361 .571
l

2 2 2̃6.17

2.l ̃6.17

41  ̃6.30

32 0̃63

2120 ̃ 5 . 2 0

2 1  ̃6.30- 2.380 472 . 529
2 3 5 . 0 8 6

821̃ 126

824~ 11L52ll;5 0 89.6 l 2 0 7.4 3 8 2.15̃6 2 5

1at ふ 化 放 流 成 iet
平均採卵数

粒

採 卵 散

千粒

捕獲。採卵

実 施 期 間

解 卵 数 1 ふ出尾数 l ふ 出 率 1 放流尾数
千粒 l 千尾 l % l 千尾 放流期間

2.190

2.310

2.630

2:7 0  0

2.80 0

24 7 0

131 .042

l 7 4 . 7 8e

136 . 7 S6

1 22l 9 8

9 .641

7.996

9.1 ̃ 1.13

9.1 ̃ 1 2 l5

9」5 1̃ 2 3 0

9.1 1̃ 2 .10

8 2 1̃1 225

9 . l 0̃l 2 . 3 l

1 1 1 . 8 0 0

143 . 7 5 l l;

1 2 4 . 4 4 3

27.933

26.864

26.832

91 .355

1 1 9 . 8 3 7

1 l 0 9 1 5

23 . 335

22 . 0 6 5

21.997

81.7

8 3.4

89 . l

8 3 5

82.1

8 2.0

8 9 3 1 5

107.524

100 . S 3 0

2 2.R2 3

2 0-5 l 0
20 .769

2.24 6̃.6

4.1 ̃6.3C

3 2 0̃6.3

4.1 ̃6 . l 7

31 ̃5.20

2 1  ̃5.12

2 3 8 0 4 7 2 5 2 9 82l1̃  1.26 1
461.l5 2 8 l 3 8 9 . 5 0 4 8 4 4 3 5 1 . 5 7 l 2 1  -.30
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1 l l ; 1 .

gg4  l ' l 2 . 1 2 4 i  83.2 1 2.770 1 9.11 1̃ 2 2 5
l 2 . l 2 4 1  l , .__ 1 i . 一 一 l o,- i o t ・ A i o ・ ・ o・ 〇

8 7

4 2 l

l 4 7

5 0

1 3 5

1 8 2

2

5

8

4

2

6

9

6

l

8

4

7

0

0

0

6

2

6

1

1

2

1 3 0

9 0 8

3 1 6

1 0 8

2 3 9

3 4 4

2 5  l

1.444

3 5 2

6

l 3 6 海 9 7

1 3 0

9 0 8  1

3 l 6  1
l

l 0 8 ;

2 3 9  ;

3 4 4  l
l

l

l

2 5  l

1.444

3 5 2

6

2 3 3

3.744

8 5. 2

9 23

5 13

4 5_0
l 0 0

97.3

9

1

7

8

7

8

9

5

0

1

9

8

8

9

0

8

9

1

1 l 9 1 9 4.7
l

1 7 9 1 9 7.l
l

-2 9-

2 5 1 0

3.090

2.750

2.990

2.780

3 .150

3」.30

3 0 1 0

2 .610

3 0 0 0

3 0 2 0

2 . l 9 0

2 2 0 0

2:7 l 0

9. 1̃12 .18

9 1 7 1̃ 1 .27

9 . 1 1̃ 1 . l 5

9. 1̃1 0 3 1

9 . l 6 ̃ 1 2 2 5

9 1 6 1̃ 2 2 5

9 . l 1̃1 l 2 0

9.10 1̃ l 2 0

9 . 1 l̃l 2 3 1

9.20 1̃ 2 . 30

9 .2 l 1̃ 222

9.21̃12.22

1 0 . 5 1̃2 .30

1 0 2 0̃l 2 . 2 0

1 0ユ 4̃l 2 1 5___ -_----
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1 1 1 捕
水 系 1 採卵場 1 所 管 1.-

, 事 業 場 l  字

獲 数 使 用 親 魚

3 計 字 0

l

1
海 区 計 j 本 年 度

前 年 度

l 本 年 度
計 lt-=---
l 前 年 度
l
1

尾

4.666

6.053

222.797

1 0 3 . 6 9 5

尾

7.617

8 .507

3 5 5 . 0 3 9

131 . 9 7 9

尾

1 2 2 8 3

14.560

577 .836

235 . 674

尾

4 2 1 3

4.405

尾

2.034

2_l 9 8
1 9 8 3 9 1

8 8.7 9 4

7 1 3 5 5

3 2 2 6 8

一3 0-

数 字 親 魚

使 用 率
平均採卵数 実 施 期 間採 卵 数 增 減 卵 数 仮 願 融

計

尾

6 2 4 7

・n

1 0 . 8 l 0

千粒

6 2 3

千粒

1 1A3 3

%

9 03

粒

21i7 0 9. 1 1̃ 2 3 0

6.603 1 1 3 6 9 7 3 3 12 .102 72.8 2.580 8 2 4~l 231

2 7 0 2 4 6 472 . 529 △み 3.429
l

475.943 8 9 3 2 3 8 0  1 8 2 1̃ 1.26

l _ _ _ _ _̃ _ _

l 2 1 . 0 6 2 2 3 11:. 0 8 6
△表試 6'6 j; l 2 4 l . 7 2 4 85.6 2.650 l 8 2 4 ̃ 1 . 1 5

l

-3 1-
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40 .900

数

計

一
尾

一 l

5.402

26.608
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尾

1 . 6 93

9.4 2 9

8 0 2

2 3 . 2 l 4

1 .089

20 . 018

2 .714

8 3 2

5 9.7 9 1

13.172

2.657

9 8 3

3.950

3 1 9 2

2 .373

61 . 7 62

3 9 8

i 6
「一一 尾
1 5.=
l

2 7 8

5

5

8

5

6
l

9

6

3

2

4
-

5

5

1

-

1 2 0 2 1 7-i-------- .
1 5 .776
3 5 0

3 7

1.47

1 4 2

1 2 4

2 3 8 1

1 7

4 7 0  l 5 9__ _,__ _ _ . - .i-------
7 5.7 8 5  1 32.60

3 85 0 9  1 1 5.4 8
7 2 5  l 2 8

鶴 居 1 2 2 8  l 5 5 3

阿 寒 l 2 1 9  1 3 4 9

十 勝 l 3 5 . 2 4 3  l 77.964
札 内 l 4 27 7  l 8 4 3 9
幕 別 1 5.089 l 9 . l 6 3
大 樹 i 9 2 6  l 1 . 5 l 7- . .- -------l一一一 一一一 一一トー- -- --- -
本 生 度 1 68 .424 l 122 . 680

7 8 l  1 1 7 5  l 5

5 6 8  l 1 8 5  l 2

1 1 3 2 0 7  l 24 .811 l 4 36
12 .716  1 3.667 l l
1 425 2  l 4 . 526  l 2.60
2.443 l 6 2 2  l 2 8-------一十一 一 --一」 一一一一一
1 9 1 . 1 0 4  1 52 .072  j 13.81
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尾
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1 .742

2 5.4 0 2

3.9 7 0

l2:9

80.0 0
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l 1
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5 l;,. 9 0 6
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4 3 . 4 l 5
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l 3 1 . 0 4 2
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海 l 」() 6 5 l  4.365
1
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1 5 . 7 l 3
l
1 2 2 3 0

海 1 3 3 3 l 1 3 2 3 7 i
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一 _- _--_:一_------
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5 . 4 2 l  1 8 . 4 72
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3 . 6 l 4  l o.1 9 8
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5 6 9  1 1.057
1
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l 0 8 3 8 3
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3
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9

2

2

l

3

1

1

6

1

2

2

2

2

2

2
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l 実 施 期 間  l

_ _ _ _- _ __」一
2 1 9 0  1

_ _ -l

1 0 2 1̃1 2 2 5
9. 5̃1 2 2 3

9 2 0 1̃ 2 2 4

9. l̃ 1 . 6

9. l l̃ 220

9. 1̃ l , 1 3

1 0. l̃l 2 . 2 9

9 2 0̃1 2 . 3

9. 1̃ lユ 3

___ _ _ _ _ - 'l - ---

2 70 0_ L__ 9 _11L-: j1・7_
2 4 0 0  l 1 0ユ 4̃1 2 2 6
2 . l 4 0

2 1 4 0

2 5 2 0

2 1 9 0

2 3 0 0

2. 6 6 0

2 5 6 0

2.3 1 0

2 .430

9.1 1̃l 2 2 4

9. 5 1̃ 2 3 1

9. 1 ̃ 1 2 2 5

9. 1̃1 2ユ 0
9 .  l̃ 12. 5

l 9 . 1 ̃ 1 1 1 2
l
l 9 . 1 1̃ 130

1 9. 1̃ 1 2 6_・__ _ .__ '-一一l-
0.‘★ _、l
2.860

9. 1̃ 1 . l 5  1

9 . 8 1̃ l 2 7
l

2 3 3 l 4 3 3 1 l 4 3 3  1 76.8 1 2,l_) 1 9.1 6̃l 1.2 8
1 1 ; i 1 l

2 0 7 ;  5 4 5 l l 5 4 5  . 8 4 5  1 2 9 5 0  l 9 . 6 ̃ 1 l 1 6
1 l l 1 l l2 9 . 1 7 6 l  6 9.4 2 8  l 6 9 . 4 2 8 l  7 0.4 l 2.800 , 9 . 5 1̃ 2 1 5

3.681 l 9 3 6 4 l 1 9 3 6 4  1 85.7 l 2.550 1 9.1 0̃l 0 2 9
1 l 1 l l

7ユ 3 1 l l 1 . 0 7 8 l 1 1 l . 0 7 8  1 88.9 1 2A5 0 1 9 1 1・:-1 2ユ 0
9 0 3 l 1 . 6 7 2 l 海 8 1 2 t 2.48 4 1 6 7 2  1 2 S 9 0  l 9.22̃12.30
65 .946 1 3 6 . 7 6 6 海 8 l 2 1 3 7.5 7 8 1 76. l l 2 .630 9 . 5̃l 2 .30

31.418 7 2.5 4 7 海 1 2 2  1 72 .669  1 73.7 1 2.920 1 9 . 1 1̃ 2 2 5

9 6 1̃ 2 . l 0
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支 場 l 事 業 場
1
l

捕 班 数 使 用 親 魚

率

・ 0

計 字 0

1 尾i l '

l 徳 志 別  1 l 3 0

天 1 歌 登 l 4 1 4 7
塩 1 屯 別 l 3 g g

支 l 1天 塩 6 2 4
場 l

1 中 川 1 5 5 6--一 一十一一一一 一一一--- --r------
_ 1 本 生 度  1 5.856
計 .__-_----. j- . . . . --.- ・ -

l 前 生 度  l 8.7 2 7

尾

l 8 8

1r.s e 1i
!;1 0

lll 2 3

l5 0 2

10 .012

9.0 0 1

尾

3 1 8

12.030

9 1 5

1 4 4 7

1 .158

15 . 8 6 8

1 7 . 7 2 8

尾 1 尾

1l 2 5  5 9

3.073 l 1.045

3 7 9  l 2 0 8

4 4 9  l 6 6
l
l

5 3 1  l 1 3 1- - ---- ・ -- 十--- '…一' -- ' '-
1

4 S 5 7  1 1 .509

l ___ _

----- i-- - -
6.305 l l.4 7 3

1 千 歳 1 218 2 1 2.4 4 4
千 1 音 江 1 1 7 3 l 2 9 8

l l l
歳 1 静 内 1 1 .566  1 3.309.
支 l l l

場 1 自 老 1 8 6  l 1 2 2 t

l 敷 生 l l l 2  1 2 5 8-一一---'-一一一----l---一一一十一一一一一一一
1 本 iE. 度 1 4 .119 l 6 . 4 3 l

計 1-------,L- -一一1- -一一一 -
1 前 _1lE三 度 1 4.836 1 7.631

4 .626  l 1 .768  1 7 6 l
1 l

4 7 l  1 1 2 0  1 3 0

l l
4.875 l l.3 6 4  1 5 2 7

l 1

2 0 8  1 8 6  l 4 9
1 l

3 7 0  l l 0 9  ; 7 3
一一一一一一一一一一一一一一一 - 十一一 一一一
10 .550  1 3 . 447  l 1.440--.------・一 --_----__1__--_ _- _
1 2.4 6 7  l 2.748 1 1.355

l 1
l 八 雲 1 6 9 8

l 1
l 渡 1 知 内 1 1.900
1 島 l 尻 別 1 2 3

1 差 1 利 別 l 2 5 6

1 1 1單 沢 部  1 4 5 7l _ _-一一一一一一一一_------
, 1 本 1lt 度 1 3 3 3 4
, 計 1-----一一一一 i--一一一一 一
l : 前 在 度  ; 3 2 7 5

, -----r ------ ---r-----

l 1
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l 1 it. 1
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' 1
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l l l
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北
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十

天

千

渡

計

見

室

勝

塩

歳

3 さ け 種 卵 の 移 殖

本在度、 ォ ホ ー ッ ク、根室、 様裳以東の主要3海区で好漁に恵まれ、再生産用種卵も計

的として積極的な移殖を行った。

長距離o、種卵移殖は発眼卵で行なうことを原則とするが、 収容t'て-急を要する事清があっ
従来鉄道を利用したが、 本生は自動車を利用した。

発眼卵で移殖する場合、その卵子の履歴上の死卵(移殖前の死卵)を含めて移籍卵数と

これら種卵の移殖の状況については、 第 1 1 表̃第1 5表に示したとぉ°ll1。

第 1 1 表  さ け 種 卵 の 移 殖 な ら び に 試 験 供 用 に 伴 な l1l 動 き

増 減 卵 数  l①

卵子収容能力

1 3 3 . 2 0 0

・ 0 e 0 ハ 「、
．
-

-

-

-
-
-

-

-;
-
l

-
，一

l・，
0

0

0

0
一
0

一

U

0

0

0

0
-

0

一

o

2

4

7

1
一

2

一

:o

1

1

2

9
'

一

3

一

o

3

4

5

5
i

0

一一

L

2

・

7

一

l

一

L・
一

-
-

-
-

l
一

-

」

採 卵 数

1 3 1 . 0 4 2

1 7 4.7 8 6

1 3 6 . 7 6 6

1 2 2 9 8

9 : 6 4 l

7.996

4 7 2 . 5 2 9

海

-3 6-

産 卵

r-----

1 .333

6 5 2

8 1 2

5 2 6

9 7

-;4 2-01
一 - - - - - - _ _ _l_

差 (j) 道、 i i間を含み、一部では増収設備も含む。

② 発眼卵の移殖は移籍卵数。

' 1

供給卵数 1 受給卵数

r ・ 一 一

; ll

1

供試卵数1

---一=-

l

1
l
l

l

1

1
1

供給卵数

17 . 5 6 1

2 0 2 1 8

13 .954

△供試卵 l
仮収容卵数

面の 8 0 %以上と組ったので、資源の広域的な均てん化なt、びに不振地域の資源育成と拡大を日

て、 一部空輸(防衛庁の協力によ hヘ リ  コ プ タ ーを使用 ) を行つた。 また、 本州への種卵移殖は

して処理した。

l受精直後卵の移殖_ _ ___-- _-----1発眼卵の 発 限 卵 の 移 殖  ②

道 内

受給卵数

単 位 li 千粒

Δ 本 州 1  1 - ' ' 用  ;
収容卵数 1 率 % l

----- --- l----1

5 .651 i 1 1 1 . 8 0 0 1 33.9 l
l 1

80 6 5  1 1 4 3 . 7 5 6 l  77.5 l
1 i

1 1 2 4 4 4 3 1 5 3.8 1
l l 1
1 27 . 9 3 3 1  67.5 l
1 l l

l 2 6 . 8 6 4 1  51.0 l
l 1

l 2 6.8 3 2 l 45.4 1

1 1 1
--1 最 終 l 収容能力に 1

l l '編 一'-・施 ;

2 . 637

4 .1015 9 9

1 3 237 5

1 7 4133 9

137 . 5 78

l 2 2 9 8

l 0 . 1 6 l

8. 0 9 3

6.901

l

．
．

r
i

-

-

．

一

l
一

09
一

6

8 l 9

6 10 8 2  1
-_-一一
6.901 ;

l

l
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1_-_-_l-_-
l 5 1
l

l _._-__
. 7 3 3

1 5 . 6 3 5

1 6 . 7 0 3

12 . 6 57

5 1 .7 3 3
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供

支場

第 1 2 表  道 内 移 殖 ( 供 給 状 況 )

地 ,
l イ__ _ _ 受 給 地  1 移 殖 卵 lr、

l1l名 IW W-n -事業離 1 支場名1事業場名 l 移 解職 1f第目1fiill路

l 1 ; l 千粒 l 千粒

斜 里l 4 5 . 2 . 5 ,千 歳 l千 歳 1 9 5 2 l 6 8

〟 1 ″ 1 〟 1静 内 l l10 4 0 1  9 5
″ l 2 . 6 l ″ l元浦川 1 3 3 0 2 1 5 0 1
小 計 l  l l 1 5.294 ; 6 6 4
網 走 1 2 . 5 l千 歳 1千 歳1 1.821 1 2 5 2
〟 、 ″ ″ 1静 内 l 12 38 1 1 3 2
" 1 2 . 6 1 ″ l元浦川 l 2 8 0 l  4 0
小 計 l  1 1 l 3 3 3 9 ;  4 2 4
北 見 1 3 . 3 ,根  室 1虹 別 1 2 2 0 0 l  7 7 9
湧 別 l 1.20 l天 塩 1屯 別 l 5 .404 1 1 3 9 9

1 小 言†l
l

_ _ _ __4_._ 計 ____ _
i1 室 計根別 1 4 5 . 2 2 0

1 ″ 1 2 2 0

1 小  計 l
1 虹 別 44'2.25

//

1 22l8

l45.  1.10
//

1t 1 5
// l

// l

1.20l十

//

//

//

/

//

//

2.201千

6.728 1 . 723

1 1 1 7.5 6 1 jt 3 .590
島1系 要1 2.000 ' , 2 1 6
歳 1千 歳 1 1.0 o 0 1

1 1 3 0 0 0 l t 2 1 6

1.23 :天 塩
歳

生森 ) 1 ( 2 . l 0 0 り 1 ( 2 5 0 )
沢部 ; 1 . 2 2 9 l 1 0 8

lj調 内 l ,ユ 6 5 l '°9
l 森 ) :  2 . 4 7 01  1 4 5

二1:. 歳

2 5
:

( 1.597) l

( 2 . 3 8 5 )

( 8 l 9 )

8 .9 0 7

1.0 0 3

----i

1
8 8 4 1
9 4 5 1

:1i.0 U 」
4.630

1 . 5 6 9 1

1 .106

2 4 0

2. 9 1 5

1 . 4 2 l

4.0 0 5

1.0 0 0

5 . 005

1 3 9 7 1 1
1 .784 ;
1.0 0 0 1

l

2 . 7 8 4 1

( 1 . 8 5 0 ) 1
l 1 2 l l
1 . 0 5 6 1

2 3 2 5 l
3 1 2 2  1

( l li 2 9 ) 1 ( 1 . 0 6 8 ) 1
( 6 6 8 ) 1( 1 . 7 17 )l

1 ( 8 1 9 ) l
5 5 0  l 8 .3 5 7 1

1小 計 l

: 計 1

'- - 1 ' - : - - j 1 ( l 2-4 7 ) 1
l 1 l ( 6 -9 0  )1{ 1 . 3 4 0 l
l l l 7 . 2 1 8 ,  ,
1 l sf .9P 1 ) ' ( 1 . 4 4 7 ) 1
1 l .2 a 1 l i、5 6 , ◆

5.きf 4 ) 1 能 御 P 1.5 8 l 発 眼 卵 l

5 A 5 4 ) l
8.66.2_l_:_____,_ . _
1.5661 l 1
1 . 4 341 i

l l
3. 0 0 0 l l

2.。。。 l i
3 1 0 0  l 「 1 iヨii確1
2.2 2 0 l
1 .146 l
4 7 4 l 1
8.940 リ ・

1

l
. 1.940 1

.・ 1ll1l 1 札 内 l 4 4 1 2.2 6 l渡 島
, ″ 1 ″ 1 ″
1 小 計 1 1
1 十 勝 l 4 5 . 1ユ 6 l千 歳
1 ″ 1 ″ ″

l ″ l 2.2 4 北 見
j ″ l 3 . 21根 室
1 ″ , 3 . 3  ″

1 小 計 ;
l 1

. _ _ _ l _ _.言;t._ 1_ __ ___i__ _

l l
,el:・ 計 l

八 要 1 1: 7 2 9 1  1 6 3 l
利 別 l 1 . 6 2 0 l  1 8 6 1

・ 3 3 4 9 1 3 4 9 1
敷 生 l 2.3 8 2 l 3 8 2 l
静 内 l 3 . 685 l 5 8 5 l網 走  2 S 3 7 j 4 1 7 .
虹 別  l34 3 、 1 9 7 l
中標津 1 5 5 8 l 8 4

l 1 0 . 6 0 5 l  1 . 665
l l ‘

l l 3.5 9 4 l 2n 1 4 i
l ( 6 . 9 0 1 ) 1 ( l . 4 4 7 )
i l .
, 5 1 . 7 3 3 l  l i 0

( 5 . 4 5 4 )
4 4 . 5 7 3 ・

発調
li表ii,li

-3 8-

1.0 0 3

摘 要

第 1 3 表  道 内 移 殖 ( 受 給 状 況 )

i 給 地 l 1 本 l l
o,,j,? ?日。l 供 給  地 l 移 殖 卵 の 内 1e- 1 流 西 1

事業場名

°一一 一1税

事 能 解 卵 数 開 徴 1解5臓 1 - ス

見 網 走

計

: l l 部
4 5. 2241◆ 勝 1十 e券 1 2.637

l 1 1 2.637

1 千粒 1 l

417 1 222 0 1 1
1 1 ,

4 l 7 l 2 2 2 0  l i
室 虹 別

//

小 計
中標津

計

3 . 2 1十 勝 l十 勝 l  1.343 1 1197 l lユ 4 6 l
3 . 3 liヒ 見 1北 見 , 2 2 0 0 l 779  l 1.421 1
3 . 3、rt- 勝 l+ 勝 l 3三t言l 9?? 1 2?;? ll l

l 1 1 1 1 '

_ .____.と _ 1_ _ _ _ 4 . 1 0 1 」__1 i )6_0 1 al.041」_ _ _ __ _ _

1.20 ド 室 l虹 別 1  ( 8 1 9 ) 1 1 ( 8 i 9 ) l受精直後卵l 1 , l '

. _ 1 l . .1 .C_8 .1 9 )1 _ . _ 1 . f_au_ .9l)_1 ._ _ __
1 2 0 比  見l湧 別 l 1 3 2 4 1  324 , 1 . 0 0 0 1
1.20 1 ″ l ″ 1 5 .404 1 1399 1 4.0 0 5 1
l 2 3 l根 室l虹 別 l 8 .9 0 7 1 5 5 0 8.357 1

1 l l 1 1 1
l 1 l j 5.63-j ' 2273 11 3 3 6 2 1_ _

2 . 6 比  見 l斜 里 : 3 3 0 2 1 501 2.801 l
″ ; ″ 1網 走 1  2 8 0 1 40 l 2 4 0 1
_L l li業 1 i?? 1 ?°4i ;' l e i' _L a'・

勝 ; 釧 , 各
l

」 計

-一塩i歌一一登

l 屯 別
天 塩

l

. . _ _ 1 . .計 _

歳 , 元浦川
l ″
1 小 計
l a ̃

}斜里Jl産

)斜里)l1.總起川
1 ( 2 4 0 千粒産

l
ト細走11産
1

1期1高直後卵

西1ll lj1 l 陸

静 内 1.1

2.

//

6
5

勝

見

一

十 勝

里
走

5
0
8

8
4
3

8 5
95

3 2

3ユ 0
5
6

0

4
0

十

天

千

小 計
千 歳
//

2. 5
//

2 2 0
//

見
/ /

室
//

一科
總

斜

細
計根

1虹

里
走
別
別

0

2

9
9
8
0

1
1

5

1
1

5.9
9
1 3
1.0
1.0

3
2
l
0
3

6
5

2
0
0

812
6 8
252

-3 9-

渡一島

小 計 1 1
敷 生 l 1.16 t 勝
計 1 1
八 重 l 4 4 .1 2 2 6 1十 勝
″ l 4 5 . 2 2 0 1根 室
// // 1 //'

小 計 1 1
利 別 ・ 4 412 M 藤 勝
厚沢部1 " 室

知 内 1 〟 l ″
( 森 ) 1 4 4 . 1 2 2 5  ″
〟 i 1 2.2 8 l 〟

〟 1 4 5 . 1ユ 0 1 "

// // 1//

″ 4 5 . 1 . 1 5  ″

小 計 l

計

1 4 .7 7 6 1  320 ; 4 4 5 6
十 勝 1 2 3 8 2 1  382  l 2.0 0 0  1
_ . _ _ j-1l1l.7 0 3' 1_ 2055_114:6 4 1S _ j _ _ _ _
札 内1  1 .729 163  l 1 5 6 6  l
計根別 1 2.000 1 2 l 6  1 l.7 8 4  1
虹 別 1 2.4 1 9 1 425  l 1.994 1

1 6 1 4 8 ,  8 0 4  l 5 . 3 4 4  1
札 内 1  1 . 6 2 0 1  186  1 1.434 1
虹 別 ; 1 2 2 9  1 1 0 8  l 1 . 1 2 1  i
/ l 1 1

1 1 1 6 5  l 1 0 9  1 1.056
:; 1 ( 2 . 1 0 0 ) 1 ( 2 5 0 ) l ( 1 . 8 5 0 )  受精直後卵

・ 2.470 1 1 4 5  l 2 3 2 5  l
" 1 2 5  1 3 l 2 2
″ l ( 1 . 5 9 7 ) l ( 5 2 9 ) l ( 1.0 6 8 ) l 受精直後卵
″ l ( 2 3 8 5 ) l ( 6 6 8 ) l ( 1 . 7 1 7 ) l 受精直後卵

l K 6 .082 ) 1(11.447) 1 ( 4 . 6 3 5 ) 1
. 'し 2 . 4 9 5 l  1 4 8  l 2.3 4 7  l1 ( 6 0 8 2 ) l ( 1 44 7 ) l ( 4 . 6 3 5 ) ll 2 . 6 7 5ノ 1 3 5 5  l 1 1 . 3 0 2 .

合 計
( 6 . 9 0 1 )
51.753

( 1A4 7 )
7160

・( 5 . 4 5 4 ) 1  受精直後卵1 .44 .573  発 限 卵
l

9
1.1

5.1
8
1.5
1.0
1.0

1
4
9
0
3

5
8
6
0
0



第 1 4 表  第 1 次 本 州 移 病

'一 給 地 1 1 受 給 地
- .・,1名事:通一ド月日 1-=- 移 殖 卵 の 内 訳

移殖卵数
̃ . __ _ l__ _ _ _ l l商 1再
'!・l'liliIii' liiii】t li. Wa? l重 li.1

l 1 l 1 n l  千粒 l 千粒 l
北 見 . 斜 里一 森一1 1 1 31 1 3 l 1 0 0 11

1 〟 l ″ l ″ 1 新井田川″  3 3 9 l 3 9  3 0 0 ll

1 " ″ l ″ l馬 1用 川 ″  3 3 9 l 3 9 1 3 0 0 ; 斜里Jl陸
1 ″ ″ l ″ 1野辺地川″  1 l 3 l  l 3 l  1 0 0 l
1 ″ l ″ ″ l量 田 川 ″  1 1 3 1 1 3 1 1 0 0 l
1 〟 1 ″ l ″ l岩 木 川 ″  5 6 5 l 6 5 1 5 0 0 l
・ ″ ″ l ″ l追良演川″  2 2 6 l 2 6 l 2 0 0 i
1 '' l " l小 計 l 、 1 .808 l 2 0 8 1 1.6 0 0 1 J斜
. ″ 1 " l 秋 田 l子 吉 川 〟  2 2 6 1 2 6 1 2oo } 細量州j差)t
, ″ 1 " l新 潟 l 浦  佐 ″ l 3 3 9 1 3 9 l  3 0 0 .

1 ″ l ″ l ″  l川 ロ ″ l 3 3 9 l  3 9 1 3 0 0 1
1 〟 l 〟 l ″ l五 十 嵐 ″ l ・ 1 1 3 l l 3 l 1 0 0 1
・ " ″ ″ ' 三 面 川 ″ l 、 1 l 3 ;  1 3 l  1 0 0 l
〟 l ″ 1 ″  l阿賀野川 " l , 1 1 3 1 1 3 l 1 0 0 1
" 1 ″ 1 ″ l荒 川 " 1 l 3 1 1 3 1 1 0 0 l 網走川産

1 '' l ″ l小 計 l l 1 1t 3 0 1 l 3 0 l l . 0 0 0 l
1 ″ l ″ l富 山 i 黒 部 川 " l  3 3 9 l 3 9 l 3 0 0 l
1 ″ l ″ l ″ l布 施 川 ″ 1 5 6 5 1 65 l 5 0 0 l
1 ″ 1 ″ . ″ ,神 通 川 ″  5 6 5 1 6 5 l 5 0 0 !
″ 1 ″ l " 1庄 川 ″ 1  9 0 5 l l 0 5 l 8 0 0 l

1 ″ l ″ 1 ″ l小矢 部 川 ″ l 1 1 3 1 1 3 1 1 0 0 l
' ″ l ″ 1小 計 l l 2.487 1 2 8 7 l 2.2 0 0 l

l l 1 i l l
; l . 計 l 1 .5e 5 1 l 6 5 1 1 5 0 nn l、 l

',,i 室 、 lli]:一別「4 5 -2:i(i
l

1 ″ l "
; 〟 l ″

l

, // 1 //

: l
l // l //

1 〟 l ″
' l

・ // 1 /

1 〟 l ″
l // l //

1

; ″ l "
i // //

l ″ i ″
1 l

f -一森一 j異?源、川・1i,・1 i:;場
l阿武展水系

富 城 l 白 石 川  ″

福 島 1数 川 "
″ l新 田 川  〟

l
″ 1 真野川  ″
″ l熊 川 ″
″ 1木 戸 川  〟
小 計1

茨 城 l久 悲 川  ″
″ 1那 河 川  ″
″ l鬼 怒 川  ″
小 計 1
計 l

2 0 6 8 1 1 6 8
2 2 0 l 2 0

} ' '

'M l j 2°6
1

l
:

1.606 1 2 0 6
1 l 1J1・697 l J'9 7
1.6g7 l l 9 7
5 5 9 1 1 5 9 1

l
i

L
2 0 0 ,
2 0 0 l
3 0 0 l
3 0 0 1
3 0 0 l
1:;; l 西別川産
5 0 0」」
7 0 0 l

3 0 0 l

1 5 0 0 l

5.000 l
合 計 l 1 2 4 2 l . 2 4 2 l 0 .0  0 0

-4 0-

第 1 5 表  第 2 次 本 州 移 殖

供 給  地
統生月日

受 給 地 移 殖 卵 の 内 訳 摘 要

支 場 事業場 県 名 ふ 化 場 名 移緒卵数 解f購0 E 日 1 1 クLll'l a

根 室 1 計棚リ1 4 5 . 2 1 i
l : 1
l 〟 ll / / ll ″ ll 〟 1
″ 1i ″ '

l ″1
l ″ 1
1 " l

青 森

富 城

福 島

//

//

//

//

小 引

茨 城
/

//

小 言1

千粒

7 5 0

2 0 0

1 8 0

3 0 4

8 0

8 0

8 0

7 2 4

2 5 0

3 7 0

1 8 0

8 0 0

千粒 千粒 l

1

2 0 0 l

1 8 0

3 0 4

8 0 l
8 0 l・西別川産
8 0 1
7 2 4 l
2 5 0 1
3 7 0 1
1 8 0 l
eoo 1

l

1

高入瀬川ふ業場
可武限川水系
白石 川 ″

1較 川 〟

新 田 川  〟

真 野 川  ″

熊 川 ″

木 戸 川  ″

久 悲 川  ″

那 珂 川  ″

鬼 怒 川  ″

. 合 計 l 2 4 7 4
l

l 24 7 4

識 )  ※中標津事業場供給分474千粒を含む。

一4 l-



4 さけふ化放流成構概要

本年度は採卵数4 7 2 , 5 2 9千粒のうち. 試験卵6千粒, 交配種卵用599千粒を供出し, 寄
移出し, 最終収容卵数4・6 l ,t 2 8千粒を 6 7事業場 (這有 1カ所 ,民間施設2 5カ所を含む )

給解稚魚ともに 2月 1日から 6月 3 0 日までの間に 3 6 1 , 5 7 1 千一尾の確魚を生産し放流したo

ふ化率, 歩留り (収容から放流まで)とも昨年より若干低下したが. 夫々8 4 . 4 % ,  7 8. 3%
水系別,支場別さけふ化放流成積は第12表. 第 1 3表の と ぉ り 。
また. 飼育効果の確認. 回帰効果の確認を目的として,羅自川,十勝川支流幕別川. および知

第 1  6 表  昭和4 4年度海区水系別さけふ化放流解表

海

区

水 系 1l l 業 場 収容卵数

(千粒)

タl11 卵 数

(千粒)

ふ出尾数

(千1尾) ふii家)
放 流 尾

無 給 領
(千尾)

給 解
(千尾)

岩 尾 別

央 薬 別

斜 里

藻 琴

灘 沸 湖

總 走

能 取

常 f i

ライトコロ

佐,民問別

重 露

務 別

活 精

興 部

幌 内

徳 志 別

北見幌別

屯 別

岩 尾 別

1象ll・ 里

藤 琴

紹 走

5 ,782

2 2A0 7

3,501

2 9 , l 7 5

8,5 n 5

4 6 4

2,2 6 5

3 0 6

4 , 443

1 , 471

,5.3 l 8
、
2 0 , 1 4 2

3 ,195

2 4 ,7 3 2

7.0 3 4

92.0

89.9

91 .3

8 4 .8

8 2.7

3 2 6 2

7,0 0 0

3 , 6 50

2.0 7 0

1 0 , 3 0 3

3.6 5 0

21el 7 3

1, 9 8 8

4 4 0

1 2, 1 6 0オ

ホ

7,253

1 , 7 5 1

1 0 6 3

1 , 1 3 6

1.9 9 8

1 2 , 2 8 2

1

北 見

ツ

ク

務 別

活 精

幌 内

徳 志 別

歌 登

屯 別

2'「,028

8 ,140

7.2 6 2
4,6 5 8

4.2 1 1
6.4 4 4

6.8 l 3

1 ,908

2,775

3 7 8

1 , 0 2 0

l ,5 4 1

2 0.2 1 5

6 ,232

4 , 4 8 7

4,280

3 , 1 9 1

4 , 9 03

7 4 .8

76.6

61.8

91.9

75.8

76 . l

5 ,777

4,744

1,43Q

海

区 4 ,485

4.0 0 0

3.1 5 3
4 ,888

- 4 2-

贈海産卵3,420千粒を受入れ, 仮収容卵数4 7 5 , 3 4 4千粒の中から道外に1 3 , 7 1 6千粒を

で管理し ,ふ出稚魚3 8 9.5 0 4 千尾の :1l ち 約 7 1 % に 当 る 2 7 6.5 1 9千尾に給解を行ない,無

であったo

内 川から夫々第l  8表のとぉりの放流を行つた。

注 ( ) の 1事業場は民間簡易ふ化設備

数 仮収容から収容までの卵の動き …… 事業場単位
備 考

稚魚移殖放流 ………………… 括弧番
放流期間

計 (  千尾)

5 2 5 0

4 4 0

1 9.1 6 0

3.6 5 0
2.0 7 0

1 7.5 5 6
3,6 5 0

4,624

1.0 6 3

1 , 1 3 6

1 , 9 9 8

1 8 , 0 5 9

4.7 4 4

1 , 4 30

4 4 8 5

4.0 0 0
3.1 5 3

4.8 8 8

5.1 ̃5.30

5.6 ̃5.7

4.15̃5131

3.1 4̃ . 30

4 2 '~4.22

3.25̃ 5.20

4.23̃4 2 1i

4.3 ̃5.15

4.28

4.29 4̃.;1; C

5.20̃5.2,

3.10 6̃.6

2.22,~5 」 1

5.4 ̃5:7

3 . l 0 5̃.3l

4.1 ̃5.l1

42 l0~5.11

4 1  4̃.3l

Si走から 1. 4 l 7 千 粒

( 斜里から 4 4 0千尾移殖放流 )

千オ:,静内,元浦川へ5.2 9 4::f粒. 細定・、586千粒, 本州へ5,651 =f粒・ 細走か
ら 1 2,B 14千粒

( 網 走 か ら 5 5 0 :F尾移植放流)能へ927千粒, 能 、 ら 2 , 6 0 4:f粒

(細走力、ら2,070千尾移殖放流し )

:fオ, 静内, 元浦il1へ333,9:f1ll1111. ;岩l是説lト1,417千-粒 1斜里_へ121814千?t 斜里?力、ら
5 8? j集琴へ2ll;04千粒.北見へ5.708千粒.t'賠から2的7千1e111.? 、ら927千粒
(網走から3.6 5 0千1尾移殖放流)

ライトコロ, 佐昌間ll1」分l43千粒を含tf,紹走から5.708千粒,落精から520千粒
觀lp,ら2,20 0?? 520千粒, i;i別へ220 0:f粒
(北見から1 , 0 6 3:F:尾移殖放流)

(北融、ら1 , 1 3 6 二F:尾移殖減fli )

(湧場l」1l1、ら1.998千尾移殖放流)

l跌登. 屯別へ6.7 2 8 二コf;粒.?へ3,985? ?3 ,474千ill1ら 北? 2 , 2 0 0:F粒

興部分525n 湧場lll:l、ら3 , 4 7 4; :f 粒. 北見へ520二f粒・ 1幌内へ527千粒

(落福から1 , 4 3 0:f尾移殖放流)

揚場1ゆ、ら 3.9 8 5・1ll111. 北見から520千粒, i9構,l;1、?精から527千粒

聯 l」か ら 4.2 8 2千粒

翻 1」から1.3 2 4:f粒. 徳;志1lilト4.282千1ll11し 増毛へ1.1 1 0 :f粒
湧場1i:l、ら5 , 4 0 4二f業11_

-4 3 -



海 l
l 水  系

l'i l
- - 一 十 一 一 ・一 一 ・

l 時 前

1 -- -

j 海 区 計
l

l

収容卵数

(千粒)

5 0 0

死 i常)
放 . 流 尾

尋, 業 場
ふ出尾数

(千尾)

4 5 7

ふ化率

( % )
無 給 解

( =l一尾)
給 西
(:f:尾)

( 時 前 ) 4 3 91.4 4 4 0

-本 年 度 1 2 7 , 6 l 3 2 3 , 4 2 7 1 0 4 , 1 8 lo、 81.6 4 4 , 7 5 9 5 7 , 0 3 7

3 6.l 9 1前 年 度

( 增 幌 )

天 塩

中 川

小 計

4 3 , 8 1 0

5 0 9

8 , 9 07

1.5 9 4
l 0.5 0 1

5 ,030

3 7

1 , 3 02

1 6 7

1.4 6 9

3 8 , 7 8 0

4 7 2

7.6 0 5

l.4 2 7

9.0 3 2

8 8.5

92.7

85.4

89.5

86.0

1.3 9 9

l 增  幌
l3 l

l 天 塩
l
本 l ″

l ″

・・, l 小-平 ・ 藥

' ' :

1 暑 寒 別
:

区 1 石 狩
l
l / /

1 〟

l
: 余 ffi
l

l 尻 別
l 朱 太
l

- l 利 別
1, 厚_ 沢害f

t--

海 区 計

4 5 0

7 , 5 3 2

1.2 3 0

8 , 7 6 2

1 5 0

9 8 0

2 , 9 3 1

2.9 3 l

2,0 0 0

4 0 0

2 , 0 1 4

1 , 5 6 4

( 增 毛 )

千 才

音 江

小 計

1.l l 0
8.9 0 7

2 6 7

9.114

1 1 0 .

1 , 6 7 3

3 2

1 , 7 0 5

1,0 0 0

7 , 2 3 4

2 3 5

t
7 , 4 6 9

90.0

81.2

8 8.0

81.3

2 3 3

2 3 3

尻- 別

利 別

厚 沢 部

6 9

2.3 0 2

2,469

1 2

2 2 6

2 9 1

5 7

2 0 7 6

2 , 1 78

82.6

9 0. 2

88.2

5 5

3 0 0

本 年 度 2 6.1 3 4 3 , 8 5 0 2 2 2 8 4 85 . 3 5 8 8 1 9 , 2 5 1

l i, 5 4 2前 年 度 1 6.7 0 7 1.4 8 4 1 5 , 2 2 3 9 l . 1 5 2 5

l ル サ
l 羅 i:i
根 1 , , コ
l1組 別

室 l 素 別
海 に 多 糖
区 忠  類

l 伊 茶 仁
l
'表11 津
l
:

l "
l

( ル サ )

羅 自

義 別

(古多糖 1

( 忠 額 )

伊茶仁

根 室

申 標 津

3 , 0 l 6

1 1.1 4 2

2,516

2,0 0 2

5 0  0

9.l 4 0

1 6.6

82.0

3 5 0

3 , 9 2 6

9 9 9

1.9 9 3

1.3 2 8
210 0 4

3 5 , 4 3 6

1 ,034

l l l , 0 6 9

8 2

1 4 3

6.8 9 7

4 3 7

1.8 ! 9

1,2 4 6

1 , 8 61

2 8,5 3 9

5 9 7

9 , 2 5 0

93.8

9 2.9

80.5

57.7

83.6

1.2 0 0

1.8 4 2

5 1l l5

9,1889

1 6 , 2 8 0

8.7 3 0

- 4 4 -

一一
数
1 -
計
(千尾)一一一
4 4 0

放流期間
仮収容までの卵の動き …… 學美場単位

備 考
稚魚移殖放流…………・・括孤書

6.7 _. 1 7 申川から 5 0  0千粒
1 0 1.7 9 6

3 7 , 5 9 0

2.22 6̃.17

2.15 6̃.9

4 5 0

7.5 3 2
1.2 3 0

8 , 762

l 5 0

9 8 0

21931

2 3 3

3 1 6 4

21000

5 5

4 0 0

2 ,014

l.8 6 4

6.7 6̃.17

5.28 6̃.6

5.l l̃し. l 3

5.1 _.13
5.15

6 .l -.10
4 . 2 l 4̃ 2 7

3.28

3. 2 8̃4.27

5 . l 4̃5.15

4 .19

5.8

3. 1 1 ,̃4.3C

2.1 ̃5.4

中川から509千粒

虹別から8r9 0 7千粒

天塩. 中川分2,602千粒, 時前へ500千粒, 增幌へ509千粒

( 中 川か ら 1 5 0 千尾移殖放流 )

‘歌登から1.110千粒

勇;ll i1; i・ l 0 8n 斜里. 繼起, 虹号li 計概iめ、ら 4;l76千構ll, ila川へ540千粒

( 千オから 2,0 0 0千尾移殖放流)

( 森 か ら 4 0  0千尾移殖放流)

札内から1.620千粒 ・

!la;1lll」か ら 1.2 2 9千粒
l 9 , 8 3 9 2.l ̃6 . l 7

l 2 , 0 6 7 3:; _2 5
3 5 0

3.9 2 6
9 9 9

1.9 9 3

1,200

l
l.8 4 2

9,B 8 9

1 6.8 6 5

8.7 3 0

6 . 1 5̃6. 2 l

4.l ~5.3

6.5

5 . l 6 5̃.1

5.15 6̃.1 '

5 2 0̃5.3

5 . l 2̃6 .3

l 5.20̃6.14.1 6̃.6

羅臼から3 , 0 l 6千粒

締可(概 l1,? 元崎無異分)から6 l 4千粒.伊1茶t二から13 3 7二f iel i・ 計根別から
l.5 5 4n 虹別から8.766千粒.ル!'一、3,016千粒.古多糖へ1 3 2 8二f粒 忠類r、

. . 2 0 0 4:1:粒
( 伊:茶:仁から9.99千尾移殖放流)
(虹.1ll lllか ら 1.993千尾移殖放流)

器自か ら 1.328千粒

羅自から200 4千粒

科l1 (納li 古多確. : 商f?)から 1.2 9 9::fltS1. 虹別から28,929? ? 、ら
5 0 3:f粒, ・ 解 他へ3,9 l 6 二fle11l.施 1 4 9 :F粒
締 ll1(滿l L 取R ;元崎無異,概1l1;:lllから1 8 7 =fはll1. 虹別から650? 伊茶t二
へ503千粒(伊n、ら16280千尾1l多E放流)
虹別からl.675=f粒. 伊茶仁から1.980千粒. l協から558千粒,根室(標津3l
線分)から7,330:f粒,本州へ474:f粒

- 4 5-
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海 l 水 系
fi l

〇業場 収容卵数

(:f粒)

死 卵 数

(千粒)

ふ出尾数

( ::f尾)
ふ化率

( % )

放 流 尾

無 給 解

(:F:尾)
給 西
(千尾) ・

根

室

海

区

標 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

風 連

別 当 資

穂 香

海 区 計

小 計

計 根 別

l 2 . 1 0 3

l 4 ' 3 5 2

2 2 5 6

l.5 9 9
9.8 4 7
l 2 , 7 5 3

81.4

88.9

5 8 5 2 5 , 0 1 0

7 ,936

1.5 9 5

2.2 9 0
4 1.0 2 4

3 ,280

9 1 0

虹 別

浜 申

厚 床

( 穗 香 )

5 '1.0 2 9
6.7 4 7

5 9 9

1 4 3 , 7 5 6

'1.2 l 8
l.l 2 6

8 0

2 3 , 9 1 9

4 9 , 8 1 1

5.6 2 1

5 1 9

1 1 9 S 3 7

8 7.3

8 3 3

86.6

4.6 9 5

本 年 度 83.4 8 , 6 7 2 9 8 , 8 5 2

74 , 2 08前 年 度 ・
92 , 3 2 5 9,832 、 8 2 4 9 3 89.4 4.fi7 0

幌 戸

別寒辺牛

割 路

/ /

//

庶 路

茶 路

音 別

厚 内

十 勝

/ /

/1'

/ /

/

歴 舟

広 尾

捜 留

海 区 計

(幌戸川)

太 田

釧 路

醫 居

小 計

1.0 9 7

6.5 0 1

2 5.5 9 4

11.864

3 7.4 5 8

1 1 2

5 8 3

1.4 0 7

1.4 5 2

2, 8 5 9

9 8 5 -

、,

5 , 918 .

2 41 8 7

1 0.4 l 2
3 4 , 5 9 9

8 9 3

91.0

94.5

8'「.8

92.4

8 8 7

5, 0 6 7

9 , 1 5 9

9,159

標
1 4 , 9 2 5

8 ,800

2 3 , 7 2 5

7 5 0

7 5 0

1.00 0

1.6 0 0

7 , 9 8 3

2 1 , 7 3 3

1 4 2 5 0

4 3 , 9 6 6

3.9 0  0
3 ,760

装

以

東

海

区

( ムリ川 )

十 勝

・事 別

札 内

( 利 別 )

小 計

大 構

ll1 広尾)

( 渡 留 )

2.1 8 5

1 3 S 6 2

2 419 0 0

2 3 , 8 7 8

8 9

6 21i2 9

5.0 0 5
8,477

1.1 9 l

2 0 6

1.5 3 9

2 , 7 l 9

2.8 2 0
8

'1, 0 8 6

8 6 6

1.5 5 4
・1_
2 6 l

1.9 7 9

1 2.1 2 3
2 2,1 8 l

2 1.0 5 8

8 l

5 5.4 4 3
4 , l 3 9

6.9 2 3
9 2 9

90.6

88.7

89. l

8 i1.2

9 l . 0

88.7

82.7

81.7

78.0

1.9 0  0

1 5 0

7 6

2 2 6

3,040

9 0 0

本 年 度 1 2 4 ,ll 4 3

72 , 6 67

1 3 , 5 2 8 l 1 0 ,915

65 , 605

8 9 」 21 ,179

2,998

79 , 4 51

前 年 度 7, 0 6 2 90.3 6 1.0 5 8

計

(1尾)

仮収;容から解までの卵の動き … ,… 9業場単位
放流期間 ・ 備 考

稚魚移数流…………………・括弧書き

2 5.5 9 5
3 6

4.1

4. l

̃6.16 1
1

~5.31 虹別から 千粒.羅日へ

一 4 7-

7 , 9 3 0に・ l  ̃0 .0  i
1.5 9 5 , 5. 1 9̃5.20
2.290 l 5.21̃5 2 3
4 1.0 2 4 l 4.1 5̃. 2 0

、 l

4 ,695  4.5 ̃6.1 -)
1

312 8 0 . 4 .6 _. 1 3
i

9 1 0 1 5.5 5̃.16

? lP、り l 4.1 y V-t・el,L, 推 日へ」1::l 0? 八?? -t'二「へ3.0 0 0 '†'1lii,ら 2lli'1l、「 「、2P  0 0'11iiZ
(計根別か'ら1.595 二f尾1Ei殖放流)

( ″ 2.2 9 0  " ' )
十勝から1.3 4 3f粒, 北見から2 , 2 0 0千粒,渡島. 天塩. 千才,十勝管内
へ24 , 1 1 9千粒, 根室支場管内へ59.l 57千一粒,本州へ 5 , 591千粒
虹別から4,617千粒, 厚床(別当資クー, ) 1.073千1粒

( 虹別から 4 0  0千粒 ,浜中から8 0 0千尾移殖放流)

(虹別から40 0千尾移殖放流)1llL別から33 0千粒,穗l香分269千粒

1 0 7 , 5 2 4 1 4. l  -.3 0
一__.___ l ----- '
7 8 , S 7 8 1 3.1 ̃6.15

___- 1 一一一 一

l

8 8 7 l 5.2  ̃5 2 0
l

l - o f
5.0 6 7 l o . o ~o.3

1

2 4108 4 l 3.2 6̃5 l 3
8 ,800 1 4.20̃5 . 3 0
3 2 S 8 4 l 3 . 2 6̃5.30

7 5 0 1 4. 2 7

l
7 5 0 l  4,2 8

2, 9 0 0 1 5.1 5̃ . 28
l

1.6 0 0 l 5. 3 0
7 ,983 1 4 . 2 0_.3
2 1.8 8 3 ‘ 4 . 1  ̃5ユ 5

1
1

1 4 2 5 0  ' 3. 2 0̃5 .20

l
7 6  4.5 ̃5.20

4 4 , 1 9 2 3 .20 6̃.6

3.9 0  0 ,ll.20̃5 2 0
6,B0 0  4.15̃5 .3 1

9 0 0 l 4.23̃5 2 0

太 Eaか ら  1 . 0 97千粒

・,8用路から5,081千拉,十勝から1.l 9 0千粒,鶴居へ1 . 8 5 2千粒

虹:別からS 1 9千粒 ,  太田他舉業場へ8,3 6 3千粒. 鶴居へ9,034千粒
太田から1.8 5 2千粒,茶路,阿寒分97 8千粒, 1表1ll路分 9、0 3 4千粒

(館居から7 5 0千尾移殖放流)

( ″ )

(十勝から1 . 0 0  0千尾移 1殖放流 )1訓路か ら 2ユ 8 5 二:f -粒
( 十勝から 1.600千尾移殖放流)

渡島, 千オ, 北見, 根室各支場の學業場へ13.9 5 4千粒

十勝支場管内舉業場へ 13,、:, 8 7千粒

十勝から4 , 0 4 5 ・f拉

″ 6 , 9 88  ″広尾, 豊似分1、4 8 9千粒

″ 1.1 5 6  " 旗留分3 5千粒
1 0 0 S 3 0 3.20̃6.3

_S 4.056 3 1a・、AA

:fiSli.本州:、



海 1 水 系
l

l . ・

・1l l ; 業場 収容卵数

(千粒)

死 卵 数

('粒 ) ふ 出 尾 数(千尾) ふ 化 率( % )
放 流 尾

無 給 解

( 千 尾 )

給 国

( =I::尾)

, .1f、 別
l

j 仁  Jla1 別
l 幌 別
l 元 浦 川
l

11養 1 三 石
l

l 静 内
l

l 新 冠
', 、 l

、 1 沙 流
1 j、島 川

1 ッ1 1 頭l 払
l

l 自  老

' 数 生

ini l 買 気 別
l 長 万 部
i 遊 楽 部
海 l

1 汐 泊
.? l 大 野
- l l t i 切 ia
l 茂 辺 tlt

1 ffi 川
1-知 内

l - - - '

l

: 海 区 計
l

( 歌 別 ) 1.3 9 7 2 9 2 1 .105 79.1 4 0 5

6 6 4

1.196

1.4 6 7

8 0 0

(元浦川)

静 内

4 2 9 7 ・

8,175

7 0 2

1.5 9 1

3 , 5 9 5

6 , 5 8 4

8 3. 7

80.5

6 8

3 , 9 5 9

8 1 2

1.7 5 3

9 6 2

1.027

1.4 5 2

5 0 0

5 0 0

5 , 9 9 5

9 0 0

5 0 0

2,0 0 0

5 0 0

1.0 0 0

( 購 川 )

白 老

敷 生

遊 楽 部

八 雲

( 森 )

( 有 川 )

(茂辺地)

( 亀 川 )

知 内

8 5 6 7 4 7 8 2 91.4 7 8 1

2 9 6 5 4 3 5 2;3 0 8 1ll.3

7 , 6 17

8 ,577

2 3 9

4 , 0 96

1 1 9

1.3 4 4

1.5 3 9

2 1 5 l l)

4 7

3 6 4

2 3

1 7 4

6,0 7 8

6.4 1 8

1 9 2

3 , 7 3 2

9 6

1.l 7 0

3 2 , 2 8 2

7 9.8

74.8

8 0.3

91.1

8 0.7

8 1「.1

3 0 4

1 8 5

3 4 1 0

9 4

5 4 8

本 年 度 3 9 , 6 8 2 7,40 0 81.4 9 , 8 5 4

5 , 7 0 3

8 5 , 0 5 2

21 .928

前 年 度 l 5.6 0 5 1.7 3 0 l 3 , 8 7 5 88.9 9.1 4 4
l

1 合 計
l

本 年 度

前 年 度

4 6 1.6 2 8 7 2.1 2 4 3 8 9.5 0 4 84 .4 2 7 6.5 1 9

2 4 l.l 1 4 2 5.1 3 8 2 1 5 , 9 7 6 8 9.6 l 5 , 2 9 5 1 9 2 , 1 4 3

さけ卵子の採卵から収容までの働き

採 卵 数

海 産 卵 数

供 試 卵 数

- 4 8-

4 7 2 , 5 2 9 千 粒

3 , 4 2 0, ″

A 6 0 5  〟

一 数 仮収容から収容までの卵の動き 一… 事業場単位
備 考

稚魚移殖放流……一一………・括弧書き'一計
1 ( 千尾 )

放 流 期 間

4 0 5

6 6 4

1.1 9 6

1.467

8 6 8

3.9 5 9
8 1 2

1.753

7 8 1

9 6 2

1.027

1 .452

5 0 0

5 0 0

5 ,995

1.204

1 8 5

5 0 0

5.4 1 0
5 9 4

1.5 4 8

a 静内からu 9 7千粒
5 . 4 ̃ 5.1 4  ( 歌別から 6 6 4千尾移殖放流 )

4.28 ( 元浦川から1.196千尾移殖放流)

4.28̃5.15 静内(元浦川,幌別分 )から 7 1 5 能 1象 1l里10、ら3.3 0 2部ら網走から2 7 9:f粒
4.30̃5.10 (元浦川から8 0 0千粒 ,静内から6 8千尾移殖放流)

3 1 _ - 1 8斜里から 1 . 0 4 0千粒 ,網走から 1 . 2 3 9千粒 ,十勝から 3.6 8 5千粒 ,静内
o  l 富川,新冠,三石分3 , 2 5 2千粒,歌別へ1,3 9 7千粒

5.4 ̃5ユ 4 j (静内から81 2千尾移殖放流)
3. 1 0 4̃.7 1 ( 千 才 か ら l. 0 0 0千尾,静内から753千尾移殖放流)
5.20 超川分316千粒, 千才から5 4 0千粒

5.8 (千才から9 6 2千尾移殖放流)
l

3.2 ̃4.23 ・ (敷生から1.027千尾移殖放流)

3 . 2 ̃ 4 .2 3 l 白老から2 3 9千粒 ,十勝から 2,3 82千粒
5.6 1 (森から50 0千尾移殖放流)
5. 7  ; ( ″ )

l
3. 2 6 ̃ 5 3 1 l 長万部分2 5科札内から1.729千粒, 計根2ln、ら2000千粒,虹別から2,419千粒

l

l

4. 1 0 ̃ 4 . 1 4  ( 茂 辺地か ら 3 0 4 千尾森か ら 9 0  0一下尾移殖放流)

3.20̃4.30

4.15 l (森から50 0千尾移殖放流)
2 .20̃4.2 0  ( ″ 2 , 0 0 0  " )

3 .20̃4 . 30  ( ″ 5 0 0  ″ )

3.2 0 5̃.9 l ( ″ 1 .000  ″ )
31、782

1 4 , 8 4 7

2.2 0̃520

2. 2 5̃5.23

3 6 1.5 7 1 2.1 6̃. 3 0 -一一 一_ --
2 0 7, 4 3 8 2.15 6̃.2 5

仮

収

収 容 卵 数

本州移殖卵数

容 卵 数

4 7 5 , 3 4 4 千 粒

△ 1 3 , 7 1 6  ″

4 6 1. 6 2 8  f'

- 4 9-



第 l  7 表  昭和4 4年度支・a業場別さけふ化放流領表

支 場 9 業 場 収 容 卵 数

(:F粒)

5.7 8 2
22 , 407

3.5 0 1
29,175

8 ,505

2 7 , 0 2 8

8.l 4 0
T, 2 6 2

死 卵 数

(千粒)

‘t 6 4

2 2 6 5

3 0 6

4 ,443

1.4 7 1

6 , 813

1.908

2 ,775

2 0.4 4 5

ふ 出 尾 数

(1 尾 )

5 , 318

20 ,142

3 , 1 9 5

2 4 , 7 3 2

7 , 034

2 0 , 2 1 5

6 ,232

4 , 4 8 7
・ t . ・----. - _ -- _--.
9 1.3 5 5

ふ 化 率

( % )

放

無給解(:f是 )

'北 見 岩 尾 別

斜 里

藻 琴

網 走

北 見

湧 別

f基i 滑

11lfl- 内

本 年 度

92.0

89.9

91.3

84.8

82.7

74.9

76.6

61.8

3,262

7.0 0  0
3 , 1 0 0

l 6 , 5 7 3

2ii7 3

5 ,777

6 , 1 7 4

1 1 1.8 0  0 81.7 4 4.7 5 9

前 年 度 3 7 , 4 0 9 4.4 9 6 、 3 2, 9 1 3 8 8.0
16.6

82.0

93.8

92.9

30.5

57.7

83.6

8 8. 9

87.3

83.3

86.6

1.3 9 9
基、1, 室 ( ル  サ )

票r, el

( 古 多 横 )

( 忠  類 )

伊 茶 仁

根 室

,l:, 標 書
1・ i・ 根 別

11l11 1ll l l

浜- 中

( 權  香 )

3.0 1 6
1 1.l 4 2

1.328

2,0 0 4

3 5 , 4 3 6

1.0 3 4

l l.0 6 9

1 4.3 5 2

57 , 0 29

6 ,747

5 9 9

2,5 1 6

2,0 0 2

8 2

1 4 3

6.8 9 7

・ ,4 3 7

1 , 8 19

l.5 9 9

'7, 2 1 3

1.1 2 6

8 0

5 0 0

9 , 1 4 0

1.2 4 6
1.8 6 1

2 8 , 5 3 9

5 9 7

9 , 2 5 0

1 2 , 7 5 3

4 9 S 1 1

5 ,621

5 l 9

3 5 0

1.200

1 , 8 4 2

5 8 5

4 , 6 9 5

本 年 度

前 :年 度

l 4 3 , 7 5 6 23 , 9 1 9 1 l 9 , 8 3 7 83.4 3 , 6 7 2

92 ,325 9 , 8 3 2 8 2.4 9 3 89.4 416 7 0

-十・ 量il11 太 田

( 幌 戸 川 )

9ll 路

6.5 0 1

1.0 9 7

2 5.5 9 4

5 8 3

1 l 2

1.4 0 7

5 , 918

9 8 5

2 4.1 8 7

91.0

89.8

94.5

5 , 067

8 8 7

9.1 5 9

-5 0-

註 ( ) のe業場は民間商易ふ化設 l常
流 尾 数 放 流 尾 数 /

放 流 期 間 備 考

結 解('尾) 計 ( 千 尾 ) y 解 卵 数 ( % )
l.9 8 8

l 2 , 6 0 0

7.2 5 3
3.9 5 0
1 4.2 8 0

4 ,485

5.2 5 0
1 9 , 6 0 0

3 ,100

23 , 8 2 6

6 ,823

2 0 , 0 5 7

6.1 7 4

4.4 8 5

90.8

87.5

88.5

81.7

80.2

74.2

75.8

61.8

5.1 ̃5 .3 0

4.15̃5.3 l

3.1 ̃4.3 0

3.25̃5.20

4.3 ~5.15

3 .10 6̃.6

2.24̃5 . l 7

3.10̃5.30

44 , 556 8 9 3 1 5 79.9 2.24̃6.6

3 0.6 5 0

3 , 9 2 6

3 2 , 0 4 9

3 5 0

3 , 9 26

1.200

1 :840

2'T.1 6 8
5 8 5

8 , 7 30

1 1.8 2 1.

4 5 , 9 8 7

5 , 4 95

4 2 0

85.7

11.6

35.2

90.4

91.9

76.7

56.6

78.9

8 2.4

80.6

81.4

70 . l

3.5 ̃5.3 1

6.15 6̃.2 0

4.l ̃5.31

6.5 ̃6 . l 0

5.20̃5.31

5.12̃ 6.30

5.20̃6 .1 6

4. l  -.6
4 . l  ̃5 3 1

4.1 ̃5.2 0

4.5 6̃.15

5.5

2 7.l 6 8

8 ,730

1 1.8 2 1

4 5 , 9 8 7

8 0 0

4 2 0

9 8 i 5 2

7 4 , 2 0 8

1 0 7.5 2 4 74.8

85.4

4.l 6̃ .30

7 8 , 8 7 8 3.1 -.15
5 ,067

8 8 7

. 2 4.0 8 4

77.9

80.9

94 . l

5.2 ~6.3

5.2 5̃ .20

3.26̃5.13l 4.9 2 5

- 5 l-



l
支 場多l 事 業 場

l

1

放

収 容 卵 数
(千粒)

死 卵 数
(千粒)

ふ 出 尾 数
(◆尾)

ふ 化 率
( % ) 無総f l ('尾 )

十 勝 13 居

( 音 別)

幕 別

( 利  別 )

札 内

十 勝

大 樹

( 広  尾 )

( 擴  留 )

本 年 度

1 1.8 6 4

2 」 8 5

2 4.90 0
8 9

2 3 , 8 7 8

1 3.6 6 2
5,0 0 5

8 ,477

1.1 9 l

l.4 5 2

2 0 6

2 , 7 l 9

8

2,820

1.5 3 9

8 6 6

1.5 5 4

2 6 2

1 0.4 1 2

1.979

2 2,1 8 1

8 1

2 1.0 5 8

1 2ユ 2 3
4,139

6:9 2 3

9 2 9

87.8

90.6

89.1

9 l . 0

8 82 l

88.7

8 2. 7

81.7

7 8.0

.‘.9 0 0

1 5 0

7 6

3,040

9 0 0

1 2 4.4 4 3
7 2 , 6 6 7

4 , 6 5 8

4 , 2 1 l

6 , 4 4 4

50 0

5 0 9

1.5 9 4

9 ,907

1.1 1 0

1 3.5 2 8
7 , 062

・ 1 1 0 ,9 l 5

、' 6 5 , 6 0 5
89 . l 2 1.1 7 9

l 前 年 度
天一l l1二二=--
. 天 塩 , 徳 志 別

l 歌 登
1
l 屯  別
l

l ( 時  前 )
1

l
, ( 增  幌 )

l 申 川
:

1 天1 塩
1

1 (;t善 毛 )
1 本 年 度

90.3 2:9 9 8

3 7 8

l . 0 20

1.5 4 1

4 3

3 7

1 6 7

1.3 0 2

! l 0

4.2 8 0
3J 9 1

4.9 0 3
4 5 7

4 7 2

1.4 2 7

7.6 0 5
1.0 0  0

91 . 9

75.8

76.1

91.4

92.7

8 9.5

85.4

9 0.l

2 '1l.9 3 3
1 6.9 4 3

4.5 9 8
1.4 5 9

2 3.3 3 5 83.5

l 前 年 度
1

一一十一一一

: 平  才 1 千 才

l l 音  江

' l

l l ( 歌  別 )
: l

1 l ( 元 浦 川 )
l l

; l 静 内
1

l 1

, l ( まal 川 )
l l
l l 数  生
l 1

1 5.4 8 4 91.4

8 , 907

2 6 7

1.3 9 7

4 ,297

e.1 7 5
8 5 6

2 ,965

1.6 7 3

3 2

2 9 2

7 0 2

1.5 9 1

7 4

4 3 5

7.2 3 4
2 3 5

1.1 0 5

3,1595

615 8 4

7 8 2

2.5 3 0

81.2 l
8 8.0 2 3 3

79.1 l l.0 6 9
l

83.7 l 3 , 4 6 3

l
80.5 i

l91.4 7 8 1

85.3
l

-5 2-

マ 尾 数一給 解 ( 能 ) .l i高 放 流 尾 数/ l
放 流 期 間 l 備 考

l
l

/収容卵数( % )
1 o3oo

2 l.7 3 3

1 4 ,2 5 0

10,5 8 3

3,90 0

3 , 7 60

1 0 3 0  0

1.9 0 0

2 l.8 8 3

7 6

1 4 ,2 5 0

l 0 , 5 8 3

3,90 0

6 3 0 0

9 0 0

8 6.8

87.0

87.9

8 5A

5 9.7

77.5

77.9

8 0. 2

75.6

l4.20̃5 3 0

5.1 ̃5 2 0  l
4 i ̃5.15

4.5 5̃ .20

l3.20̃5 2 0

4 2 0 6̃.3 '
l

4 2 ̃5 2 0  1
4.15̃5.31 l

i
4 2 3̃5.20

7 9 , 4 5 1

6 1.0 5 8

1 0 0.6 3 0 9, 0.9 l 3_2 0~6.3_ _ _____--1___- __-_-
88.2 l 3 . l 6 6̃.46 4 , 0 5 6

4.0 0 0
3.1 5 3
4:8 8 8

4 4 0

4 5 0

1.3 8 0

7,532

9 8 0

4,0 0 0

3.1 5 3

41B 8 8

4 4 0

4 5 0

1.3 8 0

7 , 5 3 2

9 8 0

85.9

74.9

75.9

88.0

88.4

8 6 . 6

84.6

8 8.3

4.1 ̃5.11 1
4 2C̃ 51 5 l
41 ̃4 3 0 l
6.7 6̃ .17 j

6.7 6̃ . l 7  '
l

15.1 6̃ .1 3
l

5 2 8 6̃.6 1

6.1 -.10 1
2 2ii2 3 22,1823

1 l
81 .7  ! 4.1 -. 17  1

l l

l 3 , 5 4 3 1 3.5 4 3 79.9 2 . l 5 6̃ .25 1

61B 9 3 6 , S 9 3

2 3 3

l.0 6 9

3,4 6 3

5.S 9 2
7 8 !

2,479

77.4 1 4.7 ̃5. 1 5  1
1 1

87.3 l 3 .2 8  1
76.5 l 5.4 ̃5.14 1
8 0.6 l 4 2 8̃51 5 l

l 1
68.4 l 3.1 5̃.18 '

l ,
9 l . 2  l 5.2 0 l

1 l
83.6 l 3.2 ̃4.23 l

5 J 9 2

l 2,479

- S 3-



1 l
支 場 l 事 業 場  l 収 容 卵 数

1 l (千粒)
!

, l 放

死 卵 数  l ふ 出 尾 数 1 ふ 化 率 l-一一一一
(千粒)  l (千尾) 1 :% ) 1 解 解 ( 千 尾 )

t 出 l ;2!S 年 度 l 2 6:6 6 4 . 1 1
4.7 9 9  l 2 210 6 5  1 82 . l 515 4 6

8 9 2一1 前 年 度 1 9- 9 9 6 81B 4 1  i 8 9.9

渡 島

合 計

尻 別

利 1l;11

厚 沢 部

八 雲

( 森 )

( 有  川 )

( 茂 辺 始 )

( 色  川 )

知 内

6 9

2 3 0 2

2.4 6 9
7.6 l 7

8.5 7 7
2 3 9

41096

1 1 9

1.344

1 2

2 2 6

2 9 1

・ l.5 3 9

2,l 5 9

4 7

3 6 4

2 3

1 7 4

5 7

2 0 7 6

2 J . 7 8

6 0 7 8

6 , 4 l 8

1 9 2

3 , 7 32

9 6

1.1 7 0

2 1.9 9 7

82.6

90.2

8 82

79 .8

74.8

8 0 .3

91.1

8 0.7

87 .1

5 5

3 0 0

1 8 5

3.7 1 4
9 4

5 4 8

4.8 9 6本 年 度 2 6 , S 3 2

1 i.9 3 8
4 3 3 5

l.2 9 3

7 2 J 2 4

2 5 , 1 3 8

82.0

前 年 . 度

本 年 度

l 0 , 6 4 0

3 8 9 , 5 0 4

2 1 5.9 7 6

89.2

84 . 4

5 3 3 6

8 510 5 2

1 5.2 9 5
4 6 1 . 6 2 8

前 年 度 2 4 1.1 1 4 89.6

- 5 4

流 尾 数一一=一=--
給 1国; (千尾) l  計 ( 千 尾 )

' l

放 流 尾 数? 1, , 放 流 期 間  備 考

/ 収容卵数( % ) 1 1
l

14 .964 2 0 J 1 0 76.3 1 3.1 ̃520

7 , 645 8:5 3 7 8 6 8 l 31 2̃4 .29
l

5 5

2.0 1 4
1.8 6 4

5:9 9 5

6,30 0

1 8 5

3 , 7 1 4

9 4

5 4 8

79.7 l 4 . l 9  l

87.5 l 3 l l 4̃ 3 0 l
7 5 S  2.1 ̃5.4 l
78.7 3 .26̃5 3 1

l 1
73.5 . 4.1 3~5 . 1 2  l: l
7 l . 4  l 3 2 0_ 0 l

;
90.7 l 22 0~4 2 0  1

1 l
7 9 .0 l 3.20̃4 3 0

l l
40.8 l 3 2 0~430 , 1月末日の台湾坊主による被害あり------一 十 一---- -----;- -----一一一一一一一一 一一 ・一一一 ----
77 .4  1 2 . l  ̃5 1 2  l

l '

2 , 0 1 4

1、564

5.9 9 5

6 ,3 0 0

1 5 , 8 7 3 201769

5.0 3 9 1 0 , 3 7 5 8 6 . 9 2.25̃523 l
一一.-------i------- ------一一一一一
2.1 -. 3 0  l - -一 一

276,1519

「一i-;i1,i-i3-
3 6 1 . 5 7 1 68.6

2 0 7 , 4 3 8 86.0 1 2. 1 5_M l

5 5



第 1 8 表  さ け 稚 魚 標 識 放 流

魚 種 河川名 放 流 期 間
標 識

尾激 部 位 l  日 的

さ け 羅 自

/ /

基 別

/ /

知 内

4 5 .  4. 2 8

45 .  4. 2 8

4 5 .  4. 34 5 .  5. 2

4 5 . 3 2 3 ̃ 3 . 3 0

1S9i

1 0 6

l 0 0

1 0 0

左腹ビレ

右腹ビレ

左腹ビレ

脂ビレ

右腹ビレ

順'ビ レ

脂 ビ レ

小型辞 体重0.65g(0.55̃0. 9 5 g )

飼育効果の確認

大型辞 体重l.50 g ( 1 . 1 0 1̃ .80 g )

開 体重0.7 g 願 4 . 3c; lt

同 上

給 解体重 l . 2 g 体長5.3cn

回帰のf圍 .8 4

- 5 6

s 8 ま す 増 殖 事 業

1 捕獲採卵成積概要

〇 さ く ら ます

本年度は2 0水系の2 2捕獲採9 P場で5月2 2日から 1 1月 2日まで実施し , 1 3.l 4 0
尾を捕獲した (最近5カ年平均9 , 4 2 6尾 ) 。例年を上理る昨年に次く'成續であったが,

オ ホ ーック海区が昨年より4.0 1 5尾少なく ,他の海区はともに良好な成續を示したo

採卵「llについては,雌親魚便用率が83 . 9 % ( 昨 年 6 3 . 6 % ) と高率であった ため, 難

親魚数が昨年より少なかつたが, 1 5 , 1 9 8 千 粒 と 好成検であった。

〇 からふとます

本年度は 3 4水系の 3 4捕獲採卵場で 6月 1日から 1 1月 2 0日まで実施し.
1 0 2 , 8 8 9 尾 を 捕 獲 し た ( 最 近 5 カ 年 平均 4 9 , 5 1 1 尾 ) 。 総体では計画数, 例年量を
はるかに越える成績であった。 最近は西歴偶数年はオホー ツ ク 海 豊 :iel, 根室海区不漁, 奇
数年は逆の煩向が現われていたが, 昨年に引続き, 本年もこの傾向は変つている。 すなわ

ち, 根室海区では昨年の49. 3 %に止まり, オホーツク海区では昨年の2倍以上の豊漁で

あった o

この結果, 採卵数にっいては昨1手の約3倍の7 6 . 1 6 7千粒と戦後最高の好成績を示し

た o

事業計画と実積ならびに前年度との比較

第 1 表  さ く ら ます

分
昭 和 4  4 年 度 昭和4  3年度

捕獲数  便

採卵数 ( 千粒

放流数 (千尾

計 画 空K 実 續 通成率% 実 績

1 5.5 9 6
1 1 . 5 9 2

9.9 2 7

增 減

o 2.4 5 f
3,60 f

2 5 7 t

1 3 9 0 0

1 4, 4 5 9

1 1.5 6 9

1 3 l 4 0 l 94.5
1 5.1 9 8 l 105 . 1
1 2150 3、 108 .1

第 2 表  からふとます

6

6

-
'．'-，．」

t
・

・

- S 7-

区 分
昭 和 4  4 年 度 昭和 4 3 年 度

実 續

前年度との対比

增 ,aa △計 画 数 実 績 速成率 %

捕獲数  (尾)、

採卵数 (千粒 )

放流数(千尾 )

5 2 , 1 0 0

3 1.9 0 0
2 5 , 5 4 0

1 0 218 8 9

7 6,1 6 7

6 4 S 5 6

197.5

238 .8

2 5 2 . 8

6 5 , 8 7 4

2 5S, 7 7

2 1.4 6 9

3 7 , 0 1 5

5 0 , 5 9 0

4 3 , 0 8 7

:コ
1
_ _」
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第 3 表  昭和4  4年度海区別さくらます・業成積
、、、、、 .ffl

'、 捕 獲 採

一率n馬一

数 ( 尾 )

卵

lii'使用率

%

補 獲 数 ( 尾 )  . 平 性 比
0
† 'j; 1 計 l %

オ ホ ー ツ ク 海 区

日 本 海 区

根 重 海 区

i禁l 装 以 東 海 区

モ素l 集 以 西 海 区

合 計

4 S 5 8

9 3 9

2.7 5 0

l 4 2

2,S17

3 0 3

1.5 0 3

2 1

7,475

l . 2 4 2

4 2 6 0

l 1 6 3

62.3

75.6

64.6

315 4 0 1 7 6 .0

18 5 3  9 0 3

2.6 0 3 l 9 4 4
l
l
l

1 3 6 i 9 5.8
l

87.1

8 , 4 9 6 4.6 4 4 1 3 , l 4 0 64.7 1, 1 3 2 l 8 39
9l13 和 4  3 年 度 1 0.3 0 4 l 5 2 9 2 l 1 6 S 9 6 6 6 . l l6 , 5 5 8  . 6 3.6

、
第 4 表  昭和44年度支場別さくらます事美成積

iN:
捕 獲 採 卵

捕 獲 数 ( 尾 ) 字 性 比
%

g 親魚使用
数 ( 尾 )

同使用率

%♀ l f 1 計
北 見 支 場

根 室 支 場

十 勝 支 場

天 塩 支 場

千 蔵 支 場

渡 島 支 場

4 2 6 4  1 2 S 0 0
l

2,75 ll「 1 l.5 0 3
l

l
. l5 7 2 2 8 2

1
8 5  l 8 9

l

i 08 l 8  l 7
l

6 , 8 6 4

4 2 6 0

8 5 4

1 7 4

9 8 8

62.1

6 4:i

67.0

4 8:9

82.8

3 , 165

2 , 603

5 4 7

6 7

7 5 0

74.2

94.4

95.6

78.8

91.7

1 合 j.L 8 , 496  l 4.6 4 4
1

l 3.l 4 0 64 .7 ' l.l 3 2 8 3:9

- l6 0-

成 機 」

収 容 卵 数

千粒

化 :l1

ふ 出 尾 数

千尾

流

ふ化率

%

9 0 4

9 2 3

92.0

89.6

成 積

放流数

千尾

平均採卵数 1 採 卵 数
粒 l 千 粒

捕獲・採卵

実 施 期 間

522,-,l.030
'l. 1-,l 0 2 0
6 . 1,・-i03l
' 「 . l 4 1 . 2

放流期間

l 」 ̃41 0

3 28 ,-6 1 3
2 . 1 3̃31

52 2̃ 6 . 3

l , 8 0  0

2,430

215 0 0

2,40 0

6 f 6 9

l.5 0 9

6 , 4 99

3 2 7

5 ,S06

4 0 8 1

4:7 7 6

3 2 7

5:24 6

3 ,786

4 3 9 2

2 9 3

5.1 5 8

2 , 9 6 1

4.1 4 3

2 4 1

2,1 3 0 1 5 , 1 9 8 5 2 2̃ l 1 . 2

5 1 l-1 0 2 0 1 4 . 9 9 01 l.5 8 0

1 3 , 7 1 7 91.5 l 2 5 0 3 1 . 1 6̃ 1 3

1.7 7 0 1 1 5 9 2 1 0.4 5 7 90.3 9.9 2 7 l . 9̃ 516

成 構l ふ 化 放 流 成 積

平均採卵数 l 採 卵 数
粒 1 千粒

捕獲 - 採卵
実施期間

522・-l 0 1 4
6 . l-l 0 3 1
526~l 0 . 4

'l. 1-, i0 2 0
71'll̃ l 1 . 2

5 22,・・11 . 2

収容卵数

千粒

ふ出尾数

千粒

,s,化率

%

放流数

千尾
放流期間

1 8 5 0

215 0 0

1.6 0  0

2 3 4 0

2 A 3 0

5S 4 7

6 , 4 9 9

8 7 5

1 5 7

l.8 2 0

! 5,1 9 8

5 2 3 9

4.7 7 6

8 7 5

6 6 7

3 , 343

4.8 0 5

4 3 9 2

8 0 5

6 1 8

3 , 097

90.2

92.0

92.0

92.7

92.6

4.7 1 8

4.143

7 9 8

2 8 6

2,S 5 8

1 . 1̃ ,41 0

2 . 1,-331
2 . 1̃6 l 3

328-5 . l
5. 1~6. 3

2ユ 3 0 l 4 9 9 0 l 3.7 1 7 91.5 l 2.5 0 3 1. 1-61 3

- 6 1-



第 5 表  昭和 4 4 年度  海区別からふとます事業成積

:、1
捕 強 採 卵

捕 獲 数 ( 尾 )  l 早 性 比_ l
計 l %

平 親魚使

用数(尾)

同 使 用 率

%阜 e
オ ホ ー ツ ク 海 区

日 一本 海 区

t民 室 海 区

標 裳 以 東 海 区

標 装 以 西 海 区

4 9.9 5 3
7 3

5 ,222

7 l 8

1 6 5

3 8:2 7 5 1 8 8,2 2 8
l
5 0 l 1 2 3
i

7 , 8 l 9 l 131041
4 5 5 l  1.173

l

1 5 9 1 3 2 4

56.6

59.3

40.0

61 . 2

50.9

l

4 6.3 4 9  1 9 28
4 2  57.5

4 . 9 6 2 l  9 5a

6 7 1  l 9 3 . 5
l

8 0 1 48.5

合 計 5 6.1 3 1 4 6 , 7 5 8 1 0 2 ,8 8 9 54.6

33.1

し

5 2 , 1 0 4 1 92.8
i・l'素f 4 3 年 度 21 .776 4 4.0 9 8 l 6 5e 7 4 1 8 , 4 8 2 l 84.9

l、

l

l

姚 6 表  昭和44年度支場別からふとますS業成績

、、、 項、、、
支 、、
場 、i、

捕 獲 採 卵

捕 1lli 数 ( 尾 ) 早 性 比
%

5 'l. 9

4 0.0

61.2

51.1

61.0

49.5

平 親魚使 1 同 使 用 率
用数 (尾 ) l %_ _ _ __ †一 一一一一一一一 一 一一
3 9 , 4 8 4 : 95 , 1

i4 _9 6 2  95.0
l

6 7 1 l 9 3.5

6 , 9 0 7 l 8 1 . 3

1 6 1 64 .0
6 4 1  4 57

-;2ユ一01- 12.-8-

〇
十 な 計

:lヒ 見 支 場

1l1l 室 支 場

-†- 勝 支 場
,'、 11i1 支 基?

千 額1 支 場

:;1'; 島 支 場

合 計

4 1 . 5 3 0

5 2 2 2

7 1 8

8 ,496

2 5

1 4 0

3 0 , 2 0 2

7,319

4 5 5

8 ,123

1 6

1 4 3

4 6.7 5 8

7 1,7 3 2

1 3.0 4 l

1.173

1 6 , 6 1 9

4 1

2 8 3

5 6,l 3 1 ! 0 2.8 8 9 5 4 S

-6 2-

一一 ・一一一一一一一一一一・一一一r_ a ;

i臨卵数
粒

採 卵 数

千粒

捕獲・採卵 1 収容卵数
実施期間 1 ::f -粒

ふ出尾数

f 尾

ふ化率

%

放流数 l
1 放流期間

千尾 l

l.4 8 0

1.9 5 0

l34 0

1.l 2 0

l.0 0 0

6 8 , 6 0 7

8 2

f S 4 8

7 5 0

8 0

6 1 8̃l 1 .201 5 1.5 3 9、44 . 322  j 87.0
l :

7 . 2 0 ̃ 1 0 l 0 1 1 0.3 4 6 l 9.9 4 5 l g1.7
: l

6 . 1 1̃ 0 3 1 l  9.0 5 5 1 8.3 2 9 1 92.0l 1
8. l 1̃ 0 . 1 5 l  7 5 0  6 4 8  86.4

' 1

7 . 6 1̃ 0 . 10 ; 3 , 9 6 7 l 3 , 3 95 l 85.6
6:i二l-i 2 0 1 -7 61 5 7-l - i7.1 3 9T 88:2-
5 1二io2if-2 5 5iT 2 2,o 6 g1-86.;-

4 3 M 3 l 2 . l 2̃5 3 0
7,0 0 0 l 4 . l 0 6̃ . l 7
't.6 3 l l 2. l~4.30

16 l 5 . 4 .  1 5̃ 2 5
l

6.0 7 7 1 3 . 2 0̃5 2 0

l.4 6 0 7 6 1 6 7 6 4 ,5 5 6 2. 1 6̃ . I 7

l.3 8 0 2 5.5 7 7 l

2 1.4 6 9 1 2. 1~5 3 1
l

成 續 ふ 化 放 流 成 IESl

平均採卵激

粒

採卵数

千粒

捕獲 - 採卵
実施期間

収容卵数 l ふ出尾数 l ふ 化 率
1 ,

f粒 l 千尾 %---__-_-」- ・__-__ ・ _-_ . -l--一一
42 .778 l 3 7 , 2 8 7 1 87.2

l l
9 , 0 5 5 : S .3 2 9 ;  92.0

l l

7 5 0 l  6 4 8 l 86.4
1 l

1 6 , 4 5 7 l  1 4 . 6 5 9 l 8g . l
4 . 714 l 4 2 4 9 l 9 0 l
2 , 4 03 l 1,9 6 7 1 8 l . 9

放流数 l
: 放流期間

千尾 1
1.5 2 0

l.3 4 0
l.l 2 0
1.2 8 0

2 5 0

1.1 9 0

5 9 , S 4 6

6 , 6 4 8

7 5 0

8 , 8 43

4

7 6

7 .11̃11 .20

6. 1̃10 . 3 1

8. 1 1̃ 0 . 1 5

6 . 1 8̃1 1 .  6

8. 2 1 1̃ 0. l 0

'l. 6̃1 0 .10

3 51B 0 9 1 2 . l 2̃5.30
l

'l, 6 3 l l 2. 1~4.3 0

6 1 5 1 4 . :【̃5.2 5

l1 4.4 2 4  4. 1 6̃ . l 7
l

4ユ 2 2 l 4. l,,-42 3
l

l
1.9 5 5 l 3 2 0̃5 2 0

l.4 6 0 7 6,l 6 7 6 . 1 1̃ 1 . 2 0 l 7 6.1 5 7 6 7.1 3 9 l 8 8 2 6 4 5 5 6 2. l f ・1-6 . 1 7

ふ 化 放 流 成 iet

-6'3-



第 7表  昭和4 4年度海区水系別さくらます親魚捕獲採卵成積表

海 l

. l 水 系
産_ : 採 卵 場

所 管

lll業場

捕 獲 数 使 用 親

合 尾♀ 尾 1S 尾 計 ii ♀ 尾

l 岩 尾 別 l 岩 尾 別
l

1 斜 里 斜  里オ l

ホ l 活 精に 清
1

l 1 興 部 英 .  部
ツ l  ,

ク 1 幌 内 1 幌 内
海 1 徳 志 別 l 徳 志 別- 1 l
区 l 北見幌別 北見幌別

l

. l 本年一 度

' 秘 区 計 1- ---

i 前 年 度

-H中 一 J l 1
日 1 石 狩 西  越
本 l
1 ″ 音 江
海 l
区 l  ″ 小 計
l
j 尻 別 名  動
' l 本 年 度
、・,,- 「・・ a

岩尾別

斜 里

港 精

//

幌 内

德志1lll

般 登

1 2 2

3 P 3 3

.6 8 3

4 l 2

l 4

7

3 8 7

l5 3  l 7 5

l.9 8 0 l 5 P l 3
4 0 0 l  1.0 a 3

l

1 5 4 l 5 6 6
l 3 l 2 7

11 8

. 2 l 6 l  6 0 3___ . . _ . .__L_- _ _ _.

2- t '・4 7 5

4 0 3 6  1 l.4 9 0

- t--- l - -

6 5 1  2 4 3
l
l

2 l l 5 3

6 6  1 l 6

:a7 l l 6 9

1 5 1  8 3 0

l 2 l

2,l 6 2

6 2 2

2 5 3

7

5

3 7 0

315 4 0

4.2 l 2

2 3

6 9 3

l 2 5

4 R

5

l

9 2

9 a 7

1.337

l 4.6 5 8-- - -一一 -ト ------ ・ 一一 ・

l 7.4 5 4

中 川 l 7 8

千 オ  3 2

音 江 l 5 0

l 8 2

尻 別l 6 7 9
l

1 7 2

2 2

4 3

6 5

. 6 1 6

3 8

1 3

1 3

2 6

1 4 l

1__ __

9 3 9 3 0 3 1 1.2 4 2 9 5 3 2 0 5

l n 一 国 l

L_ _

・ 構 津

l 4「

根 :

. / /

1

室 1 当 幌

海 - 春 別
1 床 丹
区 l
1 西 別l 矢 自 別
1 風 連

; 別 当 別
l

l

前 年 度 6 3 8 l 9 8 l M 6 6 2 1 1 16 3

環 津 l 根 室
l

3 1 線 1申機津
l

小 計 l

当 幌 l計 棚a
春 別 l ″
床 丹 ; Z r

l
西 別 l虹 別
矢 自 別 浜 中

風 連 ″
l

別 当 資 l厚 床
1

4 l 2

6 3 2

! 0 4 4

l l 5

7 0

7 9

9 8 2

l 2 8

6 8

2 7 l

1 3 3

2 9 9

4 3 2

l 1 0

3 2

3 8

5 l 2

l 8 lR

4 7

I 4 4

5 4 5

' 9 3 1

1.4 7 6

2 2 S

l 0 2

l 1 7

l 1.4 9 43 l 6
1 l 5

l 4 1 5

3 7 2 l l 2 2
l6 0 4 .  2 0 9
l
l

9 7 6 1 3 3 l

1l 0 4  7 3

5 l l 2 0

7 7  3 6

9 6 5 ; 5 0 2
1

9 7 l 5 4

6 3  2 4

2 7 0 .  l 4 3

- 6 l-

魚 数

計 尾

採 卵 数

千粒

增 減 卵 数

千粒

1 ・ 1

仮収容卵数-1 率 親 魚  j 平均採卵1e
:F粒 l 使 用 率 %1 粒

実 施 期 間

l
1 4 4  1 7 7

2お55 4 2 7 9

7 4 7  9 5 6

3 0 1 i 4 2 8

1 2 l 7

6 l 8
i

4 6 2 l  5 l 4------ .t-- . --. .
4 S 2 7 1 6.3 6 9

5.1549 j ' 「 , l l 5

l l 7 7 l 99.2 1 1,460
l l 1
l 4 2 7 9 l 7 1.3 l 1,980

1 9 5 6  91. l  l 1,540

l 4 2 8 l 6 1.4 1 1.6 9 0
l 1l 7 50.0 1 1,0・0 0

l1 8 71.4 l l , 6 8 0
l l '5 1 4 l  95.6 l 1 ,390-- - - - - - ,----- -一十一 一 一 --' -一一 一 一 一一

l . 6 3 6 9 l  76.0 l l , 8 0 0----- -i . . --l-------一† ・一一一 -
___ _ _ _ j_7・1l 5 l 5 6 5_ _ l j11li9o_

l 3 5 3 l 9 6 S  l 2.0 5 0
△供試 R l l 15 4  6 8.8 2,800

l '
l 9 1 l 86.0 1 2 ,120

△供試  8 1 1 4 5 l 79.3 1 2 3 5 0: l i
l 1,497 l 90.7 l 2 4 3 0

6. 1̃9. 3 0

5.23'・,-0. 2 4
5.22~10.13

5.22 l̃ 0 . l 4

8.2.l~9. 2 1

6 . l 8 9̃. l 7

5.26 1̃0 .  4

5.2 2̃ l 0 . 3 0

5.11̃l 0 . 16

'7. 20̃9. 3 0

9. 6 1̃ 0 . l 4

8.21̃10.20

8.21 l̃ 0 . 2 0

7. l 7~1 0. 5

2 ! 0

3 5

5 6

9 l

7 5 7

1.0 5 1R

7 fl 4

4 9 4

a 1 3

1.3 0 7

1 7 7

7 1

l 1 3

l.4 6 7
l 5 1

87

4 l 3

3 5 3

6 2

9 1

l 5 3

1.4 9 7

2 0 0 3

l.5 0 9

7 0 2

1 2 5 3

1.9 5 5

2 3 2

9 0

2 0 a

3 ,355

2 0 7

l 3 2

3 2 0

△供試 8

a 快 試  1 0

1 , 9 9 5

l.4 9 9
i'_1)8__ 」_2i 5 o
97.3 l 2 43 0_

7. l 7̃l 0 . 2 0

◆_ 1 1̃ 0、2a__
6 . 2 l 1̃0 .31

6.21 1̃ 0 .31

6.21 1̃ 0 . 3 l

6 . 1 1̃ 0 . l 0

6 . 1̃1 0.l 0 .

6 l~10.20l6 . 2 l̃l 0 . 2 0
6 . l 1 l̃ 0 . 8

6.15'-0 . 3 0
6 . l̃l 0 . 2 0

l
1

90.2 l 1,890
i95.5 2.0 7 0
l

93.5 l 2,000

90.4 2,230

・ 7 2 3  l.7・6 0
97.4 1 2,700

98.2 t 3,480

75.7 2.1 3 0
9 216 2 , l 0 0

:

99.o 1 1,180
1

l 7 0 2

l l.2 5 3
l
I 1 ,955
l

I 2 3 2
l g 0

l
l 2 0 8
:

l ・ 3 3 5 5

l 2 0 7

l 1 3 2
l '・ ・

1 3 2 0
i

-6 5-



海

区

所 管

尋,業i義

捕 獲 数 使 用 親

水 系 採 卵 場

S. 尾 1S 尾 1 計
l

1;l 尾 8 尾

根
室
海
区

探
集
以

西
海

区

, 1
1 本 年 度 l 2,757 1 , 503 4,260 2,603 1 , l 8 3

l -・ l・_ . ロ l l
l 前 年 度---_ __' . - ・一_ . _ _

仁 雁 別 l 仁履 . 別
・ l

汐 泊 l 汐 泊
静 内

八 雲

2,204

3

l 3 9

l , 0 5 6 ・ 3,260 1 , 7 l 9 7 7 3

2

1 9

5

1 5 8

2

1 3 4

1

4 9

本 年 度

前 年 度

l 4 2 2 1 l 6 3 1 3 6 5 0
海 区 計

8 2 1 0 6

7 , l 3 2
合 計

本 年 度 8,496 4 ,644 1 3 1 4 0 2 4 2 5

2 ,273前 年 度 l 0 , 3 0 4 5.2 9 2 l 5 , 5 9 6 6.5 5 8

-6 6-

魚 数
採 卵 数
千粒

增 減 卵 数
千粒

仮収容卵数
千粒

♀親魚使用

率 %
平均採卵数

粒
実施期間

計 尾

3,786 6.4 9 9 6.4 9 9 94.4 2,50 0 6. 1̃1 0.3 1

2 , 492 2,956 2,956 78.0 1 7 2 0 5 l 5 1̃ 0 . 10

3

1 8 3

4

32 'l「

・ 3

l 2

4

3 2 3

66.7

96.4

1,950

2,410

7. 1~10.10

9.20 1̃1 .  2

1 8 6

6

3 2 7 95.8 2 4 0 0 7. 1~11. 2
1 2 75.0

8 3 .9

63.6

2,0 0 0 7. 1~9 3 0

9 .557 1 5 , 1 9 8 A供試 8 1 5 , 1 9 0 2 , l 3 0

1 ,770

5 . 2 2 ̃ l l .  2

8,831 1 1 , 5 9 2 △供試 1 0 l l 1 , 5 8 2 5 . 1 l 1̃ 0 . 2 0

-6'l-



第 8 表  支場・事業場別さくらます親魚捕獲採.卵成績表

支場 S1l 業 場
捕 獲 数 使 用 親 魚 数

? 1華 S 尾 計 尾 9 尾 S 尾 計 尾

:it;
見

支

場

岩 尾 別

斜 里

港 精

幌 内

l 2 2

3,033

1,095

1 4

5 3

l , 9 8 0

5 5 4

1 3

1 7 5

5 , 013

l ,6 4 9

2 7

1 2 1

2 , l 6 2

8 7 5

7

2 3

6 9 3

l 7 3

5

1 4 4

2 ,855

1 , 048

1 2

計
本 年 度 4,264 2,60 0 6,8 6 4 3 ,165 8 9 4 4 ,059

前 年 度 6.5 7 0 3,497

1 3 3

2 9 7

1 8 0

5 l 2

2 3 5

1 4 4

1 0 P 6 7

5 4 5

9 3 1

4 4 4

1,il 9 4
f 3 1
4 1 5

3 ,443 l.1 l l 4 ,554

根 室

中 標l 津

計 根 別

虹 別

浜 中

厚 床

4 1 2

6 3 2

2 6 4

9 8 2

1 9 6

2 7 1

3 7 2

6 0 4

2 3 2

9 6 5

1 6 0

2 7 0

1 2 2

2 0 9

l 2 9

5 0 2

7 8

1 4 3

4 9 4

8 1 3

3 6 1

l , 4 6 7

2 3 8

4 1 3

根

室
支

場

計

天
塩
支
場

本 年 度 2,757 1,503 4 ,260 2,603 1 , 1 8 3 3,786

前 年 度 2 2 0 4 1 ,056 3 ,260 1 , 7 l 9 7 7 3 2 4 9 2

徳 志 別

歌 登

中 川

7

3 8 7

l 7 8

1

2 1 6

6 5

8

- 6 0 3

2 4 3

5

3 7 0

1 7 2

1

9 2

3 8

6

4 6 2

2 1 0

計

-1-

才
支
場

本 生一 度 5 7 2 2 8 2

5 7 6

8 5 6

1,596

5 4 7 1 3 l 6 7 8

前 i幸1 度 1,020 8 9 5 2 5 2 1.1 4 2
千 オ

-,li 江

静 内

3 2

5 0

3

2 1

6 6

2

5 3

1 1 6

5

2 2

4 3

2

1 3

1 3

l

3 5

56

3

言t
本 年 度 8 5 8 9 1 7 4

1 5 2

6 7 2 7 9 4

前 年 度 8 0 7 2 7 6 4 6 1 2 2

渡支
屋も場

八 雲

尻 別

1 3 9

6 7 9

1 9

l 5 1

1 5 8

8 3 0

l 3 4

6 1 6

4 9

1 4 1

1 8 3

7 5 7

計
本 年 度 8 1 8 1 7 0 9 8 8 7 5 0 1 9 0 9 4 0

前 f年 度 4 3 0 9 1 5 2 1 4 2 5 9 1 5 l 6

l
l イコ・言1
i

本 年 度 8,496 4,644 13 , 140 7.1 3 2 2 ,425 9 5 5 7

前 年 度 l 0 , 3 0 4 5.2 9 2 1 5.5 9 6 6 ,558 2,273 8,831

-6 8-

採 卵 数

n-

1ltl 演 卵 数
千粒

l 9.親魚使一:lii . 収 容 卵 数 l
千粒 用率 %

平:f llll採卵数
粒

実 施 期 間

1 7 7

4 , 279

1 , 384

7

1 7 7

4,279

1.3 8 4

7

99.2

71.3

79.9

50.0

l.4 6 0
1.9 8 0

1.5 8 0
l.0 0 0

6. l 9̃. 3 0

5.23--e. 2 4
5.2 2̃ l 0 . 1 4

8 . 2 l~9. 2 l

5,84 7 5,847 7 4 .2 1.8 5 0 5.22 1̃ 0. 1 4
6.0 7 8 6 , 0 7 8

7 0 2

l.2 5 3
5 3 0

3 ,355

3 3 9

3 2 0

52.4 1.7 7 0 5 . l 1 1̃ 0. 1 6

7 0 2

l , 2 5 3

5 3 0

3'5 5
3 3 9

3 2 0

9 0.2

95.5

87.9

98.2

81.6

99.6

1.8 9 0

2 ,070

2 , 280

3,480

2 1 2 0

1.1 8 0

6.2 1 1̃ 0 .3 1

6 .2 1̃10 .31

6. l~l 0 . 2 0
6.21 1̃ 0. 2 0

6.11 1̃ 0 .  8

6. 1̃10 . 2 0

6.4 9 9 6 , 4 9 9 94 .4 2,50 0 6. 1̃l 0 . 3 1

2, 9 5 6 2.9 5 6 7 8.0 1.7 2 0 5 . l 5 1̃ 0. 1 0

8

i1 4

3 5 3

8

5 1 4

3 5 3

71.4

95.6

96.6

1.6 8 0

1.3 9 0
2 , 0 50

l,6 0  0

6.18̃9 1 7

5.26̃10.4

7.20~9 3 0
S 7 5 8 7 5 9 5 .6 i . 2 6̃1 0 .  4

1.2 4 7 l 2 4 7 8't.7 1.3 9 0 5.25̃9 3 0
6 2

〇 1

4

A供試 8 5 4

9 1

4

68.8

86.0

66.7

2.8 0 0
2, 1 2 0

1.950

9. 6~10 . 1 4

8.21̃10.20

7. 1 1̃ 0 . 10

1 5 7 o 快 試  3 1 4 9 78.8 2, 3 4 0 7. 1̃10 . 20

l 8 2 o 供 試  1 0 1 7 2 9 5 0 2 , 3 9 0 7. l̃l 0 . l 0

3 2 3

1.4 9 7
3 2 3

1.4 9 7
96.4

90.7

2 ,410

2, 4 3 0

9.20 1̃1. 2

7 . l 7̃l 0 .  5
1.8 2 0
1.1 2 9

1.8 2 0 91.7 2.4 3 0 7. 1 7̃11 .  2

1.1 2 9 98.8 2 ,660 8.21 1̃ 0 . 20

5.22̃ l l .  21 5 , l 9 8 A供試 8 l 5 , 1 9 0 83.9 2 , l 3 0

1 l , 5 9 2 o供試  l 0 1 1.5 8 2 63.6 1 , 7 7 0 5 . l 1 1̃ 0 . 20

-6 9l-



第 9 表  昭和4  4年度海区水系別からふと ます親魚捕獲採卵領表

三:: 1 水 系  l採 卵 場 1 所管
1 l l 事業場

捕 '獲 数 使 用 親

年 尾 含 尾 計 尾 1- 尾 合 尾
1 岩 尾 別
オ l ォアシべ
ホ l 斜 里
l l -操 琴

ッ l 細 走
ク l 常 呂

l
海 l 務 別

fy l -

. _ 精 滑

l 興 部l 雄 武

幌 内

l 徳 志 別l 北見觸リ
屯 別

l 獲 払
l --- '--
1 海 区 計

岩 尾 別

オアシべ

斜 里

深 琴

細 走

常 呂

湧 別

活 精

興 部

雄 武

幌 内

徳 志 別

北見幌別

屯 別

渡 払

岩尾別

斜 里

f 「

漢 琴

細 走

北 見

湧一 別

務 滑

/ /

幌 内

/ /

徳志別

歌 登

屯 別

//

l 3 , 4 6 6

3 9 6

8 ,822

l.1 9 5
8 1 5

5 , 8 3 7

4 ,614

3,744

6 4 7

4 3 9

1.5 5 5

3,666

1.4 3 8

2 4 2 2

8 9 7

8 , l l 2

1 6 6

5 ,437

7 7 7

4 l 9

4 ,535

. 5 , 1 6 4

'3,485

4 3 6
t
3 7 7

1.2 9 4

3,537

2 ,095

l.9 6 2

4 7 9

2 l.9,78
5 6 2

l 4 , 2 5 9

1, 9 7 2

l.2 3 4
10 , 3 7 2

9 , 7 7 8

7 , 2 2 9

1.0 8 3

8 l 6

2.8 4 9
7.2 0 3
3,533

4 ,384

1 3 7 6

l 3 2 0 8

3 l 9

8,280

9 6 5

7 7 8

5 ,558

4 , 354

3 ,703

6 2 8

3 8 l

1.3 l 0

3,367

l,3 6 6

l.6 0 5

5 2 7

l 8 8 1

5 1

1.9 3 3

3 l 7

2 4 3

1 , l 5 3

7 7 9

6 0 9

l 2 2

l 2 l

4 8 5

9 0 8

3 2 6

5 8 l

1 8 6

本 年 度 49 ,953 3 8.2 7 5 88 , 228 4 6 3 4 9 9 ,695

2.8 7 6前 年 度 l 5 , 4 5 0 23,379 3 8.8 2 9 1 3 , 4 7 l

ĩ 申 川小 平 薬

中 川

天 塩

7 0

3

4 5

5

1 1 5

8

4 2 l 7

li1l;

区

根
室
海
区

本 年 度 7 3 5 0 l 2 3 4 2 1 7

海 区 計
前 年 度 l 8 0 l 3 l 3 l l l 1 7

8 0

l 4 6

4 6 6

7 9

2 , l 3 l

3 6

サシルイ

春刈古丹

忠 額

伊 茶 仁

標 津

サシルイ

審刈古丹

忠 額

伊 茶 仁

標 津

離 自

//

l伊三仁

l l 5

l 8 9

5 5 2

8 3

2.1 9 9

8 4

1 3 3

1.2 8 8

4 3

2,3 7 3

1 9 9

3 2 2

1.8 4 0

l 2 6

4,572

4 3

9 1

1 4 9

2 7

6 7 2

-7 0-

魚 数 採 卵 数

千粒

增 減 卵 数

千粒

反収容卵お

千粒

章 親魚使

用率  %

平均採卵数

千粒
実施期間

;. l̃l 0 . 3 1

ll. 5̃l 0 . 2'

r. l l̃l 1 . l 1

9.15̃10 . 3 (

8. 1 5 1̃ 1 . l

8. l̃l 1 . 2 l

8. l̃l l . 2l

8. 5̃l 1 .  l

8. 5̃l 0 . 3 l

7.29̃l 0 .:t .

8. 1̃l 1 .  1

6 . l 8 l̃ 1 .  l

7. l l~l 0 . 2 l

7. 2 8~l 0 . 2 l

7 . 2 l̃9 2 7

計 尾

l 5 , 0 8 9

3 7 0

l 0 , 2 l 3

1.2 8 2

1.0 2 l

6 , 7 l l

5 , l 3 3

・ 4 ,312

7 5 0

5 0 2

1.7 9 5
4,275

1.6 9 2
2.l 8 6
7 1 3

20 ,558

5 4 0

l 3165 7

1.5 8 8

9 5 4

7.4 7 6

6 3 0 6

5.4 8 5
8 9 5

4 9 6

1.8 9 l

4 ,264

2,014

1.9 2 8
5 5 5

20 ,558

5 4 0

l 3 , 6 5 7

l.5 8 8

9 5 4

7 4 7 6

1l1l,3,0 6

5 , 4 8 5

8 9 5

4 9 6

l.8 9 l

4,264

2.0 1 4
l.9 2 8

5 5 5

9 8. l

80.6

93.9

80.8

95.5

95.2

94.4

9 8. 9

9 7 . l

86.8

84.2

9 l.8

95.0

66.3

5.88

l.5 6 0

l.6 9 0

1, 6 5 0

1 S 5 0

1 2 3 0

1.3 5 0

l.4 5 0

1.4 8 0

1.4 3 0

1.3 0 0
1.4 4 0

l.2 7 0
1.4 8 0
1.2 0  0
l.0 5 0

5 6.0 4 a e 8.6 0 7 6 8 , 6 0 7 92.8 1.4 8 0 6 . l 8̃l 1.2 0

l 6 3 4 l 1 9 , 8 8 8 l 9 , 8 8 8 87.2 1.4 8 0 6 . l l l̃ 0.2 0

5 9 8 2 8 2 60.0 1.9 5 0

1.9 5 0

' l. 2 0~9. 3 0

9. 8 l̃ 0. 1 0

5 9 8 2 8 2 57.5 'l. 2 0~l 0 . l 0

l 5 3 1 3 3 l 3 3 65.0 1.l 4 0 7. l~9. 2 5

l 2.

2 3 i

6 1 l

lO t

2,80.

9 7

l 7 6

6 5 l

1 l l

3,102

9'l

1 7 6

6 5 ]

l 1 ]

3 , l 0 1

6 9.5

77.2

84.4

95.1

96.9

1.2 0 0
l.2 l 0

1, 4 0  0

l.4 l 0

1.4 6 0

7 .21 ĩ 0 . l 6

' l. 2 l 1̃ 0 . l 6

T. l̃l 0 . 2 0

9 . 1 l̃10 .20

6 . 2 l 1̃0 .31

-7 l-



海

区
l 水 系
l

l

標:li9場 l 所 f・開 精 整 数 ・使 用 報

9・ 尾 0 尾 計 尾 S 尾 8 尾

根

室

海 '

区

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 自 別

風 連

別 当 資

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 自 別

風 連

別 当 資

計根別

/ /

/ /

虹 別

浜 申

//

厚 床

8 l

4 4

l l 8

l.4 7 4
2 8

3 7

3 0 2

! 0 8

l 9

5 4

3,195

2 7

5 8

4 3 7

l 8 9

6 3

l 7 2

4,669

5 5

9 5

7 3 9

8 l

4 4

1 l 8

l.4 6 l
2 8

3 0

2 9 8

9 2

l 9

・5 4

6 8 3

2 7

l l

3 l 6

海 区 計
本 年 度 5.2 2 2 7 , 8 l 9 13 ,0 , l 1 4,962

4,837

2 , l 8 4

前 年 度 6 0 1 2 20 ,454 26 , 466 2 , l 8 6

基
以
東

程1

Sl1l 路

十 勝

海 区 計

all 路
素 別

al 路
素 別

l 5 4

5 6 4

、 7 2

' 3 8 3

2 2 6

9 4 7

l 0 7

5 6 4

5 7

l 8 4

本 年 度

前 年 度

7 1 8 t 4 5 5

,i
1.l 7 3 6 7 1

9

2 4 l

l 9 3 0 4

標
集
以
西
海
区

仁.展別

貫 気 別

遊 楽 部

海 区 計

仁 1確 別

● 気 別

遊 楽 部

静 内

八 9

/ /

2 5

1 4

l 2 6

1 6

l

l 4 2

4 l

l 5

2 6 8

1 6

6 4

6

2 9

本 ,fli 度 1 6 5 1 5 9 3 2 4

2 3 8

8 0 3 5

前 年 度 l l 5 l 2 3 4 8 .2 2

本 年 度 5 6'3 l 4 6 , 7 5 8 l 0 2.8 8 9 5 2.l 0 4 l 2 , l 7 2
合 計 -

前 年 度 2 l.7 7 6 44,098 6 5 , 8 f 4 1 8 , 4 8 2 5 , l 2 4

-7 2-

急 数
採 卵 数
千粒

增 城 卵 数
千粒

仮収容卵数
千粒

9n使
用率 %

平''!ヨ標B0li
千粒 実施期間計 尾

l 7 3

6 3

l 7 2

2 , l 4 4

5 5

4 l

6 l 4

l 0 0

6 0

l 6 l

l.7 2 0

4 7

3 7

3 8 6

! 0 0

6 0

l 6 l

1.7 2 0

4 7

3 7

3 8 6

l 0 0

l 0 0

l 0 0

99 . l

1 0 0

1F;1.0

98.6

1.2 4 0
l.3 6 0
l.3 6 0
l.l ao
l.6 a 0
1.2 3 0
1.3 0  0

6. l l̃ 0 . l 0

6. l l̃ 0 . 1 0

6. l l̃ 0 . l 0

6 . 2 l l̃ 0 . 20

6.l l l̃ 0 . R

6 . l 5̃ 9. 3 0

6. l l̃ 0.20

7.l 4 6 6.6 4 8 6 S 4 8 95.0

8 0 5

1 3 4 0 6. l̃l 0 3 1

' l.0 2 3 5,503 5,503

9 2

6 5 8

l.l 4 0 5 . l 5 l̃ 0 . 2 0

8. l 1̃ 0 1 1

9 . l 6 1̃ 0 . 1 5

1 6 4

7 4 8

9 2

6 5 8

69.5

l 0 0

R 6 0

1.l 7 0
9 1 2 7 5 0 7 5 0 9 3.5 1.l 2 0 8. l l̃ 0 . l 5
1 3 1 3 l 3 47.4 1.4 4 0 '7. 2 l 9̃.2R

2 2

9 3

4

7 6

4

7 6

64.0

5 0.R

2 5 0

1.l 9 0

8.21 l̃ 0 . l 0 .

9 . l l 9̃ .  3 0

'i. 6~1 0 l 0

1 l 5 8 0 8 0 48.5 1.0 0 0 7. 6~1 0 . ! 0

7 0 - 4 0 4 0

7 6ユ 6 7

25 ,577

41.7 a 3 0 'i. l̃ l 0 .  9

6 4.2 7 6 7 6 , l 6 7 92.a l.4 6 0 6. 1 l̃ 1 . 2 0
2316 0 6 25,577 R4.9 1.3 1R 0 t 5 l 5 1̃0 .21

-7 3-



1_

系 卵 数

千粒

增 減 卵 数

千粒

仮 収 容 卵 数

千粒

2 親 魚1度

用率  %

平:均採卵数

粒 実 施 期 間

25 , 5 58

l 4 , l 9'1

1.5 8 8

9 5 4

7,476

6 3 0 6

6,3 1F: 0

2 ,387

2 0 , 5 5 8

1 4 , 1 7 7

1.5 8 8

9 5 4

7 , 476

6 3 0 6

6,380

2 ,387

:::
l lf
9 4 4

9 8.6

84.8

1.5 6 0

1.6 5 0

1.6 5 0

1、2:3 0

1.3 5 0
l , 4 5 0

1.4 7 0

1.4 l 0

8. l 1̃ 0. 3 l

7. l l̃ l 1 .l 1

9.1 5̃ l 0 . 3 0

8 . l 5 1̃ l .  5

8. l l̃ 1 . 2 0

8. 1 ̃ 1 1 . 2 0

8 .  5 1̃ 1 .  6

7.29~11 .  l

59 , 8 46 59 , 846 1 95.1 1 1 , 5 2 0 7 . 1 l̃l 1 . 2 0

6 . l 1 ̃ l 0 . 2 01 5.3 5 4 1 5 , 3 5 4 9 2. 5  1 1.4 9 0
l

2 7 3

3,864

3 2 l

1.7 2 0

1Fl 4

3 8 6

6 , 6 4 8

5 , 503

9 2

6 5 8

7 5 0

l 3

4,264

l 2 , 0 l 4

2,483

8 2

2 7 3

3 , R 6 4

3 2 l

l.7 2 0

8 4

3 8 6

6.6 4 8

5 , 5 03

9 2

6 5 8

7 5 0

1 3

l
4,264

2 , 0 1 4

2 ,483

:R 2

74.3 l l.2 l 0  17121 1̃ 0 . l 6
i9 4 .4 , 1.4 4 0  6 . 2 l l̃ 0. 3 l
l

l 0 0  j 1 3 2 0  6. 1 1̃ 0. 1 0
:

g9.1 1 1.1 lR 0 6 . 2 1 ̃ 1 0 . 2 0
l

89 .2  1 1.4 5 0  l 6 . l 1̃l 0 .  8
l

98.6 l l,3 0 0  6 . l̃ 1 0. 2 0
l 1

95.0 ! 1.3 4 0  l 6 . 1̃l 0 . 3 l
l 180.5 1 1.1 4 0 5 . l 5 ̃l 0 .2 0
l i

69 . 5  1 8 6 0  l 8. 1-. l l
l

1 0 0  l 1.l 7 0  l 9. l 6 ̃l 0 . 1 5
9 3 5 l 1.l 2 0  l 8. l̃l 0 . l 5
4'i.4 l 1,4 4 0  l 7.21 9̃ . 2 8

l 191.8 l , 2';0 6 . l 8 1̃ 1 . 6

95.0 l 1.4 8 0  7.11 1̃ 0 . 2 1
64.2 l 1.l 6 0  7 . 2 l̃1 0 . 2 8

l

6 0.0 , l.9 5 0  1 7.20 9̃ . 3 0 _

表 l  0 表  支境・g,業場別からふとます親魚捕獲採卵?表

支 場

北

見

支

:照

舉業場

岩 尾 別

斜 里

藻 琴

綱 走

北 見

湧 別

1llSi' 滑

:i配 内

捕- -〇一 '----
一r 尾
13 , 466

9,21lR

1.1 9 5

1R 1 5

5.1R 3 7
4 , 614

4,391

1.9 9 4

獲 数 使 :

- f一尾
親 魚 数

公 尾 計 尾 分 尾 計 尾

8 , l l 2

5,603

7 7 7

4 1 9

4 ,535

5.l 6 4
3.9 2 l
1, 6 7 l

2 1.5 7 8
14 ,lFl 2 1

l.9 7 2

l.2 3 4

1 0 , 3 7 2

9 ,77S

8 , 312

3,665

1 3 , 2 0 8

8.5 9 9
9 6 5

7 7 a

5,55R

4 P 5 4

4 , 3 3 l

1.6 9 1

l.;Fl :Fl 1

1.9 1R 4
3 1 7

2 4 3

1.1 5 3
7 7 9

7 3 l

6 0 6

l 5 , 0 R 9

10 , 5R3

l.2 R 2

l.0 2 1

6171 l

5 , l 3 3

5 , 0 6 2

2 , 297

計

本 年 度

l

4 1.5 3 0  1 30 ,202 7 1.7 3 2 39 ,4R4 7 , 6 9 4 4 7 , 1 7 8

前 年 度 1 1.1 1 2 1 7 , 1Fl 2 3 e8 ,935 l 0 , 2 7 5 2 , 1 3 3 1 1 2.4 0 8
羅 日

伊 茶 仁

言+ 根 別

虹 別

浜 申

厚 床

本 年 度

3 0 4

2 ,R34

2 4 3

1.4 7 4

6 5

3 0 2

5 , 222

2 1 7

3 , 704

l R l

3 , l 9 5

:R 5

4 3 7

7,1Fl 1 9

5 2 1

6,153 1Fl

4 2 4

4,669

1 5 0

7 3 9

l 3 , 0 4 1

2 2 6

2 , 676

2 4 3

1.4 6 1

5 1F;

2 9 1ll

4 ,962

l

l 3 4 l  3 6 0

9 4 S l 3 ,524
1l 6 5  4 0 8
l

6 9 3 l  2 ,144
l
3 lR 1 9 6
l

3 l 6 l 6 l 4

- 1表;811_ 7,;1_4j
2 , l S 6 : 7 ,02 a

- ----・ ・ -1- -- 一 一 -
5 7 j l 6 4

1 R 4 l 7 4 i-.- . -_ _ _1 ' - ・---

2 4 l l 9 l‘

4 l・

9 0 S l 4,27E

3 2 6  1.6 9 1

7 6 7  2fi 9 l

l 7  5‘

根

室

支

場1

.' l

十

1勝

計

天

塩

支

場f

前 年 度

釧 ,路

幕 別

本 年 度

前 年 度

6.0 l 2

1 5 4

5 6 4

2 0,4 5 4 2 6.4 6 6

4 2 6

9 4 7

4,R37

l 0 7

5 6 4

7 2

3 R 3

7 l a l 4 5 5 -
1__」 i i i _L ____6 7 l_

1
3 0  9

7 , 203  3,367

3,533 1.3 6 6
5 ,760  2 ,132

1 1 5 l 4 2

l
.'9 l .ii__
--3:6 6 6 l --3,5 3 7
1.4 3 R l 2.0 9 5
3,319 l 2 , 4 4 l

l
7 0 1 4 5

徳 志 別

歌 登

屯 別

中 川

-74-
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「一

1 支

合

千才

' _ l 捕 獲 数 l 使 用  親 魚 数

〇・i l 二報 果 a l  〇 1 小 ; s; † 尾 と 尾 l  計 尾 j 尾 l 公 尾 計 尾

1li,:11,.i 1 天 _塩
1 本 年 度

1i・ ,
l 前 年 度

二; T---

-t場. l 静  内
l

1 本 年 度

計 l ----

l 前 年 度

3

8,496

4 , 5 l R

5 ' IF;

8 ,123  l l 6 , 6 1 9

5 ,687  , l 0 , 2 0 5

61907

3 , 3 13 ト:'i 8 , 925

4 , 0 9 2
l

2 5 1 l 6 1 4 1

一 一 一 一 T - --- -------

2 5  1 6 j  4 1-- - - 「 ' - ' --- 一 一 i ' ' ' --' --
l 1
l

l 6 6 l 2 2「=f ? 2;

ト---一一一」一一一一 - -ト ー ;t---;i-

t-i 7 _。_

「1◆・,276

5 , l 2 9 1 23.606

l 6

l
1支場 l 八  雲-一一十一一----

l 本 年 度

l 4 0 1 1 4 3 1 2 R 3 l 6 4- --------・一一一------・十一一 ・一一一一 一十一---- ・ ---'-
l 4 0 1 l 4 3 1  2 9 3 l 6 4- -一一一一一T -----一一一一一一一一一一一i--------
1 1 5 1 1 2 3 l 2 3 R 1 4 il l

l・ l 「  .

一1 前無一度
= 1- ------

1 本 年 度

言十 l-----

1 r1 1l 年 度

5 6 , l 3 1

2 1.7 7 6

4 6.7 5 1F; 1 l 0 、2,1Fl lR 9
l

5 2 , l 0 4

1 8.4 R 244,09 R 1 6 5.R 7 4

-7 6-

採 数

8, l l l43

4,667

__ t _ ' 'ユ _

7 6.25 .

4

4

一

一

一

一

二

一

-

l

一

一
一

一

-

-

-
4
，，．-
L

6
一

6
一
0

l

7

7
一

一

7
一

7
一
4

:

6
・

7
一

一

一

-

l
・

5
一

仮 収 容 卵 数
千粒

l

二:」二 8 fl .fl,-3

1 4,667

一 - ' 't

4

_ _ _ j _ 4

l - -

l 7 6- - -_L_-_ .一一 _ .
j - - 7 6
1 4 0

- - 1 7 6,1 6 7

- 1 - 2 5?7 7

l
一

，

，L
，，-
，l-
-

l
L

i

'

一

年 親 魚 使 l
用 率  %__… __ . _ _ _ -- L _

l

- ' ' __ _ _ _ .1_
._.__ R 」.3 _ i

l
73.3 l

_ -l

l

64.0  1
64.0 .

r

-7'「一

平均採卵数

1、2 i1l0_

1.4 l 0

2 5 0

2 5 0

j 実
l
9 R

_ 6 1 1R
l

l 7 .  l

施 期

~1 0.

i
．

～

，

間 l
l

- l
i10:-l
1. 6 l

l

l0. l 0
' i
l 8 2 l̃ 0

. 1 1 0

」 8. 2 l̃l 0 . l 0 _
l l

45.7 . 1.1-90 j l「 . 6~10'0一」
45.7 1 1.1 9 0 'l. 6̃l 0 . 1 0  1
・ -- 一一 ・ i - -  - '

i
4l.i l -3 0  1 l. 1̃ l U .  li

-_ _ _ 1 _- - - ' -l ' - ' '
92.a 1.4 6 0  ; 6 .  1 1̃1 .20

l l
一 一一一一- 一十一 ・ 一 - - -------一一一 一一一一 一一 一
a 4.9 l l , 3 lFl 0  1 5 . l 5 1̃ 0 .2 0----_-:-- ----- ・一



2 ます卵の移n

本年度のます卵移殖については, 計画に基づき, さくらますにっいては資源不振地域への

部:地・域ならびに1l際装以西海区のからふとます費源の育成と增大・ さらにォホーツク・ 根室内
權卵移殖は発限卵で行なうことを原則としているが, 部受精直後卵でも行なった o  発眼

これら種卵の移殖の状況にっい て は 第 l l 表̃第 l 5表に示したとぉ りである。

第 1  l 表  ます種卵の移殖

i
l

l
支 ;ia l 魚 種

l
l

増 減 卵 数 受精直後

採 卵 数 仮収容卵数

海 産 卵 ' 供 試 卵
i

供 給 卵 数

さ く ら ま す

からふとます

計

5 ,847

59,846

6 5.6 9 3

5.8 4 7

59 ,846

6 5 , 6 9 3

北 見 2, 4 0 7

2.4 0 7

l さ く ら ま す
l

根 l 表 1 からふとます
l
l 計

6 , 4 9 9

6 S 4 8

l 3 , l 4 7

6 , 4 9 9

6,1648

l 3 , 1 4 7

l さ く ら ま す
l

十 勝 1 からふとます
l

j 計

7 5 0

7 5 0

7 5 0

7 5 0

さ く ら ま す

からふとます

計

8 7 5

8,843

9 , 7 l 8

R 7 5

8.8 4 3
9 , 7 l 8

天 塩

千 歳

さ く ら ま す

からふとます

計 :; l 5 7

4

l 6 1

-7 8-

移殖, 特に日本海のさくらます費源增大を目的と し,からふとますにっいてはitホ ー ツ ク海区北

海区の交換移殖による :豊凶是正を目的として行つた。

卵で移殖する場合. その卵子の履歴上の死卵(移殖前の死卵)を含めて移備卵数として処理した。

卵の移殖 発 限 卵

受給・9P数

発眼卵の  l 適 内
l_ __

供試卵数  1 侠試卵数  1 受給卵数 本 州

l l 5 l 8 . i l
i l l 1l 1 1 4 , 6 6 1  l

l 1 1 5.1 7 9  l
l 1.7 2 3 l 1

2.4 0 7 : l 1 1
2,407 l 1 1.7 2 3 i  l

1 1 l l 
' 1 l l

l

l ' '

i 1l 7 , 6 l 4 l

l l 23 , 2 49 1l 5 l 8

l 0  l 4,720

l ,o 1 l l

単位 :千粒

_の 移 j _ __; 最 終

-7 9 -

収 容 卵 数

5.3 2 9
4 2 7 7 8

4 1P.l 0 7
4,776

9,055

l 3 f 3 l

0

0

5

3

8

7

4

l
一

5

5

7

3

0

6

l

8
．

7

7

8

l

0

6

7

3
．

8

9

4

5
一

l

1

l



增 城 卵 数 受精直後

支 場 魚 種 採 卵 激 仮収容卵数

海 産 卵 供 試 1llll 供 給 卵 数

さ く ら ま す

からふとます

書ト

1.R 2 0

7 6

1, 9 9 6

1ii2 0

7 6

l 3 9 6

渡 島

さ く ら ま す

からふとます

書十

1 5 , l 9 1R

76」 . 6 7

9 1.3 6 5

15 ,198

7 6ユ 6 7
9 1.3 6 5

計 2.4 0 7
2,407

-8 0-

卵の移殖 l=:f)歡 発 限 卵 の 移 殖
最 終

収 容 卵 数
道 内

受 給 卵 数
供 給 卵 数 受 給 卵 数

本 州

1.7 2 3
2,327

2 2 4 1

14 , 6 61

1 6 3 0 2

2 0 0 3,343

2 ,403

5,746

l 4 , 9 9 0

7 6 J . 5 7

9 1.1 4 7

2 0 0

2,407

2,407

224 l

1 4 , 6 6 l

16 , 902

2 0 0

2 0 0

1 0

1 0

-8l-



第 1 2 表  さ く らます  道内移殖

11 地 1

3一業一in名 l 移殖年月日
受 給 地 移 殖 J11 la の 内 訳  l

面籍一g題一P調 売i-f一数 1商 美 読f 1摘 要支場名 事業場名

1
斜 里 1 441027

l

虹 型」 1 1 . 5-
l
l

千粒

5 1 8

l、723

千粒

1 6

6 6

千粒

5 0 2

1.6 5 7

千 意

渡 島

千 歳

5 i 別

斜里川産

西別川産

l l, l 2.2 4 1
l

8 2 2 ,159

尊 1 3 表  さ く ら 11す 道外移多適

44.11.10

_ _ ._ . _L.

受 給 地
移 殖 卵 の 内 訳 1

------- ・ 1 格 轉-8 2-

1 干粒1 n l 千粒 '
l . 1

富山県庄川 l 2 0 0  2 0 0 l 尻別川i
ふ化場 l , ,_ _________. l _______L_ _ _ _ _ ______.___

二一_ 二 -1 - -_一一l _

第 1 4 表  か ら ふ と ま す 道 内 移 殖 ( 供 給 状 況 )

11i73多
(:7 8 21

6 8

6 8

8 3

0

3

1

0
l

31

39

l5

23
l

,6 l0

:7 3
7 8

li8 9
2. 8 9 2

2. 4 0 7

2. 8 9 2

1 .477

2 . 0 1 7

3.494

1.525

1 . 6 0 2

f2.40'「

13 . 3 9 5

斜里川

受精直後卵) ″

l

l
，

」
藤

-
'

第 1 5  表 か ら ふ と t す 道 内 移 殖 ( 受 給  状 況 )
受 給 地 移殖年月E 供 給 地

lli1一場?西?

北 見 斜  屋

f 1 ・

/ / l  //

1

移

多籍卵お

千粒

t:7 32
f7 8 2S
0 90,
(2.4 oij1

la 卵 の
移殖前死 .卵をl

千類

内 訳

移殖実卵数
備 考

支場名

根 室

事業場4

根 差

千粒

C 3 ,i)
C7 8 21
・ii9 3:1
e. 4 0 7i

44.10.  i

1 0 . t

1 0. 1 ]

計

天 塩中 Jl

' //

小 割

(增幌)

計

1 2. (

//

12.2 (

lt; 見p尾別

' f

″ l清 精
l

・ 1

″ 相 走

l

4 .106

1.832

1i9 3 1i

1 . 6 7 6

7.6 1 4

2 2 4

2 3 0

4 5 4

1 5 1

6 0 5

3. 8 8 2

1 . 6 0 2

5 . 4 8 4

1.5 2 5
7.0 09

千 la :1:・ ii
自, 内
計

1 2. l

11.2 (

1l; 見
'
目・ 里

l:t 見
3.160

1 . 5 6 0

4 . 720

2 6 1ll

l l l3

3 5 1

2.8 9 2

1 . 477

4.3 6 9

渡 島八 1l

計

1 1.2 i it: 見 比 見

l .

2.327

2 .327

3 1 0

3 1 0

2.0 1 7

. 2 . 0 1 7

合 計 、(i2.401
l 4.6 6 l

,

1 1 . 2 6 6

、 e. 4 0 71
,1 1 3.3 9 5

-83-



3 ますふ化放流成積概要

さ く ら ます

本年度は採卵数15,19 lF;千粒から供試卵8千1tii、本州移殖2 0  0 千基1.を差引いた

14,990千粒について、 これを1 ;R事業場(このうち民間ふ化施設4カ所)に収容し;て管

理を行ない、 12 , 5 03千尾の1lli1魚を生産し放流したo この歩'留りは83.4 %で、 このう

ち 2 , 5 2 0千尾 ( 2 0.2 % ) は給解魚である o

第 l  6表  昭和44年度海区水系 .着 l1さ く  らます 1l,化放流成續表

海

区

オ

ホ

1

ツl

ク

海

区

水 系
l

事 業 場 l 収容卵数
l (千 1l llf)-----l - - 一 一一一

岩 尾 別 l 1 7 7
斜 里 3 .761

l
i者 精 ! 1 .384

1l洗 内 7

歌 登 4 7 7

-i-

本 年 度  5.;i0 6

前 年 度  7.1 1 5
大一 一 、、 一 一
大 沢  川 . 4 5

中 川 l 3 5 3

死 1ll ll 基t

l千粒、;
5

2 6 9

2 4 8

2

3 6

ふ出l言t1l11l
tf 增1
1 7 2

3 . 492、,
1 . 1 36

5

4 4 1

ふ化率

,0
放 流 尾

最一開無 給 解尾

岩 尾 別

斜 里

.・1者- . 清
ll疑 内

北見1・'略別

海 区 計

9 7.2

92 .9

82.1

71.4

92.5

90.4

1 7 0

3.4 5 8

1 . 0 8 5

5

4 4 0

5 6 0 5.2 4 6

6. 4 9 6

5 . l 5 8

6 1 9

1 2

2 2

4 0

:l;

4 8

2 l 3

9 l .3 6 . 4 0 2

大 沢

天 - ・ 塩

3 3

3 3 1

5 3 2

8 3

6 1 5

2. 8 0 7

73.3

9 3.8

93.0

9 l . 2

9 2 . 8

92.9

3 0

3 2 8

8 3

8 3

日

本

海

区

石 持

//

//

古 : 宇

,究 別

千 才 l 5 7 2

音 江 l 9 1
1

小 計 1 6 6 3
尻 別 3 . 0 2 0

2 0  0

2 . 3 20

海 区 計

本 年 度

前 年 度

4.0 8 l

1 .497

2 9 5

l , 7 6

3. 7 8 l1;.

1 . 3 2 l

92 .i;

8 8. 2

4 4 1

l 9 8

2.520 .

9 2 l

-8 4-

からふとます

本年度は採卵数76,167千粒から供試刷日10千粒を差引いた76,157千粒にっいて、

これを26事業場(このうら民間ふ化i在設8カ所)に収容して・賣理を .'i :il い、6 5 , 5 5 6

千尾の稚魚を生;1E二し放流したoこの ,,l;1留りは86 . l %で、 このうち2 7 , 3 l 4千尾
( 4 2 . 3 % ) は 1金解稚魚であるo

数 放 111l i期画

4.1 ̃4 . 1 0

1.1 ̃2.2 8

2. 8  ̃2.13

2.1 ̃2.2 8

2.1 ̃2.2 8

l . 1  ̃4 . 1 0

11着考 仮収容までの卵の動き ・ ・ 。 。 。 。 ai業場単位
稚魚.19fa放流・ ・ ・ ・ ・ l番弧書き計 (1f尾

1 7 0

3.4 5 8

1 . 0 8 5

5

4 4 0

5ユ 5 8

千オへ 5 1 8千粒

典部分428千粒

徳志別からli千粒,. 大沢川へ 4 5千粒

6,4 0 2 l . 1 0̃ 4.3 0

3 0

3 2 8

8 3

8 3

2 0 0

2 . 320

4.1 ̃5. 1 0

5.1 ̃6.1 3

3.2 8

3.28

5.1

5.1 :̃、.2 1i

歌登から45千粒

斜里から51 8千粒

( 千才から 2 0  0千尾移殖放流)

i「1lllllから1.723千粒、 富山県へ 2 0  0千粒
2 .961

'.'i9
3 2 8̃6.1 3

4 1  ̃5.16

-8 5-



海

区
水 系 事 業 場 収容卵数

(千粒 )
死 卵 数
(千粒 )

ふ出尾数
( 千 尾 )

ふ化率
( % )

放 流 尾

無iti国一f:i1ll 無西(千尾

伊 茶 仁

標 津

床 丹

西 別

矢 自 別

別 当 資

伊 茶  仁

根 室

:床 丹 )
1lI: 別

跌 自  別 )

厚 床

1 . 9 55

7 7 2

5 3 0

l . l 8 0

3 3 9

l 2 9

9 6

6 2

8 0

1 7

1. 8 2 6

6 7 6

4 ・6 8

1 ,100

3 2 2

9 3.4

lR 7.6

88.3

93.2

9 5.0

1 . 666

根

室

海

区

4 6 4

l . 0 6 4

3 0 4

6 4 5 .

海 区 計
本 年  度 4 .776 3 8 4 4.3 9 2 9 2.0 4.l 4 3

前 年  度

t 雁 別)

八 要

2. 9 5 6

4

3 2 3

3 2 7 2.629 8.8.9 2 .406

標
裳
以
西
海
区

仁 雁 別

遊 楽 部

汐 泊

1

11l 3

3

2 9 0

7 5.0

8.9.8

3

3 8

2 0 0

海 区 計
本 年  度 3 2 7

34 '

2 9 3 8.9,6 2 4 1

前 年  度 1 2
、
l 1 1 91.7

91.5

9. 9 8 3

9 . 006
合 計

l書一i-,置一一

1 4 . 9 9 0 1 . 2 7 3 i 3.7 1 7 2,5 2 0

l l . 5 8 0 1 . 1 2 3 1 0. 4 5 7 90.3 9 2 1

さ く  らます卵子の採卵から収容までの動き

採 卵 数

仮 収 容 卵 数

供 試  卵 数

本州移殖卵数

収 容  卵 数

1 5. l 9 8 千 粒

l 5 . 1 9 1li 千粒

△ 9 //

ム2 0 0 '

1 4 . 9 9 0  ″

8 6-

数 仮収容から収容までの卵の動き …… 事 簡 単 位
備 考 .,.

稚魚移殖放流…………………・括弧書き放流期間
計(.::f尾)

1.6 6 6

4 6 4

l.0 6 4

3 0 4

6 4 5

3. 1 3̃.31

2 2 0 3̃.10

2. 1~225

3 . l 5~3.25

3.16̃ 3.18

根室(標津, 3 1 線分 ) か ら 1.9 5 5 千 粒
厚床から 3 2 0千粒 ,虹別から 4 5 2千粒

計根別(当幌, 者1別, 床丹分 )か ら 5 3 0 千 粒

尻別へ1.7 2 3 千 社

浜中 (矢臼別 ,風連分 )から 3 3 9千粒

(根室から '5 45千尾移殖放流)
4,143 2. l 3̃.3 1

2,4 0 6 2. 1_.30 '
3

3 8

2 0 0

5 2 2

6. 3

汐泊分3 2 3千粒

( 八 雲 か ら 2 0  0千尾移殖放流)

2 4 1 5 2 2 6̃. 3

0

1 2 , 5 0 3 1. 1 6̃ .13

9,927 1. 9 ̃5.16

8 7-



第 i 7表 昭和44年度支。事業場別さく らますふ化放流成積表

収 容 卵 数

11千粒、;

1 7 7

3.7 6 1

1、3 8 4

7

死 卵 数

ff 淘
ふ 出 尾 数

千尾

ふ 化 率

%

放 流

無 給 解
(手量、支 場 事 業 場

北 見 岩 尾 別

斜 里

i著 滑

,洗 内

本 年 度

5

2 6 9

2 4 1Pl

2

1 7 2

3, 4 92

l.l 3 6
5

9 7.2

9 2. 8

8 2.1

7 l . 4

1 7 0

3.4 5 8
1.0 8 5
5

5 2 3 9 5 2 4

5 1 5

4,805 9 0.2 a, 7 1 8

前 年 度

伊 茶 仁

根 室

l床 n
虹 別

1'矢 自 場li

6.0 7 8 5.5 6 3 9 1.5

93.4

87.6

8 8.3

9 3.2

9 5. 0

5.4 9 6
根 室 1 .955

7 7 2

5 3 0

1,1 1i 0

3 3 9

1 2 9

9 6

6 2

9 0

1 7

l.8 2 6
6 7 6

4 6 8

1,10 0

3 2 2

1 , 6 6 6

6 4 5

4 6 4

1 , 0 6 4

3 0 4

本 年 度

前 年 度

4.7 7 6
2 9 5 6

3 8 4 4 , 3 9 2 9 2. 0

8 8.9

4.1 4 3

2 , 4 0 63 2 7 2 , 6 2 9

天 塩 歌 登

1'大 沢 Jlp
中 川

本 年 度

4 7 7

4 5

3 5 3

1i 7 5

3 6

1 2

2 2

4 4 l

3 3

3 3 l

92.5

73.3

9 3. 8

4 ,l 0

3 o

3 za

7 9 87 0

1 1 5

8 0 5 9 2.0

前 年 度 l , 2 4 7 1.1 3 2 90.8 1 , 1 0 4

千 才 千 才

音 江

l1仁 服 月i
本 年 度

5 7 2

9 1

4

l 0

8

1

5 3 2

8 3

3

一 一6 l 商

9 3. 0

91.2

7 5.0

9 2.7

1l l 3

3

6 6 7 4 9 8 6

前 年 度

尻  別
l
l八  雲

l 7 2 1 7 1 5 5

:2.S 0 7
2 9 0

--- 一西

9 0. l

9 2.9

89 .8 2 3 1;

渡 島 3,020

3 2 3

2 1 3

3 3

2 4 6: 本 11l i 度

l 前 年 度

3 3 4 3

1. 1 2 7

92.6 2 3 8

1 4 9 9 7 8 8 6. 8

合 計
.本 年 度
=
l 11lli 年 度

l 4 , 9 9 0

1i,5 8 0
l 2 7 3 l 0 , 7 1 7

10 ,457

91.5 9 , 9 8 3

1 l 2 3 90.3 9,0 0 6

-8 8-

尾 数

結 西

「尾:、

計 lヨー
( =F尾 ) j/収 容 卵 数

放 流 期 間 備 考

1 7 0

3 , 4 5 1i

1.0 8 5
5

9 6.0

9 1 .9

7 8.4

71.4

4 ,  l 4̃ . 1 0

1. 1̃2.2 lR

2. 8̃ 2. 1 3

2. l 2̃.2 8

4.7 1 8 8 8.5 1. 1 4̃ .1 0

5 , 4 9 6

1 , 6 66

6 4 5

4 6 4

1 , 064

3 0 4

9 0.4 l.10、・4.3 0

8 5 .2

8 3.5

8 7 .5

9 0.2

89 .7

3. 1̃3.3 1

3. 1̃3.1 8

2.20̃3.1 0

2. 1̃2. 2 5

3.15̃3.25

4 , 143

2 , 4 0 6

1i6.7

8 1 . 4

2. 1 3̃.31

2. l 4̃ .3 0

4 4 0

3 0

3 2 8

92.2

6 6 .7

9 2.9

l
2. 1̃2.2a l

1

4 . 1 0̃5 . l 0 1
l

5・ 1二111j31 _ _ _ __ _ __
2. 1̃6 . 1 3 l

1 . 9̃4.1 0 l
7 9 8 91.2

8 8 :)1 , 104

2 0  0 2 0 0

8 3

3

3 5.0

91.2

7 5.0

5. 1

3.2 ;ll

1 50千尾は飼lllf中

発i很卵で理没

2 0 0 2 8 6

1 4 1

42.9 3.2 1;̃ 5. 1

1 4 l 8 2.0 4.3 0

2 ,320 2 , 3 2 0

2 3 8

7 6 .;i

73.7

7 6.5

69.2

5. 1̃5.2 a
5.'l 2 6̃. 3

2, 3 2 0 2.5 5 8

7 8 0

5. 1̃ 6. 3

5.1 ,一、̃ 5. 1 67 8 0

. 2 , 5 2 0 1 2 , 5 0 3 83 . 4

85.7

1. 1 6̃ .13

9 2 1 9 , 9 2 7 1. 9̃5.16

-8 9-



第 1  8 表  昭和4 4年度海区水系別からふとますふ化放流成構表

海

9
水 系 事 業 場 収 容 卵 数

千粒

死報'、教 ふ出尾数
:f尾 ふ1望率

放 流 尾

無給解(千 尾 ) 解 ( T尾

オ

ホ

1

ツ

ク

海

区

岩 尾 別 l 岩 尾 別
斜 里 科 里

藤 琴 深 琴

網 走 1 總 走
常 昌 1 北 見

〟 l ( 福 山 )

" l 小 計

1a 別 l 'a 別

活 滑 l 港 清
興 部 l
幌 内 l 幌 内
雄 武 ( 雄 武 )

徳 志 別 德 志 別

屯 別 l 屯 別

l技 払

8 0 9 3 l 5 2 9
6ユ 3 0 l 3 8 7

l
3,068 l 2 8 2

l
4,150 : 3 8 7

l
1.7 2 2 l 1 7 1
1.8 6 7 l 1 8 2

1

3,589 l 3 5 3
l

8,802 l 1.7 6 3
l

4,548 l 6 2 0
l
l
l
i

l.2 3 5 l 2 2 1
l

3,163 l  9 4 9

6 2 7 8 l 9 1 2

2.4 8 3 i  3 1 4
l
l
l

7,564

5 ,743

2,786

3,763

1'5 5 1

1.6 8 5

3 2 3 6

7,039

3,928

t

1, 0 1 4

2,214

5,366

2 ,169

44,822

14,424

1.4 8 3
1 4 0

5.5 0 1

2 , 8 2 l

9,945

l 2 3

93.5 l 7,450

9 3.7 2.6 8 l
90.8 2.7 0 0
90.7 l 3,690
90.1 l l.5 2 1

l
9 03 l 1.6 0 0

l9 0 2  3,121

80.0 3,741

l
86.4 3,180

7 2 0

82.1 9 8 0

7 0.0 1 3 9 1

8 5 S

87.4
l

____ __L______
8 7.0 l 29 , 654---一† - -----
8S7 _j _5.7 8 5
88.5 l
93.3 l 1 0 0

l
93.7 l

l
l

8 9・6 l
「9 l . 7 . 1 0 0

・ _ ・ - ' __ l ' 一一---' 一=
92.5 1 1 2 3

l 2 9 3 5

l
ll 3 2 2 0
l
l
5 3 0 0

L二:;_t

1

- - -i:-:t

5,:::
l::_三ai

本 年 度 -5 1.53-9 ト 一 6i.71 7

l 6163 0j 2,20 6_
1.6 7 6 l 1 9 3

l1 5 0  1 0

5.870 3 6 9
1
l

3.1 5 0 l 3 2 9

a

本

海

区

降 e i i l
前 年 度

l-- ・ _- ・ l- ・ 一 -----
增 幌 l ( 增 幌 )
大 沢 (大択0ll :
天 塩 申 川

小 平 薬 l
石 狩 l 千 才- .-- ---l- _ -__-_ _ - l -__ e, a l 本 年 度 10,846

1 3 3

9 0 1

1 0
解 e 〇 l

前 年 度

根 l春刈古丹
置 1標 津

(春jしl」古丹

根 室

) 5 1 0

6,4 2 0

6 1

4 9 5

4 4 9

5.9 2 5
88.0

92.3

5 5

・ 4 2 8

4,99 0

-9 0-

数 仮収容から収容までの卵の動き…… 9業場単位
備 考

稚魚移殖放流…………………・括弧fき計 ( 能 ?
放流期間

7,450

5.6 1 S
2.7 0  0

3,690

1.5 2 1

1.6 0 0
3 , 1 2 l

6.9 6 1

3,180 ・

7 2 0

9 8 0

l.3 9 1

530 0

l.6 6 4
4 6 0

4 2 0 ̃5 2 0

3. 1̃4 3 0

3. l~4.30

3 2.)̃ 3.31
3. 1 3̃ .31

4 2 5~5. 7

3. 1̃ 5. 7

3. 1̃ 5 2 0

2 . l 5 5̃ .15

2.12 2̃ .13

3.10̃5.30

3. 1̃4.30

4. 1 ̃ 51l

4. 1~4 3 0

4 2 8

lキリllへ4,106 i 粒. 聯 l?2,0 0 7'fltl l, 1藤辞へl.4 8 0 ;:f 粒能へ4‘8 7 2?
千オへ3,160:f粒,根室へ2 .407千粒, 種l島liへ2S0 0千粒

岩尾別から1.4 8 0千粒

岩尾別から4,872二f粒. 增が:へ1.676千粒(岩尾別産)
静内へ1.5 6 0:f ilSi. 八雲へ?へ2.3 2 7::f粒. 相LLlへ1.8 6 7?
北見から1.867千粒

解 l 'から2,0.0 7 和能か ら 2 , S Cl 0 和 解 へ 2.0 1 l 二f粒( 1象l1理産)
申川へ1.832千粒

(落器から720千尾移殖放流)

雄武へ1.1 5 2千粒

幌内から1152千粒, 、l基;別から2 , 0 1 1千粒(斜里産)

歌登から2,0 1 4千粒

換払分5 5 5千粒

(屯別から46 0千尾移殖放流)

. 43,233 2.1 2 5̃.30

2. 1̃5 2 014,185

1.4 5 0

1 0 0

5 f 0  0

1 5 0

5 2 7 6̃.17

4.10̃531

5. l̃6'3
5 」 5

岩尾別から1.6 7 6千粒

申川から 1 5 0 千粒

岩尾別.細走, 港1i1lか ら 5S70千粒
(申川から15 0千尾移殖放流)

斜里から3ユ 60千粒. 岡山県へ10千粒
'll.0 0 0 4」.0 6̃.1 7
1 2 3 4. 1 4̃.10

5 5

5 , 4 l 8

3 2 0 3̃ 2 5

3.20 ,̃t3 0

配(サシソレイ,春刈吉丹分)から273 二fiは. '開t(定:發a )から237千粒
斜里から2,407二F粒. 伊茶仁(定類. 伊業t二,解 分 )から3,627 二f粒
開、ら386千粒

-9 l-



海

区
水 系 報業 ;場 収容卵数

千粒

タf:: 卵 数
千粒

ふ出尾数
千尾
. b化率
%

放 流 尾

無ii部 ( 11尾) ;i 納 ( 程 )

iil

基

d離

区

床 丹

西 別

矢 自 別

別 当 資

( 床 丹 )

虹 別

(矢自別 :
厚 床

3 2 1

1.7 2 0
8 4

3 8

1 2 8

4

2 8 3

l.5 9 2
8 1「l

88.2

92.6

9 5 2

2 7 8

1 4 9 7

6 4

3 1 9

海 区 計
本 年 度 9,055 7 2 6 8,329 92.0 2 , 641 4,990

前 年 度 6.6 1 3 9 9 0 5,6 2 3 85.0 527 4

l象、

1il11
以
fと
i;a1
区

割 路

十 勝

111i 区 計

博 居

十 勝

9 2

6 5 8

2 4

7 8

6 8

5 8 0

73.9

88.1

6 5

5 5 0

本 1l事・ 度

前 年 度

7 5 0

1 3

l 0 2 6 4 8 86.4 6 l 5

2 1 l 84.6 1 1

仁月進別

幌 満

幌 別

元 浦 川

静 内

遊 楽 部

4 3 1

、

1.4 2 7

25.0 1

4 0 0

2,056

l.6 6 5

1 l 0

iii、:

'111;

.以

西

海

Cメ

(元浦川)

( 静 内 )

八 雲

1.5 6 0 1 3 3 9 1 J

2.4 0 3 4 3 6 1.9 6 7 81.9 1.845

ll 海区言T
1-----___ l
合 計

本 年 度 3,967 5 7 2 3,395 S5.6 4,232 1.8 4 5

1 2 8 0前 年 度 2,188 3 0 0 1.8 8 8 86.3 5 9 6

本 年 度 7 6.l 5 7 9,018 67 , 139 88.2 3'1, 2 4 2 27 , 3 14

9,630前 年 度 25 , 5 77 3,508 2 2 P 6 9 8 6 3 1 1.7 8 9

からふと  ます卵子の採卵から解までの動き

採 卵 数 7 6. l 6 7 千 粒

仮 収 容 卵 数  7 6 , 1 ・6 7千粒

供 試 卵 数 o l 0 千 粒

収 容 卵 数  7 6 , l 5 7 千 粒

-9 2-

数 仮収容から!双容までの卵の動き …… 9業場単位
備 考 . _ .稚魚移殖放流…一………・・…・括弧書き放流期間

計 尾.

2 7 8

1.4 9 7
6 4

3 1 9

2.20~3 」 (

2. 1̃2.21

3.15 3̃.21

3.16-・3.11
計根1lll」 (当幌. 春別, 床丹分 )か ら 3 2 l 千粒

浜申(矢自別 ,風連分 )から 8 4千粒

(根室から319千尾移殖放流)

7 ,631 2. 1̃ 4.3 (

5:2l 7 4 2. 1~531

S 5

5 5 0

4. l̃4 2 (

5. 1 5̃ 2 '

al降分9 2千粒
幕別分6 5 8千粒

6 1 5 4. 1 5̃.2 '

1 1 4 2 0

l

4 0 0

2,056

1.6 6 5

1.9 5 5

(電 P

(千オから400千尾移殖放i流 )

( 千オから 7 0 0  f尾 ,元浦川から1.356千尾移殖放流)

北見から l.5 6 0千粒

( 千オから 1.665千尾移殖放流)

北見から2,327千粒

4.16

4. 1̃4.1 ll

4 2 2̃4.2、

3 . 2 0 ̃ 5 2 (

32C~5 2 (6 ,0 7 7

l.8 7 6 2.18̃5 2 (

64 ,556 2. 1 6̃.1 1

2 1.4 6,9 2. 1̃5.3?

-9 3-



第 1  9 表  昭和44年度支・9業場別からふとますふ化放流成a表

支 llE1 第 業 報 収容卵数
( 千 粒 )

死 卵 数
(千粒)

ふ 出 尾 数

(千尾)
ふ化率

%

放 流 尾

開(:f民:解( 1尾)

北 見 岩 尾 別

斜 里

操 琴

網 走

北 見

( 福山 )

湧 別

活 滑

幌 内

( 雄 武、

8,093

6.l 3 0
310 6 8

4 , l 5 0

1.7 2 2
1,S 6 7

8,802

4,548

1 2 3 5

3ユ 6 3

5 2 9

3 8 7

2 8 2

3 8 7

l 7 1

1 8 2

1.7 6 3

6 2 0

2 2 1

9 4 9

7,564

5.743

2, 7 8 6

3,763

l , 5 5 l

l.6 8 5
7 ,039

3,928

1.0 1 4
2 2 1 4

93.5

9 3. 7

90.8

90.7

90 . l

9 0.3

80.0

8 6 .4

82 . l

7 0 0

7,4 5 0

2 ,681

2,70 0

3,690

1.521

1.6 0  0

3 , 7 4 l

3,90 0

9 8 0

1.3 9 1
29 ,654

2.9 3 5

3,220

本 年 度

前 年 . 度

4 2, 7 7 8

1 2.0 9 6
5 , 4 9 l 3 7 , 2 8 7-1l --一一一一一

l .1.0 1 7
8'l. 2 6.1 5 5

根 室

1.0 7 9 91. l 5.4 7 9 5.3 3 0

(審刈商丹)

根 室

( 床 丹 )

虹 別

(矢自1ll lP
本 ,lli11度

1ili 111Ii: 度

't表' 居
十 勝

5 1 0

6 4 2 0

3 2 l

1.7 2 0

8 4

6 l

4 9 5

3 8

1 2 8

4

4 4 9

5.9 2 5
2 8 3

1.5 .9 2

8 0

8 8 0

92.3

88.2

9 2.6

9 5 2

5 5

7 4 7

2 7 8

1.4 9 7
6 4

4,990

9 ,055 72l6 8,329 92.0 2 , 6 4 l 4.9 9 0

6.6 1 3 9 9 0 5 , 6 2 3 8 5 .0 5 , 2 7 4

十 .磁f 9 2

6 5 8

2 4

7 8

6 8

5 8 0

6 4 8

7 3 9

8 8.1

6 5

5 5 0

本 年 度

前 iii 1發

7 5 0

l 3

1 0 2

2

8 6 .4 6 l 5

天 塩

1 l 84.6 1 l

5,30 0

2 , l 2 4

1.4 5 0

5 ,450

14 ,324

310 7 0E
屯 別

( 增幌 )

(大沢J lil
申 川

一本一表_ i
i『年i度

・ 6 2 7 8

2,483

1.6 7 6
1 5 0

5,870

1 6 , 4 5 7

9 ! 2

3 1 4

1 9 3

1 0

3 6 9

5.3 6 6
2 , 169

l.4 S 3

l 4 0

5 ,501

8 5 5

8 7.4

8 8.5

93.3 l 0 0

l.7 9 8 8 l 4 , 6 5 9
3,5 3 0

89.1 l 0 0

4,667 l.l 3 7 7 516 4 2 9

-9 4-

一 数
前 尾 数 /
,' 一碼面p類的 放流期間 備 考

計 (; :l:尾)

7.4 5 0
5,616

2 , 700

3,690

l.5 2 1

1.6 0 0

6 .96 l

3,90 0

9 8 0

1.3 9 l

9 2.0

91.6

88.0

8 8.9

8 8.3

85.7

7 9 .1

8 5 .8

7 9 .4

44.0

4.20̃520
3. 1̃4.30
3. 1 4̃ .3 0

3.25 3̃ .31

3. 1 3̃ .31

4 2 5̃5. 7
3. 1̃5 2 0

2.12̃5.15
3 .1 0̃5.3 0
3 .  1̃4.30

3 5.8 0 9 83.7 2.12̃5.3 0

1 0、8 0 9 89.4 2. l̃5 2 0

5 5

5. 7 3 7

2 7 8

1.4 9 i

6 4

10.8

8 9 .4

8 6 .6

87.0

76.2

3.20̃3.2 5

320~430

2 . 20̃3 .l 0

2. 1 2̃ .25

3.15 3̃ 2 5

2 0千尾は試験控除

7.6 3 l 84.3 2. 1̃4 .3 0

5 2 7 4 . 7 9 8 2. 1~5.3 1

6 5

5 5 0

7 0.7

8 3 .6

4. l ̃ 4 .2 0

5 .  1 ̃ 5 2 5

6 1 5 8 2 .0 4. 1~5 .2 5

1 1 84.6 4 2 0

5.3 0  0
2 ,124

1.4 5 0
1 0 0

5.4 5 0

84.4

8 5ii

8 6 .5

66.7

72.2

4. 1̃5 .1 l

4.  l ̃ 4 . 3 0

5 2 7 6̃ .1 7

4 .1 0 ̃ 5 3 l

5 .  1 ̃6 .1 3

14 ,424 79.5 4 .  1 ̃ 6 .1 7

3 ,499 75.0 2. 1̃4.15

-9 5-



支 場 事 業 場 収容卵数

(1粒)
死 卵 数

(1粒)
ふ出尾数

(1尾)
ふ化率

%

放 流 尾

? i ( 二'展) 給国(1尾)

千 才 千 オ

(元浦川)

( 仁脇 l J )

3,150

l.5 6 0
4

3 2 9

1 3 3

3

21B 2 1

1.4 2 7

1

8 9.6

9 l . 5

25.0

2,765

1.3 5 6

本 年 度 4 ,7 l 4 4 6 5 4,249 90.1 4,122

li11l 年 度

渡 島 八 雲 2,403 4 3 6 1.9 6 7 81.9 l 1 0 l.8 4 5

一本 年 度 2,403 4 3 6 1.9 6 7 81.9 1 1 0 l , 8 4 5

前 年 度 2,1 8 8 3 0 0 1.8 8 8 86.3 5 9 6 1.2 8 0
合 計 本 年 度 7 6ユ 5 7 9 , 0 l 8 67 , 1 39 8 8 2 3 7.2 4 2 2 7.3 1 4

前 年一 度 2 5 , 5 7 7 3,508 2 2.0 6 9 86.3 1 l.7 8 9 0,6 8 0

-9 6-

数
放 施可
/ 収容卵数 放 流 期 間 備 考

計 (◆尾)

2 ,765

1.3 5 6
l

87.8

8 6 9

25.0

4 1 6̃4 2 3

4. 1

4,122 87.4 4. 1̃4 2 3

1.9 5 5 1R 1.4 320 ̃5 2 0

1.9 5 5 8.1.4 3 2 0̃5 2 0

1 3 7 6 8 5 .7 2 . l 8 ̃5 2 0

64,556 8 4 3 2. 1 ̃ 6 1 7

2 1.4 6 9 8 3.9 2. l̃5 3 1

9 7



第 2 0 表  ま す 稚 魚 標 識 放 流

標 識
魚 種 河川名 放流期間

尾 数 部 位 目 的

さ く ら ま す

からふとます

(千尾

3 0 0尻 別 45.5 脂ピレ 河川生活期の分散, 生残

り調査

1
後期放流群

適正放流
(冷水ふ化辞)

時期のie
早期放流群

握
(湧水ふイt;群 )・1
給 解

無 給 解

湧 別

/ /

遊楽部

/

4 5 . 4 . 1 7

̃4 23

45. 3.1 7

~3.23

45. 4 . l 5

̃4.23

4 5. 3. 2 0

1 2 6

l 23

l 1 0  l

1 0 3

左1fiビ レ

右腹ビレ

税 ビ レ 脂 ピ レ

左的ビレ. Bliピレ

9 8

s9 ひめます増殖事業

1 ひめます捕獲採卵概況

本年度の支場湖にぉけるひめます捕獲採卵9,業は10月8日に開始し, 1 l 月 2 8 日に終了

した。その結果 . 1 4 , 5 8 8 尾 ( う ち離 7 , 3 3 7 尾 ) を描獲し ,計面通解 7 2.9 %であった。

また採卵は2,8 5 6千粒で計画の8 0 . 5 %であり, 捕渡 ,採卵とも昨年よ り 7 3 6 尾, 1 6 8

千粒多かつた。

第 1表 昭和4 4年度ひめます親魚描獲採卵成續表

水 系

支 笏 湖

採卵: l iE・
所 管

集業場

支場湖

/ /

捕 按 数 使 用 親 魚 数

1il 尾 3 尾 計 尾 9 尾 0 尾 計 尾

ポロピナイ

湖 時

4,587

2 ,750

5,15 8 0

l.6 7 1

10 ,167

4,421

3,299

2.6 9 2
8 2 S

6 6 5

1.4 9 4

4,128

3,357

合 計

本 1l奉 度 7.3 3 7 7,2 5 1 14 ,588 5.9 9 1 7 ,485

前 年 度 'T, 9 2 5 5.9 2 7 l 3 , 8 5 3 6 3 1 7 1.0 5 8 7.3 7 5

採 卵 数

千粒

增 減 9「l' 歡
千粒

仮収容卵数

千粒

lil 親 魚使

用率 %

平 均 採 卵 数

粒
実 施 期 間

l.5 6 0
1 2 9 6

2,856

2,688

1.1560
:L2 9 6

2.8 5 6
2.6 8 8

71.9

97.9

81.7

79.7

4 7 3

4 8 1

4 7 7

4 2 6

1 0 .  8 ̃11.28

10.19 1̃ 1 .28

l 0 . 8 1̃1 .28

l 0 .  8 1̃ 1 . 27

g g-



2 ひめます種卵の移殖

〇 移殖ならびに分護に伴なう種卵の移動

総 採 卵 数

分 識 卵 数

上記の死卵数

移 籍 卵 数

支笏湖禁業場

最 終 収 容 卵 数

2 , 8 5 6

7 5 0

2 8

8 4 7

1 . 2 3 1  ″

第 2 表  種卵の移殖(発眼卵) ,

供給対 , 受 給 地 移 殖 卵 の 内 訳
t 摘 要

ぺにさけ
生産事葉
用種卵 1

支;場;名 l 1li装:1l l l名
移殖年月日

支場名 報業場名 移籍i1l1数 移殖前死卵数

千粒

1 6

移殖実卵数

千歳 支場湖

l
根 室 l 虹 別

l

千粒

8 4 7

千粒

8 3 14 4 .1 2 2 3

第 3 表  種卵の分讓(発眼卵)

供 給 地
分讓月a 受 給 先

分護

卵 数
摘 要

-11i.場名 l 生i 業場名

千 歳 支笏湖 44 . l 2 .18

4 5 .  1. 9

l.1 0

1.13

1.14

1.2 l

2. 2

千粒
5 0

5 0

l 0 0

1 0 0

1 0 0

3 0 0

5 0

淡水区水研日光支所

福島県農林部

福1†県  〟

青森県水産商工部

山梨県盤政部

;lt海;言 ',llr水産ふ化場

北海道さけ・ます振興協会

中禅寺湖放流用

繪原湖,秋元湖放流用

九頭電ダム放流用

十和田湖放流用

西湖, 本栖湖放流用

倶多楽湖, 洞爺湖. 阿寒湖放
流用
サ ケ ・マ ス セ ン タ一用

計 7 5 0

-1 0 0-

3 ひめますふ化放流

採卵数2 , 8 5 6千粒の') ち死卵数を除いた2 , 8  l 2千粒から虹別 1事業場へ8 3 l千粒をぺに

さけ再生産事業用として移殖し, 淡水区水研他6ケ所へ 7 5 0千粒を分譲し,残りの12 3 1

nを支場湖事業場で収容管理を行つた。2月中旬から浮出開始, 3月9日浮出終了,その後
4 月 2 8 a まで全数を飼育し, 4 月 2 9 a l. l 2 2 千尾を商湖へ放流した o

第 4表  lltl和44年度ひめますふ化放流5臘表

水 系 事 業 場 1 解 卵 数 l 死 卵 数 1 ふ出尾数 : ふ化率
1 (千粒) 1 (千粒) 1  ( f 尾 ) 1 %

放 11

l 無給f il(1l尾)
i 尾

総耳('尾)
支 場 湖

支 功 湖 1 1 2 3 1 l 6 2 1 1ユ 6 9 l 95・0' l l

, l l '

1.1 2 2

数

計 (:f尾)
放 流 期 間 備 考

1.1 2 2 4,29 l 虹別, 日光, 福井. 山梨, 道立ふ化:li理l, その他へ1.6 2 5千粒
:

1 0 1



S10 さけ  ・ます親集蓄養成績
1 )  さ け

本年度は捕構親魚222 , 7 9 7尾のうち再生産の為に即日8. 6 4 7尾 (即日使用率3 . 9 % ) 、
さらに書養して催熟使用した親魚1 9 0 , 2 3 7尾 (催熱率8 9 . 4 % )、難1総使用親魚1 9 8.8 8 4

尾 (使用率8 9 . 3 % ) で、 親魚使用率は昨年(85.6 % ) を 1r laる成演であった。

親魚の有効利用について、平均総利用率は向上が見られるが、書llの褒境条件の翻ヒ、 管理の

不完全などから書装 l:t'へい死 1 8.6 3 6 尾 ( 8 . 8 % )、 逃逸その他3. 9 5 0 尾 ( 1 . 9 % ) が あ る o

すなわち、打内1重養中へい? 汲と思われるもの2 , 3 8 2尾およびへい死6 . 8 2 6尾、北見幌別で

施設の過重使用が?因と思われる窒息死 1 , 0 4 3  尾、西越lil1二のボンフlaf損によるへい死176
尾、静内、, ll川の活魚輪送中の・、い死2 3 5尾などが挙げられるo
また、 使用率向上のために開の良い書養池に通収容して効果を挙げ、 好成積を得たo すなわ

ち、 llli別から !lalBl1、 伊茶t一、羅自.事業場へ 、千代田、 幕別、東33号から札内の面J l lへ、天塩から
ロクシナイ J、1へ夫?活魚輪送車で:違i般、書養して好成續を得た。
2 )  さ く ら ます

本年度は捕獲難親魚8. 4 9 6 尾 の う ち 4 9  1 尾 (  5 .8 % )を即日採卵に使用し、 書養 し て 開便

用した親魚6 . 6 4 0尾 (催熟率83 . 3% ) 、 必'S使用親魚7.1 3 1 尾 ( 使用率 8 3 . 9 % ) で、 親魚
使用率は昨年 ( 6 3 . 6 % ) を 大 rt1に 1r1ll liる成織であった。

環境条特の通l1、'l lc・. 管理の不完全などから、 書養中のへい死魚 1 , 2 8 9 尾 ( l 6 . 2% )、11ll;i免その

他 4 l6尾 ( 0・0 6 % )がある oすなわち、斜里、興部では河川内の砂利採取工事による水質汚濁が

原因と思われるもの、 西越での書養中へい死魚などが挙げられる。

第 1 表  昭 和 4 4 年 度 さ け 親 魚書養 成 1a ( 支 場 事 業 場 別 )

t l 器
l 除

・Sll- 親 魚 の 処 理
捕 獲 数

即 日 採 卵 書 養 書 養

e 合 計 尾 数 2用基 要 書養 数 書 養不能数 書養数 書装率 'il 1;

尾

11094

1 01437

849

23.866
8 3

尾

3:70 8

1 6ユ71

1,11 5

40,S06

94

尾

5402

26.608

l19 64

64S72

1 7 7

尾 尾

1,19 1

4

1.335
83

%
7 0 3

0 i

5.6

100

尾

503

l 0 4 3 7

845

22,53 1

尾 尾

503

l0,437

842

22,520

%
2 9 :7

l 0 0

992

944

尾

503

10437

842

221520

1l

l S“
618S

320

li:1a4

岩 尾 別

斜 理

深 琴

總 走

西 細 走

3

1 1

-1 0 2-

3 )  かり・ふとます

本年度は捕llli,難親魚 5 6. l 1 9 尾 の う ち 1 7 6 尾 ( 0 . 0 3 % )を即日採卵に使用し、蓄養して催
熱使用した親魚5 1 , 9 3 0尾 (催熟率9 3.7 % ) 、雌総使用親魚52 , 1 0 6尾 (使用率92 . 8 % )

で親魚使用率は昨年(84 . 9 % )を上理る好成横であったo

しかし、 管理の不完全などから、 蓄養中のへい死2 , 9 3 1尾 ( 5 . 3 % ) 、逃逸その他5 6 8尾

( 1 . 0 % ) があるo 1すなわち、審養由へい死の多いカ所はサシルイ 、 釧路、 接払、小平集、 遊楽部

' ' であり、盗解があったカ所は解、春刈古丹、 娜 lf であっ t t
4 )  ひめます .

例年どぉ り、捕獲場は湖時とポa ビナイの2カ所で行つてぉり、 ポロビナイからは活魚輸送を行

ってi答養しているが、 刺網のためその成績は若千悪い。 ・

書 養 内 訳 総

使

用

数

使

用

率

数 蓄 養 -i1- 親 魚

計 催 熱 催 解 へい死
へ い

死 率

そ の 他 その他

の 率逃逸 老魚 調査 来熱 計

尾

11B63

16.622

l 1 6 2

2913 04

尾

502

9.429
798

・ 21,796

%
99.8

90.3

94.8

96.8

尾

1

1100 8

44

724

%
0 2

9.7

5.2

3 2

尾 尾

' ; l ・

尾 尾 尾 % 尾

l1693

9.429

802

23ユ 3 1
8 3

%
999

903

945

96.9

100
,; : ;

--1 0 3-



-1 0 4-

t 捕 獲 数
果 親 魚 の 処 理 _ .

書 養'試
験
控
除

即 日 採 卵 書 葉

9 s 計 尾 数
即 日

使用率

要 蓄

養 数

蓄 養

不能数
蓄 1'lt数 書養率 1i 3

尾

11P97

4 2

47

20,223

2,,507

2 l 3

832

61β90

尾

2P67

4 2

・ 83

311715

4,023

246

1264

l011334

尾

3ユ 64
84

130

5l,938

6530

459

21096

163,224

尾 尾 % 尾

11097

42

3 2

20,223

2.5 0 7
213

832

5 9 2 6 2

尾 尾

1,097

42

3 1

20,223

2507

213

832

5912 47

%
l 00 ,

100

66.0

l 0 0

l 0 0

l 0 0

100

95.7

尾

1,097

42

3 1

20;a23
21507

2 l 3

832

59247

尾

627

35

21

5,384

1ユ36
123

464

22.439

常 昌

ライトコロ

サロ-1?̃ 、:1ツ
湧 別

渚 滑

興 部

幌 内

北 見 計

ル サ

羅 臼

植 別

元崎無異

崎 無 異

薫 別

古 多 糠

忠 類

伊 茶 仁

標 津

3 1 線

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 自 別

風 連

別 当 賀

穗 香

根 室 計

1 5

2,628

21

2,057

2 8

2

20

1 5 1

3

5 6

305

327

4

1 4 6

3120

3l.9 1

4 2 1 5

8 5

2158 5

217

18

175

5 5 7

45

282

3.722
3208

1 8

llB13

l 7 1

420

64,907

1 2

427

4 2 5

87

79ユ74

1 l 9

4,122

299

4 1

317

710

59

381

5325

5S78

24

;l16 61

8 8

206

89349

14

4 0 6

658

15

109S72

204

6.707

516

5 9

492

1,267

104

663

91547

81786

42

3.474

259

S26

1:5i4256

2 6

833

1,083

102

1891046

24.7

79.6

12.9

l l.1

1 l .4

27.]

6:7

l9.9

8 2

1 012

22.2

8.1

6 4

528

1 8 9

l 6

l 5 5

406

4 2

226

3.417
2,88l

1 4

l,667

l 7 1

420

641907

12

427

425

87

76054

64

522

l 8 5

l 6

1 5 5

406

4 2

2 2 6

3417

2.S8l

14

1,646

1 7 l

4 2 0

64S03

l 2

427

425

87

75,7 l9

100

98.9

97.9

100

100

l 0 0

1 0 0

100

1 0 0

100

1 0 0

98.7

100

100

99.5

1 0 0

l 0 0

l 0 0

100

99.6

6 4

522

185

1 6

l 5 5

406

42

226

3.417

2,88l

l 4

1l;46

171

420

64,603

l 2

427

425

87

75.7 l 9

86

203

244

38

204

658

51

254

2916

2i;11

8

1,178

88

206

24,200

7

194

591

15

33452

6

4

21

304

3.9 335

厚 岸

釧 路

阿 寒

744

2116 98

219

1126 5

23.430
3491i

2,整

744

2 l ,687

219

100

99.9

100

744

2 l168 7

219

289

8.087
27

1 1

書 養 内 訳 総

使

用

数

使

用

率

一数 書 養 11i: 親 魚

計 催 熟 催熟率 へい死
へ い

死 率

そ の 他 その他

の 率逃逸 老魚 調査 未熟 計

一 尾

1:724
77

5 2

25,607

31543

336

l ,296

8 l.686

尾

11025

2 2

27

2 0101 8

215,07

207

832

5 7.16 3

%
93.4

52.4

87.1

99.0

l 0 0

97.2

1 0 0

96.5

尾

72

20

4

2 0 5

6

2.084

%
6.6

47.6

l2.9

1.0

2.8

3.5

尾 尾 尾 尾 尾 % 尾

1102 5

22

42

201018

21507

207

832

59 ,791

%
93.4

52.4

89.4

9 910

100

9 6 2

1 0 0

96S

150

725

4 2 9

54

359

1,064

93

480

6333

5:192
22

2,824

259

626

88803

1 9

621

1,0 l6

l 0 2

l 0 9;l 7 1

6 0

5 1 9

1 7 9

l 6

146

403

3 8

224

3365

2.847

l 4

1,163 7

1 7 1

419

61,762

l 1

387

417

3 7

72.652

93.8

99.4

96.8

l 0 0

9 4 2

99.3

90.5

99.1

98.5

98.8

100

99.5

1 0 0

99.8

95.6

9 l.7

90.6

98. l

42.5

96.0

4

1

4

0.6

02

0 2

在難
2

8 l

2157 6

207

1 8

1 6 6

5 5 4

4 l

280

31670

3ユ74
1 8

l ,783

1 7 1

419

6 1 f 6 2

1 l

387

417

3 7

75.772

95.3

99.7

95.4

100

94.9

99.5

91.1

99.3

98.6

98.9

100

98.3

100

998

9 5 2

9l .7

90.6

98.l

42.5

95.4

2

2

0.4

1.12

9 9 5.8

3

4

2

5 2

3 4

9

l

2i;41

1

4 0

8

3.004

0.7

l .0

0.9

1.5

1 S

0.8

0.5

l1.7

8.3

9 4

1.9

4.0

盗難
5 0

52

50

6 3

5 7 5

0 0 81 1

l1033

29.774
246

7 2 5

l 17.361

. l 8 5

三i 2i
2.6

l3.3

15.5

1.450
725

l 7 S61

185

97.4

85.7

84.5

1,450 6.7

-1 0 5-



1捕 獲 数
一i)- 親 魚 の 処 理

試
験
控
除

即 日 採 卵 書 養 書 養

字 6 計 尾 数
即 日

使用率

要 蓄

養 数

書 養

f、能数
書養数 言養率 9 0

尾

2 2 8

26.759
4 Z77
3 5

5,054

8.484
5 1 9

・ . 389

1 1 1

・ 7

68424

尾

553

61,795

8439

58

9,l 0 5

16.169

1,15 2

336

1 7

l

1 1

122,6 8 0

尾

781

88S54

12,716

9 3

141l 5 9

24,1653

11571

725

2 8

1

1 8

l9l1l 0 4

尾 尾 % 尾

228

26.759
41277

3 4

5054

8.476
364

386

l 1

7

68257

1 3 0

4,l 4 7

399

355

620

1 9 5

4

5S50

尾

3 6 3

5 2

2

34

77

206

20

2

尾

228

6.396
41225

32

5020

8」99

1 5 S

366

9

%
l 0 0

98.9

9 8ii

91.4

9 9 3

98.9

30.4

94.1

81.8

100

98.9

尾 l 尾
228 l 72
i 6.3 9 6 l 2,777

l

4225 l 29
3 2 l 1 4

5 . 0 2 0 2.711l0
8 3 9 9 2 3 6 9

1 5 8 6 7

3 6 6 1 5 9

l9 3
7 l 10

三tio」置i23

t
4ユ1 6 11373
3 9 9 4 0 3

3 5 5 7 4

5 9 9 8 6

・ 191i l 4 6

4 1

5 . 7 9 6 2J 42

--一一 ・ 一 一6

1 , 4 9 9 7 2

232

1 5 2 5 6

1 5 . 2 2

7 7 2 7

4 5 1 2

2 6 2 3

8 2 2 2 4 6

3 8 2 5

300 1 133
2 1 7 4 4

茶 路

打・ 内

東 3 ・ 3号

利 別

幕 別

千 代 Ef]

匯 舟

広 尾

.登 ・ 似

楽 古

旗 留

十 勝 計

1

8

155

3

29.9

0 3

7

l7A909 1 5 8 0.2 767

3 1

徳 志 別

幌 ・ 別

電員 別

中 川

天・・ 塩

下 中 川

小,,平 要

天 ・塩 計

130

4,l47

, 399

355

, 6 2 0

201

, a

' 的 5f

・ 1 8 8

7 1S83

5 l 6

423

822

1 7 9

i

10101 2

3 l 8

12P30

9 l 5

778

1.442
380

5

151i6 8

1 3 0

4 1 1 6

399

3 5 5

599

1 9 3

4

5:19 6

1 0 0

99.3

100

1 0 0

96.6

99.0

l 0 0

9 9ユ

2 1

2

54

6

6

3.0

0.1

西 ' 越
l

2li越第2

E 1江

i 雅 別

晩, 1別
りt' 浦 ljll1

1石:i1,

-- 1

常 l内

1eil l定
lif1 l J fi
・お・ 1 J f

1

とl 6 4 2

. ' 2 3 6

, a7 3
1

116
, , ' 8 8

' 11与1
、. 4a

1
・ ' (:92Z
・: 61

1

' 1 -319
' 2e‘4

1

tl S 7 4

34'1

2q8
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154

l 8 6

l 1 . g lll
l 1 :.2 1 5 2

118

・1 518 ll1

3 l 2

t3316

577

471

, 3 8
l

242
1
307

136

3l074

1179

899

536

1

1 ;;
8.7 1.4 9 9
2 3 6

173

1 6

l
4 5

26

834

43

318

224

l ,499

2 3 2

1 5 2

1 5

77

45

2 6

822

38

300

2 l 7

100

982

8 7 3

9 3.S

96.3

l 0 0

100

98.6

88.4

94.3

96.9

4

21

1

‘:1g.1

62.8

35.0

9 5

29.5

l
l
:;

-1 0 6-

10

84

養 内

189

5,489

802

429

685

339

l;1

232

208

3 7

104

57

4 9

l1068

63

」

l

一

3

1

3

6

一

4

2
一

l 2 5

3073

3 7 9

339

4 4 9

1 9 2

9 6 2

74.7

- '-1

5 l

1,043

3.8

25.3

24.1 1 176 1 75.9
78.9

9 3 3

9 3 5

9 7ii

2 3 l  8 8 5

6 7 9 l 8 2.6
l
3 4 ,  89.5

294 l 98.0
l115  53.0

1 2 l
;
1 1

7.9

6 .7

3

3

7

151 5

5 1 6.5 l
l l
l i 2.2l;
3 l 11.5 l
l l

1231 15.0l
l 14 .  10.5,

: l

51  1.7

1 0 2 1 47.0____-_____ _L__._

-1 0 7-

1

5

---1-

:

-l '---
使

li 1 蓄 養 早 親 魚 j
計 催 熟 催熱率
_ 、., , l へ い l そ の 他 その他 1

の 率 l- 1 死 率 1 i光施 1 老魚 1 建 1 未熟 l 計
尾 l 尾 l % l 尾 i  % 1 尾
300 l 1 7 5 l 76.8 1 5 3 l 23.2 11lJ 7 3  17.188 l 6 51 1 6.826 1 25.9 ,2.382
,254 1 3.667 l 86.8 l 558 1 13.2 l
46 l 32 1 1 0 0 1 l ll l l一 l 4,494 89 .5 '  526 l l 0 5 ;

l,768 1 7,623 l 90.8 l 775 l 9.2 1
225 1 1 2 5 l 791 1 33 l 20.9 l
5 2 5 ,  327 l 89.31 39 1 10.7 l

l l l ' l
1 2 1 7 l 77.8 l 2 l 22.2 l

i l 1 l 1
17 l 5 71.4 1 2 1 28.6 ll l , l

, 1 1 3 l 51,914 l 76.9:11,743l 17.4 l3332

尾 l 尾 l 尾 1 尾 1 % l
l l l 1

( 普 養 申へし 死 ) 1 2部2 1 g0 1 1
理没? 1 l l

l 1 l l 1
l l l 1 l
l l ' l l

l ' 1 l ' 1 °-° 1
l l l 1 1
l 1 l ' 1l l i ' 1

' l l l

i 1 l l

1 l 1 l l c1 3B 5.7

l

_ _ i

3

3

1
,

1
7 1-- - - r --

5 .

02

20 1

_1

- 十一一 一一 , -
l 1 2 5 .

l 31073
;
0.0 1 3 7 9

l

0.0 1 3 3 9
l 449

o.o l
ll
l
0.0 l

-53
l
l

13.2

2.4

0.3

1 9 8

4156 3

,f6-i
5 6

1 2 0

l 4

8 0

1 2 0

37

767

5 2

2 9 4

1 1 5

---l

90.2
1

74.1 l
95.0

95.5

72.4

1 98.5

ll
l 77.9

L_ _ _ _

1 . 95.0
23.7

4

5

9

2

5

2

2

3

3

9

7

0

9

2

3

5

2

1

6

8

9

9

9

8

8

9
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t 捕 獲 数
試

験

控

除

-ji 親  魚 の 処 理 「 、
即 日 採 卵 蓄 養 害 養

s な
即 日

使用率

要 蓄

装 数

普 養

不能数
能 審接率 9 谷計 尾 数

尾

80

8 6

112

4ユ1 9

尾

l 1 7

122

2 5 8

6A31

尾

197

208

370

101550

尾 尾

75

l 0 6

528

L %

87.2

94.6

12.8

92.6

5.7

16.0

尾

80

1 1

6

3159 l

尾

40

3

114

尾

4 0

1 1

3

3,477

%
50.0

1 0 0

50.0

96.8

尾

40

1 1

3

3477

2 3

1 9

431

9

4 4 0

2 3

2

5 1

4 0

5 6

1,094

212S23

月

15

4

1333

48

13

241

13

420

9

3

36

71

119

97;a
76.962
31356

勇 払

白 老

敷 生

千 歳 計

朱 太

冷 水

厚 沢 部

長 万 部

遊 楽 部

1買 気 別

茂 辺 地

色 川

大 野

尸 切 地

知 内

汐 泊

渡 島 計

合 計

前 年 度

23

256

457

9

539

9

1,718

5 7

2

55

68

1 4 1

3334

5 0

388

773

33

480

1 0

2S5 9

5 8

3

3 8

126

192

4171 0

73

644

1230

42

110 l 9

1 9

4,277

1 1 5

5

93

194

333

8.044

23

1 9

431

9

440

9

、
23

2

5・1

40

5 6

1094

23

1 9

4 3 1

9

440

100

7.4

94.3

100

81.6

237

26

86 l 3

9

5

1

1 7 l 3

33

4

28

80

212 07

81647

6.607

99.7

57.9

7.3

41.2

56.7

66.2

3.9

6.4

23

2

5 1

40

5 6

1109 4

212S23

9l,992

4 0 4

1 0 0

92.7

58.8

3 9.7

49.6

99.4

97.9

5

33

222:797 355.039 577S36 9
-3-4

2l4,l 0 8

9「054

l 3 1 8

210 62103,695 131,979 2a51674 94,992

1 0 8-

一 蓄 養 内 訳 総

使

用

救 1一数_
計

蓄 養 -i) 親 魚

催 熟 催熱率 へい死;: そ の 他 その他

の 率逃逸 老魚 調査 未熟 計
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第 2表  昭 和 4 4 年 度 さ く ら ま す 親 魚 蓄 養 成 績 ( 支 場 別 )

項

/

/
-
場

/
、・
洪

-ll

l 岩 尾

北 見

l -

3 1

床 丹

l整i 別

矢 自 別

風

i - a-一:-一二T-T一章 一親一 魚 の  処 理
li_ 1 一 - 1 試 1 即 日 採 卵 1 書 1ll

-一=: -1 量 l二一「日一t要一有6 , 計 ; 尾 数 l . 1 _ ・ 書養数
1 , 除 i  l 使用率 1養  数 1 不能数 l

l 書 養
1、目 1、 1 9、、1 普養率 1 lil l 3
l 1

1 尾 1 尾 1 尾 1 尾 1 尾 1 %l 尾 l 尾 1 尾
別 l l 2 2  5 3 i  1 7 5 1 l 1 2 2 l l l 2 2
里 l 3.033 1,980 1 5,013 1 1 1 l 3103 3 1 1 3.033
滑 1 6 8 3 l 400 1 1,083 1 l 1 1 683 l 3 1 680
部 1 412 1 1541 566 l 1 1 l 4 l 2 1 1 4 1 2
l l l l 1 , ' l 1内: 14 1 3 ,  2 7 l  . , 1 4 l 1 4

, 計 1 4,264 1 2S 0 0 1 6B64 l 1 1 1 4264 l 3 l 4,26 l
前一 632「一那9 L-9i i「一 一一一 一 一一1- 6-32-1- -1 --6i2-

1 l i l 1 l
津 l 412l 133 l 5 4 5 ;  , 1 1 412 1 4 1 2

l l i , 1 l 1

幌 1 1 1 5 l 110 1 225 l  1 1 l 1 1 5 l 2 1 1 1 3
1 ‘ l l . t 1
別 l 7 0 1 3 2 1 102 1 ; 1 70 l 1 70

% 1 1
l 尾: iil

;

l 0 0  : 122 l  27

100  1 3.0331 l1980
ll

99.6j  6 8 0 l  l 2 7
1 1

l 0 0  l 4121 62
1 0 0  1 14 1 13

1 l99.9 ; 4 , 261 , 2209
-_ _ - l___ ・_」--_ _._
l 0 0  l 6 3 2 l  299

l 0 0  1 4 1 2 l 133
: .

98.3 l 1 l 3 1 76
1 0 0  l 70 1 32

l l

連

7 9 1

982 1
1 2 8

68

3 8 '
l

512 ,

l
l 8 8 1

1
47

1i7

1,494 1
316

1i

1

11 4 , 10.9

7 9

982

1 l 4

-1 1 0-

6 8

l
8 .

7 9

9 7 4

1 1 4

6 7

l 0 0 1

l
9921

1 0 0  l

9 8 5

79

974

1 1 4

6 7

---1

_」

38

496

l 6 9

36
風 理 l 0 8 1 4'「1 li:) 1 l 1 1 0 0 1  i i 0' 1 ll〇 l 〇' 1 0 0
別 当 賀 l 2 7 l 1 144 1 4 l 5 1 1 l l 2 7 l 1 1 2 7 l l l 0 0  l 271 l 144
根 室 計 l 2,757 l 11503 1 4」26 0 L l l 4 l 10.9 l 2,743 j 1 1 1 2.732 l 99.6 1 2:7 3 2 1 1,423
一徳一.:志 i1」「一 7t- - i 「 一8l -1L- - 1 -一「一 一7f - /-7 , fo『「マー i

l l 1 l 1 l l 1 ' 1 i 1
幌 別j 3 8 7 l 2 1 6 l 603 l 1 l 1 387 l 4 l 383 l 99.0i 3 8 3 1  95
中 川 1 1 7 8 l 6 5 l 243 l 1 1 1 0.6 1 177 1 1 1 7 7 , 1 0 0 1 177 1 63

l 1 ' 1 l i , l

天 塩 計 1 572l 282 l  854 1 l 1 1 0.2 l 5 7 l l 4 1 567 l 9 93 1 5 6 7 l 159
西 越 l 3 2 l 21 l 531 1 1 l 3 2

音 江 l 5 0 1 6 6 l 1 l 6 1 l l l 50
仁 雁 別 l 3 1 2 l 5 l l l 1 3
千 歳 計 l 8 5 l 8 9 l 174 l 1 l l 8 5

1 3 2 1 1 0 0 1 3 2 1 l 9
1 5 0 l 1 0 0 l 5 0 l 49
・ l l 1
; 3 , 1 0 0 l 3 1 2
1 l l l
1 8 5 l 1 0 0 1 8 5 l -「a

名 的

汐 泊

渡 島 計

6 7 9 l 1 5 1
139 i 1 9

i
8 l 8 l 170

830 1 l 442 1 65.1 l 237
l l l
158 1 l 34 245 1 1 0 5
988 l l 476 1 5 8 2 1 342

1 0 l 227 l 33.4
l 1
2 1 1 0 3 l  74.1
l l
121 330 l 40.3

227 l l 0 6
1

1 0 3 l  1 5
1

330 l 121
l

合 計 8,496 4,644 l 3 1 40 l 4 9 l 5.8 8.005 1 3 0 7,975 99.6 71975 l 3981‘
前 年 度 101304 1 5292 1 51596 389 3.8 919 l 5 l 5 1 7 9398 94.8 l 9398 4,066

内 訳

-一 養 一=-一親一一 魚一一一一-1 1 1-

計

:
l

任 熟 1 催;el,率
l

_ , i へ い 1 そ の イ t l その他 1 南 l-l言1t-t の 率 l 数 l 率7 u l 死 率 1 逃逸 l 老魚 班 未熟

一尾 1 尾 1 % l 尾 l % 1 尾 1 一尾
149 1 l 2 1 1 99.2 l l i 0.8 l 1
501 3 1 2162 l 71.3 l 871 1 2S.7 1 1
807 1 622 1 91.5 26 l 3 3 1 l
474 1 253 l 61.4 1 1 5 9 1 38.6 l 1
2 7 1  7 ; 50.0 1 7 1 50.0 1 1
6.4 7 0 1 3ユ 65 1 743 1 1.064 1 25.0j 1一一一一一一一一'--_ 1 一一 十 一一 - --- ---'-----
9 3 1 i  6C4 1 95.6 l 2 8 1  4 4 ・ 1
545 1 3 7 2 1 9 0 3 1 40 l 9.7 l l

1 8 9 1 1 0 4 1 90.4 l 9 l 8.0 1 1
102 1 51 l 72.9 1 1 9 l 27 .1 '  1

l l
l l 7 1 7 7 1 97.5 l 2 1 2.5 1 l

l.470 l 965 1 98.3 l 9 l 0.9l l
283 1 83 l 64.8 1 3 l l 27.2 l 1
103 1 6 3 1 92.6 4 l 6.0 1 1

, 1 1 1 l4 l 5 ,  2 7 0 1 9 9 . 6  1 :  0.4

4,'55」_2i8 9 1 94・8 L_'i, 31 1 52 L_ l _
8 1 5 l 71.4 2 l 28.6 l 1
478 l 370 1 96.6 l 5 l 1.3 l 1 8
240 1 1 76 1 96.0 1 7 1 4.0 l l
726L 5 4 5 1 9 6 . l l l 4 j  2.5 ' l 8-i- 1 -22 1- 68.8 l -1-0T-3121- - --
99 1 43 l 86 .0 l  1 l 2.0 l 6 l

; l 1 1 1
5 l 2 l 6 6 . 7  1 l 33.3 l l
_l 5 5 _1 67 1 78.8 1 1 2 1 1 41 j 6 l

尾 l 尾 l 尾 l % l  尾 1 ,%

1 l 1 1 121 1 99.2
l 1 l 1 2.1 62 1 71.3
3 2 i  l 32 l 4 . 7 l 6221 91.l

1 l l
l l ' 1 2 5 3 1 6 1 4
l ' 1 l 1

l 1 l 1 7 1 50.0
32 1 1 32 1 0.8 1 3ユ6 5 1 742l l 1 1 6 0 4 1 95.61 1 1 372 1 9 0 3

l 1 1

l 1 l 1 0 4 1 90.4l , ,l l ,
1 l l 5 1 j 72.9
l 1 1 1 ,
l l l 1 7 7 , 9 7.5

1 l 1 l 965 1 9 8 3
l l l 97 l 7 5 3
1 1 l 6 3 1 92.6

l j 1 - 99.6
1 」 1 2S0 3 1 -9 4 4-- l-- ' -- i- -- 1- t -l-7 1 4

l , 1 l

1 1 8 1 2.1 l 3 7 0 1 95.6
l 1 l 1 171 1 96.1
_l _ _ 1 _ 8 1 . ._':. j _54 6十_9_5i

l 1 1 2 2 6 8 . 8l , 6 l l 2ユ 1 4 3 l 86.0
1 l い l 2 l 66 7-1-.-6-7j l-67 1--7 8j
「 616 1 90.7
l l 134 l 96.4l l 750 l 91.7

333

l 1 8

451

li1957
13460

l 7 4 1 76.7
l

1001 97.1
l

274 l 83.0

5 3

3

5 6

23.3

2.9

17.0

6.640 l 8 33 1289 16.2
32.6

6 8 32 4 6

1 6 3

0.06

1.7

7ユ3 1
6 5 5 8

83.9

63.66,169
l

65.7 l  3066、 1 5 8 5
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第 3 表  昭 和 4  4 年 度 か ら ふ と ま す 親 魚 書 養 成 減 ( 支 場 別 )

き、、: 1 捕 獲 数 jj
◆F_ 親 魚 の 処 理

即 日 採 卵 1 蓄 養 書 養

-ツlJ 、、日 1
場 、、l lil、、1

1

養'

除

1 即 日 ;要 蓄
尾 数 1 使用率 l 養 数

書 養

不能数
蓄養数 書養率

l

1i 1 Sl
1
1

3 1 計
l

書 尾 別

オクシべ

科 里

疑 琴

紹 走

常 昌 ・

携 別

港 滑

興 部

雄 武

幌 内

北 見 計

サシルイ

春刈古丹

忠 類

伊 茶 仁

3 1 線

標 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 自 別

風 速

別 当 資

根 室 a

尾 l 尾 l 尾
L3,4 6 6 f 8ユ1 2 1 2 11578

1 '396 166 . 562

8.S22 1 5437 1 14259
1, l95 l 777 l 1972

l ;
8 1 5 l  4 1 9 1 11234

5j;37・、4Si35 l 1 013 72
4,614 5ユ6 4 l 9.77,li
3 f 4 4 l 348 5 i 7 2 2 9

l

647 4 3 6 1 1,P83
439 l 377 1 816

1
1.555 1 1,294 1 2i;.49

l 1
41,53 0 1 30,202 1 7 l ,732

--,i51 -84 j i99
1 8 9 ;1 1 3 3 1 322
552い288 1 1 3.40
83.1 4 3 l 126
16 1 . 22 1 38

.2ユ 83j l j1l2351 j 4,534
8 11ll‘. 1 0 8 l 1 8 C
44 1a . 1.9 l 63
1 1 j上a;, 5 4 1 172l ・ ・' ・

1,481, ; j,二3182 4,66C1lii l
2号k l. 27 l 55
37i,e 58 1 95
3 0要,1 437 1 73C
5235o7,1806 l 131041

尾 l 尾1 %l 尾 l 尾l 尾 l %1
1 l l 13.4 6 6 1 8 9 1 3 2 7 7 9 8 . 6
1 1 1 396 l 70 l 326 1 8 2 3 l
1 1 l 8,S22 1 1 8.822 l 100
1 l l 1ユ9 5 l 1 1ユ9 5 l 100
, 1 8 1 5 5 8 1 0 l 99.4
l l l 5,83 7 l 6 l 583 l 1 9 9 9
1 l 1 41ll4 l 1 4S14 l 100
l l l 3744 l l 3 1 7 4 4 l 100

1 1 l ; =1 1 6 l ::;l l;:.41
1 1 1 1555 l 46 1 1S09 l 97・0
l 1 l 4l,S130 l 332 l 4 1ユ98 l 99 2
l 「 1 1 1 5 l 1 115 1 100
l 1 l :::l 1 1= 1 ;:;l 1 1 83  l 8 3 1 100' 1 l 2,到 ' 2ユ::' ;::
l l l 81 l l 81 l l 0 0
1 1 t 44 1 1;:1 ;;:
1 l 1= 1 l 31 1=1 9 9 1l l 28 1 28 l l 0 0

1 37 l l 3 6 l 9 7 3
i 3 09 , 1 1 0 0

! l 302 l 11 1 5235 l 14 1 5,221 i 99.7

尾l 尾
l 3 277 l 1,90 5

l

326 1 63

8322  2054

lユ95 1 372
l
8101 292

l

5S31 1 1ユ65
l

4,614 1 803
3.744 l 611

l

6 4 7 l 169
l

423 l 1 4 l
l

1509 l 5 4 7
4 l.19 8 j 8;122
115 j 84
189 1 133
i
5 5 2 l 151
i
831 29
l
i

16;' l 6

12,l83 6818 l , 92

44 l l'1
1
1 1 8 l 54
1.474 l 689

i
281 21

36 l - 35
302 l 36f
5221 l 237 l

釧 路

慕 月l

十 勝 言1 業
e 72

a 383

455

22l

l 94:
l l ,17.
:

154

564

71 i

l 5 4

564

718

100

l 0 0

l l 0 0

l 5 4

564

7 l 8

71

l8・

25 '

-1 1 2-

1i.1

養 内 訳
--一一一一一一一一一 一 T--- 1

i
1 _ !

liL l 書 養 早 親 魚 1 務1 l 用
lt

:

催 熟 1 催熟率 へ し、死
へ い

死 率

そ の f

高調一

1その他 1 用 l- . -i 数 l
計 1 の 率 1 1 率i兆1免 老魚-l尾l 尾l %1 .尾

l.182 1 13208 l 9 9 5 l 6 9
389 1 3 l 9 1 97.9 1 7

1 l
1s761 82801 93.9 5 4 2

l '

lLs,67 1 965 l 80.8 1 3 3
L102 1 778 l 96.0 l 23

l l 1
j.996 l 5,558 l 95.3 1 273

l l 11l,a7 l  4 f 5 4 : 94.4 243
t355 l 3170 3 l  98.9 1 41

l i l
816l 628 l 97.1 , . 1 9

l 1 1564,  381 j 90.1 ;  4 2
21056 l 131 0 1 86.8 1 l 9 9

l l l

9320 l 3 9484 l 95.8 1 l.491

叫 尾l 尾 l 尾 1 尾 l 尾 1 % l 尾 1 f
0.51 l 1 1 l l l13208 l 98.1
21 l 1 l l l 1 l 319 1 80.61 l l l l l .

6.1 l l l l l 8280 l 93.9
l盗難 l l l l 1 1
2.8 ; 1 3 5 l 6 2 l  l l 1 9 7 l 1 6 . 5 , 9 的 ・ 8 0 i
2.8 1 l 9 1 1 9 1 1.1 1 778 l 95.5
4.7 l l 1 1 1 : 1 5.5 5 8 l 9 5 . 2
53 l 1 1 7 l 1 l 17 l 0. 4 1 4354 l 94 4

11 1 l l l l l l 3.703 l 98.9
l l 1 l 1 1 129 1 628  97.1
1 1 ; 1 l l l

g.9 1 l 1 l 1 1 1 381 j 86.9
13.2 l l l l l l l l 3 l 0 l 84.2

3.6 l 135 l 88 1 1 l 223 1 0.5 139.484 1 95.1
- - l- l 1 - l i - j 1  5 2 '  8 0 1 6g j
25・2 l解 6 l l l l ・ l 1 ・8.5 l 27 l  l , 2 7 : l 4 . 3 l 1 4 6 : 7 7.2

; l l l i l

15.6 1 l 1 i l 1 1 4 6 6 l 8 4.4
4 3 l l 1 1 l l 1 7 9 l 95.2l ' l ' l l 1

l l l 1 l l l 1 6 l 1 0 0
3.1 1 l 1 l l 1 2,115 1 96 C

l l l 1 l l 1 8 1 1 1 0 0
1 l 1 1 1 l 1 4 4 l 100
1 1 1 1 l 1 l 118 1 1 0 0
0.gl l l l l l l 1,461 9831 1 1 l 1 l 2 8 l 1 0 0: l l l 1 l

16.7 l 1 l 1 l 1 3 0 l 8l.1
1.3 l l l l l 2 9 8 l 98.'i
43 1 3 3 l 1 1 l 3 3  0.6 l 4962 L-94.i

l 9 9 1 80 1 69.6 1 29
322 1 346 l 7 7 2 : 1 6

: 1 1
703 l 46o l 84.41 8 6

l l

l l 2 1 79 l 95.2 l 4

32 l l 6 l 100 l
l 1

2S64 l 2.l 1 5 l 96. 9 l  6 8
, 1  1

173 i  8 l 1 1 0 0 1
l 1 l
63 l 44 1 100 l

l 7 2 1 l 1 8 l 100 1
2ユ5 7 l 1,461 1 99'l l 3

; 1 ,
55 l 2 8 l 1 0 0 l
7 1 l 30 l 833 , 6

l 1
6 6 8 l  298 1 78.7 l 4
7,,59l l 4,962 1 95.0 l 2 2 6
226

748

974

107

5 6 4

671

69.5 1 4 7
1oo 1
93.5 1 47

30.5 l j 1 l
l i l ,
6.5 1 1 l j

l 1 0 7 l 69.5
564 1 100

1 671 l 93.5
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採
-
-p
，l-_
志

'---_-___
l
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字 1 6 1 計 l
尾 1 尾 1 尾 l
3.666 1 3537 l 7120 3 1
1.438 1 2,095 1 3S33 1
2,l 2 2 1 l19 62 l 4;384 1

試
験
控

尾

l- - l 1 l l1中 川l  7 0 l  4 5 l 115 l
;tll' 1 l l

小 平 集 l  3 l 5 , 8 l
l天 塩 計 1 8.496 1 8,1 2 3 l 1 6.619 1
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l遊 楽 部 l 1 2 6 ・  142 ,  2 6 8 l
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尾 数
即 日

使用率

要 蓄

養 数

書 養

不能数
書養数 蓄養率 l 率

l
3

尾1 % l 尾1 尾 l 尾 1 %l 尾 1
l l l ・175 4.8 1 3,a9 1  1 5 2 1 3 3 3 9  9 5 . 6 l 333 9 l 91

1 l ,438 1 l ,438 l l 0 0 l l,438 1 31
l l . 2422 l 2.422 l 1 0 0 l 2,422 1 8l
1 1 897 1 1 l 896 l 99.9 1 8 9 6 l 3,
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l i 1 1 1
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l l l l l 1

l 7 6 1 21二し 8320 -・j4 l 8j66 l 98二j-1-8ユ 6 6 し 2.5
--1 -  1 126 j 一「i26「i(oo l l 2 6 1 1
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- - j -?-L4o 1 - l4 l 1 2lli ?:0L126 j _1
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l 5
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訳
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尾l 尾

l
4254 l 3192
1 f 9 3 l 1.366
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第4表  昭 和 4 4 年 度 ひ め ま す 親 魚 書 養 成 積

??、、、、、
捕 獲 数 1j 早 親  魚 の 処 理即 日 採 卵 書 養 書 養一

l

9 l さ
1

s 1S 計
1置
除
尾 数

尾

2

1

即 日

使 解

%

0.0

0.0

基_1ij尾 尾

l 2.748 l
l

l 415861 1.097

l書養数 l 書養率
l-_ _ l ___-
尾「  %
l2 17 4 8 , 1 0 0
l

L 3.4891 76.1

湖 時

ポサヒ:1lイ

尾1 尾
2.750 1 l ,l57 l
4,587 , 51580

尾 l 尾
l

4,42l l
1

1 0,16 7 1

尾 l 重
2フ48 l l 2 2 6
3.4891 1,409

計 1 73,37 7 2 5 l 1 l 4158 8 3 l 0.0 l 71334 1 11097 l 6237 8 51[) 6.23 7 1 21635
前 年 度 l 71925 5.927 ; l 3.852 2 6 1 0 3 1 7S99 l l 3 2 0 1 6157 9 83.3 6S79 1 IS8 l

;
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計
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1

へい死

尾1 尾 l %
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21

尾
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S 1 1  ぺにさけ生産事業

1 目 的 と 1i最

m道は我国にぉけるぺにさけ(0n c o r h y n  ch  u s n e  n k  a )  の南限にぁたるo これは組走川
本1一源のチ ミ ケップ温. 阿集川上流の同*湖に隆義型ぺにさけ印ちひめます( アイスllでカパチェッ
プ)が生息することでも知られるo

現在_ 支病では70数年前に阿寒湖から移殖されたひめます及びェ トoフ島から移入したぺに
さけ卵にょって ( 第 l 表 ) こ れ の 資 ,原維持增大を計りっつ、全国湖沼への移通解翻として、 その

果している役割は大きく肝価されているo

( 第 1 表 )  支病のひめますm経過

移 雄 年 度 1ai 別 移入卵数 a 卵産地 1l南 考

l 8 9 4

l 8 9 5

l 8 9 6

1 9 2 0

1 9 2 5

l 9 2 6

1 9 2 6

1 9 2 7

l 9 2 8

l 9 3 2

l 9 3 2

1 9 3 3

明治27

″28

' 2 9
大正9

' l 4
昭和元

・ '
・ 2
″ 3

・ 7
' '
″ 8

ひ め ま す

・
・
べ に さ け

・
・
・
・
ひ め ま す

・
ぺ に さ け

・

l 5 0p 0 0 期

1 7 2 ,0 0 0

3 7 6.0 0 0

1 0 010 0 0

l 0 0 P 0 0

8001000

2 0.0 0 0
799 , 00  0

4 0 0 0 0 0

2 0 010 0 0

l 2 0 P 0 0

2 0 010 0 0

阿t寒 湖
'
'

千 歳 川

エ ト a フ

・
千 歳 川

エト l:l プ

洞 爺 湖

阿 集 湖

エ ト ロプ

・

千歳ふイl:場

ウルモべツふイ開

千歳ふイ匕場

ウ,'l'l.要ぺッふイl:;場

ルぺッふイヒ場

ウルモべッ ,,i,イ開

ぺにさけは上流域に湖沼のある河川にそ上し,湖沼又はその注入河川で産卵ふ化して、湖沼にl

̃ 3年間生活してから降海する智性をもっている。 従つて、 ぺにさけの增確にはそれに適合した河

川が必要となって く る。 しかし、不幸にして北開には、充分にそれを演足せしめるものがないo

そのため淡水生活期を人工的に管理して降高幼焦に青成し、 これを降海させることによつてぺにさ

けのlf性を構足せしめることが可能であろ 11l と考えられるo

更にも1一っの間題点は、 ●e雄エトロフ島を失つた現在では、我念ながら国内での降海性ぺにさ
けf 卵の入手は不可能となつている。 そのため支笏湖のひめます(建對型ぺにさけ)を降海型に通

-1 l 8-

元することで本来的なぺにさけの減業資llを造成できると考えられたo

このように、ひめます幼魚を降海さ・'tて、べにさけとしての回帰を試みる実験にっいては古くか
らカナダで成功した例がある。 ( F o s  t e r  1 9 3 6 )。 また本邦でも、 1 9 6 0 年 ( 昭 和 3 5 年 )

秋に採卵したひめます卵を根室支場虹別事業場に移殖し、浮上後6ケ月間始llし て 1 9 6 1 年 ( M l

和 3 6 年 ) 8 月 に 7 8.4 7 0尾を西別川へ(観 ) し た と こ ろ 、  1 9 6 5 年 ( 昭 和 4 0 年 ) 秋 に ぺ
にさけとして西別川で6尾、その沿岸でl4尾の回帰が確認されて、べにさけ生産の可能性に対す

る見とぉしが得られたので、 1 9 6 5 年 以 降 ( 採9il1lf度で、 1豐年1月発限卵で移殖) ・毎年西別川に

移殖することとした。

こうした国で行な ':)ぺにさけ生産事業を支授する意味から、 日本前資源保護? で は 証 ぺ に
さけ卵を用いて、積種的な增殖を進めることとし、 1 9 6 8 年 ( 昭 和 4 3 年 ) か ら 5 カ 年 継続 し て 、

ァラスカ産べにさ、i'卵を移入することとした。 アラスカ産のぺにさけを指定したのは、 アラスカが
ぺにさけの主要な産卵場であることは言うまでもないが、 1 9 6 7 年 ( 昭 和 4 2 年 ) に 、 ( . 1 'H'

ミーチャムおよび、lll, ・ H ・ ノーレンパーグの両氏が北海道に訪れた際に道東の一漁業者(故奥谷悠
一氏)がぺにさけ卵20万粒の移入を要請したところ快諾された。 これが後日に日本前資源保護
協会が受入れに当つての手続き一切を行 う こ と と な り 、  種卵供結先をアラスカと決定されたo

また、 日本iEl-9S資源保護協会では長沢技官および関係者をアラスカに派遺して、 現地視察、 移n直
卵の適合性の検討と、 輪送状況調査および本計画のP R とi協力要請を目的としたもので、 有意義な

結果を得られた。

これらのことについて現在までの概要は第2表のとぉり。

l 1 9



( 第 2 表 )  4 4年度までのぺにさけ生産事業概要

ま l 9 6 5

( 4 0 )

1 9 6 6

( 4 1 )

l 9 6 7

( 4 2 )

1 9 6 8

( 4 3 )

1 9 6 9

( 4 4 )
備 考

1 l 月 採卵

支 笏 湖

5 010 0 0 粒

l月移殖

虹 別

3 月よ り飼

青

3月放流

西1房ll11l1最上
流 l 4.0 0 0
尾(全数標

識 )

回帰確認な

し

回 帰

( 4 年 魚 )

3 尾

放流魚体平均F L 1  2.0 on

B W 1 8. 2 l

放流総重量250  k 「

標lt部位 .脂ビレ、右腹ビ
レ.
回帰親魚 ( 4年魚 ) F  L

5 0c!●.、 BW 2. 1 k・
4 1

1 1月採卵

支 笏 湖

9 l 6 , 5 0 0

粒

1月移殖

9月A群放

流

:北 1ai水池
1 9 3.0 0  0
尾

( 5万尾に

標識)

5月B群放

流

西別川下流

1 0 810 0 0

' 尾

(全数標識)

B群のみ回

帰 4 0  0 尾

以上

( 3 年 魚 )

1 1月採卵

2 7 , 0 0 0粒

A群放流魚体平均F L 8 , 1

cn、 B W 3 . 3「

放流総重量64 0  k 1l',
B群放流魚体平均F L l 6.5

cn、 B W 3 6 . 0 f

放流総重量4,20 0 k f

回帰親魚(3年魚)t

F L 4 0a、 BW
標識に

1 k , P
よ り B

回帰確認沿岸20 0
群のみ

尾以上、西別川

1 7 7 尾

4 2

1 1月採卵

支笏湖

l,l35,0 0 p
1 2月移殖

4月A群放

流、西別川

最上流

7 9 9 , 0  0 0

尾

その他観育

5月B群放

流、西別川

下流

l 4 6 , 0 0  0

尾

( 1 o 0尾
P. T a1ll , )

A群放流魚体平均F L 4 . 2

ClfLB W 0 . 4 5「

flt流総重量3 6 0  k1l''
B群放流魚体平均F L 1 5.4

ca B W 3 -l. 3 P
放流総重量5 , 4 5 0  k・

4 3

4 4

8月採卵

9月移殖

アラスカ

l 4 4 1 0 0 0

粒

飼 青

1.9 7 0年 ( 4 5 ) 5月放流
1 l 月採卵

l 2 月移殖

支 笏 湖

1S13,000組

観 青

-1 2 0-

K 1 9 6 5

( 4 0 )

l 9 6 6

( 4 l )

1 9 6 7

( 4 2 )

1 9 6 8

( 4 3 )

1 9 6 9

( 4 4 )
備 考

4 5

7 ̃ 8 月 採

卵

9月移殖

アラスカ

1 6 9 ,1m)粒

1 9 7 0 年 度 ( 4 5 ) 飼 育

1 9 7 1 年 5月放流予定

(アラスカ産、西別産に標

識 )

1 1 月採卵

1 2 月移殖

支 笏 湖

831,000粒

l 0 ̃ 1 l

月採卵

西別川

27,0  0 0粒

2 4 3年級群の放流概況

この年級群l◆1 t第2表に見られる通りA・ Bの2群に分けて放流が行なわれた。

A群は43年4月にさけ同様1ケ月程の給解を行なつたのみで西別川の上流(ふ化場構内)へ

F r y で放流された。

B群にっいては、更に飼育を継続し、翌年の春、即ち 4 4年度初頭に S m o l t  で西別川下流へ

輪送して放流した。その概要は次の通りである。

(1) 放流期間

(2) 放流尾数

(3、 放流魚体

(4)

(5)

(6 1

(7)

(8)

4 4 ・ 5 ・ 2 4 ̃ 5 ・ 3 0

1 4 6 , 0 0  0 尾 ( 5 , 4 4 6 k l, )

BW 3 '1. 3 f ( l 'l. 9 ̃ 7 3 . 4 P )

F L  1 5 . 4cl l l ( 1 2 . 6 ̃ 1 9 . 0cn )

放流河川 西別川

放流方法 ●ei送放流
放流地点 14線捕獲場下留の下流

輪送方法

ll送距離

鉄パイプ ・フレーム付ズツク水構 ( 4 . 0  x 1.0 x 0 . 9 4 m ) 、  段素補総装置一式

装備した 4 ト ン積 ト ラ ッ ク使用

5 6 k m ( 所 要時間 8 0̃ 9 0 分 )

-1 2 1-



l9) 標 験 liびれ前部にプラスチツクタッグを取付0

00 へ い 死  輪送中7'1' 0尾がへい死した。これは放流数に含ま -f。
放流1カ月・半前に当る 4 4年 4月 1 5日に 2 0  0尾の標本を抽出して行なつた魚体測定数値tt

第3表に示した。

第 3 表  2 0 0尾の標本による魚体測定値(周年飼育群)

4 4 年 4 月 1 5 日 測定

フ オーク ・ レ ン グ ス ( F ・  L ) 体 重 ( B ・ W. )

範 囲 尾 数 平均標準偏差 範 囲 尾 数 平均標準偏差

10.1̃ l1 .0

11.1̃ 12.0

12.1̃ 13.0

13.1̃ 14.0

l4.1̃ 15.0 .

1 5 . l̃ l 6 . 0

1 6.1~ 17. 0

2

9

5 1

6 9

・ 5 5

1 0

4

14.1̃ 2 010

20 . l̃ 26.0

26.1̃ 3 2 0

32.1̃ 38.0;
38.1̃ 44.0

44.1̃ 50.0

50.1̃ 56.0

56.1̃ 62.0

1 4

3 3

6 9

4 7

2 6

5

4

2

F = 1 3 . 6 1cn
SFL := l . 0 9Cln.

W= 3 1 . 4 2 f
SBW= 8. 1 6・

計 2 0 0 計 2 0 0

また、 この群の放流後の降海後の動向にっいては第4表のとぉりで、  これによると6月中旬頃に

は多数が沿岸に出現し、 6月下旬には外洋に去つたものと考えられるo

第 4 表  4 3 年 1級許Smo l tの放流後の動行

月 旬 放 流 群 の 動 向 概 要 水 温

5月下旬 幼魚1 4 6 , 0  0 0尾を放流(河ロまで7kaの地点) 1 0. 0 ℃

6月上旬
西別川河口部で曳組を行なつたところ多数( l 回約5 0 0 尾 ) の成流

幼魚を確認し、これらを再放流した。
1 2 . 0

床丹沿岸及び走古丹沿岸の定置綱に多数乗細した旨、演業者からの報

告を受けた。
これら果細魚の一部は再放流された。

床 丹 1 1 . 8

走古丹l 0 . 0

6月中旬

6月下旬
味丹、走古丹沿岸からの開報告なく離岸したものと考えられる。 床 丹 l 'i. 2

走古丹10.0

-1 2 2-

1故流幼稚魚の河川内における保護 

西別川へ放流された幼稚魚にっいてはひめます種卵から生産されたということから、  これら放

流幼稚魚の河川浦留期間をひめますという解釈のもとに河川遊漁者によって的獲されることが前

年度事業に係る放流群にぉいて聞き込み調査並びに追跡調査で指摘された。 このため遊漁者に対

して本事業の主旨説明と保適協力方依頼のためにポスターなどにょる協力を呼びかけてきた。

本年度は道と協議の結果、 べにさけ生産事業にぉいて生産されたひめます幼稚魚は放流時点か

らぺにます(ぺにさけ)という解釈で扱うことになり、北海道内水面漁業調整規則第22条のぺ

にますの適用を受けることになつた。

3 4 4 年級群の採卵 ' 飼育 ' 放流経過  .

(1) 支 笏 湖 産

44年度事業用ひめます種卵の移殖ti .43年12月26日に行ない、27日に虹月l厚業場へ収

容した。移殖卵数は1 , 8 1 3 , 2 0  0粒でこの卵子の履歴は第3表のとぉりである。千オ̃虹別間

の運搬は自動車便によつて行なった。

この卵子のふ出月日は1月12日̃ 1月3 1日であつた。

( 第 3 表 )  ぺにさけ還元用ひめます卵の移殖前歴

収容事業場
移 德i 卵 の 内 訳

採卵月日 採 卵 数 発眼月日 死卵数 生卵数 移殖那数 採卵場名

1 9 6 8
1 0 . 2 2

粒
132 , 0  0 0

粒
5,0 0 0

粒
1 2 7 , 0  0 0

粒
7 6 , 0 0 0 .1 1 . 2 3 ボロピ11l'イ

1 0 . 2 5 2 2 8 0 0 0 1 1 . 2 7 1 21i0 0 2 1 5 , 5 0 0 2 1 5 ; 5 0 0 //

支 笏 湖

事 業 場

1 0 . 2 5 1 5 9 , 0 0 0 l 1 . 2 7 519 0 0 l 5 311 0 0 1 5 3 , 1 0  0 l動 時

1 0 . 2 8 3 1 2 1 0 0 0 1 1 . 3 0

1 2 .  2

20,0 0 0 2 9 2 , l1 0 0 292 ,0  0 0 ポロヒ'ナィ

1 0 . 3 0 3 6 6 P 0 0 2 1.0 0 0

6 4 , 4 0 0

3 4 5 P  0 0 3 4 5.0 0 0 湖 畔
小 計 1ユ 97,0 0 0 1 , 1 32S  0 0 11081.5 0  0
l 1. 1 3601000 1 2. 3 17 , 20  0 3 4 2 ,B0 0 3 4 2ii0 0 ポロピ:ナイ

1 1 .  3 . 2 7 9 P 0 0

1 2 .  5

1. 0 2 0 0 2 6 81B 0 0 2 6 8 S 0 0 湖 時
千 歳

事 業 場

1 1 .  5

312 ,0  0 0

1 2 .  7

1 6 ,5 0 0 2 9 515 0 0 1 2 0 , 0  0 0 ポロピ'・イ
小 計 951,0  0 0 431900 9 0 7.1 0  0 7 3 1.6 0 0

合 計 2ユ 48,0 0 0 1 0 8 3 0 0 2039 , 7 0  0 1 , S 1 3 2 0 0

-1 2 3-



の 飼 育 経 過

この群は3月3日から給解を開始し、 ふ化精での銅育期間は前年度同様に進行したが、 しかし、

5月2 1日̃6月24日までの約1ケ月間の収容に当てた中央翻水池内設置の金能資(3 9個

設置)にぉける飼育期間中に多数の'発死魚が発生した。

この解115にっいて述ぺると、収容日から11日目後の6月8日頃から金紹生費設置場所の中央

部付近の地から発死が多く見られ、数日後には多数の擁死魚が出るに至つた。当時は1日約

1 5 , 0  0 0 ̃ 2 0 , 0  0 0尾位の発死があり、こうした状態が連日続いたため6月24日、生資内

での飼育を中止して全数を中央親水池全面へ放養したところ発? i .とまつた。

この多数発死の原因は金網生資の過密設置に伴なう池水の循環が停滞したことによるものと考

えられる。

この群の給解は昭和4 4年3月3日から開始し、昭和4 5年5月8日に終了し、通算4 3 1日

で、飼育成績は第4表のとぉりである。

この間の総投餌料は2 9 , 3 8 8 k 9 、歩留り 8 3 4 , 0  0 0 / 1 , 6 7 6 , 9 0  0 - 4 9. 7 %、給解開
始時の平均魚体フオーク レングス 2 . 7cm、 魚体重0. l s;,、 終了時のフオーク レ ン グス 1 5 . 4 cn、

t

魚!本重 3 8 . 9 f と なっている。

;葛 4 表  昭 和 4  3 年 支 笏 湖 産 ひ め ま す の 飼 青 成 續

ti 育 期 間 飼 育 量 浮上魚体
給餌量 解料

水温 (℃  )

年 月 日̃日 日数 尾 数 重 量 体 長 体重 低̃高 平均

4 4 . 3

4

5

6

7

1l

9

1 0

1 1

1 2

45.  1

2

3

4

5

k3'
1 6'i.7

2 7 7 . 6

715.0

116 0 4

1.8 0 3
2:9 9 3
6 37 0

1 1 , 7 6 0

1 6 , 7 2 0

21 ,330

2 7:, 4 5 0
2 8,1 4 0

3 0 ,9 9 4

33 , 3 4 6

4 010 l 6

cn
2.7

3.1

3.9

4.5

5.3

6.4

8.1

9.9

l 1 . 1

12.3

13.4

13.9

14.4

14.6

l 5 . 4

i'
0.1

0.2

0.5

1.0

1.5

2.7

5.9

11.1

16.0

20.9

2 6.4

2'i.2

30 . l

32.4

38.9

k P
1 7 0

1 6 5

4 3 0

6 5 6

1.3 9 5
1:3 6 0
1:5 3 4
2 3 0 0

2,440

3,220

2,9 5 0

3,640

4 3 4 0

3.6 3 0
1 , l 5 8

3̃3 1
1̃3 0
1̃3 1
1̃3 0
1 ̃ 3 1

1 ̃ 3 1

1̃3(J
l̃3 l
1̃3 0
1 ̃ 3 l

1̃3 l
1 ̃ 2 8

1 ̃ 3 1

l ̃ 3 0

l̃ 8

2 8

3 0

3 1

3 0

3 l

3 1

3 0

3 1i

3 0

3 1

3 1

2 8

3 1

3 0

8

1 , 6 7 6:9 0 0
1 , 6 3 3 3 0  0

1,625,3 0 0

1 , 619.7 0  0
1.201 , 90  0
1 1 0 8.4 0 0
1 , 0 80,00 0

1 , 0 5 917 0 0

1.0 4 4 , 7 0  0
1 , 0 4 4 S 0 0

l.0 3 9 S 0  0
1.034 , 70  0
1,029,70 0

l , 0 2 9 2 0  0

1,02817 0 0

粉 9.6̃ 9.9
9.6̃1 0.1
9.0̃ 9.8
9.8̃10.2
9.8̃10.0
9.8̃10 .1

9.8̃10 .2
9.0̃ l 0 . 0
9.0̃ 9.3
9.1̃ 9. 3
8.9̃ 9.1
8.8̃ 9.0
8.9̃ 9.2
9.6̃ 9.9
9.7̃ 9.9

9.8

10.0

9.5

9.9

9.9

10.0

10.0

9.3

9.1

9.2

9.0

9.0

9.0

9.8

9.8

名 2

? 3,
,1l6.1t
,e
//

名 4

.1lii,5
石.5
P

//

//

・
4 3 1 2 9:3 8 8 8.8̃l 0 . 2

- l 2 4-

② 飼青申のへい死原因

l 3月中のへい死 4 3 , 6 0  0尾は解付時期の減耗で、腦のう未吸収のもの、および9iを取れな

い虚弱なものが脱落した。

ii 4月、 5月は種めて開な状態で、へい歹liは微々たるものである。 これらは最初の領付時に

解を取れなかつた虚弱体質のものであった。

iii 6月のへい 死 4 1 7 , 8 0  0尾は5月までふ化槽 一11i飼育していたものを、屋外の幼魚池に生費
3 9個を設置し、これに移収したところ6月S日頃から中央部の生資にへい死が日立ち、以後

增加の傾向を示し、 1 日 1 5 , 0  0 0 ̃ 2 0.0 0 0尾のへい死を見た。 これらのへい死魚は特に
大型で、 その時点まで種めて使康であったものが多かつた。

種々調査の結果、 大量の生黄を設置したため水の環流が行なわれずに停滿したため多少それ

に関連したため二次的な障害も見られたが、 6月24口に生資を撤去し、 池一面に放養したと

こ ろへい死は急激に減少した。

ml 7月のへい 死 9 3. 5 0  0尾は6月の生費飼育中に疲へいしたものが回復に致らずにへい死し
たものである。

V 8月中のへい死 2 8 , 4 0  0尾は主に排水口魚止スクリー ンに付着したもので、魚体は小型の

ものが多く、 虚弱魚と思われ、 特に明瞭な魚病現象で1、i .ない。

D0

i9
lk 量

,e/:Si- 飼 育面 積 放 流 数 放流魚体 1尾当

增重量
増重比 備 考PH 発死尾数

尾 数 重 量 体 長 体 重

'll.2

'l. 2

//

//

l

l

l

//

・
l

l

l

'
//

1 0
尾

4 3 , 6 0 0

8,0 0 0

5,60 0

4 l 7 , 8 0 0

9 3 , 5 0 0

2 8 , 4 0  0

2 0 , 3 0  0

1 5 , 0 0 0

2 0 0

4:7 0 0
5ユ 0 0
5,0 0 0

5 0 0

5 0 0

4 7 0

尾 1lC9l cm 1l
1 8 4 2

//

//

・
'
087.7

//

//

//

//

'
//

//

//

・

0.07

0. 2 7

0.5 5

0.51

1.20-2 0
5.20

4.90

4.90

5. 5 0

0.80

0.29

2 3 0

6.50

1.70

2.6 0

2.30

1.50

1.80

2.1 8

1.88

1.44

1.30

1.26

1.03

1.10

1.08

1.20

1 0

//

・
//

//

l

//

・
//

//

へい死取場時
9 0 7

不明193 , 3 2 31.2 l 0 8 4 2.9 0 0 834100 0 32,931,0 15.6 39.3 39.2 393.0
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'11i) 放 流

放流はアラスカ産と一結に無標裁で西別川へ放流したo

5月 l日現在数

取 場  実 数

へ い 死 魚

行 方 不 明

放 流 数

l 0 2 8 , 3 0  0 尾

8 3 8 , 9 0 7 尾

9 0 7 尾

l 8 9.3 9 3 尾

8 3 4.0 0 0 尾

2 ア ラ ス カ 産

種卵の移n並びにふ化
本事業に新たに加わつたアラスカ産ぺにさけ種卵はアメリヵ、アラスカ州のベア・レイクにそ

上した裁魚から採卵された(採卵月日、 4 3 年 8 月 9 日 ) 1 7 0.0 0 0粒に係るもので、これら

は一旦、現地の立体式ふ化室に収容され発限卵l46 ,0  0 0粒として、ダンポール製卵子連搬箱

2個に収納され、9月1 8日に発送、  日本(羽田空港)へtt 9月 1 9日到着した。北海道(千歳

空港 ) へは同日の20時30分に到着し、これを受取り直ちに千歳支場第2ふ化室アトキンス式

ふ化槽に収客して後9月26日に試験卵2, 0  0 0粒を残し、 1 4 4.0 0 0粒を汽車館送して虹別

事業場へ収容した。 この種卵は日性協が購入し、当場へ寄l道されたものである。

この卵子に係るふ化状況にっいては千歳支場ふ化室収容中に早期ふ出卵が発見され、 このふ出

稚魚は数分で連戴不活発となり'発死していくため、 卵膜硬化の目的と消器を兼ねて過マンガンt皮

加里 1 / 4万溶液i高下法を30分間行なった。虹別事業場へ収容して後も、 な ぉ、異常ふ出が続い

い た た め l 0 月 5 日、 更に第2回目の過マンガン酸加里の清下を行なったが、本格的な.ら出が開

始したため以後は中止した。ふ出は 1 0 月 9 日̃ 10月21日で上述の状態のためふ化成積は種

めて不振であった。 ( 本誌昭和 4 2. 4 3 年 度 , P 2 7 ̃ 2 9 参 照 )

ふ化成積の概要は第5表の通り。

l 2 6

第 5 表  ぺ に さ け 種 卵 の 履 歴

種
卵
の
生
産

種 卵 生 産 地

採 卵 月 日

ア ラ ス カ ' ベ ア レ ー ク

昭 和 4 3 年 8 月 9 日  ・

発 限 月 日

移 殖 月 日 昭 和 4 3 年 9 月 l 8 日 ( ア ラ ス カ 発 )

種

卵

の

移

殖

移 籍 卵 数 1 7 0. 0 0 0 粒 .

死 卵 数 2 4 , 0  0 0 粒 (  1 4. 1 lt )

移 殖 卵 数 1 4 6 , 0 0 0 粒 -
仮 収 容 月 日 昭 和 4 3 年 9 月 1 9 日 ( 千 オ 事 業 場 )

内2千粒は試験卵として千オ事業場で管理

収
容
か
ら
浮
上
ま
で
の
成
積

移 殖 月 日 昭 和 4 3 年 9 月 2 6 日

移 殖 卵 数 1 4 4. 0 0 0 粒
5 , 7  6 0 粒死 卵 数

収 容 生 卵 数 1 3 8. 2 4 0 粒
死 卵 数 7 4 , 7  4 0 粒

浮 出 尾 数 6 3. 5 0 0 尾 ( ふ 化 率 4 4 . l 1l l1)

6 0 , 1  0 0 尾  ・浮 上 尾 数

飼 青 経 過

本年度事業から、 収容した全数にっいて周年偏育することになり、今まで周年飼青群に当ててい

た中央試験池をアラスカ産ぺにさけ飼育池とし、また、中央蕩水池を周年飼青池として整備し、 これ

を支笏湖産ひめますの飼育池、に当てることで事業を進めた。 ・・ /

この群の解開始は昭和 4 3 年 l 2 月 l 日で 、終了は 4 5 年 l 月 8 「:l、通算5 2 4日間で、飼青

成iaは第6表のとぉりである。
この間の総解料 3 , 6 2 0 . 2 k g 、 歩留り 5 3 , 0  0 0 / 6 0 , 1 0  0 = 8 8 . 2 %、給ll用;a始時の平
均魚体フオーク レ ンダ ス 2. 6cn、魚体重0. 2 1l'・、終了時のフオー クレングス l 5 . 6 成 魚 体 重
3 9. 2・となつている。
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第 6 表  昭和4 3年アラスカ産ぺにさけの?育成最

ll 青 期 間 観 青 量 浮上魚体
結解量 解 科

水 温 l1'lc )
, P H

年月 日̃日 日数 尾 数 ●量 体 長 体重 低̃ 高 平 均

4 3 . l 2

44 .  1

2

3

4

5

6

7

8

9

l 0

1 1

1 2

45.  1

2

3

4

5

k,l'
12.0

13.5

l 5 . 6

24.8

63.4

80.5

1 0 3.3

l 5 4 . 6

2 6 2 9

4 4 4

6 6 6

9 9 5

l.1 9 2
1.4 2 9
1 ,570

1 ,710

1,893

2 2 1 3

a
2.6

2.8

2.8

4. l

5.1

5.3

6.0

6.5

7 7

9 . l

l 0. 6

1 1.7

12.5

l 2 . 9

14.1

l 4 . 8

14.9

15.6

,
0.2

0.23

0.27

0.43

l.1

1.4

1.8

-2.7

4.6

8'T.

t

11.7

1 'l. 5

21.0

25.2

2'll.7

30.3

33.5

39.2

k・
4.0

4.5

8.7

3' l.0

3 6

5 0

6 0

7 1

l 2 2

2 0 0

3 0 9

3 0 1

3 6 9

4 4 2

4 4 0

5 3 1

5 7 1

6 4

l ̃ 3 l

1~3 1

1̃2 8

l̃3 1

1̃3 0

1̃3 1

l̃3 0

1̃3 1

l̃3 l

1̃3 0

1̃3 l

1̃3 0

1̃3 1

1̃3 l

1̃2 8

1̃3 1

!̃3 0

1̃ 8

3 l

3 1

2 8

3 1

3 0

3 1

3 0

3 l

3 1

3 0

3 l

3 0

3 1

3 1

2 8

3 1

3 0

8

6 0 ,1 0 0

5 816 0 0

5 8 .;L 5 0

5 7.8 7 0
5 7 , 6 7 0

5'i, 5 2 0

5 7 , 4 0 0

5 7.2 0 0

5 7, l 7 0

5 6 , 7 4 0

5 6 , 8 8 0

5 6.3 2 0

5 6,7 6 0

56 , 7 0  0

5 6.6 4 0

56 , 580

561520

5 6.4 6 0

8.8̃ 9.2

8.6̃ 9.2

8.8̃ 9.0

8.8̃ 9.0

9.3̃l 0 . 2

9.3̃10.2

9.5̃10.3

9.5~10.2

9.8̃10.2

9.0~l 0 . 1

9.0̃10.0

9.0̃ 9.3

9.l̃ 9.3

8.9̃ 9.1

8.8̃ 9.0

8.9̃ 9.2

9.6̃ 9.9

9.7̃ 9.9

g.0

9.0

8.9

8.9

9.7

9.7

9.8

9.8

l 0

9.9

9.3

9.1

9.2

9.0

9.0

9.0

9.8

9.8

72

//

//

・
//

'

//

'

//

・
l l

//

//

l

//

・
・
//

名 3
C

名4
C

//

//

名 5
P

//

・
・
//

計 5 2 4 3,620.2 8. 6̃ l 0 . 3 7.2

放 流

ア ラ ス カ 産 ぺ に さ け ( 1 9 6 8 ・ 8 ・ 9 採 卵 ) 前 湖 産 ぺ に さ け ( 1 9 6 8 ・ 1 0 ・ 2 2̃ 1 ・

5 採 卵 ) は 1 9 7 0 ・ 5 ・ 1 4̃ 5 ・ 2 7 まで 1 4日間に直り西別川1へ放流したが、放流に先立つ

て行方不明魚があり、 これらの内容にっいては次のよ :1;に考えられる。

① 5月 9日̃ 12日にかけて断続的な集中降雨-があり、このためl日青池水門(注水)が決;泉して

約10万尾が構内各水路に逃逸した。

② 集1eし取場時に混入していたかわます、 あめますによる食害約7万尾'
③ ,i,く ろ う、たか、からす、とびなどにょる角,害と考えられるもの約2万尾
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-Do
( p  p m )

水量

1e/'11;t・
飼 育

面 積

美 死

尾 数

放 流 数 放流魚体 l 尾 当

增重量
增重比 備 考

尾 数 重 量 体長 体重

9.8

l 0

//

・
//

//

//

//

//

//

'

//

//

//

'

//

・
//

9.8̃1 0

6 8

//

・
'

//

'

・
'

//

'

'

//

'

・

n二

1 6

//

//

'

//

'

・
//

//

l

・
//

3 4 6

//

'

1,08 '1.7

//

1,50 0

4 5 0

2 8 0

2 0 0

l 5 0

1 2 0

l 2 0

1 l 0

2 3 0

6 0

6 0

6 0

6 0

6 0

6 0

6 0

6 0

3 0

7.1 0 0

k l'

oa , ,
0.0 3

0.04

0.16

0. 6 7

0.3

0.4

0.9

1.9

1. l

3. 9

5.8

3.5

4.2

2.5

2.6

3.2

5.7

4.2

4 2.9

1.20

1.1 3

1.60

2.50

1.30

1.30

1.5 0

1.70

1.23

1.50

1.50

1 . 2 0

1.20

1 .10

1 . 1 0

1.10

1.17

1.09

2 l 4 . 5

へい死:取場時
5 7
不明 3 , 3 0 3531000 2:284.3 43.1

状況観察およびサンプリ ング調査(かわます、 あめますなど ) によつて、 以上のよ う に 解 し た

ものと推定される。

5月1日現在数

取 揚 実 数

へ い 死 魚

行 方 不 明

放 流 数

5 6 , 3 6 0 尾

5 3 , 0 5 7 尾

5 7 尾

3. 3 0  0尾
5 3 , 0  0 0 尾

1 2 9



4 4 l ・ 4 2年観群の回帰状況

本年度の回帰期待魚としては42年3月に放流した群(14 , 0  0 0尾 )が 4年魚として、また、

ぺにさけ生産事業の舞1年目で生産して常i魚で 4 2 年 9 月に放流した l 9 2 , 8 0  0尾、ならびに

周年領青して幼魚で43年5月に放流した108 , 0  0 0尾がそれそれ3年魚として西別川沿岸域

および西別川へ回帰することが期待されていたところ、 5月下旬頃から根室海区沿岸定置細にぺ

にさけが演獲されていることが報告され、調査した と ころ前魚の種動、ら、べにさけ生産事業

で生産して西別川へ放流した幼魚がべにさけ成魚となって回帰したものであるととを確認してい

る。

この回帰ぺにさけの沿岸漁獲状況及西別川へのそ上状況は第7表に表示したとぉりであるo こ

れらの回帰魚が漁獲された状況を図示すれば第1図のとぉりである。

本年回帰が予想されるのは前述の通り41年 1解群と42年般群のA・B群であるが、現実に回

帰が見られたのは42年級群のB群が圧倒的に多く、 41年級群の4年魚は償かに4尾であったo

そして42年般群のA群は全く1尾も確認されなかつた。 この様に回帰数に差があるのは放流の

方法にその要因がひそんでいるものと考えられる。 .

今年回帰を確認した尾数は沿岸で漁獲されたもの1 l a尾、 河川にそ上して捕獲されたもの
2 2 3尾に達し、未報告、未確認を合せると4 0  0尾位に ti なつているものと考えられるo回用

した各年級及放流群の識別は標識と年令、 魚体によつて明康に区1lllり iできたo

(::、') 沿 岸 l無 重
沿岸で最初に漁獲報告があったのは5月下旬で、送時その数を増し7月下旬にピークが見られ

8月には急激に減少し、 9月には全く漁獲が無くなつている。漁獲範囲はlilll路の昆布森から1整

第 7表  ぺ に さ け の 句 別 沿 岸 配 数 ( 1 9 6 9 )

月 旬 尾 数 漁 獲 地 区 備 考

5

6

下

上

中

下

上

中

下

上

中

下

3

2

4

6

1 7

2 8

4 3

8

l

6

走 -3丹
走商丹

走古丹

走古丹、  別海 、  野付

走 古 丹 、 別 海 、 野 付

野付、標津

野付、 標 津 、 昆 布 森

最 自 、 風 連

野付

標津

内 4 年 魚 2

3 年 魚

'

//

//

'
'
l ・

・
ll'

7

8

計 1 1 8 糖 自  ̃ alll li電,沿 岸
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自油サtの沿岸であるが、 量的には西別川河ロを中心に左右4 0 k mの範囲が多かつたo このこ

とは西別川への回帰を示すものと考えられる,、 旬別の沿岸にぉける漁獲尾数は第7表に示した通
りである。

亦、 今回見られたぺにさけのうち標津、 野付方面で漁獲されたものが標津漁協の市場に集荷さ

れセリ売りされたが、 そのうち20尾の測定値は第8表の 111.おりである o

第 8 表 西 別 産 ぺ に  さ け  の 魚 体
(支考11l湖産ひめますの還元改良型)
1 9 6 9 年 回 帰 群 ( 沿 岸 )

標本

番号

全 長
cn

F 長
cm

体 長
ca

頭 長
m
体 重
k ,9' 年 令 備 考

1
2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

i 5
1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

4 2 . 5

4 6 . 0

4 4 . 5

4 2. 0
4 6 . 0

4 2 . 0

4 4 . 0

4 2 . 5
4 6. 0

4 6 . 0

4 5 . 0

4 5 . 0

4 3 . 0

4 8 . 0

5 0 . 0

5 5 . 0

4 8 . 5

4 9 . 0

4 9 . 0

4 4 . 0

3 9 . 5
4 3 . 0

4 3 . 0

4 0. 0

4 4. 0

4 0 . 5

4 2 . 0

4 0 . 5

4 4. 0

4 2 . 0

4 3 . 0
4 4. 0

4 0. 5

4 5 . 0
4 7. 0

5 1 . 5

4 'i. 0

4 '7. 8

4 7. 0

4 3 . 0

3 '7. 5

4 1 . 0

4 0 . 0

3 8 . 0

4 1 . 0

3 8 . 0

3 9 . 0

3 8 . 0

4 0 . lL、
4 0 . 0

4 0 . 0

3 9 . 0

3 8. 5

4 2 . 0
3 6 . 0

4 9 . 0

4 4 . 5

4 5 . 8

4 4. 7

4 l . 5

8. 0
8 .5

g. .0
8 . 5

9. 5

9 . 0

7 5

8 . 0

8 . 0

9 . 0

1 0 . 0

8 . 5

8 . 0

1 0 . 0

1 0 . 0

1 0 . 1

9. 5

9 . 8

9 . 6

8 . 5

0. 6
1 . 0

0. 8

0 . 7

1 . 0

0 . 7

0. 8

0. 8

1 . 0

0 . 8

0 . 8

0 . 8

0. 6

0 . 8

1 . 2

1 . 5

0 . 8

1 . 0

0 . 8

1 .0

3
3

3

3

3

. 3

3

3

3

3

. 3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

脂 ピ レ ,  左腹ピレ欠
//

//

//

//

//

//

//

//

//

//

//

l

//

//

//

//

//

//

//

以上標津漁概市場でillI」定 ( 7月中 )

1 9 6 9 年 ( S. 4 4 )

40-30-20-l 0-

ぺ C さ け の旬別沿岸漁蓮

し
1i l11l;l湖産 '9 6 7年報群初回帰群

f_ l・ 1
尾数
上 中 l 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
5 月 6 月 7 月 8 月 9 月

-1 3 1-



60-50-

l●0-
1;0-

20-10-

l 9 6 9 年 ( S 4 4 )

西別川ぺにさけ摘a数
(支境流 .、9 6 7 年 解 ?構 )

1

/-「一

- l-

r-l-

l_
1a数
上 l 中 下 上 中 l 下 上 中 l 下 上 中 L下 l上 中 下
,ll 月 7 月 8 月 9 月 1 0  月

国 河  川(西別川)
;

河川では西別川にのaそ上が見られ、 他の降接河川には全くそ上がなかつた。 このことは母川

回帰性が種めて強いことを示しているものと考えられろo

西別川は水源より河口まで約90 kn,あり、 .i・イt1場はその・l流の水源に位置するo 一方義魚
の精獲場は河ロよ り 約 l 0  km上流の地点にあり、 ふ化場から約80  km下流に位量する。 この

補ii場は西別川本流を二重の構で仕切り、 上流の構に補Mが取付けられ、 これに入:つた親魚が

補速される仕掛けとなっている。 そして来期のものは再び河川内順されるが. 下流に翻iされ
Cいるjlによつてそれより下へ降下することは不可能となつている。 従つて、 天然の書i池とも

なっている。 この補速場では毎年5月からさくらますの持基をもって開始されるのでべにさけの

構at最初から準程することができる。
西月lll;l fで最初に捕藤 されたのは、 解 で最初に演種が見られてから約1ケ月を程た 6 月 2 6 日

であつた。以後.断概的に'流獲があり、 8月中句にピークを見ている。浦峯期間中の西別川の水
温tt分lj表の通り最高l9.0℃から最低6.0℃の1a留にあつたo

-1 3 2-

第 9 表  ぺにさけそ上期間中の西別llの水温
( A ・ M  l 0 . 0  0 )

月 句 平 均 最 高 ̃ 最 低 情 考

6 月 下 旬

7 月 上 旬

中 旬

下 旬

8 月 上 旬

中 旬

下 句

9 月 上 旬

中 旬

下 旬

1 0 月 上 旬

1 5 . 4

l 3 . 4

1 5. 7

1 6 . 5

1 5 . 3

1 4 . 3

1 4 . 2

1 3 . 6

l 4 . 5

l 0 . 5

8 . 3

l 6 . 5̃ l 4 . 0
l 6. 0̃ 1 2 . 0
l 9 . 5̃ 1 3 . 0

l
l 8. 5~ l 5 . 0
1 5 . 6̃ 1 4 . 0
l 6 . 0̃ 1 3 . 0
1 6 . 0̃ 1 3 . 0
1 ' 「 . 0 ̃ 1 3 . 0

1 5 . 0 ̃ 1 2 . 0

l 2 . 0~ 'l. 5
9 : 5 ̃  6. 0

1 9 6 9 年

これらの西別川そ上ぺにさけは沿岸で演獲されている ものと全く同型のもので、 機識も明康で

あつたo

体色は 8月中句頃までは少少青味がかつた銀色で来だ第二次性徴が現われず、 性比の区別は困

難であった。 これらのそ上親魚は河川内で成熟するか否かについては、 多くの愛間があったので、

初期の一部を調査のために取掲げたt iか、 8月20日までに捕獲されたものは、これより上流の
虹別.i,イl:;場構内にある ll水池へ輪送され成熱まで書養を行ない、 採卵の実現に挑新ることとな

つた。 これらが運ばれた構水他中は、 彼等が2年前に淡水生活を過した池である。 水温は常時

1 0℃である。  8月20日以降は、河川内(二重止)で成熟させ採卵が可能かどうかをテストす

るために一旦捕獲したものを標裁(プラスチック・タグ )を附して再び河川へ戻した。それらの

尾数は91尾に達し、 l 0 月 4 日まで 1浦獲が続いた。

これらのべにさけは少少第二次性数が現われ、的 l1が明1,li:となつた。 8月20日以降の性比は
9 1 尾中さが 6 7 、章は 2 4尾であった。この様に 16が 圧 開1l lに多く見られたのはこの年a解 は
事 li:が3年日に当り、 通常さけに見られる様に、 若令の場合6が多く回帰するのと似た現象であ

るのか、発生時点からなが多く出現したためか、現在のところ明らかでないoこれは明年の4年

?. 又、放流幼魚の性比を調査i- ることで明らかとなろう。
今回、西別川に回帰したぺにさけのうちにからふとますによく見られるネットマークがmら
れたものがあった。 このことは流船操業区域を回通して来たことが想像される。そ上期及沿岸漁

獲期が、当地方にぉけるさくらますとから.i・とますの中間的期間に入つていることなど、今年回

帰した群は近海回遊と考えられる。

西別川でia速した配録は:2l展の通りである。これらの大部分は42年般群であるが、値かに2
尾のみ 4 1 年 解 ( 4 年 魚 ) が 確認 さ れ た。
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第 1 0 表  西別川べにさけ捕獲実技

l 9 6 9 拍 獲 数 書基数

活魚輪送1

l二重l l-内
量 元

調 i

取 整
備 考

月 日 0 字 計

6

7
2 6

3

7

l 0

1 1

1 8

2 1

2 6

2 8

3 0

2

4

5

1 0

l 2

1 4

1 5

l 7

2 0

2 2

2 5

2 6

2 9

1

4

5
6

7

8
9

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

l 6

1 7

20

2 1

2

' 4

l 3

3

1

2

1

8
7

1 l

5

6

3

7

6

1 8

5

1 0

1 0

6

8

5

3

9

2
3

6

5

4
2

3

4
3

4

8

8
2
7

3

2

4

1

2

1

3
3

1

2

l

2

l

1

2

3

2

1

iel毛のため性別不能

ネ ッ ト マーク 1尾あ り

表プナ1尾

水生国ee1i'e;るものあり

8
5

1 0

4

4

3

7

6
1 5

5

1 0

1 0

4

7

llに ト ッ カ リaあるもの1尾8

l

本日以降、河川内2重9に通元したもの

にっいては再捕が確認されず、 その後の
動態は不明

4

3

5
2

5
2

3

1

l
3

2

4

6
4

2

7

2

l

4

2

1

l

4

3

1

3

1

1

2

l

1

2

4

5

3

9

2

3

6

5

4

2

3

4

3

4

8
8
2

7
3

2

4

1
2

1

l 9
l

l 1 0

1

1

l

l 2 2 3 9 8 9 l
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S 4 S 年a群の採lP及ふ化種況
0 )  支易期重

昭和 4 4年 l 0 月 2 5 日から 1 1 月 1日までに採0Il し た 0'めます発WP 8 3 0 ・ 5 0  0 粒 を 1 2

月2 3日移ll、 24日紅別事業場に収容し、座l和45年3月1日から解付けを開始したo

移 ;● e 通
移增卵の,lIl震は第15表のとぉり。

第 1  1 表  昭和4  4年度支?産〇・めます卵のll震

採卵月日 採 卵 数 発限前死卵数 移 第 卵 数 採 卵 場

1 0 ・ 2 5

l 0 ' 2 9

1 0 ・  2 5

1 0 ・  2 9

1 1 ・ 1

2 4. 7 0 0 拉
1 9 8.0 0 0

1 5 6 , 0 0 0

3 1 2 , 0 0 0

1 5 6 , 1 0  0

2 0  0粒

3. 8 0  0
3 , 2 0  0

6 ,0  0 0

3 , 1 0 0

2 4.5 0 0 粒

l 9 4 , 2 0  0

1 5 2. 8 0 0
3 0 6.0 0 0
1 5 3.0 0 0

湖 時

l

ボoピナイ

'

・
合 計 8 4 6. 8 0  0 1 6 , 3 0 0 8 3 0 5 0 0

前湖事業場から虹1il」事業場までの軸'送の経過にっいては第1  6表のとぉり

第 l 2 表  構 送 の 経 過

出 発 劉 着
備 考

場 所 日 時 場 所 日 時

支 笏 湖

千 it

本 場

札 幌

1illl 1lli

構 茶

2 3 . l 1 : 0 0

1 3 : 0 0

2 l : 3 0

2 2 : 2 5

l 1 0 : 0 61 2 : 3 0

千歳支場

本 場

札 l島 観

al1l 路

藤 業

虹 別

官用車、 卵温 'l. 2̃ 7.3℃

官用車

タ ク シ ー、卵温4 . 4 t

用 ( 夜 行 書 通 )

″ ( ' )
官用章

1 4 : 3 0

24. 9 : 3 1

l l : 2 0

l 3 : 0 0

i:l:月lll事業場到f時の卵温3.8℃、 ふ化用水温9.1 t
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ふ 化 経 過

卵子収容から飼育を開始するまでのふ化成aについては、 第1 7表のとぉ り o

第 1  3 表  昭和4  4年支笏施ひめますのふ化成積

採 卵 発 限 i ・ 出 収容卵数 死卵数 ふ 出 数 % 備 考

4 4

1 0 ・ '25

//

l 0 ・ 2 9

//

1 1 '  lt
4 5

1 '  4

'
1 ・  8

//

1 ' 1 2

粒

2 4 , 5 0 0

1 5 2 , 8 0 0

l 9 4 ,2 0  0

3 0 6 , 0 0 0

153 ,0  0 0

粒

t 2,1i0 0
l
/

} :::
尾

l 7 5 , 1 0 0

4 9 5 , l 0 0

l 5 1 , 6 0 0

98.8

98.9

9 9 . l

第1ふ化室収容

合 計 8 3 0.5 0 0 8,70 0 8 2 1 , 8 0  0 9 9.0

C2l) ァ ラ ス カ 産

日本雄解資源保護協会から害費aされたアラスカ産ぺにさli'卵は9月 6日、 千歳空港で受領したo
この卵の履歴は次のとぉり。

t

第 1 4 表  昭和44年アラスカ産ぺにさけ卵の履歴

採 卵 月 日 卵 数 備 考

4 4 ・  7 ・ 2 5

8 ・  18 ・  3

計

:3 5,0  0 0 粒

7 2 , 0  0 0

4 8.0 0 0

1 0  0 8 °  F ( 積 算 温 度 )

8 2 9  ( ' )
6 5 2  ( ″ )

1 5 5 , 0  0 0

発送から千歳空港までの経路は次の とお り o

発送元 A l a s k a  D e p a r t m e n t  o f  F i s h  Game

経 路 A n c h o r a g e  l n t e r n a t i o n a l  A i r  P o r t  N o r t h  We s t O r i C n t

A i  r l i  n e ( N W L )  羽 田 国 際 空 港 ( l 6 : 1 0 着 )
羽田空港から虹別事業場までの構送配は次のとぉりo

第 1 5 表  輪 送 の 経 過

出 発 到 着
備 考

場 所 日 時 場 所 日 時

羽田空港

江 別

釧 路

6日 1 9 : 5 5

2 2 : 5 2

l 0 : 0 3

千 歳 空 港

江 別

釧 路

標 茶

虹別事業場

2 1 : 1 0

2 2 : 1 5

7 日 9 : 4 1

1 1 : 2 5

1 2 : 0 0

日本航空5 2 5便

乗用車(空港̃江別)

鉄 道

鉄 道

官用車使用(標茶̃虹別)
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千W港におけ・る卵子状況

空港には予定より 3 5分通れ2 1時 1 0分到着した。各輪送箱毎の点検結果、異状がなかつたo

最上段に入れた1ll(は充分残つていた。 1段目の卵温は9℃、最下段は14℃で5℃の差がぁっ

た o

破換した卵盆l枚にっいては別に取替えて卵を入れ替えた。 また、 各箱の氷は補充したo

ll 送 終 通

鉄道は札:島ftから續込む計画をたてたが、 空港到着時刻の遅れから、 江別駅に変更したe、

列車内で処置した事項は次のとぉり。

① 卵の状況検査

② 卵温の測定

③ 氷の補充

④ 底にた,iつた融水の処理

◆ei送中の卵温、 室内温度との測定結果は次のとぉり。

第 l 6 表 i i i 送 中 の 測 温 結 果

月 日 時 刻 外気温度 車内温度 卵 温

備 - 考

9 ・  7

℃

l
℃

2 5 . 5

2 8 . 0

℃

1 段 日
l 2 . 0

次のとぉ つ

スチームは種く僅か。

卵子異常なし。

上段、下段に温度差があるので、順
,i:変更

0 1 : 0 0

0 2 : 0 0

0 6 : 1 5

0 6 : 3 0

採 9P 月 日 1 段 目 3 段 目 5 段 日

7. 2 5

8 . 1

8. 8

1 3 . 0  ℃

1 3. 0

l 1 . 0

l 7 . 0  ℃

1 7 . 0

1 4 . 0

l 8 . 0  ℃

1 8. 0

1 6 . 0

月日時刻 外気温度 車内温度 卵 温 備 考

℃

l 6 . 0

℃

2 3 . 0

,e

0 8 : 0 0

1 2 : 0 0

各箱の氷補充

虹別事業場到着

-1 3 7-



卵子の収容は1 2時45分に完了し、 ア ト キ ンス ふイI:a42枚に収容したが、 収容前の卵温は
次のとぉり。

第 1 7 表  収 容 時 の 卵 温

1 段 目 2 段 目 3 段 目

1 3 ℃

4 段 日 5 段 日

1 4 ℃ 1 3 ℃ 1 3 ℃ 1 8 ℃

収容後の卵数実測結果は次のとぉり。

採 卵 月  日 輪 送 卵 数 死 卵 数 収 容 卵 数

7 ・  2 5

8 ・  l8 ・  8

3 9 , 0  0 0

7 7 , 0  0 0

5 3 , 0 0 0

2 0 0

2 0 0

1 0 0

3 8 , 8 0  0

7 6. 8 0 0
5 2.9 0  0

合 計 1 6 9 , 0 0  0 5 0 0 1 6 8 , 5 0 0

ふ 化 経 過
t

卵子収容から飼育開始までのふ化成演概要は次のとぉり。

移 殖 卵

死 卵

収 容 卵

タli 卵

ふ 出 尾

へ い 死

浮 上

飼 育 経 過

数 l 6 9 , 0  0 0粒

数 5 0 0 粒

数 1 6 8.5 0 0 粒
数 1 4 , 0  0 0粒

数 1 5 4 , 5 0 0 尾

数 2 , 0 0 0 尾

数 1 5 2 , 5 0 0 尾

4 4 ・ 9 ・ 1 7 ̃ 1  0 ・ 1 2

4 4 '  1 0 '  1 8 ̃

銅育は1 1月  1日から解付けを開始した, 全数を第1ふ化室の2間相 1 0本を使用し、 水量は

1 カ ラ ン 当 り 2 7 .e/1消nと し た。給解開始1通間は解付用.,lt;; 1 ク ラ ンプルを水で溶いて少量づつ
1日3回投与したが、授解状況は非常によく、その後1日4̃5回技解し、徐々に治解量をl増加

した e  1 2月中句、ふ化構を1 4本、  3月には28本に增加した。

飼育成積は第19表のとぉり。

1 3 8-
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第 1 9 表  昭和44年アラスカ産ぺにさけ観青成演

青 期 間 假 青 量 浮上魚体
結解量 解 料

水 温 ( ℃ ・ )
P H

日̃日 目演 尾 数 重量 体 長 体重 低 ̃ 高 平均

ki'
2 8.8

3 2.7

71.4

99 .7

l 1 3 2

cn
2.6

2.98

3.7

3.7

4.56

,
0.16

0.22

0.49

l 0 7

0.93

k f'

5

1 8

3 7

4 0

9 0

名 1
C

//

・
Z. 2
C

a. 3
C

1 ̃ 3 0

1 ̃ 3 1

1 ̃ 3 1

1 ̃ 2 8

1 ̃ 3 l

3 0

3 1

3 1

2 8

3 l

1 5 2.5 0 0
l 4 8 , 9 0 0

1 4 5.8 0 0

1 4 2 , 5 0 0

1 4 2.4 0 0

9.0̃9.3

g.0̃9.1

8.7̃9.0

8.7̃8.8

8.9̃9.2

g.1

9.0

8.8

8. 7

9. 0

'「. 2

//

・
'

//

D 0

( p p m )

水量

.e / 分
飼育面積

発 死

尾 歡

現 在 数 放流魚体 1尾当

増重量
增重比

尾 数 重量 体長 体重

1 0

'

//

//

//

2 7

//

//

l

・

2 K精

1 0 本

l 4 本

//

ll

2 8 本

k・
3 2. 7

71.4

99 .7

1 3 2

2 9 2

cn
3.0

3.7

3.7

4.5 6

3.83

p
0.1212
1i
0.49

0. 7

.0.93

2.0 5

,
0. 0 7

0.27

0 2 1

0.23

1.12

3.6 0  0
3 1 0 0

3 ,300

1 0 0

1 3 0

l 4 8 , 9 0 0

1 4 5,8 0 0

1 4 2 , 5 0 0

1 4 2 4 0 0

1 4 2,2 7 0

1 .47

2.2 2

1 . 4 0

1.3 2

2. 2 0

〇 西  別 川 産

前述§v- 2に報告した通り、 西別川へは 2 2  3尾がそ上を確認され、 この うち 9 8尾を虹別
ふ化場の湧水池へ連ばれた。 これらは成熟するまで書養されたo  これらは9月上旬頃より少々黒
ずんで、銀色は限し、尾柄部より赤味を帝び、日数を增す毎に頭部へと進行し、 1 0 月 1 0 日

頃には、 頭部と各船を残して赤色に染り、 沿岸及河川内で捕獲した時の魚体とは全く変つてしま

つた。 又、 16の成熱体型はからふとますのそれと種めて類似していたo _
第二次性徴が明日tl lとなつてから、 選別池へ移収し、 更に成熱が進行した i 'は雌雄別の統に
収容して採卵適期を待つた。
最初の採卵は10月20日に行なったが、 1尾のみで他は未だ完熱の状態ではなかつたo その
後3日を経て1 0月2 4日に7尾の採卵を実施し、最終採卵は1 1月1日となった o か く し て
2 6 , 9 0  0粒の採卵を得たが、tれは戦後初のぺにさけの採卵となり、我国さけ・ます增殖史上

にf姓然と残る記録となった o
採卵実積は下表の通りであるo
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第 2 0 表  4 4年度西別産べにさけ採卵成線

使 用 親 魚
採 卵 月  日 採 卵 数

gl

な 計

2

1 2

1 0

6

1 9 6 9  l 0 ' 2 0

1 0 ' 2 4

l 0 ・ 2 7

1 1 ' 1

1

7

6

4

1

5

4

2

9 0 0  粒

1 2. 4 0 0
8 , 3 0 0

5 , 4  0 0

計 1 8 1 2 3 0 2 7 , 0  0 0

亦、書基以来 2ク:月以」:造要したわけであるが、tの間の境死及姓雄別は下表書養成1iiの通りで
あ り 、  性比のアンパランスのため書養数の割には採卵成積が振わなかつた、

第 2 l 表  44年度べにさけ書書成積

i 養 数 発 死 数 使 用 親 魚
備 考

9 0 計 1il な 数 字 6 計

2 2 7 6 9 8 4 2 6 1 8 1 2 3 0

今回の採卵によれば、 字 1尾当りの平均採卵数は1,50  0粒となつたが、 発死魚の魚体測定の結
果は以下であった。 'i

第 2 2 表  卵 数 調 査 表

調査月日 l FL BL HL BW GWen ,m ca k ,;', ・ 孕 卵 数 備 考

学卵数内訳大1546、小5 i 5
来熱

7 ・ 2 1

1 0 ' 1 4

40.4 3 7. 7  8.0 0.75 20. 5

44.0 41.5 10.5 1.00 38.5

2.0 6 1

2,202

上表のうち7月  2 1日に測定したものは来熱で卵果重量は催かに20・にしか通しておらず卵粒
も大小があり、大粒のものが1 , 5 4 6粒、小粒のものが515粒を算えた。 これらの 1llち小粒のも
のは成熟進_行と共に胎内へ吸収消失してしまうものと考えられ、 4 0cn程度の魚体ではl. 5 0  0 粒
が平均採卵数になるであろうと試算されていた。
今回回帰したべにさけから以上の通り27,0  0 0粒の卵を得たが、 これらのふイ1ヒ成積は下表の通
り で 2 5 , 5 0  0尾のふ出稚魚を生産した。 これはひ・めますを改良して創り出した、いわば純国産の
べにさ1i'稚魚の最初のものであり、 国産第l年級群として昭和47年の春に放流されるべく、 目下
飼育中である。

第 2 3 表  国 産 べ に さ l lナのふ化成演

採 卵 発 限 ふ 出 収容卵数 死卵数 」 , 出 数 % 備 考

4 4

1 0 ・ 2 0

i 0 ・ 2 4

1 0 ・ 2 7

1 l '  1

4 5

1.5 ̃1.15
l . 9  ̃1.19

l . l 2̃ 1.22

1.16̃l . 2 6

粒

9 0 0

1 2 , 4 0 0

8,30 0

5.4 0  0

粒

5 0

7 0 0

' 5 0 0

2 5 0

尾

8 5 0

1 1 , 7 5 0

7,80 0

5 , l 5 0

1 1 ' 2 8

1 2 ・  1

l 2 ・  4

l 2 ・  9

94.4

9 4 .4

94.0

95.4

第 lふ化室に収容

合 計 2 7 , 0 0 0 l , 5 0  0 25 ,500 94.4

- l 4 0-

s 1 2  ますのすけ増殖事業

l 種 lPの移殖経過

ますのすけ租卵は前年度に引続き日本iElla9資源保置協会が米国ワシントン州(ワシントン州立
大学)から購入して水産庁北海道さけ・ ますふ化場および北海道庁へ寄日iiされたもので、 昭和

42年から4カ年の計画で進められている。

本年度は l 0  0万粒を当場に寄購する予定であったが、次のとおり 3回に亘り 4 4 8 , 0  0 0粒

の受入れであった o

第 1 回 1 1 月 2 0 日  日本奪il準 5 0 1 便  千歳着 8 : 3 5  5 ケ ー ス

第 2 回 1 1 月 2 2 日  ″ 5 0 5 便  ″ 1 0 : 3 5  5 ″

第 3 回 1 1 月 2 6 日  ' 5 0 3、更 ' 9 : 3 5  4 ″
第1回目および第2回目は1 1月 2 2日に、第3回目は1 1月 2 8日に営業車により天塩支場

中川事業場までiii送して収容した。 空港到着時の卵子の状況は第1表のとぉりc

第 1 表  到ii時 の 卵 子 の 状 況

事 項 第 1 回 第 2 回 第 3 回 備 考

受領時間 1 1 / 2 0  8 : 5 0 1 l / 2 2  l 0 : 5 5 1 1 / 2 6  9 : 3 5 第 1 回目の分は輪送の関係

上次回分と積合せのため千

歳支i場li第二ふ化室に収容。

第3回目の分は千歳支場第

二ふ化室に仮収容。

箱 数 5 ケ ー  ス 5 ケ ー ス

卵 数 約 2 5万粒 約 2  5万粒

卵 温 6 . 0℃ 上 4 .0℃
下 6 . 0 ℃

上 4.0℃
下 7. 0 ℃

卵子はl延めて良好であるが、 卵数

は不i前かっ淡責色のものが相当数
混入。

1l l l lの状況

外部はダンボールの上を ビ ニ ー ル

1表でa 、、 外傷はないが内部発泡
製容器に底抜けその他破損があつ

たが卵に支障なし

箱の状態

氷 8 0 f 程度残

1 1 月 2 2 日および 1  l 月  2 8日に夫 i輪送して、  天l会i支場中川事業場に収容するまでの経過

にっいては第2表のとぉり。

ふ化室に仮収容後、第1回目の分は連般箱(5万粒) 4個、第3回目の分は連搬箱(7万粒)

4個にa語め直して輪送したo
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第 2 表  ま す のす け卵の輪送経過

事 、:,1 ・ 項 ・
、 . .  第 1 .  2 回  .

第 3 回

輪 送 車 一. 営 業 車 ( マ イ ク ロ パ ス ) 営業車 (プルーパー  ド )

荷 讀 み 座席に各1個宛

千 歳 発 l 1 :  1 5 1 0 : 3 5  江 別

途 中 経 , 過 ,, , 室温13.0̃1 8.0℃
ス チ ー ム、窓の開

閉で調節

1 1 : 3 0 旭 川  氷約1 / 2

1 1 : 0  0 1ll差i見沢 室 温 1 6. 0 ℃卵温 4 .8 ℃
1 2 : 5 0  深 川 室 温1 5 .7℃卵温5. l ℃
1 4 : 0 0  旭 川 1基. 温15 . 5℃卵温5. 1 ℃

l 5 : 4 5  名 寄 室 温 l 6 . 3℃卵温5 . 5℃
1 6 : 2 5  美 深 室 温 1 6.2℃卵温5.7 ℃

到 着 1 8 : 3 0 中川 1 8 : 3 5  中 川 卵温6.0℃

2 種 卵 の 収 容
中川事業場に到着後の卵子収容経過は第3表のとぉりo

第 3 表  ま す の す け 卵 の 収 容経追

項 目 第 1  直l 第 2 回 第 3 回

収 容 時 間 1 8 :  4 0̃ 1 9 :  3 0 1 8 :  3 5 ̃ 1 9 :  0 0

6 . 0℃卵 温 5. 0℃
上段 5 . 4℃
下段  8 . 2℃

氷 残約%

残約%.

ふ 化 水 温 6 . 7 ℃ 「 . 5 ℃

卵 径 7 4 ̃ '1. 6m3 7 . 6̃ 8. 3nn

移 殖 卵 数 l 4 9 , 0  0 0 粒 l 5 8 , 0  0 0 粒 1 4 1. 0 0  0 粒
死 卵 数 4. 3 0  0 粒 4 , 6 0  0 粒 4.9 8 0 粒

% 2. 9 % 2 . 9 % 3. 5 %

卵 数 計 算 法 卵数計算器を使用して重量計算法にょつて算出 ( 容

積法でも使少差)

総 重 量 1 6 3 . 3 kP ( 2 0 9 粒= 6 5 . 1 i' )
卵箱重量  6 7. 7 k・ ( 測 定 8 回 )
正味卵重量 9 5. 6 k'

重量計算法

総 体 68.6k,P

卵箱重量 2 3. 5 k P

1 0 3 粒= 3 3・
1 0 3 x告

3 ふ 化 経 過

1 l 月 2 2 日 お よび 1 1 月 2 8 日 の 2 回に亘 り ,  4 4 8 , 0  0 0粒の発眼 ・9ll子の移殖を受け、中

川事業場ふ化室(ふ化用水は動力iili水 )に収容した oふ出は 1 2月 l 7日から同月 2 7日で終了

し、第二基l魚池(屋根型日a付)に収容した。浮上は2月15日までに、 4 2 9 . 1 2 0尾が浮上
を終了した。

これらのふ化経過は第4表のとぉり。

-1 4 2

第 4表  ま す の す け 卵 の ふ 化 成 演

移 殖 ふ 出 浮 上 移殖卵数 死 卵 数 収容卵数 浮 上 数

1 1 / 2 2 、
l 1 / 2 8

1 2 / 1 7 ̃
1 2 / 2 7
̃2 / 1 5

粒
4 4 8 , 0 0 0

粒
1 3 , 8 8 0

粒
4 3 4 , l 2 0 4 2 9 , 1 21gl

4 . 飼 育

飼青は浮上後2月1 6日から6月2 6日までの1 3 1日間実施した。 ( 3月中に1通間、血便
症状があって給解を中止した)放流前の平均魚体は体長6 . 3 1 (ltn:、体重2. 5 3 i'・の幼魚40 7.7 0 0
尾を生産した。

給餌方法は、最初 2̃ 3日の1i耳付け時は粉末西料を水で練つて置解の方法を行い、 その後前半
は置国、後半は粒布方法により1 . 2 ト ン を給解した。
飼育期間中の水温は4.0̃12. 1 ℃ ( 平 均 5 . 1 ℃ ) 、  P H 7. 3 、 D 0 9 2. 1 % 、水量 3 0  0 1e
/11un.飼育面積70. 3,lfであった。これらの飼青成積は第5表のとぉり。
第 5表  ま す の す け 飼 育 成 續

飼 育 期 間 飼 育 量 浮上魚体
給 解 量 調 料

水 温 ( ℃ )

期 間 日数 尾 数 重量 体 長 体重 低 ̃ 高 平 均
P i i

2 .16̃3.2 4

3.25̃4 .8

4.9 ̃ 5 . 1 2

5 .13̃6 .26

計

k・
1 5 6

2 2 8

2 3 9

5 4 8

cn
3.6 5

4.0

4.2

5.6

,r
0.3 7

0.55

0. li 8

1 .34

k f
1 3 0

1 8 0

4 6 0

4 3 0

3 7

1 5

3 4

4 5

4 2 1.1 0 0
4 1 5 , 4 0 0

4 1 3 , 3 0 0

4 1 0.2 0 0

粉

名: l
//

//

3.9̃ 4.5

4 . 5 ̃  5.0

4.2̃ 5.0

4.5̃12.1

4 .2

4.7

4.8

7.2

'i 3

・
//

l

1 3 1 1,20  0 3 . 9̃12. 1 5.1 7.3

D 0

( 【) o m )

水 量

.2' / 分
1liii死尾数

放 流 数 放流魚体 1尾当

増重量
增重比・飼育面積

昆 数 重 量 体 長 体 重m'

7 0. 3

'

・
・

尾
5 ,700

2,10 0

3,10 0

2.5 0  0

k・ cn
4 .0

4.2

5.6

6.3

,
0.55

0.58

1.34

2.5 3

,
0.18

0 .03・

0. 7 6

1.1 9

3 0 0

・
//

・

1.5

1.05

2.31

1 .89

1 3 , 4 0  0 2 .16

?育期間中適宜魚体測定を行なつた。 その成1aは第6表のとぉり。
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第 6表  魚 体 測 定 表

測 定 年 月  日
体 長 ( F . L ・  )cn 体 重 「

範 囲 平 均 範 囲 平 均

4 4 ・ 2 '  l 6

3 ・  2 4

4 '  8

5 ・  1 2

6 ・ 2 6

3 . 3 6̃ 3 . 9 8

3 . 4  ̃ 4 . 5

3 . 3 7̃ 4 . 6 6

4 . 2 8̃ 7 . l 8

5 . 1 3̃ 'i. 3 1

3・ 6 5

3・ 9 9

4 ・ 2 l

5・ 5 9

l 6 ・ 3 1

0 . 2 1̃ 0 . 5 2

0 . 4  ̃ 0 . 7 5

0. 4 ̃ 0 . 8 1

0 . 5  ̃ 3 . 3 5

0 . 6 2̃ 3 . 4 0

0 ・ 3 7

0・ 5 5

0 ・ 5 8

1 ・ 3 4

2 ・ 5 3

5 放 流

ますのすけ稚魚の放流は6月27日午後1時パ .ンケナィ川より放流したが、このうち約3 7 f

に 当 る 1 5 1.0 0 0尾に放流後の回遊ならびに回帰確認のため脂びれ、左通びれ切除の標識を付
けた。

第1回目から天塩川に放流した結果のとりまとめtt第7表のとぉり o

第 7 表  ま す のすけ放流成故

,li6. 放流年月日 放 流 尾 数
平 均 魚 体 標 識

F. L. B・W. 尾 数 部 位

1 4 3 .'1. 1 5

2 4 4 . 6 . 1言j

3 4 5 . 6 . 2 7

4 1 0 , 7 2 9

6 7 5 , 0 9 8

4 0 7. 7 0 0

6 . 9

6 . 5 4

6 . 3 1

4 . 9

2 . 8 7

2 . 5 3

l 5 8 , 0  0 0

1 5 5 , 0 0 0

1 5 l. 4 0  0

脂 び れ
右腹びれ

右腹びれ
脂びれ

ll言びれ
左 El び れ

合 計 1 4 9 3.5 2 7 4 6 4 , 4 0 0

一1 4 4-

S 1 3  交配種増殖事業

1 捕獲採卵成積概要

本年度の交配種の捕獲歡はll月lul lで43尾(前年度幌内川、ll別川、i着滑川、常昌川の4カ所で
8 8 尾 ) 1 0 千粒を採卵した。

第 1 表  昭和4 4年度交配親魚捕獲採卵成i量表

水系 採卵場
所 轉

事業場

捕 獲 数 使用親魚数
採

卵

数

增

減

9P
数

仮
収
容
卵
数

使9

用裁

率魚

平
;1i3
採
卵
数

字 0 計 字 0 計
実施期間

携別

尾

12

尾

31

尾

43

尾

5

尾

6

尾

11

千粒

10

千粒 千粒

10

%

41.7

粒

2000湯 別 携 別 1 0 . 1 1 ̃ 1 1 2 1)

10 .11 1̃ 1 . 2 、)本年度 1 2 31 43

88

5

37

6

5

11

42

10 10

60

41.7 2,000
合計
前年度 57 31 a,) 64.9 1,620 7. 2 9̃10.2 :)

2 ふ化成積観要

本年度は前年度同様に新らたな交配種(F l )をつくらず、河川そ上の1代無i重F 1 間の交配に

よる2代雑禮10千粒を生産し、発限後一「歳支場に移殖した。

第 2表  昭和4 4年度交配種ふ化成能

水 系 事 業 場 収容卵数 死 卵 数

千粒

6

発限卵数 備 考

a 別
千粒

1 0

1 0

千粒

4翻 別 l 2  月1 0日千歳支場へ移殖

合 計
本 年 度

前 年 度

6 4

2 16 0 3 9

輪送による死卵は皆無であったが、 千蔵支場に収容後、 1 2 月 1  4日からふ出を開始した。 しか

し、 このふ出時に卵からの脱出不完全でへい死するもの、奇形魚でへい死するものが多かった。 1
月! 6日から3月3 1日までの間に卵および稚魚でへい死した載は2. 6 8 7 粒 ( 尾 ) で あった。ま
た、維種2代の本年度の受精率は約36%であった。

なぉ生残稚魚1 , 3 2 3尾にっいては、現在海水および淡水中の成長度合いを比較検討するために
fi清中である。

-1 4 5-



S 1 4  河口通過稚魚観測事業

l 実 施 方 針

本事業は昭和3 7年度から継税して実施しており 、本年度は前年度の方針同様に備易様厳に

よ る ト ラップ解の調査、'確魚の降河生態を考Mし た 翻 lt体制の整備、観側業務、報告様式を

統一して観側精度を高める一方、本事業の改善を目的とした降下株の生態および流下足 1ltl量

の調査と出水状況、 河川水温の日周変化を中心にした河川性状調査を本事業に併行して実施す

るo

実施河川は前年度と同じく当幌川、ヌツプク川、遊楽部川の3力川とする。

2 実 施 概 要

(1)量測対象稚 1aの放流状況

第 1表  観測河川の稚魚放流状況

支場名 河 川 名 放 流 場 所 放 流 期 間

月 日

4 . 1 1 ̃ 5. 3 1

4 . 2 0 ̃ ' l. ・2

に 2 6̃ 5 . 3 l
3 . 2 0 ̃ 5 . 2 0

放 流 尾 数 摘 要

根 室

十 勝

渡 島

尾

'T, 9 3 6 , 0 0 0

7, 9 8 3 , 0 0 0

5.9 9 5.0 0 0
1 , 9 5 5.0 0 0

当 幌 川

ヌツプク川

遊 楽 部 川

計根1lll厚業'場

十勝事業場

八基 ・lヨ;業場
さ け

からふとます

- l 4 6-

国 前河川の気〇状況(旬別)

第2表  当 幌 川

x 4 月 5 月 6 月 7 ' 月
上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

気 温 ℃

水 温 ℃

水 深 on

川 巾 n

流速m /分

流量w/分

6.9

4.3

130.0

1 '7.0

l =
139.0

1・r.o

14.9

1 2.4

136.0

1 'i.0

133

12.6

134.0

1 '7.0 lii

l - 1

8.9

5.4

144.0

1'7.0

162

11.1

136.0

1'7.0

l ::
139.0

1 7.0

第 3 表  ヌツプク川

x 4 月 5 月 6 月 7 月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

気 温 '0

水 温 ℃

水 深 cn

川 n] m
流速一m/ 分

流量m,°/ 分

5.1

5.7

13.2

14.2

35.9

70.0

1 l 5

6.7

18.8

14.2

52.3

1,ll0.0

16.7

1.7

15.7

1 42

42.9

98.4

18.4

10.3

13.0

1 4 2

35.6

64.7

l
20.9

10.9

9 . 7

1 4 2

2「.4

38.3

21.1

103

7.6

1 4 2

24.3

2 63

l 20.6

11.7

6 4

l 1 4 2

18.9

17. 3

21.5

12.8

5.9

14.2

16.1

13.6

l 1

19.2

11.9

5.5

14.2

14.0

l1.2

22.2

13.3

5.5

14.2

14.0

11.1

第 4表  遊 楽 部 川Su 3 月 4 月 5 月 6 月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

気 温 ℃

水 温  'C

水 深 ca

川 巾 m

流速 a:/ 秒

流・加◆/ 分

4 2

7.0

56.5

84

0.'「28

1,9l「4

6.3

'l.2

78.7

118

0.996

3.333

10.8

9.2

84.0

12D

1.170

4,077

l 11.7
l 9.8
69.6

12D

1.072

3,084

13.7

11.8

67. 5

110

0.907

2.806

1 7. 2

14.7

54.8

100

0.7●y7

1,752

20.'1

16.5

39.C

ao

0.482

920

l8.7

17.4

34;2

52

0.309

502

- l 4 7-



第 5 表  河ロ i南il国稚魚観測状況

支場名
河 川 名

ll1 流下距離)
トラップ設置場所

ト ラップ基数、 規模およ

び 設 置 方 法

基 数 2基

規 模 口径 l . 6 X 0 . 8m

紹日 6 X 6 n

4 X 4  n

基 数 3 基

規 模 ロ径 0 . 5 X l . 0 m

細目 4 x 4 n

方 法 固定式 ( ト ラップ末端

から水路をもうけ 1組生

資に連結

根 室
当 幌 川

( 4 0 . 0 h )

4.10̃6.30

( 4. 1 1̃6 2 7 )

当 開 獲 場

計根月1牌業場より

40Km

十 勝
1ス ツ プ ク 川

( 1 7 . 6 K n )

4.  1 ̃ 7.1 5

( 4 . 2 0~7 . l 5 )

l 勝事業場より下

流9lfmの男細橋下

;

渡 島
遊 楽 部 川

( 2 0 . 0 b )

基 故 4 基  普通3基

增水1基

規 模 口径 I X 0 . 5n
0. 5 X 0 . 5 nl

長さ  8 m

8 m

細目 6 x 6 n
4 X 4n ,

方法 国 定 式

4. 1̃6.19

( 4 .  1̃6 . 1 9 )

通楽部捕控場

八室11l事業場より18

K:a河ロまで2l l,n

支場名 河 川 名

当 幌 川

観測方法 推定総通過数

1 , 818 , 000尾

放 流 数 推定、鴻i爲率 %

根 室 隔 日 ( 2 日 )
2 4時間観測

'7,936 ,0  0 0 尾 2 4 . 8

十 勝 . ヌ ツ プ ク 川
連 日
2 4時間観測

5.012 , 5 0  0 尾 'll,983,0 0 0 尾 6 2 . 7

渡 島 遊 楽 部 川 隔 日 ( 1 日 )
1 5時間観測

3 , 578 , 500尾
1 ,163 ,100尾

5,995,0 0 0尾
1,955,0 0 0 尾

5 9 . 7
5 9 . 5

-1 4 8-

第 1 図  放流量と通過量
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〇 結集および考表1 .

本年度も前年度と同様に各河川毎にトラップ効率(実採捕尾数/'ii識放流尾数/河川断面積/
トラッフ新面積)調査のための・簡易標識放流(尾びれなどのカツト)を期間中3回実施して観測

精度の向上をはかつた。

この結果、当幌川では前期0.33 、中期0 . 7 9 、後期0. 7 2 と 前 年 度 ( 0 . 2 8、 0 . 9 6 、 0・4 8 )

に比較して表定した結果が得られた。また、 .スツプク川では 0 . 5 8 1、 0 . 7 3、 1 ・ l 5 、遊楽部

川では 0 . 1 2 、 0 . 0 4 、 0 . 0 4が得られ前年度とほぼ願の結果が得られた。これらの構、観

測各河川における観測方法は安定し 、ほぼ確立されたものと考えられる。

本年度は各場とも後期採卵卵子の収容、 ふ化用水温の低下、a指の強化などから放流時期の通
れの傾向となつたが、各河川とも通過率が向上したことは飼育事業の効果、放流適期の検討など

今後の放流事業体制整備の示唆が得られた。

o 当 幌 川

当幌)1は4 1年度から本1ll,業を実施したが、初?國t計根別事開下流 1 8 Knの地点で観測
したため、河口までの間l . 2 2 h )の減耗が間題となり、 2年度以降は現在Mに移設した。

・2F:年度は計根別事業ll場に収容したさけ1 4 , 3 5 2千粒について2月 2 0日から 5月 2 3日まで

の9 3日間に5 , 0  0 O Kgの飼科を与え、平均体長 5 . 3 c n 、平解重 1 . 3 6 g の稚魚を 4月 l日

から 5月 3 l 日までの間に 7. 936千尾の稚魚放流に対して観測を行ない24.8%の通過率を
示した。この結果.は前年度( l 8 . 4 % )を上理る成ialであった。
本河川の観測日的は面育強化ならびに放流時期を ヨ電査することによつて、 通過率の変化状況

を調ぺ河川内の減耗を防止する方法を確立することにあり、下記のとぉり期育強化、および放

流時期を4月下旬̃ 5月上旬に設定することが効果的であると判断される。

年 度 降河距離

Kn

放 流 期 間 ( 主 群 ) 放流稚魚体重( g ) 通;過率 通過盛期

3月下句

4月下旬

5月下句

5月中句

範 囲 平 均 f

S 4 1

S 4 2

S 4 3

S 4 4 f
2 . 1 0 ̃ 3 . 1 7

2 . 2 0 ̃ 4 . 1 0

3 . 1 0 ~ 5 . 1 6

4. 1 ̃5 . 2 1

3月上旬

//

3月下旬

4月中旬

0. 3  ̃ 0 . 5

0 . 4 0 ̃ 0 . 4 5

0 . 3 3 ̃ 2 . 0  0

0, 6 5 ̃ 2 . 3 3

0 . 3 9

0 . 4 2

0.0 8

1 . 3 4

5 0 . 5

4.8

1 8 . 4

2 4 . 8

-1 5 0-

o :又 ツ プ ク 川 -

本1l ll:t41年度から実施したが稚魚放流尾数の算定困難(施設の老本5のため)通遇率算定が

不確定なため、 42年産は休止し、43年度から再開したが、河川増水のため稚魚を流失した

ため、本年度はこれの対策を講じて実施した。本年慶i11.十勝事業場に収容した13. 6 6 2 千 粒
にっいて 4月 l日から 6月 2日までの 6 3日間に 3 , 4 9 0 Kltの角料を与え、平均体長4.70 cn

平均体重0 . 7 3 gの椎魚を4月2 0日から6月3日までの間に7 , 9 8 3千尾の稚M流に対し

て観測を行ない62 . 7多の通過率を示した。 4 1 、 42年度の通過率との差異にっい 一Cは放流

時期、放流尾数の算前法、審魚駆除効果の影響と考えられる。

放流時期については年々選くなってぉり、これに伴い河川内浦留期間が短施されてぉり、本

年度の結果を対比すれば放流時期を逸してぉり、 5月上旬̃ 5月下旬が放流時期と判断される。

年 度 放 流 期 間 ( 主 群 ) 放流稚魚体;重( g ) 通言率 ・流i局盛期

範 国 平 均

S 4 1

S 4 3

S 4 4

5 ̃  83 . l  4 . 2

4 . 7 ̃ 6 . 5

4 . 2 0 ̃ 6 . 2

4月中旬

5月中旬

6月上旬 °::二::
5 2. 7

5 9 . 6

6 2 . 7

5月上旬

5月下旬

6月上句

0 . 9 3

0 . 7 3

o 遊 楽 部 川

本川では開37年度から本事業が計画実施され、  当初は河川内にぉける稚魚の減耗機構、

減耗率、 ;稚魚通過観測方法の確立、通過率と回帰率との関係などを解明する日的で開始され、

すでに前2項は解明されたが、 本年度はこれらに加えて質火湾海域のさけ ' ます資源增大の一
環とし.て:fiiift率と回帰率との関係を解明するために実施した。

本n要事能 に さ け 7 , 6 l 7 千 粒、からふとます2. 4 0 3千粒を ' ' '容し 、 2 月 1 0 日 か
ら 5月 3 1 日までの1 1 1 日間に 2 , 9 2 0 Kfの 1明料を与え、 さけの平均体長4.5cn、平均体重

0 . 7 g 、からふとますの平均体長48cn、平均体重0 . 5 2 gを?、し、放流数さけ5,9 9 5 千尾、

( 3 月 2 6 日̃ 5 月 3 1 日 )、からふとます 1 , 9 5 5:f一尾 ( 3 月 2 0 日 ̃ 5 月 2 0 日 ) に 対 し

て観測の結果、その通過率はさけ5'9. 7 % 、からふとます5 9 . 5 %であった。

本年度は特に飼育強化と放流時期の運れなどが前年と異つた。 回帰率との関係にっいては次

年度以降の回帰状況を分析しなければならない。

-1 5 1-



(:i0 結果および考察 

本年度も前年度と同様に各河川毎にトラップ効率(実採捕尾数/標就放流尾数/河川断面積/

トラップ断面積)調査のための簡易標識放流(尾びれなどのカット)を期間中3回実施して観測

病青度の向上をはかつた。

この結果、当切1lでは前期0 . 3 3 、中期 0 . 7 9 、後期 0 . 7 2 と前年度 ( 0 . 2 8 、 0 . 9 6 、 0・4 8 )

に比較して'変'定した結果が得られた。また、 ヌツプク川では 0・ 5 8 1 、 0・ 7 3 、 1・ l 5 、遊楽部

川では 0 . 1 2 、 0 . 0 4 、 0. 04が得られ前年度とほぼ同様の結果が得られた。これらの結果、観

測各河川における観測方法は安定し 、ほぼ確立されたものと考えられる。

本年度は各場とも後期採卵卵子の収容、 ふ化用水温の低下、飼育の強化などから放流時期の遅

れの傾向となつたが、 各河川とも通過率が向上したことは飼育統の効果、 放流通期の検討など

今後の放流事業体制整備の示唆が得られた。

o 当 幌 川

当幌Jlは41年度から本事業を実施したが、初年度.は計根別事能下流18Kmの地点で観測

したため、河口までの間(22Km )の減耗が問題となり、2年度以降は現在地'llliに移設した。

本年度は計根別事業場に収容したさけ l 4 , 3 5 2千粒について2月2 0日から5月2 3日まで

の9 3日間に 5 , 0  0 O Kfの飼料を与え;、平均体長5. 3 cm:、平均体重1・ 3 6 g の稚魚を 4月 1日

から5月3 l日までの間に7 , 9 3 6千尾の稚魚放流に対して観測を行ない24・ 8 %の通過率を

示した。この結果は前年度 ( 1 8 . 4 % ) を上理る成1alであった。
本河川の観測日的は飼育強化ならびに放流時期を調査することによつて、 :11iii1lll率の変化状況

を調ぺ河川内の減;1l1を防止する方法を確立することにあり、下記のとぉり飼育強化、および放

流時期を4月下旬̃ 5月上旬に設定することが効果的であると判断される。

年 度 降河距離

Kn

放 流 期 間 ( 主 群 ) 1il流稚魚体重 ( g ) 通過率

%

通過盛期

範 囲 平 均

S 4 1

S 4 2

S 4 3

S 4 4 ;i
2. 1 0 ̃ 3 . 1 7

2 . 2 0̃ 4. 1 0

3 . 1 0 ̃ 5 . 1 6

4. l ̃ 5 . 2 l

3月上旬

・
3月下旬

4月中旬

0 . 3  ̃ 0 . 5

0 . 4 0 ̃ 0 . 4 5

0 . 3 3 ̃ 2 . 0  0

0 . 6 5 ̃ 2. 3 3

0 . 3 9

0 . 4 2

0. 1:8

1 . 3 4

5 0 . 5

4.8

1 8 . 4

2 4 . 8

3月下旬

4月下旬

5月下旬

5月中旬

- l 5 0-

o ヌ ツ プ ク 川

本Jl it4l年度から実施したが稚魚放流尾数の算定困難(施設の老本5のた め )1聯fi率算定が

不確定なため、 42年度は休止し、43年度から再開したが、河川増水のため稚魚を流失した

た め、本年度はこれの対策を講じて実施した。本年國t十勝事業場に収容した13 , 6 6 2千粒

にっいて 4月 1日から 6月 2日までの 6 3日間に 3 , 4 9 0  Kllの飼科を与え、平均体長4.70cn

平均体重0 . 7 3 gの権魚を4月2 0日から6月3日までの間に 7,983千尾の稚魚放流に対し

て観測を行ない6 2 . 71111の通過率を示した。 4 l 、 42年度の通過率との差異にっいては放流

時期、放流尾数の算定方法、 審魚19除効果の影響と考えられる。

放流時期については年々通くなってぉり、これに伴い河川内滞留期間が短羅されており、 本

年度の結果を対比すれば放流時期を逸しており、 5月上旬̃5月下旬が放流時期と判断される。

年 度 放 流 期 間 ( 主 群 ) 放流illl:i要l,.体:選:( g ) 通過率
%

5 2 . 7

5 9 . 6

6 2 . 7

識過盛期

範 国 平 均

S 4 1

S 4 3

S 4 4

3. 1 5 ̃ 4 . 2 8

4 . 7̃ 6 . 5

4 . 2 0 ̃ 6 . 2

4月中旬

5月中旬

6月上旬

5月上旬

5月下旬

6月上句

0 . 3 3 ̃ 1 . 3 8

0 . 3 6 ̃ 1 . 5 0

0 . 9 3

0.7 3

o 遊 楽 部 川

本川では昭和37年度から本事業が計画実施され、 当初は河川内にぉける稚魚の減耗機構、

減耗率、 稚魚通過観測方法の確立、 通過率と回帰率との関係などを解明する目的で開始され、

すでに前2項は解明されたが、本年度はこれらに加えて噴火湾海域のさけ ' ます資源增大の一

環として福温率と回帰率との関係を解明するために実施した。

本年度八雲事業場にさけ7 , 6 l 7千粒、からふとます2.4 0 3 千粒を ' --'容・し 、 2 月 1 0 日 か
ら 5 月 3 1 日 ま での 1 1 1 日間に 2 , 9 2 o Kllの解料を与え、さけの平均体長4.5en、平均体重

0 . 7 g 、 からふとますの平均体長48cn、平均体重0 . 5 2 gを?、し、放流数さけ5,995千尾、

( 3 月 2 6 日̃ 5 月 3 1 日 ) 、 か らふ と ます 1 , 9 5 5 千一尾 ( 3 月 2 0 日̃ 5 月 2 0 日 ) に対 し

て観測の結果、その通過率はさけ59.7 f 、 からふとます 5 9 . 5 % であった。

本年度は特に飼育強化と放流時期の遅れなどが前年と異つた。 回帰率との関係にっいては次

年度以降の回用・状況を分析しなければならない。
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,§ 1 5  降河稚魚保護事業

1 実 施 方 針

本年度の降下稚魚保獲事業は次の事項にっいて重点的に行ない、 放流稚魚の安全降河とその生

き殘り量の增大に努める。

Ct ) 稚魚の1ilii:決iilf流

放流稚魚のかんがいi般l;入防止ならびにその他の降害回選のため、 これらの問題のある河川

にっいては稚魚を適当な地点まで輸送放流して降河稚魚の減耗を防ぐ。 また;我極的には適地、

適正量放流を目的とする分散放流についても実施し、降海稚魚量の増大llc努める。

0) 書・島、著魚の防駆除、河川清掃、水路整備、河川パトロール

イ 、 害.島、害魚の防感除 
通去の実施結果から判断して害魚による放流稚魚の食害はアメマス、 イ ヮナ 、ニジマス、

ウグイの生息する河川に集中しているので、 '二れら河川について重点的に実施する。 実施の

範囲は放流水路、支1l1とする。 ,

害鳥にっいては放流稚魚が密集する個所に細を張るとか、威かく物を設置して、その飛来、

侵入を防ぐ。また、地元の猟友会の協力により駆除も行なう。

ロ 、河 川 清 掃

特に水草などの繁茂の激しい放流水路を有する個所にっいて重点的に行なう。

ハ、水 路 整 備

株の放流水路の不整備なもののうち、 土俵などの簡単な工作によって解決出来るもの

にっいて行ない、稚魚の降下を容易にする。

ニ 河川パトロール

確魚放流直前の河川性状を把提して、 i商nFな放流を行ない稚魚の;ii降河を計る。
C3) 弘  報

主要河川に降河統保護を目的としたP R,用の立着校を立て、沿岸住民などへのp Bをする。

また前年度同様のチラシを作成して、 沿川住民、 図係開、国体などえ配付してそのp  R,を行

な う。

- l 5 2-

2 実 施 結 果

l1l )  稚魚のli量故流

't1'if度、さけ稚魚にっいては21事業場から3 5水系の適地点へ33 , 3 3 2千尾を輪i1ll放流
して、 取水ロへの迷入防止、 降海障書回選に算めた他、 稚魚を良好な河川に分散放流してその

生残り率の向上に努めた。また、 さくらます稚魚については5事業場から6水系に、からふと

ます稚魚は2事業場から5水系に、交配種稚魚は1事開から1水系に夫々輪送放流を実施し

た。その実施概要は第4表のとぉりである。

e) 害魚の駆除
本年度は8事業場、 8水系において . 確魚放流に先立ち、その降下水路中で、ウライ、曳細、

刺紹などを使用して害魚の駆除を行な 11l と と もに、それらに捕食されているさけ・ます稚魚の

食害調査を行なった。 これらの結果については第5表のとぉりである。

(3) 害.etの防駆除
本年度は古刺網を使用して害.島の飛来を防止し、猟友会員に委託して威購による防除、 さ ら
には散弾銃を使用して積極的な駆除を行ない、 大きな効果を挙げた。 その実施概興t第6表の

とぉりである。

a ) 河 川 清 掃
本年度は3支場、 4事業場 (タワラマツプ川、 湧 .別ll l1、幌内川、頓別川)で、河川の浦掃を

行ない、 稚魚の降下陣書物の除去を行なった。

C5) 河川パ ト ロール

前年度から実施したもので、 1 7水系にっいて、 河川環境ならびに稚魚の降下状況の観察を

行なl1; とともに、突発的な障審排除を行なった。その実施概要は第7表のとぉりである。

e) 弘  報 活 動
各地域の,f i離に合つた保護対策を推准するための弘報として全場的にP B用立看板、 ポ ス タ

ーを掲示し、チラシを作成し関係機関、 団体、 ならびに沿川住民に配布してその微底l,l:努めた。

1 5 3



第 l 表  さけ稚魚輸送放流 f i 課

支 場 事 業 場
輪送放流場所

放 流 期 間
輪送放流尾数 輪

水 系 放 流 点 輪送尾数 へい死 放流尾数 車 別

北 見 斜 里

細 走

オクシぺ

藻 琴

網 走 湖

薄 沸 湖

能 取 湖

佐昌間湖

常 昌

佐呂間湖

i者 滑

協 和 橋

稲 宮

自 羽 川
湖 畔

平 和 橋

館 取 川

ライトコロ
サロマぺツ

端野大橋

芭 露 川

ウ ッ ツ川
( 8 献 )

//

( 1 3 解 )

5. 6̃ 5. 7

4 . 2 1 ̃ 4 . 2 2

3. 2 'li ̃4. 2 7

4 . 2 l ̃ 4 . 2 2

4 . 2 3̃ ・11. 2 5

4 . 2 8 ̃ 4 . 3 0

5. 1

5 . 2 0 ̃ 5 . 2 2
l,

2. 2 0 ̃ 4 . 2 4

5 . 1 6̃ 5 . 1 7

5. 4 ̃ 5. 7

1 l

千 尾 f 尾

4 4 0

5 5 0

1
1 0 , 3 0 3

2,070

3,650

2,1 9 9 1

1
2 0 0 l
2 , 0 0 0 1 2

l
3 , 6 9 3 l

l
l

1 ,051 l
l

1.4 3 0 1
l

2 7.5 8 6 j 2

千尾

4 4 0

5 5 0

l 0 , 3 0 3

2,070

3 , 650

2 1 9 9

2 0 0

1,998

3 , 6 93

1,051

1,430

2' l, 5 8 4

官 l t

// //

// //

// //

営 3 . 5 t

官 1 t
営 3 . 5 t

官 1 t
// //

官 l t

官 2 t

// //

// //

″ 4 t

北 見

湧 月l.'

活 滑

興 部

計

根 室 伊 茶 仁

計 根 別

虹 別

浜 中

( 忠 類 )

根 室

計

l
種 別1上流211n

l

- l

標 津 : 5  線

1春 別

床 丹 l
l別当賀橋

別 当 賀 l 上流1Km1 河口上流
穂 香 1 b

素 別 河 l口素流
別 当 賀 厚  床1 河口上流
忠 類 3Kln

標 津 ・ タワラマツ
lプ合点下

1

1
6. 1 1 , 0 001  1

l

6 . l 0 ̃ 6. l l  l 6.30  1 00 2
l

5 . 1 9 ̃ 5 . 2 0  l , 6 0 0 1

l '
5. 2 1̃ 5. 2 3  2,300 l

1

4. 6 ̃ 5 . 1 6  2 , 5 0 0 ,  2 0

l l
5 . 1 6  l 5 0 0 1 l 0

1 ,
5 . 1 7̃ 5 . 1 8  l 2,0001 7

l i

4 . 1 1 ̃ 4 . 2 0  1 8 0 5 l 5

l l5 . 2 9  , 1 , 8 4 2

1
5 . 2 0̃ 6 . 1 6  5 8 6 1 1

1. 2 9 f 3 3  6 4

9 9 9

1 6 , 2 8 0

1,600

2,3 0 0

2,480

4 9 0

1 , 9 9 3

8 0 0

1,842

5 8 5

2 9 3 6 9

l民、大l官、大、小
民、フルミ合
民、小

a・ ″

l 小民、 ーア:ルミ合
//

/ / l f

l民、大
ll民、小
l ″ ・
官、小
民、フ:'レミ合
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送 方 法 1 回 当  り の 輪 送 状 況 放流時の

河川状況

℃

義t送目的
タ ン ク 輪送距離 酸素消費 水量 ・水温 . 輪送尾数

Km

26.0

24.0

8.0
9.0

2 3 5

1 8.7

5 2.0
6 2.6

13.0

2 5 0

8 .0

5.0

32.0

千尾

4 5 ・

6 5

2 7 5

2 8 6

2 5 0
3 1 0

2 0 0
2 8 0

2 5 0
3 0 0

2 .0 0

2 0 0

2 5 0

2 5 0

2 5 0
2 0 0

1 5 0  X 9 0  X 8 0
1 9 0 X 1 0  0 X 1 0 0

1 5 0 X 9 0 X 8 0

1 5 0 X 9 0  X 8 0

1 5 0 X 9 0 X 8 0
2 0 0 X 1 4 0 X 1 0 0

l 5 0 X 9 0  X 8 0
2 0 0 X 1 4 0 X 1 0  0

1 5 0 X 9 0 X 8 0
1 9 0 X 1 0 0 X 1 0 0

1 9 0 X 1 0 0 X 1 0 0

2 0 0 X 1 4 0 > < 1 0 0

1 8 0 X 9 0 X 8 0

l 8 0  X 9 0  X 8 0

1 8 0 X 9 0 X 8 0
1 4 0 X 9 0 X 8 0

酸素、氷

// //

0- 7 t  2̃ 5 '01.3 t

0 . 7 t

0 . 7 t

0. 7 t
1 . 7 t

0. 7 t
1 . 7 t

0 . 7 5  t
1.0 t

1.0 t

1 . 5  t 1 . 5 'C

0 . 9 t

0 . 9 t

0. 9 t
0 . 7 t

8 2̃7.5 分散放流

還元放流

混護防止

分散放流

/ /

資源造成

障害回選

資源造成

// //

// //

// //

// //

// //

・ //

4 3 ・ ,

2.8

10.0̃4.2

65

1 5 . 3 ̃ 1 2 0

0.9

7.0̃8.0 / /

還元放流// //

6.0 'C

4.0 ̃ 8 .0 'C

5.0 ̃9. 0 'C

2. 5̃ 9. 0 'C

4.0 ̃ 1 0 . 0 'C

5 . 0 ̃ 6 . 0℃

4.0 ̃ 5.0 'C

6.0℃

9.0 ̃ 1 0・0 C

4.0 ̃6.0℃

5 0 0

5 0 0

4 0 0

4 0 0

3 0 0

2 5 0

1,0 0 0

4 0 0

4 5 0

3 0 0

8 0

15.0

l 3 0

1 3 .0

l 0 . 0

11.0

9.0

1 0 0

l l . 5

9.0

分lllil l放流

//

//

//

//

//

l

還元放流

迷入防止

解 回 選
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支.場 事 業 場
輪送放流場所

放流期間
輪送放流尾数 輸

水 系 放 流 点 輪送尾数

千尾

l 4 , 5 l 8

3 9 l

4 2 8

l 5.3 3 7

へい死 放 願 数 車 別

.十勝 i1:l 路

太 国

太 国

計

釧 路

新 川

深散布沼
無 名 川

千尾

2 8

1

3

3 2

千尾

1 4 , 4 9 0

3 9 0

4 2 5

1 5.3 0 5

下金当別

河口上流
1 h

河ロ上流
3 h

3.2 tĩ 5 . 1 0

6.2

.6.3

民、2 . t: t

民、大

民、大

天塩 l項 別

天 塩

//

計

旗 払

天 塩

//

新 浅 茅
野 橋

事業場傍

//

4 . 2 8

5 . 2 8̃ 6 . 2

5 . 2 8 ̃ 6. 2

4 6 0

1,120

6 ,306

7 886

4 6 0

1,1 2 0

6,306

7,8 8 6

民、2  t
官、 l t

官、 l t

' ・

千 蔵 千 歳 石 狩

沙 流

余 市

勇 払

石 狩

数 生

白 老

数 生

白 老

事 開 下
流4Kn

河口上流
6Km

河口上流
10Kln

ウトナイ湖

:g 江
え ん 提

鉄 橋 下

ウョロ河口
上流2.3

メッ79可口
上流1Kn

捕 獲 場

4 . 2 l ~ 4 . 2 7
t

4 . 7

5 . 1 4 ̃ 5 . 1 5

5 .8

3 . 2 8

3 . 2 ̃ 4 . 2 3

// ̃ //

// ̃ //

// ̃ ll'

2 , 931

l ,0  0 0

2,0 0 0

9 6 2

2 3 3

1,l 7 9

4 0 0

3 0 0

6 0 0

9.6 0 5

2 9 3 1

1,1000

2,0 0 0

9 6 2

2 3 3

l.l 7 9

4 0 0

3 0 0

6 0 0

9 ,605

官、 l t

民 、 3 t

民

官、 l t

官、 l . 5 t音 江

数 生

計

渡島 茂 辺 地

八 9

計

汐 泊

l '

えん提下
0.2Kln

支 流
三 ノ 沢

4 . 1 0

6. 3

3 0 4

2 0 0

5 0 4

3 0 4

2 0 0

5 0 4

33 ,30  0

民、大

・ ・

合 計 3 3 , 3 3 2

-1 5 6-

送 方 法 1 回 当 り の 輪 送 状 況 放流時の

河川状況

輸送日的
タ ン ク 輪送距離

lllnl

11.S

45.0

60.0

酸 素 設 水 量 ・ 水 温 輪送尾数

千尾

2 7 0
4 5 0

3 9 1

4 2 8

'0

50̃6.6

10.6

1 3.0

2 7 0 X 1 5 0 X 8 0

170X140、X80

1 7 0 X 1 4 0 X 8 0

.L. 5 t  6.2̃l .4℃

1.3t 'l.8̃5.4'C

13 t 1 02̃ 4.6'C

9 0 X 8 0 X 5 0
1 4 0 X 9 0 X 8 0
1 5 0 X 1 0  0 X 4 7

1 5 0 X 1 0 0 X 4 7

ボ リバケ ッ  4 5 ,e

2 5 0

3 3

3 3

雪 2 0  K1ll

氷

//

0.55t 0.6̃4.8'0
0 . 的 t l 2̃5.3'C

0.的t5.7̃ M'0

3 5a 4.6̃'1.7℃

2 6 0
2 0 0

1 8 9
2 5 2

1 1 0
2 4 8

4.2

9 3 ̃ 1 9 5

//

還元放流

迷入防止

//

1 t 4.0

68.1

116 .0

2 4a

3.0

82̃8.5'C

4 2-.0'0
4.0̃6.5'C

8.1̃9.0℃

42̃4.5℃

2 0 0

5 0 0

1,0 0 0

5 0 0

1 2 0

5.0̃6 5

4.7

8 9

11.0

5.6

1 0 0 X l 0 0 X 1 0 0

//

'

3.0.0

1 0  0.0

l . 5 t

1.6t

1 5 2

2 0 0
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●:ilt1故流場所
放 流 時 間

● 1

●送月数

lll放流尾数 輪
支場 事 業 a

水 系 放 流 点 へい死 放流属数 車 別

北見 活 清

千尾

7 6 5

3 2 0

1,0 8 5

千尾 千属

7 6 5

3 2 0

1,10 8 5

清 精

興 部

ウッッ川
8 線 沢

2. 8. ̃ 2. 9

2 . 1 2̃ 2 . l 3

営、 2 t

'、 4 t

計

ィ一民室

千 蔵

根 室 別 当 質 捕 旗 場 3 . 1 6̃ 3 . 1 8 9 7 0 6 9 6 4

2 0 0

8 3

1.2 4 7

官、 l t

民、 3 t

民、 ;t. 5 t

千 蔵

書 江

計

古 宇

石 狩

河ロ上流
8 h

書 江
え ん 提

5. 1

3 . 2 8

t

2 0 0

8 3

l , 2 53 6

渡島 尻 別 尻 別 下 資 老

上 目 名

JRガラ沢

国 下

郡 界 沢

三 之 助

5 0 0

4 4 0

4 0 0

3 0 0

l 3 0

5 0

1,820

S 0 0

4 4 0

14 0 0

3 0 0

1 3 0

5 0

1 ,820

官 、 l t

・
・
・
・
・

計

合 計 4,l 5 8 6 4,l 5 2
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送 方 法 l 回 当 り の C送状況 放流時の

・ 河川状況

◆it送目的
タ ン ク ● 解i 最集消;ll .水量 ・水温 ●0送1i数

h

8.0

3 2 0

千尾

2 5 0

2 5 0
2 0 0

, 0

0.7

0・g ,

1 8 0  X 9 0  X 8 0

1 8 0 X 9 0 X 9 0
1 4 0 X 9 0 X 8 0

0.9t

0.9 t
0.7t

有

還元放流

i

ll素、氷

52.4 1.7t 5.6 3̃.2℃
2.0 t 5 2 2̃.9'C

3 2 0
3 3 0 0.7̃1.2'0

168.0

3.0

4.0̃85 '0

. 4.2̃4 . j 0

2 0 0

8 3

l 0 0 0

5.61 0 0 X 1 0 0 X l 0 0

15.0

l 2 . 0

l 0 0

10.0

11.0

'1.0

1.4t

//

'

//

0 .8 t

0.7t
_ l ''- l

2 5 0

2 2 0

2 0 0

1 5 0

1 3 0

5 0
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第 3 表  からふとます稚魚輪送放解采

輪差故流場所 輪送放流尾数 輪

支場

北見

事 ;i i場

;港 精

水 系 放 流 点

放 流 期 間

輪送尾故 へい死 放流尾数 車 別

千尾

l.0 7 5

7 2 0

1 ,795

千尾 千尾

1 ,075

2 ,105

7 2 0

( 3.9 0  0 )

港 滑

清 1管

興 部

ウッッ川
8 線 沢

ウッッ川

2 . l 5̃ 2. 2 2
̃5 . 1 5

2 . 1 2̃ 2 . 1 3

-営、 2.0 t

″ 4.0 t

計

千 1ei 千 i装 幌 別

幌 満

静 内

支 流

河ロよ り
lkm

第2捕獲場
( 河ロよ り
7km)

4 . 1 4

4 . 1 6

4 . 2 2̃ 4 . 2 3

7 0 0

4 0 0

1 , 6 65

2 ,765

7 0 0

4 0 0

1,665

217 6 5

ト ラ ッ ク

官、 ト ラ ッ
ク 2 t

官

合

計

計 4,560 6 ,665

第 4 表  交配種稚魚輪送放流状況

支場 事 業 場

輸i1lililr流場所
放 流 期 間

輪送放流尾数 輪

水 系

サルシイ

放 流 点 輪送尾数

千尾

2 8 0

へい死 放流尾数 車 別

根室 控 自

千尾 千尾

2 8 0

橘' 下

3 . 2 7 民 、 1 t

-1 6 0-

送 方 法 1 回 当 り の 輪 送 状 況 放流時の

河川状況

℃

輪送目的
タ ン ク l i送距離

K!n

8.0

3 2 .0

段素消質 水 量 ・ 水 温 輪送尾数

千尾

2 5 0

2 5 0
2 0 0

1 8 0 X 9 0  X 8 0

1 8 0 X 9 0  X80
1 4 0 X 9 0 X 8 0

酸素、氷

0 . 9 t

0 . 9 t
0 .7 t

発限1l;il 選tl,li

還元放流

1 7 5.0

1 7 9 0

1 1 83

4 . 1 ̃ 8 . 9 'C

3 . 8 ̃ 8 . 6 'C

3 . 6 ̃ 7. 7℃

7 0  0
(タンタa個 )
4 0 0

(タンク3価 )

8 0 0

(タンク4個)

g.0

8.7

8.2

1 0 0 X 1 0 0 X 1 0 0

送 方 法 , 1 回 当 り の 輪 送 方 法 放流時の

河川状況

輪送日的
タ ン ク 輪i細 i 離

1l!n

11.7

酸素消費 水 量 ・ 水 温 輸送尾数

千尾

2 8 0

℃

3.8'0

-1 6 l-



第 5 表  害魚能ならびにさけ  ・ ます稚魚食害結果表

支 場 事業場
採取期問

(実施日数)

採 取 場 所
採 取 漁 具

水 系 区 間

北 見 科 里 3.3~428 エ ト ン ビ 合流点̃事業場 曳 組 ( 1 0n X 2 m,紹日3 cn )

根 室 伊茶仁 4.1̃6.30 伊 茶 仁 河口上流l Klnまで 南1細、タ モ相

当 - 幌 4.1̃5.10 当 幌 河口上流3b

t

的 り

虹 別 4 . 1 ̃ 5 3 1 西 別 事集場から下流2 0 0 ln 上りゥライ

十 勝 幕 別 5.1̃5.12 1日途別 事業場から幕別川合流点 '創条'a6枚、 ド ウ 2 個
刺細l枚、  ド ウ 1 個十 勝 32 6 、 6 .3 0 ヌ ツプ ク 事業場から変l.能

天 塩 德志別 4.1̃5.14 徳 志 別 放 流 水 路 ウ ラ イ  (害魚そ上防止)

渡 島 八 雲 3.10̃3.30 セイョー'y 事業翻から合流点 ウライ、タモ網

-1 6 2

採 取 魚 捕食されていたさけ・ ます稚魚

魚 種 尾 数 体長範囲
備 考

魚 種 尾 数 体長範田;

尾

1 6 3

1 0 2

1

1

F 'L on

4.  0 ̃ 2 9 . 0

1 5 . 0 ̃ 5 7. 0

1 3. 8

尾

3 6 7

1 9 4

2

0

m

t 、 わ な

にじます

あめます

どじよう

い わ な

あめます

おしよろ
こま

6 3

4 0

4 7

い と  う

あめます

い わ な

7

3 6

1 8

0

0

0

にじます

あめます

か じ か

8

5

1 0

:; ぐ い 1 7 7 4 1 2 . 0 ̃ 2 6 . 0 さ . け 」,637 4 .7 ̃ 6.0

1l ぐ い

にじます

か じ か

1,522

1 9

1 7 2

8.0 ̃ 3 8 . 0

1 9 . 0 ̃ 4 7 . 0

4.0 ̃ 1 8 . 0

さ け

1ll く' い

6 0 2

8

3.3 ̃ 5. 4

2. 6̃ 3 . 8

; く' い

どじよ 11l

1 0

7

9

3

5.5 ̃ l 0 . 5

1 4 . 5 ̃ l 5 . 8

どじよ 11l

か じ か

l 1.3̃ 1 5 . 2

9.4 ̃1 0 . 3

からふとます

?

2

3

3 . l

3.2 ̃ 3 . 3

- 1 6 3-
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第 6表  害sの防・a除ならびにさけ'  ます稚魚食書結果表

支 場 事業場 実 施 期 間 実 施 区 域 実 ;施 内 容

北 見 岩尾別 浮通池、 解池、放流水路 書島の飛来防止

科 里 1 2 . 1 ̃i . 3 i 構魚池、'二一 トンビ川 ,

組 走 5 . l 6̃ 6 . l 5 能湖口上流1.  5Klnの間お

ょび能取湖算取川河口左右

5 0  0 nの間

.Mll1捕獲許可を受けて、 地元1集,友会の

協カにより、積極的E除。

北 見 5 . 2 0~ 6 . l 5 常呂川、 ラ イ ト コ ロ川およ
1l

びサロマべツ川

同 上

根 室 1ii 日 5 . l ̃ 6 . l 0 事業場から河ロまでの程自

川

稚魚降下期間中、 河川内ではかもな ど

河口部ではかもめの食書状態の観察を

主体に調査

十 購 3. 2 8̃ 6.7 l日途別川、面1ll、 スツプク

川、十勝川河口部

:特al結6名に委話し、 積極的なE除と
i 購

天 塩 律志別 2. l 0̃ 3. 7 放流水路、本流 tt流水路では飛来防止、本流一et't標ai
による 1at極的i9除

11llil 登 2.2 7̃ 4 . 2 6 1国育池、 放流水路、 パ ン タ

ナイ川

構内では飛来防止、 河川でl湖t範によ

る積4i的1ii除

項 別 3 . 2 2 ̃ 4 . l 0 ウ ソ タン川 狩1第話(  3 名 ) による積 1l動l1lE除

中 j l 2 . 2 3̃ 5 . 2 0 天塩川、 パンケナイ川 解許可による積種的1E除

-1 6 4-

書 a の iii 除

持 報 具
a 除 書 島 補 食 准 魚 備 考

種 類 羽 種 類 尾

古劇細llin 目 せ き せ い

か わ が ら す

古 刺 組 か も -:̃ '1併用し tt
散 算 鏡 llt じ ろ

く ろ が も

す ず が も

よ し が も

か る が も

・ 9

5

2

5

2

同 上 は じ ろ 4 8

散 彈 銃 ま が も

は じ ろ

か る が も

あ ぃ さ

3 4

1 5

8

2

さ け

?

5 1

1P

古 刺 細

般 彈 統

ま が も

あ ぃ さ

1l二. じ ろ

さ け ' ま す 1 0 0

古 刺 細

般 算 鏡

か i・:l, が ら す

か も

t1 算 統 ま が も

あ ぃ さ

6

2

さけ・ます 5 0 0

設 算 鏡 か も

-1 6 5-



第 7 表  河川パトロール結果表

支 場 事 業 場
;、ト:-:期:a パ ト ロ - ル 区 域

水 系 区 域

北 見 斜 里 3 . 2 8~ 6.8
( 5 )

斜 里 事業場から斜里川河ロまで

紹 走 4.1 ̃ 6 . l 0
( 1 5 )

網 走 能湖と河口までの細走川

北 見 4.1 ~ 6 . 1 0
( 1 2 )

常 昌 常昌川およびライトコロ川  -
根 室 虹 別 4 . l 5̃ 5 . 7

( 1 5 )

西 別 事業場から西別( 6  6K1ln )  -

根 室 2 . 4 ̃ 3 . 3 0

( 2 3 )

タ ワ ラ マ ツ プ 事業場から合流点まで

十 勝 太 国 4 . 2 4 ̃ 5 . 3 0
( 2 3 )

尾 幌
t 事業場から河ロまでのホマカイ川と尾幌jl
川

釧 路 6 . 1 ̃ 6 . 3 0

t 1 5 )

釧 路 事業場から河口まで

幕 別 4 . 1 4 ̃ 4 . 2 4
( 1 1 )

旧 途 別 事業場から期lJ川合流点まで

札 内 5、 1 ̃ 5 . 1 3 )

( 1 0 )

十 勝 9開から千代出えん堤までの面川と十
勝川

天 ;l空 徳 志 別 德 志 別 事開から河口までと河口附近の沿岸

-1 6 6-

パ ト ロ - ル 状 況 ぉ よ び 結 果
稚魚降下期間中、 エ トンビ川を主体に稚魚の降下状況および河川水温調査を行なつた。 ェ トンビ川で
は全川 1権魚の遊泳が認められたが、 抽整:l場lfllt近では砂利採取の影響で見られず、 本流斜里川でも砂利採
取による濁水の影響がある。

:惟魚降下期間中、 特に總走湖を主体に降下状況( ヮカサギとの混渡)調査を行なった。

権 魚 降  ト期間甲、 f高昌川水系およびライ  ト コ  ロ川、 常呂沿岸の稚魚降下と水温など調査を行つた。

稚魚降 F期間甲、稚魚の降下状況および水温調査を行なった。物理的な障害 911zは特に認められなかつ
た。 4月中旬までの上流域水温は10 'C、下流域は6 'C。4月下旬には上流域が上昇してl 3 'c前後を
示した。5月に入つて水がやや濁り 、水量も增し、水温は上l一流を通じて8 '0前後を示した。稚魚は4
月下旬まで上流̃中流間に小群を各所で認められたが、 5月 」,,i隆 は 算. られ 1 lf ・かつ ,l- _
稚魚放流前および降下期間中、放流水路保全のため定期的に巡視した。この川は市街の中心部を流れ
ているため廃索物の投楽が多い。期間中投集者に対する注1意(5件 .1) 、子供の確魚すくいに対する指導
( 2件 )を行つた。河川水温は2月上旬で6 'C、中流 1 2℃ 、下流 9 'Cを示し、合流点附近は氷結して
いた o 権魚は 3 月 2 0 日 に前したものが 3月 2 3日には金川 ( 約 2 K' n ) に 百 り 確 認 i ;. i t・,l:-。
稚魚降下期日i中、?産魚の降下状況および1S章書物除去のためパ ト ロ ールを行なった。  5 月6  日尾幌川河
ロ附近に自魚の張待細があり、撤去方を漁競1に違絡した。 4月中は降河 f進-角、は見られず、 5 月 か らパ ト
ロール員を雇い巡税した。 5月9日以降は増水のため流速が早く機iりのため相 l11,.は認められないが、 沿
岸の暖流部に小群遊が見られ、 1 3 日から 2 3日までは全川に亘り類3111に降下をつづけ、25日以降は
ほとんど河ロ附近に見られる様になり、降過は 1lfi書11liに終つた。

稚魚降下の障書調1置:、稚魚階可状況調査を行なつた。弟子屈では稚魚放流期と增水期?i一致したので
順調に降河した。 南弟子、 磯分内附近でも主群の降下が認められ、 標茶町五十石11fj近でも同様であった。
河川状況は修ll年に見られない降雪があったため、增水期の水量も多く、相aはこの期動 (. 5 月 1 1 日 噴
に大量降海したものと思う。

また、事精器付近は例年毒性アルミニウム化合物が含有されていたが、本年度はこれが半減し、稚魚

降下に支障がないと認められたので、前期增水期に、輸送残数9,60  0千尾 (放流全数2 4 , 0  0 0 千
尾)を自然放流したが、障害なく降海した。 さらに描a座場附近では例年より多くの確魚降下が認められ
た。

稚魚の降下状況anj査と障審物の除去を行なつた。 期間中流木、 沈木などのe.t去、 ならびに流路に支障
がある砂丘の除去も行なった。 増水期1t 4月中旬頃にあり、 これに前後して確魚liil良調に降下し、4月
下旬頃の減水とともに河口附近に移動した。 さらに3月中旬9i、東1  5号橋附近では天然進卵権魚の群
遊が見られた。

稚魚の降下状況調査と陣害物の除去を行なった。 5 月 6  日から 8  日までは本流が增水し潟り もある
ため、稚魚は面川に滞留するのが見られた。 ( 水 温は本流 7 0 ̃ 7 . 2 'c、 面川 1 0 . 6 ̃ 1 1 . 0 '0 ) g 日
から演lll(を始め、10日には千代田えん提下で多数の辞遊が認められた。(河水温8.0 C)1 3 日 には
本川增水して水温も低下し(6 .4 'C )上流域に態魚は見られなかつた。

1改liii水路か ら F流お、よび本流ならびに河口附近の沿岸での稚魚の降下、降海状況を観察した。巡l国は
1日 1回行なった,・、本年は例年にない積雪多量のために放流水路の融雪が運れたが、 4月中旬lllljから稚
魚の降下が增大し、下旬には本流および沿岸の浅瀬、 山白漁港など到るところに権魚の群遊が見られた。

-1 6 7-



支 場 事 業 場
パトロール区域

( 回 数 )

パ ト ロ - ル 区 域
水 系 区 域

歌 別 3 . l 4 ̃ 5 . 2 8
( 3 l )

f建it 別 事 簡 か ら 河ロまでとパンケナイ川、 エ
ダコマナイ川

頓 別 4 . l ̃ 4.3 0

( 3 0 )

頓 別 事能から河ロ までと :文ルイ川、 ウソ タ
ン川

中 川 5 . l 0 ̃ 5 . 2 5

( 1 4 )

天 塩 事開から下流のパンケナイ川および天

塩川本流

千 載 千 la1 4 . 2 2 ̃ 5 . 1
( 6 )

千 裁 事業場からi1ll總川合流点までの千蔵川

l

数 生 3. 3 ̃ 4 . 3 0

( 4 )

自 老

敷 生

事 ;業場から河口まで

事 能,から河口までとメップ川、 ウ ョ ロ

川

渡 島 八 要 4, 3̃ 7.3

( 2 9 )

l

l
遊 楽 部 事業場から砂蘭部川合流点までのセイ ョ

ウべツ川、遊楽部川
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パ ト ロ - ル 状 況 ぉ よ び 結 果
稚魚降下状況および気象状況に応じて随時パトロールするとと もに、 水温、 透明度の観測を行なつ
た。本年は3月下旬噴まで幌別川中流部の結氷が続き4月下旬よりパンケナイ川合流点附近に多数の

稚魚の遊泳が見られ、 5月中旬には河口での姿が見られた当初予想された融雪、降雨も少なく種めて

気象条件が良い事から順調に降下したものと思う。
4月  1 日から随時パト  ロールを実施し、 河川環境に応じて税を放流し、 河川内の遊解には追跡
して解料の投与を行つた。 4月下旬には放流水路の裁雪が殆んど融けてヌルイ川合流点附近に降下稚

魚が見受けられ、下旬は本流の水量が少々多かつたが稚魚の降下には支障がなく、 ウソタン川各所に

も稚魚の群泳が見られた。

稚魚の降下状況調査と と もに書魚駆除も行なった。 初期には、 支流パンケナイ川に多数の稚魚が見
られたが、本流では增水のために確認できなかった 。 2 5 日以降は 2 、 3日おきにパトロールを行な
つた。 6月4日放流水路と支流合流点下でうぐいが認められたのでこれを捕獲(約4 0尾 )した。さ

らに1週間後にも約50  0尾を駆除した。 これらのうぐいは稚魚を捕食していた。

稚魚の流下状況調査ならびに陣害物除去を行つた。各所の流木除去を行ない、相、獲場附近で稚魚を

すくっている ,」、学生に注意を与えた。 4月下旬には放流路下部、旧浄水場跡に群泳が見られ、 西越捕
獲場附近では降下稚魚群が認められたが、 祝梅川では認められなかつた。

稚魚の流下状況調査、障害物調査を行なつたが、河川状況が良好で、稚魚の被害は認められなかつ
た o

降河稚魚の動勢を観察し、 その安全降下を図る目的で前年度と同様にパト ロ ール を行なった。 初期

は稚魚群は例年より若干少なかつたが、中期から後期にかけて魚体も大型となり、強健な稚魚が多数

認められた。 また、流木その他稚魚の降下に支障となる障害物を除去して完全な稚魚の降海にっと め

た。放流稚魚は4月上旬、放流地附近に群遊が見られ、 その後順次セイョウべツ橋、大関、立岩橋附
近に拡がり、 10日頃から比較的高温となり、河水も增加した。5月下旬から6月上旬にかけては各

所で稚魚群の流下が見られ、6月中旬では稚魚の群遊も使少となり、 7月3日には放流水路、 セ イ ョ
ウべツ橋附近とも魚影が見られず、 始んど稚魚は降海したものと思われる。
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§ 1 6  稚魚飼育事業

l 本年度稚急:爲青事業の実施方針 _ .
ll、) 目 的
人エふ化事業によつて生産iii-流された稚魚は、 放流後降海するまでに '国科の不足、その他
河川環境の慧化などによつて生育がはまばれ相当数が減耗すると考えられる。 したがって事

業の効果を一fi向上させるためには、 統 に一定期l對結個:して使康な稚魚とし 、 降i可以降の
開 を 少 な く し、 さらには河川内、 沿岸域の生育環境が整つた時期への放流調整を行ない、

回帰効果の向L上をはかる。

国 本年度の展題

この観青事業は8年日を迎えたが、:逐年計画量も増大してぉり、本年度も飼育尾数、銅育

カ所数、增重倍率などの計画日標の違成をはかる。

また、 放流稚魚のうち、 開、無給解の沿岸回1用.lLを比較した場合、 i基1l楽部川の例で給解

したものは1.3倍の効果があることが判明した。 しかし全道的にはこの国帰率は大きな年変

動があり、 この変動要因の一つとして稚、幼魚の生育期における河川内の自然環境、海況の

変化が考えられる。したがって、健全な商の育成強化、河川・沿岸域の環境条件に適した

時期に放流する.いわゆる放流期調整、 ならびに日本解、篠装以西海区にぉける爾青強化

の3点について本年度の課題として実施する。

1 7 0-

2 当 初 角 青 計 国

本年度の增n計面は、 採卵数 6 1 6. 4 0 9 千 拉、放流尾数 ・4 91 ,309千尾を見込み.?、当.初角

育計画は面育放流率57.4 ?に当る 2 8 2 , 3 0  0千尾のll青を計画 L1た。f .その内容は第 :a表の

と ぉ りである。

第 1表  面 青 計 画 表

支 場 ll 育 場 飼 育 尾  数 支 場 規 青 a 対' 育 尾 数
千尾

2,0 0 0

9,0 0 0

4,0 0 0

4,0  0 0

2 1 , 0  0 0

4,0 0 0

4 4 , 0  0 0

千尾

6 , 5 0  0

. 4 , 0 0 0

4 , 0 0 0

・ 2 , 3 0  0

9,0 0 0

2 5 , 8 0  0

岩 尾 別

1科 里

細 走

北 見

務 別

幌 内

計

使 志 別

跌 登

l目 別

中 川

天 塩

計

天 塩

( 5 力 所 )北 見

( 6 カ 所 )

静 内

敷 生

千 蔵

支 あ 湖

計

5 , 0  0 0

2,0 0 0

6. 5 0  0
1,0 0 0

1. 4.5 0  0

構 自

伊 茶 仁

中 標 津

計 根 別

虹 別

計

6,0 0 0

2 2 , 0  0 0

'l.0 0 0
8.0 0 0
5 1 , 0  0 0

9 4 , 0 0  0

千 裁

( 4 カ 所 )

根 室

( 5 カ 所 )

利 別

八 9

厚 沢 部

尻 別

計

2 , 5 0 0

. 8,0 0 0

1 , 5 0  0

4.0 0 0
l 6 , 0  0 0

太 国

illl 路

a 居

幕 別

礼 内

十 勝

計

6,0 0 0

6,0 0 0

9.0 0 0
2 6. 0 0  0
3 0 , 0  0 0

l 1.0 0  0
8 8 , 0 0 0

渡 島
( 4 カ所 )

十 勝

( 6 カ 所 )

合 計 3 0 カ 所 2 8 2 , 3 0  0

-1 7 1-



3 銅 育 事 業 の 経 過 観 要

さけ稚魚角青事業にっいて、 本年度を含む遇去5カ年(昭和40 ̃ 4 4年度にっいてみると 、

平均を上ルたにも拘らず、飼育放流率は低下した。 しかし飼青の実数は年4前してぉり、

その他の魚種を含めて計画の3憶尾を前した。

第 2表  昭和4 0 ̃ 4  4年の5  カ年間にぉける飼青実積(さけ)

:?、、 4 0 年 度 4 1年度 4 2 年度

実 施
9業場
( A )

放流尾数

( B )

飼 育
放流率
( 0 )

A B c A B 0

千尾

1 9 , 3 5 7

8 6 , 9 6 8

f

?2 3

千尾

3 1 , 4 5 9

55 , 4 0 6

%

. 56.8

千尾

3 8 , 3 0 5

8 'i,,t 4 3

4 7, 0 1 2

l 3 2 , 3 3 1

%

4 3 .8
北 見

2

9 ( l )

5

8

4

7 (1l )

根 室
1

1 l ( 3 )

l 9 , 9 9 9

l 9 4 , 4 3 5

l 0 . 3 4

1 5 ( 6 )

4 1l l ,2 l3

1 1 2 , 4 5 3

40.2 5(1)

1 2 ( 5 )

35.5

十 勝
5

1 0 C3)

65 , 771

l 8 5.1 8 5

3 5 5 7

7

5 8 , 1 7 1

6 4 , 4 7 6

90.2 6

9(3)

9 3 , 6 0 3

1 4 1 , 5 4 4

15 , 1 7 8

2 3 , 6 8 9

6 6 . l

天 塩
1

5

5.8 2 0
2 5 , 5 7 4

2 2 3 4

4

l 0 , 4 3 3

1 1 , 2 5 5

92 .7 4

5 ( l )

64 . 1

千 載
1

8(l )

8 ,547

3 4 , l 2 5

25.0 6 C3)

9 l1l )

8 ,588

13 , 5 9 0

6.32 3

8(4)

1 0 , 0 7 7

30 , 650

3 2.9

渡 島
l

8 e )
1,780

22 , l)'、0

'1.7 3

7 ll1;)

3 ,628

l 4 , 8 5 6

2 4 4 7

6(3)

6,986

1 8 , 9 7 2

36.8

計
1 1

5 1 tl l)

1 2 1 , 2 7 4

5 4 9 , 2 7 7

2 2.1 2 9 <1; )

5 0 a3
1 5 「.4 9 2
2 7 2 , 0 3 6

5'l.9 2 4 tl )

4 7 a1l)
2 1 1 , 1 6 1

4 3 4 , 7 2 9

48.6

駐 年度は、 親魚捕藤、採卵の実施年で、翌年の稚魚放流終了(6月頃)までを云う。

( )内数字は民間仮収容場数を示す。

放流尾数棚の上段は1tll育放流尾数、 下段は総放流数。

:観育放流率=角青放流尾数/総放流尾数

-1 7 2-

4 3年度 4 4年度 5ケ年平均(  4 0 ̃ 4 4 )

A B 0 A B 0
実 施

事 業 場
放流尾数

飼 育

放流率

千尾

30 , 6 5 0

3 2 , 0 4 9

%

95.6

千尾

4 4 , 5 5 6

8 9 , 3 l 5

%

49.9

千尾

3 2 , 8 6 5

70 , 2 56

%

4 6.85

7

6

8

6

9 (2)

7 4.2 0 8
78 , 8 7 8

94.1 6 ( l )

7(4)

98 , 852

1 0 'i, 5 2 4

91.9 ・ 5 '7, 0 5 7

1 2 5 , l 2 4

45 .6

7

9(2)

61 , 0 5 8

64,056

9 5 3 6 Cl )

7(5)

79 ,451

1 0 0 , 6 3 0

79.0 71 , 611

1 1 1 , 1 7 8

6 4 4

6 (l )

8(3)

1 3.0 2 8
13 ,543

9 6 2 5 (1;;

50)

22 , 8 2 3

22,B23

100.0

1 3 , 4 5 6

1 9 , 3 7 7

6 9 .a

3

7(3)

1 ,645

8.5 3 7
89.6 3

4 C3)

1 l:, 9 6 4

20,510

7 3 0 9 ,964

21 , 482

4 .64

3

7 C3)

5,039

10 , 375

48.6 3

5 lli)

2 9 ( 5 )

3 6 a0

9,573

2 0 , 7 6 9

4 6 」 5,401

1'l, 5 9 2

30.7

3 0 (1)

4 7 a3
1 9 1.6 2 8
2 0 'i, 4 3 8

92.4 2 7 0 , 2 1 9

3 6 1 , 5 7 1

74.7 190 , 3 5 5

3 6 5 , 0 1 0

5 2 2

-1 7 3 ,
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4 事 業 実 施 結 果

本年度の実施方針に基づき 、技術的には当場の事業実施要領により実施した。実施個所・国科

その他の概要は夫4以下に述べるとぉりである。

(1) 実 施 個 所

さけその他魚種にっいて当初30カ所を予定したが、 1 カ所減の 2 9 カ所とな り、その内訳

は第 3 ̃ 7 表の とぉ りである 。

第 3表  さけ飼育成故

支場

北見

事 業 場
解 科 給 解 銅 育 量 浮上魚体 発死

尾数給解量 種類 期 間 日数 尾 数 重 量 体長 体重

b
7 0 0

月日̃月日

3 . 1 ̃ 5 . 2 0

千尾

2,0 0 0

Ki'

6 0 0

cn

3.40

g

0.30

0.28

千尾

1 2岩 尾 別 乾 8 1

斜 里

網 走

7,510 // 3. 1 ̃ 5 .3 0 9 1 13,0  0 0 3 , 640 3.28

3.35

4 0 0

1 , 4 0 0 // 3. 2 0̃5 . 30 7 2 t ' j, 3 0 9 2 , 229

1 , 200

4 , 445

0.30

0.30

5 6

5 0

5 6

北 見

湧 別

幌 内

7 0 0 , 3 2 0~4.27 3 9 4,0 0 0 3.30

4,10 0 // 3 .10̃5 .2 0 7 2 1 4 , 3 3 6 3.53 0.31

4 8 0 // 3 . l 0 ̃ 5 .2 0

3.  1̃5 3 0

7 2 4 ,487 1 , 436

1 3 , 5 5 0

3.0 0

3.31

0.32 2

計 1 4 , 3 9 0 45 , 13 '2

4 , 0 3 9

0.30 5 7 6

,11l室 羅 自 2,80 0 乾 1.20̃5.30 1 3 1 l , 2 l l 3.l 0 0.3 0 1 l 3

伊 茶 仁 8 ,089 //

//

5. 4̃6.14 4 2

7 8

2'i, 5 0  0 9,505 3.50 0.35 3 1 1

中 標 津 3,0 0 0 2.1 8 ̃ 6. 6 9,0 0 0 2 ,750

4 ,525

3.30

3.5 0

0.30 2 7 0

2 4計 根 別 5 ,000

2 2 3 0 0

, 2 .2 0 ̃ 5 . 2 3 9 3 l 1 , 8 6 0 0.3 7

0.3 2虹 別 // 3. 1~430 6 1 4 5 , 8 1 9 1 4 , 6 6 2 3.30 7 9 5

tl3厚 床 5 3 0

3 0 0

・ 4.20̃ 5 . l 0 4 l 1,790 5 5 5 3.20 0.31

( 穰 香 )

計

// 2.2 5̃430 6 5 4 2 4 1 3 1 3.20 0.31 4

42 , 0 1 9

6,40 0

12:0 ̃ 6 . l 4 1 0 0 , 4 3 2 33 , 339 3.32

3.1 0

0.33 1.5 8 0
十勝 釧 路 乾 3.16̃5.10 5 6 15,0  0 0 5,40 0 0.36 7 5

轉 居 4 ,070 // 3 .11̃5. 2 0 7 l

5 0

10 ,340 3 2 0 5 3.24 0.31 4 0

幕 別 6 , 030 // 3 」 0̃5.10 2 1.9 5 0 8 ,177 3.60 0.37 2 1 7

礼 内 8,80 0 // 2.l l̃5.20 9 8 15,0 0 0 5.7 0 0 3.60 0.38 7 5 0
十 勝 3 ,490 ・ 4. 1̃6 .  2 6 3 10 , 829 4 ,115 3.60 0.37 2 4 6

大 樹 l.6 9 0 , 3. 2̃4 3 0 4 l 4.0 l 4 1.7 5 0 3.86 0.44 l 1 'i
( 広尾 ) 1,510 ・ 3 」 0̃4 2 0 4 1 3,841 1,651 3.80 0 4 3 8 1

計 31 , 9 90 2.11̃6. 2 8 0 9 7 4 2 9 , 9 9 8 3.55 0.37 1 5 2 3

放 流 量 放流魚体 歩

留

增
重
比

成 地 水 温 面 育

面 積尾 数 重 量

時

1 ,391

体長

on

4.50

極

9

0.70

体長

i
1.3

体重

i
2.3

低̃高

'C

3 . 0 ̃ 8.0

平均
PH D0

pp ,rn

水 量

.a/1分
1 , 5 0 0

1 , 8 0 0

3 0 0

一 尾

1.9 8 8
f

99.4

信-

2.3

'C

5.7

が

1 , 8 00'i.2

1 2.60  0 18 , 9 0  0
3 ,496

6.30 1.50 96.9 5.2 1.g

1 2

5.4

1.6

1.3

3.6

7. 4 ̃  8.0

5.7~13.0

'll.9 7.3 9 1 0

7 , 2 53 3.97 0.48

0.38

1.12

0.52

99.2 1.6 8.3 6 0 3

3,950

l 42. 8 0

4,4 8 5

1 , 5 0 2 3.70 98.8 1.3 1.1 5 .0̃  8.0 5.7 6.6 8.4 6 8 0

4 , 5 0 0

5 6 9

1 5.9 9 3 5. 2 6
4 . l 0

99.6 3.6 1.5 4.0̃ 8.8 6.9 6.5 7 -・9 8 2 1

2 3 4 6 99.9 1.6 1.4 1.6 6 .0̃  7.5 6.6 1.0 0 0 3 2 0
4 4 , 5 5 6 43 , 6 28 4.64 0.98 98.7 3.2 1.4 3.3

3.9 2 6
2'l, 1 8 9

5 , 725 5 . 10 l . 5 0

0.73

97.2 4.7

2 . l

1.6 5.0 5.4 l l . 0 8.7 7.9 9.6 1 2 0 0 7 7 1

1 9 , 9 2 7 4.77 98.9 1.4 2.3 5 0 ̃ i 'i.0 l 0 . l 4 ,800 1 ,637

8.7 3 0 5 ,370
1 6 , 2 9 1

4.40

5.30

0.61 9 7.0 1.g 1.3 1.g 2.8̃ l 5 . 0 6fi
~7.2
g.0̃

11.0 l , 6 0 0 7 3 8

11 , 836 1.36 99.8 3.6 1.5 3.6 5.0̃ 9.5 2 2 0 3 3 0

45,024 30 , 61・7

1 , 002

3 l 2

7 9 , 2 4 4

4.30 0.68 98.3 2.1 1.3 2.1 8.9̃ 9.9

5.5̃10.0

9 4 7.2 l0,000

4 0 01.7 2 7 4.0 0 0.58 96.5 1.8 1.3 1.g 7(1 7.1 9:5 1 3 0

4 2 0 4.50 0.74 99.1 2.4 1.4 2.4 7. 4 ̃  9.5 8.5 6 3 9.4 8 0 l 8

98 ,852 4 .62 0.80 98.4 2.4 1.4 2.4

1 4.9 2 5 9,552 4.50 0.64 99.5 1.g 1.5 l .8 6 0̃ 9.0 7. 5 4 0  0 1 , 6 03

10.3 0 0 1 0 , 1 9 7
2 8.0 1 0

5.0 0 0.99 99.6 3.2 1.5 3.2 4 5̃ 9.9 7.7 ?.0 2 lP 0 0 7 8 7

2 ! , 7 3 3 5.30 1.28 9 9 .0 3.4 1.5 3.5 3.5̃ 9.5 '71 7.1 6 ,000 3 , 7 0 0

l 4.2 5 0
、
lO,583

16 , 245

'1i, 7 3 6
2,503

3,0 0 8

5.50 1.35

-iiii '
95.0

-i i i:
2.9 1.5

-i i-

3.5 4 4~12.8 9.3 6B̃'1l.2
5 . 0 ̃

10 .5 3,a4 0
4.70 1.g i:9 l.5̃10.0 6.8 4.4 3 5 1.3 8 6

3,90 0 4.50 0.64 97.2 1.4 1.2 1.5 6:2̃ 「.8 5.1 3 8 9 1 3 5

3,760、一
79 ,45 l、

4.90 0.80 97.9 1.8 1.3 1.8 6 3̃ 8.0 '1.0 3 3 3

7 7.2 5 l 4 .9 l 0.97 98.1 2.6 1.4 2.7
_ l 7 4_ -1 7 5-



支場 事 業 場
解 料 船 ll ll 青 量 i要上焦体 発 死

尾 数結 fl:量 a類 期 日 日数 尾 数 重 量 体長 体重

天塩

的

1,400

月日̃月日

2.20̃5.10

千尾

4,066

1t‘,
l , 0 5 7

a

3.30

g

0.26

千尾

6 6種 志 別 義 80

政 登 1,180 // 2.20̃5.18 85 3,191 9 7 0 3.2 2 0.30 3 8

ll西1 ・別 1,240 , 2. 1̃4.30 89 4 , 903 1 , 5 65 3.10 0.32 1 5

1 2中 川 1 ,260 ・ 2. 6̃6.13 138 1 , 3 9 2 4 2 0 3.75 0.30

天 塩 5 0 3 , 5. 8̃ 6. 3 27 「.6 0 5 21396 3.3 6 0.32 7 3

( 增毛 ) 4 2 0 , 5. 8̃6. 9 33 9 9 0 2 9 7 3.20 0.30 1 0

1 0( 增幌 ) 60 ・ 4.21̃6. 9 50 4 6 0 1 4 3 3.10 0.31

( 時 前 ) 6 0 // 5.11̃ 6. 9 30 4 5 0 1 4 0 3 . l 0 0.31 1 0

2 3 4計 6,123 2. 1̃6.13 23 , 057 6,988 3.27 0.30

千蔵 千 蔵 5 4 6 乾 3. 9̃5.13 66 ,l, 'i.0 7 4 1 , 869 3.21 0.26 1 8 1

4 4静 内 1,550 , 1 6̃5. 4 119 5 , 6 3 6 l , 4 6 5 3.70 0.26

数 生 1,050 ・ 1.20̃4.21 92 2,530 9 5 9 3.40 0.35 5 1

計 3 , 1 4 6 1. 6̃5.13 15,240 4 ,293 3.10 0.28 2 7 6

渡島 八 雲 2.1 9 0 乾 3.21̃5.3 1 72 6,070 2.5 5 3 3.4 0
3.30

0.42 7 5

利 別 1 ,050 , 3. 1̃4.30 61 2,055 6 9 8 0.34

0.31

41

9 沢 部 1.0 5 0 // 2. 1̃ 4.30 89 1,820 5 5 4 3.40 2 5 6

計 4,290 2. 1̃5.31 9,945 3.8 0 5 3.37 0.38 3 7 2
4 , 5 6 1合 計 102 , 4 58「 2. 1̃6.14 2 7 4 , 7 8 0 91 ,973 3.43 0.33

第 4 表  さ く ら ま す 面 青 成 演

支場 事 業 場
ll 料 結 'f l 角 育 量 浮上角体 発 死

尾 数結 解 科 種類 期 間 日数 尾 数 ◆ 量 ・体長 体重

渡島

Kll

2.2 2 0
月日̃月日

2. 1̃5.23

千尾

2.6 6 7
的

8 2 7

cn

3.13

g

0.31

千尾

3 4 7尻 別 t 117

千a 千 蔵 1 7 2 乾 3. 1̃4.30 6 l 5 0 5 1 1 1 3.0 0 0.22 1 5 5

合 計 2.3 9 2 2. l̃5.23 3,172 9 3 8 5 0 2

-1 7 6-

放 流 量 放流無体 法

留

增
●
比

成長度 水 温
P H D 0 水量
ll青

面積尾 数 重 量 体長 体重 体長 体◆ 低̃高 平均

千尾

4,000

Ko'

5.2 0 0
Ct

5.40

g

l.3 0

a
98.4

借

4.9

借

1.6

倍

5.0

'0

5.2̃ 9.0

'0

6.1

P pn
8.0̃
10.0

.a/1; i・
7 0 0

a・
2 3 16.8

3,153 3.5 9 4 5 .46 1.14 98.8 3.7 l.7 3.8 l.4̃ '「.5 5.4 5.8 g.g 7 0 0 l 9 4
4,888 5 , 249 4.30 l . 0 5 99.7 3.4 1.4 3.3 4.6̃ '1.0 5.5 8 0  0 3 2 6

1,380 3 5 0 5 5.72 2.5 4 99.1 8.3 1.5 8.5 3.2̃ 10.0 4.9 '「.3 9.2 1 , 2 0 0 1 0 0

'i, 5 3 2 3 , 2 39 3.67 0.43 99.0 l .4 1.1 1.3 1.2̃ 16.5 5.3 6.6
3.0̃

11.0
6 3 0 6 6 0

1 4 69 8 0 4 4 l 3.56 0.4 5 99.0 1.5 l . l 1.5 l . 5~l 0 . 5 2.8 6,0̃6.2
g.0̃

10.0
2 0  0

4 5 0 2 1 6 3.80 0.48 9 '1. 8 1.5 1.2 1.6 4.0̃ 9.0 ' i.3 20  0 7 9

4 4 0 2 7 3 4.30 0.62 97. 8 2.0 l.4 2.0 4.0̃ 8.0 6.2 2 0 0 5 2

22 ,823 21 ,717 4 .53 0.95 99.0 3.1 1.4 3.2

6,893 2.8 3 1 3.61 0.39 9'l.4 1.5 l・1 1.5 3.0̃ 8.2 6.7 1 3 5 0 5 9 4

5 5 9 2 2 5 3 3 4.10 0.45 99.2 l .7 1.5 l .7 3.0̃ l 4 .9 6 2 0 7 6 6

2 ,479 4,030 5.90 1.50 97. 9 4.2 1.7 4.3 4 0 0 l 7 8

1 4 9 6 4 9 ,394 4.54 0.63 98.2 2.2 1.4 2.3 6.8̃ 9.7 8.8 8.0

5,995 4.1 6 7 4.50 0.70 98.8 1.6 1.3 1.7 3.0̃ 9.0 6.7 「.2 3 0 0 5 6 8

2 , 0 l 4 l.7 9 2 4.60 0.90 98.0 2.6 l.4 2.6 8.2̃ 1 1.3 9.5 4 0  0 2 1 5

l , 5 6 4 2,489 . 5.79 l . 59 85.9 4.5 l.7 5.l l 8 l

9,57・3 8 ,448 4.g 6 0.88 96.3 2.2 1.4 2.3

270.2 1 9 2的,682 4.83 a8 8 9 8.;3 2.lE 1.4 2.7

放 流 量 放流魚体 歩

留

増
重
比

成長度 水 温 面 育

面 積尾 数 重 量 体長 体重 体長 体重 低̃高 平均
・ PH D 0 水量

:f尾
2,320

的

1 5 5 4

a

4.40

g

0.67

多

8't0

倍

1.9

倍

1.4
借

2.2

'C

3.0̃9.4
'C

6.2

PPm.

11.3

.e/分
3 0 0 0

-
4 9 0'1.4

' 2 0 0

(残り 1 1

1 l 6

)千尾はi

3.90

l続き f

0.58

清 )

l.3 2.6 8.0̃8.2 8.l 6.7 3 7 0 3 4

l 2,520 1.6 7 0

-1 7 7-



第 5表  からふとます観青成積

支場 事 業 場
解 科 給 li'i1 簡 育 量 浮上魚体 9t死

尾数治解科 種類 期 間 日数 尾 数 重 量 体長

体重 -

北見

的

4 9 0

月日̃月日

2. 1̃2.28

千尾

3,0 0 0

与

6 3 0

cn

3.39

g

0.21

=f-尾
6 5

1科 里 乾 28

a 別 7 5 0 ・ 2. 1̃2.28 28 3.2 3 2 7 1 1 3 .49 0.22 1 2

計 1,24 0 2. 1̃2.28 6 , 232 1 ,341 3.44 0.22 7 7

根室 根 室 1 2 . 7 0 能 2. 1 ̃ 4 .3 0 89 5 ,050 1.2 6 2 2.7 0 0 .25 4 0

天塩 徳 志 別 1.0 0 0 乾 2.20̃5 . 1 0 80 5,324 1.0 6 5 3.20 0.20 2 4

額1 別 4 4 0 , 2. 1̃4.30 89 2.1 6 9 4 8 6 2.9 0 0.22 4 5

中 川 l 0 0 0 // 3.25̃6.13 101 5 ,496 1 ,430 2.7 7 0 .26 4 6

( 增 幌 ) 2 0 0 ・ 4.11̃6. 9 ll0 1 ,483 2 9 7 2.9 0 0.2 0 3 3

計 2.6 4 0 乾 2. 1 ̃ 6. 1 3 1 4 , 4 7 2 3.2 7 8 2.94 0.23 1 4 8

波直 八 装 7 3 0 乾 2.1 0 ̃ 5 .2 0 l00 1 , 852 5 1 9 3 . 17 0.28 7

合 計 5 ,880

1重.

2. 1 ̃ 6 . 1 i 2 7 , 6 0 6 6.4 0 0 3.06 0 . 23 2 7 2

第 6 表  ますのすけ飼青成tiil

支場 事 業 場
Pl: 料 給 解 面 育 量 浮上魚体 発死

尾数結解量 種額 期 間 日数 尾 数 重 量 体長 体重

天塩

Kfr

1 2 0 0 乾

16

千尾

4 2 1

与

l 5 4

cm

3.66

g

0.37

千尾

1 3中 川 131

放 流 量 放流魚体 歩

留

増
重
比

成ii選, 水 温 n青
面 積

PH D0 水量
尾 数 重 量 体長 体重 体長体重 低̃高 平均

千尾

2.9 3 5
̃
3 ,551

on

5 .68

g

l . 2 1

gi;

97.8

倍

5.6

倍

1.7

信

5.7

℃

'l.4̃8.0

'C

' l.g

ppm .a/1分
1 , 8 00

1●'

8 1 47.3

3.2 2 0 9 6 6 3.67 0.30 99.6 l . 4 1.l l . 4 5.9̃6.0 5.9 6.3 1 , 0 00 1 8 6

6 1 5 5 4 5 1 7 4 .67 0.73 98.7 3.4 1.4 3.3

4 , 990 2 9 9 9 4.20 0.60 9 8.8 2.4 1.6 2.4 2.9̃ 8.7 5.3 6.9 10.2 4 2 0 4 3 2

5 3 0 0 4 0 0 3 5 .20 0.97 99.5 3.8 l .6 4.9 1.8̃ 90
3.6
̃ 6.1 7.0
n o、
11.0
5 0 0 3 6 0

2 ,124 1 , 9 2 0 4 .90 0.90 g 'll.g 3.9 l .7 4.1

4.8

4.6̃7.0

3.7̃10 . 0

5.5

5.6

6.4

' l. 3

g.0̃

10.7
8 0 0

1 , 200

1 6 3

3 0 05 ,450 6 7 5 9 5.0 0 1.24 99.2 4.7 1.8 9.2

1,4 1ll 0 5 8 0 3.60 0.40 97.8 1.g 1.2 2.0 4.0̃9.0 'l. 3 2 0 0 7 9

14 ,324 1 3.2 6 2 4.40 0.9 3 9 8.9 4.0 1 .5 4.0
l , 8 4 5 9 5 9 4.7 7 0.52 99.6 1.8 1.5 1.g 6.0̃9.5 7. 8 8.0 1 7 3、27. 3 1 4 21 , 7 37 4.63 ll 0 .79 98.9 3.4 l 1 . 5 3.4
放 流 量 放流魚体 歩

留 要
成長度 水 温 飼 育

l 面 1at尾 数 ,重 量 体長 体重 体長 体重 色̃高 平均
PH D 0 水量

千尾

4 0 8

Kf

l 0 3 2

ca

6.3 1

g

2.5 3

%

96.8

倍

6.7

倍

1.7

倍

6.9

'0

4.0̃1 2.1

'0

5.1

ppm .a,1ll)・
6 0 0

が

9 0'i. 3

第 7 表  交 配 種 飼 育 成 1ei

支場 事 業 場
解 科 給 i耳 崎 育 量 浮上魚体 発死

尾数給fi量 種類 期 間 日数 尾 数 重 量 体長 体重

根室

K0'

1 2 0

に 2=6

4 4

千尾

5 4 6

K0'

1 6 9

cn g

0.31

千尾

8 3
控 自 乾

ー178-

放 流 量 放流魚体 歩

管 l 差 成長度
水 温

PH D 0 水量
飼育

面 横尾 数 重 量 体長 体重 体長 体重 低̃高 平均

千尾

4 6 3

Kl'

2 8 7

ca

0.o2

%

84.8 ,:一倍 2: ℃5.0̃14.0 l C
l 9.0

ppm M a'

-l 7 9-



〇 餌 料

飼育事業を開始した当初は、 稚魚の生理、 生態面を考慮して生配合解料を使用したが、 稚魚の

生理機構および銀l青事業の合理化の観点から能操配合i国:科に続一して既存の養駕解料を -部改良
して使用した。

本年度はさらに粒形としてA号( 0.1m以下 ) 、 B 号 ( 0 . 5~1.0m ) 、 0 号 ( 1 . ,:)̃ 1 . 5aa )

の3種に区分する一方、限料中のピタ ミ ン含有量の最低基準量を定めて i国料品質の改善により飼
育成續の向上を図つたが、粒形区分による沈降藤序の急速化の低減、添加ビタミンの変性防止な

どの対策が今後検討されなければならない。

第 8 表  昭 和 4  4 年 度 使 用 解 料 成 分

品 質 ・ 形 状 重. 操 配 合 解 料

粒 形 解 付 用 ( A 号 ) 0. 1%以下

前 期 用 ( B 号 ) 0 . 5̃ 1 . 0%

後 期 用 ( 0 号 ) 1. 0̃ 1. 5%

成 分 粗 蛋 自 4 8 . 0 ̃ 5 4 . 0 % 以上

組 脂 肪 4 . 0 ̃ 'i. 0 % ″

粗 ISt 維 0 . 2 ̃  1 . 5 %以下

組 灰 分 1 0 . 0 ̃ l 3 . 0% ,'

水 分 7 0̃ 1 0 . 0 % ″

配 合 原 科 ホワイ  ト、 フ イ ッシ ュ ミール、 肝粉、血粉、 酵母、 脱脂粉乳、 小表粉、

アルフア一機粉、混合ミネラル、混合ピタミン、その他微量添加物

ビ タ  ミ ン 含 量

( 1 kr 中の含有量)

V. A 4 , 4 0  0 I U ナ イ ア ジ ン  4 5 0n9

B1 3 0 り  パ ン  ト テ ン 酸  2 0 0 ″

B2 9 0 ' パラアミン安息香酸 2 0  0 ″

E 1 8 0 ″  コ リ ン 4 , 0 0 0 ″

Bo 3 0 ″  イ ノ シ ト ー ル  6 0  0 ,

B!2 0. 0 5 ″  ピ オ チ ン , 2 5 '

Ks 2 0 ' 業 酸 l 0 ″

D 1.0 0 0 I U
c l ,o oolng,

-1 8 0-

〇 各場別の実施構果

各場別の飼育 :環境ならびに魚種別の実施結果は第4表̃第7表のとぉりであるが、  各支場別の

偏育概要は次のとぉりである。

◎ 北 見 支 場

( さ け )  ・

さけ卵を収容した8事業場のうち6事業場(前年度に幌内を增加)にぉいて、 4 5 , 1 3 2 千 尾

に結解を行なった。 これから、全放流尾数の半数に当る44, 5 5 6 千 尾 ( 4 9. 9 % ) を給国放流し

た o

偏育中のへい死尾数は全飼育尾数に対してl.3 %であり、ほぼ順調に実施された。前年までへ

い死率の高かつた北見、 組走両事業場にぉいては、 へい死の原因となっている水量不足による水

質悪化を防止するため、 無理をせずに、 また給解方法を検討するなど、 換重なf ll1l育管理を行なっ

た結果、 良好な成'aを得た。
:増重比は例年どぉり諸条件の良い斜里、湧別両事業場でそれぞれ5.36 %、 3 . 6 1 %と極めて

高い率を示した。

( か ら ふ と ま す )

斜里、 蕩別両事業場でそれぞれ浮上稚魚の約半数に対して実施した。 給解稚魚放流尾数は量的

には前年度より上理つたが、収容卵数が多かったため、比率にぉいては全放流数の17 2 % と前

年 度 ( 4 9 . 3 % )を大きくl一進lつた。

両事業場ともからふとますの飼育は本年度初めてであるため諸条件の差により飼育椎魚の成長

に大きな差を生じた給個期間は両場とも28日間であるが、增重比は斜里で5 . 7 6 %、蕩別が

1 . 3 6 % と なった。 これはからふとますの場合、西;にelIれにくい。斜里にぉいてはさけ稚魚と混在
在して摂解し、 湧別にぉいてもさけ稚魚と混在したものが良い成長を示した。

0 根 室 支 場

本年度の飼育開は昭和3  7年度伊茶仁事業場で給解政流を開始して以米成大量であつた。 本

年度は7カ所の事業場で10  0 , 4 3 2千尾を l月 2 1日から 6月 1 4日までの期間に夫々飼育さ

れ、こ の間 4 4 , 7 2 0  k「の1l耳料を給i民し 、 これによって約 4 7 ト ンの增重itとなり、增重比は

2・ 4 を示し 、総生産放流量は 9 8 , 8 5 2 千尾 (約 8 1 ト ン ) となつた。

虹別事業1場では全道でも初めての大型完全自動給国機を取り付け、 給解能率化が向上した。

伊茶仁事業場では5月9日から5月12日の間に断続的な降雨によって flll青池の一部がはんらん

し、給限了前に約 1il 0 0万尾を放流した。

厚床事業場では、 浜中、 虹別事業場から輪表故流後に地元漁民の手でii合ill;が行なわれた。

-1 8 1-



〇 十 購 支 場

本年度の観青事業は浮上尾数10 2 , 9 5 1尾のうち7 'l.2 8 3 尾( 7 5 .1t )の稚魚を対照に能
操配合解料3 1 , 9 9 0  k・を2月11日から6月2日まで約4カ月間、太田を除き6事業場で実
施した。

給解期間中1,564千尾のへい死があり、歩留り9 ' 「 . 9 f ( 前年度 9 9 . 0 % ) で 、  7 5 , 6 9 1

千尾を飼青放流し、観青計画に対し8 '1. 8?の達成率であつた。 また体長成長率はl , 4 0 5倍、

体重成長率2.514倍と前年度に比較してほぽ同様な成長を示し、計画目標(增重比2.0 )を上

理つた。

絶iSi開始は前年度同様に稚魚が80~ 9 0 %浮上した頃から水位を高め給国が容易にできるよ

うに努めた。 また、 放流稚魚の健全強化を高めるために養魚池から放流河川の連絡部に仮設の給

誤場所を造り、水深5 0̃ 1 0 O onに保つて給解? を一1i高めた。水量は各場毎に違いがある

が 3 8 9 ̃ 6 0  0 .e /分、水温は1 . 5̃ 12 .8℃の範囲であつた。
◎ 天 塩 支 場

本年度さけは4カ所、さけ+から Jir・とます 3カ所、 さけ +からふとます +ますのすけ ]カ所で
t

給餌飼育を実施した。 本年度は管内全般に亘り例年にない積雪に見舞われ、 このため水温が低下

し (前年度よ り平均 1 c低下 )摂iii状況が悪かつた。

徳志別事業場の給f耳方法は前年度同様、 故布を主体とし、給i国回数を多くしたが、 5il料による

池の汚染があった。稚魚の積雪被害、酸素不足による機能障書によるへい死が多かつた。歌登事

業場では直接故布給預を行ない、水深、底質などの環境を充分管理した結果、 良好な成;aが得ら
れた。頓別事業場では日中は散布給f l :、夕方は給解盆による位解を併用したが、水温が低く(前

年度より 1 ℃  )成構も前年度より者f下姐つた。

中川事業場では養魚池から粗堀池に移して前年度同様に用解、散布を併用したが、成長も同様

で良好な成設ではなかつた。 天塩事業場では収容期の運れと水温の低下によつて成長も識、つた。

ますのすけ稚魚の簡青は中川事業場で2月中旬から開始し、散布と置eEl;を併用したが、 3月上

旬に稚魚の摂西;状態が患くl通間給f lを中止し、 再び給解を行なった。

〇 千 歳 支 場

さけにっいては1数生を除いて千歳、 静内とも前年度とも成ikitが下 1題つたが、 特に千歳について

は河川水の混入による水温の低下、 ひれ腐れ病による摂解不足、解料沈降速度が早いなどの原因

で、成積が低下したものと考えられる。千歳事業場にぉけるさくらますにっいては、水温を考慮

してふ化構に移して飼育したが、 ここにもひれ腐れ病が発生してへい死が多くなったので:ilei'fi量
を 減 じ a ダ イ メ ン ト ..を投与し、へい死,ll;l減少をはかつた。

一 l 8 2-

◎ 渡  島 支 場

渡島支場管内の例青事業はさけ、からふとます、さくらますの3魚種にっいて、4事業場で

l 4. 4 6 4千尾の1it角.に1tal配合解料7 , 1 2 0  k・を2月1日から5月3 1日までの間に? を
行ない歩9り9 5 . 0 f iで、 1 3.7 3 7 千尾をtil青放1流した。

-1 8 3



s' ri' 昭和44年度調査研究結果

本年度の調査研究は現在の患化しつつある集na境の下において

有効な再生産補充をいかに確保するかを日的として、 さ lr1' ・ ます親

魚、稚魚の生理・生態、 資源変動要因の解析、 ;理境障書の実想に関

する研究を進めてきた。

そして研究域を稚魚については河川n、ら沿岸域に、 親魚について

‘tm道から本州へと拡大した。
これらの研究の今這に得ら;rした結果の1n要を取りまとめた。

- l 8 5-
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I 増殖基礎調査

1 さ け  。 ます稚魚の生理生態に関する調査 

(1) さ け  ' ます稚魚に関する調査データーの総括ならびに補是試験

さ け ' ます資源は、 その稚魚期の生き残り度合いに大き<左右されると云われている。従って 、

人工ふ化事業を高度化するためには整魚の生理、 生態を知り 、 それに適応する管理が必要でぁる。 そ

のため、 それぞれの成長段階における種・ の環境条件との関係、 あるぃは餌料との関係などについて、

調査解 年に直つて行なってきている。それらの調査結果は現在,取 り まとめ中であり後日報告する。

国 i 研 究 項 目

I 通n基確a査一一一一一…一………一……… ・

! . さけ ・ ま す構i魚の生理生態に関する調査

(余市川におけるさけ稚魚の生態調査)

(5) 解料組成の改書に関する調置(解科中のピタ ミ ン Cのボーラ a グ ラフ的定量法 )

(6) さけ・ます類異種交配に関する調査 ・ ・

2. さけ・ます親魚の生理、 生館に関する調査 ・ … ・

(3) さけ親魚の書養条件に関する調査(札内書基池環境条件の検討)

(3) 河川の解科条件に関する基礎調査

(4) 放流稚魚の保選に関する調査一

( l )  さti' ・ ま 一i-親魚の産卵生態に関する配
(2) さ、,1l'親魚のェ ネ ルキ'一に関 -f る調査
3. さ r1'、 ます費源動態1:tらびに生物統計調登

( l )  稚魚の演識放流試験

? 新規育成河川に 31i)け る、 さ l1稚魚の生態に関する調査

余市川におけるさけ確魚の生態調査 . ・ ・

石狩沿岸域のさけ資源の回復を目的11「:して、余;rl i川に放流したさ tナ確魚の:生態に関する調ili1は昨年

に引続いて行な'つれその結果は 「記の通りである。
千蔵ふ化場で.ら化、飼育し t:- さけ稚魚50万尾を陸上輪送して、 4 月 3日̃ 6日のl ii1、余市川大江
地区に放流した。

放流稚魚の主群は昨年同様、 4月上旬~下旬の間の ・i9解けの增水時に降海し、 4月中旬以降、 余市

湾の沿岸域に姿を現わし、 忍路、 塩谷万面には4月下旬、5月の中旬に回遊したことが確1程さ れ た。

河川内の;帯留は昨年と著干異なり 、 6月中旬には始んど降海したことが明らか ,て さ れ た。

沿岸域での混獲に関して 、 今年は天1度不順の影響によ る も の か、 こなこ'の接岸は1タl1年に比ぺて遅れ

またその魚獲.量も少なかったため、 稚魚の混獲も:1極めて少なかっ:,
解一の結果と併せ 、 余市川に放流したさけ稚魚は 、. .余市湾一,想、路一塩谷一祝雄の沿岸域を生育場と

し、 6 月甲、下旬までには l Ocm前後に生長して沖合生活に移ることが明らかとなった。

-'8 6-
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248

248

254
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259

必

(S 河川 の簡:料条件に関する基礎調査

降海期にぉける稚魚の生長、 生残りに関係する解科条件について各支場単位で代 重実 11fn河川の流下昆

虫量を調登し た。

その結果、 調査万法にも今後改番の余地がぁるが、河川の性状(底質、濁度)によって流下昆虫量

に差のあることが知られ、 一般に清澄で砂藤質の河川では多<泥質、 湿質の河川では低.めて少ないこ

とが'iかがゎれ た。
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流下昆虫の種の大部分はュス リ 力昆虫で、 fttの種は比較的少ない。 このことは底生生物の生態の

反映と考えられるぺきであろぅ。  調査河川、 調査方法は今後充分検討の必要がぁる。

〇 放流稚魚の保護に関する調査

河川は放流された稚魚が海へ出るために必要な健康を維待する環境でなければならないし 特にそ

の水質銀境が峰下中の稚魚にどのよぅな影響を与えているかを知ることは、增殖の手段ならびに保

護対策を検討する'iえで重要な問題である。

本調査は、 石狩川の環境が稚魚に与える影響について知るため、 生理・  生態的な面について調査

(稚魚の群行動、 摂l轉行動、 血液生理など)を実施しよ 'iとするものであるが、 本年はその予備調査

として石狩川本流における放流期の稚魚の外観についての観察を行なった。

この調査では放流後の稚魚を追跡採取する lF定であったが、 塘水などの危険が生じたため、

江別(石狩川と千オ川の合流点)まで日動車輸送し、その後は漁船 ( 5 ト ン ) を使用して両側にウ'
ギ用魚1aiを2個つなぎ、 その中にさけ稚魚20  0尾づっ入 れ、 江別から石狩川河口まで流れと同じ
速度で流下し、 この間の稚魚の状態を観禁した-。その,表益果は第 l表のとぉ りである 。

観 測 地

江 ilj 大

石 狩 大

札沼線鉄橋

石 狩 河

通解調査結果 4 4 .  5. 2 0  的

出発点から解
出発点か ら の
経 過 時 画

水 温 気 温 P H 透祝度 稚魚の状態

良 好

'
・

へい死 4 8尾

kn

4.3

l 2 8

24.8

時 分

1 : 4 0

3 : 1 0

4 : 2 0

℃

11.7

10.5

10.6

10.7

℃

14.2

14.4

14.0

14.3

cn

4.0

3 S

3 S

4.7

6.5

6.6

6.5

6.5

石狩河ロ部での1総l角、のへい死は、 札沼線鉄橋下か ら河ロ までの問、相当波浪が高く 、 この波t'l:た

たかれてへい死したものと思b rしる。

ま た、 この調査と併行して河川水による稚魚の影響をみるため、 江別大橋下および石狩渡船場に、

さけ稚魚をそれぞれ2 0  0尾nルた魚館を2週間に亘つて長演してその状況をみた。 これと対
照するため千歳支場構内の千歳川にも同じ魚liiを設置して比較しに。 その結果は第2表のとぉりで

ある・ 第 2 表  河川水による稚魚の影響調'置l

設置場所 稚魚数 7 日後の成耗数 14日後の減耗数 備 考

江 別 大 橋

石務渡船場

支 場 構 内

2 0  0

2 0 0

2 0 0

0

0

0

增 水 逃 逸

l 0

2 対 照

石狩0・船場および対照(支場構内千歳川) の稚魚のへい死は、魚識の目が趙目になっているため、
浮遊生物が入らず、西不足によるへい死と考えられる。 この結果は、 江別より石狩までの間を2時

間40分の輪送中の稚魚の表面的な観察結呆で本質的な影響調査は、 稚魚の生態的群行動および生

- 1 8 8-

理面における血液性状等の調査よ.り検討されなければならないと考える。

〇 綱:料組成の改善に関する調査 ( l耳料中のピタミンCのポーラログラフ的定量法 )

さけ稚魚を飼青するためには、 ま 一3 その中に含まれる ピ タ ミ ン類の分析が必要である。この場合、

解;科中のビタミ ンは多種多様なためその定量が非常に困難一'tあ る。
しかし、 人工領科に含まれるビタミ ン類はほとんど合成ビタ ミ ン割の添加に?存している。 そ し

てこの合成ビタ ミ ンの多 <はポ ーロ グラフ波を示すことが知られ、 定量に利用さnてい る。 したが

って 、 ポ ー ラ a グ ラフ分析法は一般に迅速に行うことが出来る利点のあることか ら 、 本法による西

科 甲 ビ タ ミ ン の定量の可否については、 現場的な分析法の開発のために強い興味が持たれた。特に

ピ タ ミ ン cについて‘'t果 11-1tのような天然物中のものの定量法としても 、 ・ ー ラ a グラフ法が利用さ

nて ぃ る。

したがって 、 餌科中o・ピ タ ミ ン を迅速に定量することを目的として 、 解科中のビタ ミ ン 0 ( 以 下
ァ ス コ ル ピ:, 酸 = A  s A と し て表わす ) の ;f、ーラ ,, グラフによる定最法を検討したので以下にその

概要を報告1「 る。

I 装置および万法

1. 装 置

柳本製 p 8 -D型ぺ -,記録式ポ ー ラ ロ グ ラ フ を使用し、 参照電種には硫酸水銀C[ :l電極を用い、
試科甲の溶存酸素はi基素ガスで除去した。

測定は水銀柱の高さを一定に保つて 2 5 ℃の恒温相下で行い、滴下電種の毛管特性は純水中

0 v ( v 。 s . c . E ) 加電圧時m = 1 , 8 1 9 呼 / s e c  C=3 , 1l l 7 1 secでぁった。なぉ加電圧

は見室lけの電位に硫酸水銀(I)電:il0lの飽和甘汞電極に対する電位を+0 .4Vとして補正して表わ

した。

2. 試科の調製および万法 .

A s A溶液;市販のA s A 結品 を 3 % の メ タ リ ン酸に 2 0?%に な る よ ')溶解した。

A s A試科液 ; A  e A溶確を通毒k,el1ll加した解料 0 . 5 または 1 9を乳鋒にと り、 3 % メ タ リ ン
酸溶液 (抽出液 ) を 2 0  c c に な る よ ') に加えて よ くす り演 し 、 のち速心分離して得られた上

置液を用いた。

支持電解質; p H4 . 5 0 、  4 . 9 0、  5 .74の1M酢酸緩行液およびP H5 . 5 8 、  5・ 9 0

6.8 0 、  7 . 7 2、の1/ 3M接酸緩行液をそのまま用いた。

試業 ; すべて特 1a確式業を用いた。

- l 8 9-



第 1 図  ァ ス コ ル ビ ン 酸 の 波 形 に 及 ほ'す国料蛋白質の影響

- l 9 0

第 2 図 ア ス コ ル ビ ン酸 の 波 形 に 対 す る 蛋 自質 農度の影響
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波

操作法;電解瓶に緩行液を2c  cとって除酸素し、 これに試料2c  cを加えて再び除酸素し、

負から正の方向に加電しポーラ ・a グ ラ ;7 を記最した。

II 結果お.1t:び考察

1. 解料成分のホー ラ o グ ラ ァ 波形にお よぼす影響

p H4.50の1M酢酸緩有液を用いた場合のA s Aの波形を第1図に示した。 この結果抽出

液にA  s Aを溶解させたものは種めて明破な波形が得られた。

しか しながら、 解料成分の入つた試料液では負電位から0電位までの加電圧時の殘余電流が

直線的に滅少し、 波形が著し<流れ、 半波電位がe'側に移動した。 また限界電流の発生が保持
さn,る加電圧範囲は?めて減少した。 このため波高の測定が因難とな 一 たし
したがって、 波高は第 l図に示したよ 'lに、 交点法によって限界電流発生個所の半波電位点

を求め、 この点の電流値と加電圧0V に お1,ナる電流値との差とした。な ぉ、 以後の測定ではす
ぺて0V1を基底電圧とした。

次に波形に対するjll科成分の影響は、 第1図に示したよぅに試科液中の解科成分を2倍に稀

釈す る こ と ょ り か な り 改書 さ れ1l1-。 また 、 この程度の稀釈では半波電位に対 一f る影響は認めら
れ な が っ た.. 'i

2. 歯料成分の震度と波高との関係

抽出時における解科の稀釈率の相違がA s Aの波高に対してどのよ')に影響するかを知るた

め、 抽出液量が解科に対して20倍:il;'よび40倍の試科液についてA s Aの波高を求め第3図

に示した。

すなわち、 A s A優度と波高との関係は試料液甲の解科成分の種度に関係な<同一直線上に
回帰した。 したがって、 i西科成分の機度がこの程度の範囲では、 波高は期科成分の影響を受け

ないものと考えられる。  ・

し か し なが ら、 波形t・i 第 2図に示したとぉ り解料成分が多いと著し <流れ、 A s Aが低演度

になると波高測定' )ための作図が困難である。 また反面、 i耳科の稀釈率を增加させると 、AaA .

を実際分析する場合に、 検出精度を低下させるまれがある。 な ぉ、 稚魚用の養魚1iii科甲のAsA

含 1iは一般に 2 0 Oaa'°/o前後とさ れ て い るc, この場合、 その1 / 1 0量が定量出来れは?料貯
・●
200

100
高

蔵時にお'r1l- る品:直管理面での分析法としては有効と
1く ? 考えられる。 したがって抽出液量については、 波形
/ ,

, '  . ' が比較的良好でぁり、 また定量限界が第4図に示し
/ .'
' o・:__抽 出 流 2 略  たように解科中のA  s A含量として 2 0時%まで可
-- ' 40倍 能と考えられた抽出液量( illの量に対して40倍量)
Sene. 7n,l1lf11● を以後の実験に用いた。
X // l 0 ・
o . 1 5 , 第 3 図  開液中の餌料成分後度とAsAの波高

5 1 0

AsAl農度 時%

との関係

- l 9 2-

AsA

1 り %

S e ne. 7 nA/mm

Wave  h. 6 フ15

第 4 図  各 種 農 度 の A s A の ボ ー ラ ロ グ ラ ム

( 抽 出  液 量 : 解 量 の 4 o 倍 )
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第 5 図  p H の 異 な る 緩 衝 液 中 に お け る A s A の ボ ー ラ  ロ グ ラ ム

一一l 9 4-

波

な ぉ、 第2図および第4図に示したよ';に、 装置の感度を上げても波形が流れるため、 この
方法による定量感度の增加は現状では期待出来ないことが推察される。

3. 緩行液のP Hの影響

8（
6（
（4
（2

半

波

電

位

C

，

m V

）

A s Aの波形、 波高ならびに半波電位などに緩1li液のP Hがどのよ ';に影響するかを知るた

め、 A e A 1 . 2 5mi%の試料液について各種P Hの緩行液を用いた場合のポーラ 1二' グ ラ 、;'を記
録し、 第 5 図、 第6図および第7図に示した。

;に、
; t 、
l - ' 」 _ 」_-_
4 5 6 7 8

→P H

第 6図 P H と半波電位との関係

n
l 0 0
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〇
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X

-一 解  '
一 一一一__--
4 5 6 7

→ P H

第 7 図  P Hと波高との関係

( A  s A 1 . 2 5n f'% )

すなわち、 その結果は梶田( 1 9 7 0 ) ら の 報 告 と は

異なり、 ・o、なりの酸性域において2段目の酸化波が現わ
れた。また1ヨli酸l後fi液ではPHが設性(P H 5 . 5 8

5 . 9 0 ) の と き A  s Aの酸化波が消失した。 ( 第 5 図 )

また半波電位(2段波のある場合はその1段波)は提

田らの結果と同様に、 P Hの增加とともに直線的に1f重.少
し、 P H5.74の酢酸緩衝液にぉける半波電位はP H

6 .8の購酸緩行l夜におけるそれと同じでぁった し し か し、

酸性の1錯 1裁緩衝液中で酸化波が4られなかったため、 PH

と半波電位との関係は不速続な線となった。 ( 第 6 図 )

次に波高とP Hとの関係については、 半波電位で i ら

れたと同碌に不連続ではあるが、 波高はP Hの増加につ

れてほぼ直線的に減少し、 感度を上げた場合にそ'れが著

し か っ た o

以上の結果から、 ポ 一一フ°グ ラ フ に よ る A  s Aの定量

にあたっては P  Hの変動に充分留意しなl lナればな らない

こ とが推察される。な ぉ、 波形ならびに半波電位などに

対するP  Hの影響が萬田らと異なった 11量l因については、
磁?液の組成が異なることなどによることが考えられる。

8 4. 姚酸緩衝液を用いた場合の第2段について

一般にA s Aの波形は 一' ルカリ性にぉいて 2段の 2電

了酸化波を現わすことが知られているが、 今回の実験で
はかなりの酸性域において第2段目の 1酸化波が生じた。

したがって、 これがAs Aに起因する戦化波なのかど ')

かを知るため、 P H6.8の構酸緩行液を用い、 種々演度

のAs A試科液のポ一 一;l oグラフを種々の感度で記録し
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120

100

80
波

eo
高

=100
、_

波

50

高100

5 0

0.5 1.0
A e A種度  可 %

すなゎち、 第2段日の波高は第8図に示したとぉりAsAの震度に対して無関係か、 逆に農
;

度の演少に対して波高が增加◆る領向fら iられた。 な ぉ、 この波は装置の感度と高い相関関

係がみられた。

したがって、今回の実験にぉ 1rtる第2段目の酸化波は、 前項で述ぺたとぉり、 AsA とは無

関係なもので、 実験中常に同一演度でぁった緩'afl液あるぃは抽出液中のなにかに起因したもの
と考えられる。

第 l  0図 P H4.5の緩l氏液におけるA  s Aの波高

l l i _.

0.5 l.0
A s A操度  可 %
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な ぉ、 構酸緩行液における第1段目の波高については、

第 9図に示したよ ぅに、 装置の感度を上げた状態では酢
酸接種液にぉけ る よ り ,b AsAの低演度の液の場合に分

離性能が美れているよ 'l にみ ';1l:l'ら れ る。また A s A演

度と波高については、 第8図に:;itしたよ 'iに各感度と 'b
A s Aが 0 . 7 51nf%以下では原点を通る直線で表わされ
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そ 'i である。 な ぉ、 P H4.5の緩f i液では第10図ならびに第3図に示したよ 'iに、 この関係
については原点を通らないが、 5 呼%以上の高1農度な液から0.2 1li時%の低種度な液まで再現

性 の良 い ポ ー ラ o グ ラ ;'が得られた。
以上の結果、 人工解科中のA s Aについては、 餌科中の蛋自質に妨書されるが、 品種管理程
度の定量はポーラログラフ法により可能と考えられる。 また A  s Aを抽出液に溶かした場合の

波形は種めて良いため、 試料液より蛋自質を除去することができれば迅1速にかなりの精度で

A 8 Aの定量が期待できそぅである。

II[ 要 約

l .  人工fl科甲のA e A を・rR, 東に定量するための方法としてポーラログラ 7による分析を試 iた。

2. A s Aのポ ー ラ o グ ラ フ は f l料中の蛋自質により 、 波形の流れ、半波電位の正万向への移動

が'みられた。 また 、 波形は蛋白質震度を稀釈'f る こ と に よ り 改 善 さ れ る が、 半波電位の移動は

生じなかった。

3. 解科成分のA s A波高に対する影響はみられなかった。

4. A s Aの波高および半波電位は緩衝液のP Hに著しく影響さ 1ri 、 それらの関係はほぼ直線的

で ぁ っ た o
t

5. 燐酸緩衝液ではP H 5 . 5 8およびP  H5 . 9 0では酸化波が生じなかった。

6. 今回のポーラ a グ ラ l l,では酢 ,識緩 ;l重i液ではP H 4 . 9 0 か ら 、 燐酸緩衝液ではP H7.4以上で
2段日の酢化波がみられたが、 これは緩衝液または抽出液に起因するものと考えられる。

7. 分析のための緩衝液のP Hは、 A g Aが低後度で装置の感度を上げる必要の生じた場合には、

解の解析上、 P H6 . 8の強酸緩衝液がゃやすく'れていた。 し か し、 A e Aが高?度の場合に

は、 P H4.5の緩 -lii液での波形が1「 く-れていた。
8. ポー ラ o グ ラ フ に よ る A  s Aの定量法は、. 1誤科甲のA s Aの管理的な精度では、TR凍性から
◆てかなり有効な手段になることが考えられる。 また、 適当な万法で除蛋自が出来れば生体中

のかなり微量なA  s Aも分析可能なことが示唆された。

C0 さ け  ・ ます類異種交配に関する調査

昭和 4 2 年秋、 萬別川に溯上した 'さ け ''からふとます ”産卵魚から、 からふとます(率)X さ け
(0胆合せ交配魚を作成、 昭和4 3年4月に稚魚を '湧別川に放流した。

その結果、 44年秋に重卵成魚として回帰して来たのでその概要について報告する。

沿岸分布範囲と溯上河川 : 44年度からふとます(字)Xさけ(3海合せ成:魚は、 東は斜里から翻別沿

岸までの沿岸定置で再捕さ :rL、 と く に常昌沿岸の 1 1 l 尾、 次いで鴻別沿岸で62尾が発見されて

お り、 稚魚放流河川附近沿岸に集中する傾向がぁる。 また、 そ上河川は東は常呂川(2尾 ) 、 湯別
川 ( 4 6 尾 ) 、 徳志別川 ( 2尾 ) 、 樓払川 ( l尾 ) までの間で、 再捕数からみ・れば圧倒的に携別川- l 9 8

が多いことが明らかになった。 

この組合せ魚詳 'b、 4 3 年 の?組合せ(さけ〔か か ら ぶ と まil〔1j1〕)と同様母川を中心として来遊、
そ上することが分る。德志別、 獲払川にもそ上再補されている事実からこ:nら地域沿岸にも幾らか

回遊しているものと思われる。

そ上河川範囲については43年、 4 4年度ともに類似傾向にある ・と言える。

沿岸来遊、 河川溯上時期; 交配魚が最初に沿岸で再捕されたのは43年、 4 4 年 と も に 8 月中

旬頃で、 最も多く発見されるのは9月上、 中旬であった。湧別川の河川そ上は43年度は9月下旬
̃ l 0月下旬で、 ビークは l 0月上旬になっているのに対し、 4 4年度は1 0月上旬 下̃ 旬 と な り 、
そのピークは 1 0月甲旬であった。

4 3年度より4 4年度の万が最盛期が1旬位遅れたのは、今年度この沿岸への 'さ け ' ・ ''か ら
ふとま す .-来遊が例年よ り通れていることと平行的な関係がぁるよ '1 で、交配組1i:'tによる相違に
よるものでな<、 むしろ天候、 海況変化などの環境・要因に大きく支配された結果と思われる。一般
に交配魚の河川内漁獲は ''か ら ふ と ま 一「 ” と °さ け ″の中間域にビークがぁるが、 4 4年度は'か
らふとます”のt la期が長びいたため、 交配魚のピークと重複してしまった。
産卵成魚の再捕数; 脂びれ、 左複びれ標識i号捕魚総計2 2 5 fiil, ( 沿 岸 1 7 4 尾、 河川 5 1 尾 )

で あ っ た。 河川内再,書数中 t勇別川で発見された割合は90 .2%である。
再捕魚について; 沿岸魚1 1 1尾による測定範 :i日、 平均は体重l . 0̃ 3.2kg, ( 1 .9」 l(jl )、 フ ;i

ー ク ・ レ ン グ ス 4 8 . 0̃ 6 1 . 0cnt ( 5 4 . 7 4cnt ) で、 4 3年度さけ'(?)x か ら ふ と ま 一f1:tl1組合せ成魚
よ り小さい値を示した。

表現形・質は一般に ' さ け ” ・ ° か ら ふ と ま す ” と (り中間形で変異の幅が広いが、 部分的に側線鹹
数はl総てさけ型、 硬びれ基部の副藤形で.機相、頭部の形態は個体により 、 さけ或はからふとますの
いづれかに類似する。

1Kに議面に表現される生長輪数は、 1年目形成数の平均は31 . 6 本、 2年目 1 3 . 2 5本を示し、

4 3年度魚の輪数と大きな差がなかった。

再捕魚の年令は96 %が2年生で成熱し、 3年生と思われるもの3.6 '1l'oであったが、 後者につい

ては体長より考えて 、 さらに検討する必要力、ある。

国後海峡における交配種放流試験

根室海区西別川にそ上する”さ け ” と 'か ら ふ と ま す 'の捕獲期間が成程度重複 一f る こ と か ら 、
現在まで実施してきた交配種の実験的放流試験で得られt:・知見を基に して、 受精率、 成長が良い。
さけ(字)x か ら . i・・と ま -1rt2))組合せを事i'建的に拡大した場合、成魚としての回遊経路・沿岸来遊、 そ上
河川分布、飼育河川、 あるいは放流河川への回帰割合、 落度、 ・生態などを確報.-1r るため、 西別j1l,そ
上魚から交配卵59 9 , 0  0 0粒を作り 、 発眼期まで!llI1別事業場に収容 ・、 発眼期't照自事業場に移殖、
放流までの稚魚管理を行い、 4 5 年 3 月 2 7 日 に 2 8 0 , 0  0 0 尾 ( 脂びれ標識209 ,0  0 0尾、 無
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1 体重範囲 (

さ け 型 0 . 3 8̃0. 4 9
i ◆- 型 0 . 3 8̃ 0 . 4 6

型

型

け

す

さ

ま

0. 7

0 . 5

～

～

1.6

2 . 2

標識 7 l.0 0 0尾 )をサシルイ川の橋下に放流したo
この交配魚? に使用した°さ け'と ' か ら ふ と ま す' のtll,.体測定は次のとぉりであるo

9 ̃ ( 0、 か ら ふとi-;'t:i;)
項 目 範 囲 ( 平 均 ) 範 囲 ( 平 均 )

体 重 1.9、- 5.0k9'( 3 .17 )
全 長 6 0.0、・8l.0ca( 7 0 . 9 5 )

フ,ー ク  58.0̃ 79 .0on( 6 8 . 9 3 )
爾 長 l 2 . 5̃ l 7 5 c1n( l 4 . 6 3 )

0.8̃ 22kgl( 1.27)

4 4.5̃ 5 9 0 m ( 5 2 . 5 5 )

43.0̃ 60 .5m (51 . 05 )

10.'ir-16.5cm.( 1 2 . 7 7 )
受精後24時間の実配卵 3 0  0粒による受精 llll-- 9 7.0 % で、 種めて好成積を示し 、 8、'l 6細
胞まで進行していた。

卵径は7̃8nで平均7.5一であった。
稚魚飼育中に約 l 8 0 , 0  0 0尾の不明魚が出たが、 ;恐 らく羅臼川に逃逸したもの と是lわれるので、

この不明魚をのぞいた卵から稚魚放流までの瞬耗は35 . 0 6 %に と ど ま っ た o

次に飼青甲の稚魚にはパールマークのあるもの ( さけ型と呼称 )及びパールマークの皆無の (ま

す型)ものが出現した。 1月30日及び放流後の幸魚標本の測定を次に示すo

飼育稚魚の体重、 体長範囲
( 4 5 年 1 月 3 0 日 標 本 )

_ フ・ー ク
平 均 )  レ ン グ ス ( 平  均 )

計面、 実験も準備されたが、 実験過程にぉける事故によ り、 その日的を充分達することが出来なか

ったo

な ぉ、 さけの産卵は自然界においては場水のi參出が必要条件であることは明自であるが、 その水
温条件、 ie出の物理条件、 含有ガス条件などが、その選択の指標になるのか今後の実験にまたねば
ならない。

〇 さけ親魚のエネルギーに関する調査

前年度に引き続いて天塩川、 静内川にそ上した親魚の書養限界を調査した。 また標装以西海区幌

泉沖に来遊した親魚のェ ネ ル ギ一特性より、 これら来遊辞のそ上地域の推定を試み、 併せて青森県
大畑沿岸に来遊した親魚のェ ネ ル キ '一特性を検1lliし 1l1-。
l 卵集の壇成、 完熱状態か ら・た来進親魚の生理特性について
1. 幌泉沖来遊群の特性(第1図)

(1) 当地区に来遊する魚の ') ち初期の群では、 測定した魚3尾の '1 ち 1尾は 、 卵果が体重に対

して 1 8 . 9ツoと大きな値を示したよ ')に、卵果増成期を経て完熟期に入りつつ ある ことが考

ぇられた。この魚については幌泉沿岸に種めて近い場所で産卵することが予想される c

しかし、卵巣が体重比で 1 1 . 6 および 1 2 . 9 % で示され -に未熟魚については卵巣増成期直
前の ものと考えられ、 かなり違くまで回遊 -fる か、完熟するまで相当長期に亘つて沖待ちす
る魚と考えられる。このよ ')に沖待ち 一s-ることが考え.ら れ た角l,.は、 標識放流の結果、門別町

富川 (沙流川河口 )で 1 0月 1 5日に完'熱状態(卵果の体重比21 . 5 % )で捕獲され、 また
1尾は静内川で1 0月 1 7日に同じく完熟状態 ( 1 8 . 9 % ) で補獲された。このときの卵果

発育状態は、 静内川における初期群の蓄養実l会結果における完熱魚の卵巣発育状態( 1 9 . 4

士 1 . 4 % ) と同程度であった。また、 この卵果発青状態は、 例年十勝川そ上辞とは幾分異な

るものと考えられる。  (完熟時のj l l果が小さい。)

いつnにしても現泉沿岸に来遊する初解には成熟度合が種めて異なる2辞の混在'f る こ

とが知られた。

l2) 1 0 月 2 1 日に補獲された盛漁期にぉける魚の卵果発育状態は第 図に示したよ ')に体重

比で l 5 . 8士 2 . 1 '%を示した。こ の こ と1o、ら、 この時期に来遊する群は未lleltな ものから9iiie::
の著しく発青したものまで、 いろいろの成熟段階にあることが推察できる。

な;l。、 この時期には十勝沿岸が終漁期であるため、 この時期に来遊したほとんどの魚は、

卵集の発青度合から・みても日高西部の相当違くまで分散することも予想される。

(3) 1 1月 1 5日に捕獲さirした群の9li索ii、体重比で12.3士1.2ツoを示し、 前の時期に比ぺて

むらがなく、時期が連いのにも拘らず発育が通rしていた。

この結呆、幌泉沿岸に来遊した後期群は相当速くまで回遊することが予想され、 その到通

f ( 0 . 4 )  3 3̃ 3 7 n● ( 3 4 . 4 )
( 0 . 3 8 )  3 0̃ 3 5  ( 3 2 . 9 )

放 流 後 1 カ 月 の 稚 魚

( 4 5 年 4 月 2 7 日 )

体 重 ( 平 均 )
フ ,,ー ク

( 平 均 )

( 1 . 3 9 )  4 3 ñ 6 0 . 5 ( 5 0 . 9 )
( 0 . 8 6 )  3 9 . 5̃ 6 l . 0 ( 4 5 . 0 )

前表から' さけ型 ”の万が'ます型”稚魚より生長がよく 、 索解も旺盛であったo  ま た ''さけ型

の内、 大形魚個体には解の原基(解核)が発現していたが、 生長輪はまだ形成されていなかった。

サ シ ル ィ川に放流後約1ケ月経過したにもか・o、わらず、 かなりの稚魚辞が河)11河口部に残留し、

大形魚は深みに、 小形魚はtltie,に群泳しているのが観察されたo

2 さ け ・ ます親魚の生理、 生態に関する調査

C1 )  さ け 。  ます親魚の産卵生態に関する調査

自然産卵にぉける産卵機構と環境との関係を明らかにし、 適正なふ化管理の方策の確立を目的に
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区域は相当分散しないことが推察される。 また、 その到通地域は盛漁期の魚よ り も違く  に至

ることが推定される。

な ぉ、 来遊時期と卵果-の発育程度との関係について、 1968年の同時期の魚では体重比
で14 . 0士2 . 6 %とぃろいろな成熱状態のものが含まれたように、年によ'l)異なることが考
えられる。

2. 大畑沿岸来遊群の特性

( l )  1 0月2 2日および2 7日に補獲された魚の卵果は、 標本数が種めて少ない ( 2尾 )ため

想像の域を出ないが、 前者の卵果は体重に対してl3 . 2 %':fiよび 1 4 . 5 %と発育が通れてい

たため、 この時に来遊した魚は違<まで回遊するか、 あるいはそ上までの間沿岸に浦留する

ことが考えられる。 ま た、 2 7日に3来遊した魚は卵巣の発育が20 . 3%および 1 7 . 0 % と進

んでいたために相当短かい日時でそ上河川の沿岸に回遊'f るものと考えられる。  またこのよ

lな魚群の標識放流では、 かなり良い再捕効率が期待されることが推察される. .

(2) 盛漁期(1 l月2 2日 )の魚の卵巣は体重比で16 . 4士2 . 1 %を示し、 ,幌泉の盛漁期詳と

同じ傾向を示した。 したがってこの時期に回1fiする角.のそ上河川はかなり均等に分散するこ

と も 考 え られ111., ま た同時にか なり違くまで回遊するもの も混在することが推察される。
3. 静内川そ上親魚の卵集発育特性

1 9 6 9年 9月 1 6日から 1 8日の間静内補獲場 (河ロ附近 )で得られた魚を実験的に蓄養

して卵果の・?育状額を調ぺた。その結果は第1図に示したとぉ り 、開t:ll1時に体重比で1 3 . 5 %

士 l . 4 % の卵巣が l 0 日後に 1 6 . 4 士  1 . 8 %と約 2 l . 5 士 0 . 4 % 增加した。 また 7日後には

3 / 5 が完熟し 、 その卵集〇体室比は19 . 4士1 . 4 %でぁった。すなわち 1 7 日後に 6 0 % が

完熟した。 この実験群における卵果の体重比のバラッキは、 先の幌泉における盛漁期の 'b'の と

同様に大きぃことが認められた。

1 0月7日より行なった第2回目の実験では、 実験開始時に2/8が完熟魚(卵体重比18 .

9 %、 2 l . 4 % ) で、 その ') ち1尾は9月25日に幌泉沖で標識後放流されたものであった。

これらの結果を図上から准定すると、 9月18日初漁期にそ上する親魚は2. 5̃ 4週間の間に

完熱状態になることが推察される。

次に、 1 0月1 7日に著養した未熱親魚は10日後に、完熱直前のものを含めると全数が完、
新 態 に 達 し、 その卵果の体重比は22.7士1.6%を示しf・'。なぉこの項に捕獲される親魚は

ほぼ即日採卵の可能なものとなり 、 1 9 6 8年の後期群の卵果の大きさ (完熟魚22 . 3士1 . 2

実h 未熱魚2 0 . 7士 2 . 1 % ) と同一状態であった。
以上の結果から、 静内川にそ上する親魚にはそ上時期によって明らかに抱卵数の相違が見ら

れ、 漁期の進行につれて增加することが推察される。
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ま た 1  9 6 9年の初解については、 川の大きさの割り合いに比して推定成熱日数が長すぎ

ると考えられるため、単位体重当りの抱卵数の少ない別系統の魚が迷入した' l の か、 あるいは

静内川そ上群には2つの形質の異.なる角.がぁって、 初解については従来精種9れてぉらず、

天然産卵によって資藤のi離持がはかられてきたことも考えられる。

な ぉ、 1968年の明登結集では十購川そ上群の卵集重量は体重比で23. 6士1 . 4 %であっ

た。従つて解内川のそ上主群の卵果は十購川の 'bのと同程度か、 い, l:らか小さいものが多く混

在することが推察される。

4. 天塩川そ上魚の卵果発青特性

天塩1llそ上魚の成無精についでは9月25日に補獲された盛漁期の魚を用いて実験的に調

ぺたo

実験開始時の卵集発育状態は、 発育が異常に阻審されたと思われる魚(卵集の体重比8. 0 % )

を 除 < と、体重に対して l 3.2士0. 4 %であった。また26日後に生存していた魚のそれは、

放卵中のもので同じく l 1. 5 %、放卵開始時と恩iつrしる もの 1 7 . 6 %および完熱状態のもので
l

1 7.1 % で ぁ った。 また、へい死魚の '1l ち 1 島は完無状態 ( l 9 . 9 % ) で、書養開始後l 7日

であった o

な ぉ、 完熱状態の実験魚を測定したと同時期にお1lirる申川捕獲場での完熱魚の卵果重量は体

重に対して l 9.6 士 1.3 % を示し、 また同時に河川で捕獲された未熟魚は18.2およびl6 .3
%でぁった。

これらの結果から、 -天塩川におlr1l'なそ上盛期の魚は、静内川にそ上する初期の群と同様に2.5一週tj 1-美ji、 ま ti後漁でii抱卵量の增加することも考えられる。そして、天處川そ上
群の抱卵量は静内群の抱卵tよ り少なく 、 1 9 1l,8年に行なわlrしil1:期l査での石狩川そ上持のも
のと同じ傾向にあることが判る。

な ぉ、石狩川そ上辞は、 l 9 6 8年の調査で、完無時の卵果重量から・みて、単位体重当りの

抱卵量が非常に少ない群(卵体重比10.1 士 1. 0 % ) 、そ れ よ り い く ら か 多 い群 ( 同 じ く 1 5

%前後 )および20%前後の3つの群に分1,tられるが、 最も抱卵量の多い魚は千歳川西越捕獲
場のものであった。 また、石狩川河口で捕獲された tのはすぺて抱卵量の少ないものでぁったa

このこ とから、石特補獲場で捕城されている魚は、 千歳川に回帰するものとは別のものと考え

ら れ る。

5. 卵集の発青程度からみた河川の特異性について

1 9 6 8年に行なった結果から考察すると、大平洋nおよび日 '1li:海側にそれぞれそ上する魚
について次の相違点が推察された。
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すなわち、 石狩川および静内川にそ上する魚には、 前者では河口補確魚( 1 9 68年終無期

の急)、 後者で‘1t初期の群にそれぞa見られ.た先に述ぺた現象を除けば、 静内川および十房川
などの大平洋側にそ上する魚は、 完無期の卵果が天塩川や千歳川などの日本海川にそ上するも

のより t大きいことが推察される。 そして根室海区の標津川にそ上する魚の卵果の大きさは日
本海側のものと似ていることが知られた。

な ぉ、 鹿部沖で標識放流された魚は、 そのうちのl尾が遊楽部川にそ上したが、その卵集重

量は体重に対して20.5%と日本海側のものに似ていた。 この値については本州の河川にそ上

する魚の卵果重量とともに今後検討を要する。

II 肝城ならびに内藤の大きさからみた特性

1. 幌泉沖および大畑沿岸来遊群について

これら沿岸地域を回遊中の親魚の肝城f量は、 第2図に示したとぉり来遊時期の進みに対し

て変化が認められないほどに種めてゆるやかに演少することが観察された。 また大畑沿岸来遊

群は、提泉沖来遊群より ,b い く らか小さい こ とが知られた。

これ らの こ とか ら、 沿岸回遊時には1展i耳も行なわれ、 その結果沿岸域を回遊中の魚の肝1蔵は

ほとんど栄養源として利用されないことが推察される。 この傾向については、陽その他の全内

城物量についても同様のことが知られた。

2. 書養実験魚の特性について

河川にそ上した魚の肝?ならびにその他の内ilii物重量ti.、 天塩川ではいづれも完熱時に著し

く1政,少した o この傾向は 1 9 6 4年以降 1 9 6 8年までの十 ,:jij.l産の魚ならびに1 g 6 8年の
千裁川産の魚を用いた実験において4られた。 この結果、 河川内における親魚の肝願および内

能重iの成熱に伴な ')減少は、 エネルギ一補給のための一般的な現象と考える。

しかしながら、 静内川補獲魚の実験では特異な現象がa察された。 すなゎち、 肝城は成熱に
伴なって肥大する領同がみられ、特に完熟時に著しい。 また全内展物については、肝厳以外の

内藤物重量の?少 よ り 、b完熱時の肝蔵肥大が種めて著しいため、 その重 -量は一時l政少するが再
び增加する領向がみ.られた。

これらの実験魚におけ'る肝購の体重比の增加については、 捕獲盛期に得られた即日採卵可能

魚の肝藤が著しく小さいこと、 またこの群の書養後の卵集が印日彩卵魚のそれよりも大きかっ

たこ となどから、 .書養によって肥大したことも考えられる。 この現象については、 天塩川の実
験で屋根付きの稚魚他に収容して安M,に保たれたが、.静内での実験では』 p.化室内にビ= ー ル

布を使用した仮りの書書池に収容し、 常時人の出入がぁって安静が保たれなかったなどのこと
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から書養条件に相違の生じたことが推察される。

な ぉ、肝臓の肥大については、以下に述ぺる体成分、 卵集成分などとも関連して真味ある間

題が提起され、書養にと もな')一種の過労現象とも考えられるが、今後の研究に待たねはなら
ないものと考えられる。

m 一般成分の変化からみた親魚の特性について
1. 幌泉・大畑地区来遊群の魚肉-般成分の変化

幌泉沖に来遊した親魚の成分組成については、 第1表に示したよ'1に水分、蛋白質および脂

質ともに来遊時期に対してほとんど変化が認められなかった。

し か し、大畑地区に来拉した魚の魚肉成分組成は、 盛漁期に償かな水分の減少と蛋白質およ

び脂質の增加が,み・らnた。

第 1 表  幌泉・大畑に来遊したさ rl'魚肉成分と来遊時期との関係゛幌 泉 沖'量自 質  脂質  水分
大 畑 沖

;Sil自 質  用言質 水分

初 漁 期

盛 '

終 '

22 .i日二0.2 l3士0.6 75.2士0.7
l
l22.l士0.7 1」士0.3 7 5.2士0.4

・

2 2.0士0.4 1.1士0.4 75.3士0.7

219士03 0.7士0.4 7 5.8士0.8

23.1:・i-1.0 0.7士0.4 74.8士l.0
20.3 0 9  7 7.7

この結果、 魚肉の ,般組成と共に述ぺた成熟程度との関係については、 幌泉魚でははと ん ど

認められない。 しかし、 大畑魚については、 盛漁期の魚が最も未熟な状態にあることが推察さ

aる。

2. 静内川 ・ 天塩川そ上魚の魚内一般成分の変化

( l )  蛋自質含有率はl964年の結果と同様に、天塩川、静内川いずれの魚を用いた実験で 'b

成熱にしたがって減少する1願向がみられた。 このことから、 そ上親魚のェネルギーは明らか

に体置自質の利用によりまかなわrしていることを意味するものと考えられるo

この場合、肝願の肥大が生じた静内川そ上群を用いた実験では、第3図に示したとぉ り天

塩川そ上魚を用いた実験より ,b書養にと ,bな う:最自質の減少が著しいことが認められt・'o こ
の原因については、 肝願の肥大現象で考えられたよ')に魚の安静をさまたげるよ ':lな悪い環

境条件にあったためと考えられる。 この現象については1968年に行つた十・排川および千

歳川そ上魚での実験で tみ られ た。 すなわち、十識川そ上魚では9業規種で書養された魚の-2 0  '「一
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量自質含量が実験的に隔離した魚のそれより も著し ‘l l少なかった。 同様に事業的規模の池で

産卵行動を行な ';まで書養した千歳川そ上魚の蛋自質含量は、先に:,1lllべた実験的に隔離され
たものより 1'成少が著しかった。 しかしながら、 この場合にはへい死魚以外では肝購の肥大し

たものは認められなかった。

(2) 水分含有率の変化は、 1 9 6 4年の結果では完熱時から放卵時にかけて著しく增加するこ

とが知られている。 1 9 6 9年の実験においては、第4図に示したよ 'lに;量自質にぉけると

同様環境の悪かった補内川そ上魚では、未熱時に76 . 2士 l . 0 %でぁった魚群が18日後の

完熱時には77 . 6士0 . 9 %まで增加した。 しかしながら、 天塩川そ上魚を用いた実験では、

書養開始時の水分含動175S%および 7 5 . 7 % で'あった未熟魚が、 2 6日後では放卵したも
のを除 く と 7 6 . 4 %および7 6 . 2 % .であった。 なぉ同時に測定した甲川採卵場の完熱魚の水

分は75 . 5士0 . 6 %が得られ、 種めて良い環境状態にぉかれていたことがぅかがゎれた。

以上の結果から環境条件が悪い場合には、 魚肉甲の水分增加が促進されることが考えられ

る。

(3) 指質含有率の変化については、 1 9 6 4年の実験では河川そ上時に i1l1少f:l l向を示したもの

が1賽装時再し、:增加する傾向が認められた。 ( l喜装時の脂質含有率の増加については、 絶対量

はa或少するが、 それ以上に体重が1政少するためと考えられる。 ) こ0完熟時にお1r11る増加現

象は 1 9 6 8 年および 1 9 6 9 年の実験においても測定された。そしてこの現象に、内ll我物

重量の変化などにみられたよ iに、 環境が悪かったとは思われた場 ・,1iに著しい低同のあるこ

とが知られた。 これは教境が悪い場合、 1 9 6 4年の実験において考えら rしたと同様に、 魚

体の消耗が激し<て体重の減少が脂質の消費を上:f回つたためと考えらn.る。 '

以上の結果、完熱時の魚体成分の組成については、環境条件に著しく左右さn、 ::,: ネ ル キ
一消費の著しぃ場所では蛋白質含量のも表少、水分ならびに脂質含量の增加することが知られ

たo

3. 卵果の一設成分組成の変化
(1) 成熱にともな i 変化

魚肉一般成分組成は、前項で述ぺt- よ ぅに環境条件に著しく支配されるこ とが知られた。
そこで、 このよ '1lな環境下が次期世代の基となる卵にどのような影響を与えているかを知る

ために卵巣一般成分の組成の変化を調べた。 その結果は第2表に示したとぉつ、実験場所に

より著しい相違が認められた。

-2 l 0-

第 2表  卵果一般成分の成熟に伴な 'l変化

静※内 ( 悪い条件 )・i・ ※

開 始 時  1 1 日後  18日後X

天 1室 ( 良い条件 )
※ ※※

開 始 時  1 6̃17日後 2 6 日後

水 分

蛋 白 質

脂 質

55.7士0.9 57.9士0.9 59.7士1.1

28.6士0.8 27.8士0.5 26.8士0.4

7.3士0.8 6.8士0.9 6.3士0.8

54.6士0.3 58 . 8  56.2士0.5
( 死 魚 )  ( 5 7 . 5士0 . 2 )

28.6士0.6 26.7  27.8士0.2
( 死 魚 )  ( 2 7 . 7士0 . 7 )

8.8士0.5 6.6 8.1士0.2
( 死 魚 )  ( 7 . 2士0 . 7 )

()内の数字は同時期に事業用蓄養池の完熱魚について測定したもの。

※ そ上時 ※※ 完熱時

すなわち、 卵果の一般成分の成熱に伴な ')変化については水分の增加、 および蛋自質、 脂

質の演少が認められた。この変化は成分からみた一種の成熱現象 と考え られ る o  そして
この現象は実験場所によって著しく異なり、特に水分の変化に頭著に現われる。

したがって、 完熱時の卵果の成分は環境条件の影響を著しく受けることが推察さ r L る。 こ

の現象は人工ふ化にぉける親魚の蓄養にあたって重要な間題を提起するものと考えられる。

(2) 沿岸来遊時にぉける卵榮一般成分組成の変化

幌泉沖ならびに大畑沖に接岸してきた魚の卵巣成分は、来1注時期との問に第3表に示した

関係がみられた。

第 3 表  沿岸回遊時におけるさけ親魚の卵巣卵一般成分
幌 泉 沖

初 漁 期  盛 漁 期  終 漁 期

1 0 . 2 , 6  1 0 . 2 1 1 1 . l 5

大 畑 沖

初 漁 期  盛 漁 期  終 漁 期

10.24,27 1 l . 2 2  1 2 . 1 71969

水 分

蛋 自 質

脂 質

54.74士1.5555.7ki::〇.37 5 3:7e士0.56
29.21士1.43 28.61il二0 . 7 4 2 8B社 :0.81

6.99士0.43 7.32:l:0.82 8A1士0.83

53.75l:l:0.5052.28士0.7 2  53.14

28.83±0.5729.7at0.78 29 .4 l
7.58li:1::0.68 8.95:i:0.70 8 . l 4

:
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水分含量について、1幌泉沖来遊群では終漁期に、大畑沖来遊群 一tは盛漁期にそrしぞれ最も

少なかった。

また、 脂質含量は上に述ぺた場所および時期に最も大きな値を示した。

これら各成分の変化にみられた傾向は、 Sii果の重量変化にみられた傾向と一致した。した
がって、卵果成分の変化が前項に述ぺたと:t,s り卵の成熟によるものとすれば、成熱現象は魚
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内成分や内願議器官の重量変化の前に、 まず9P果の增成と成分変化、特に水分の增加とい')

内的な面に現bれるtとが推察される。そして1969年に沿岸に来遊したさけ親魚の成熟

状態は、 卵果の大きさからみた結果とは速つて、 卵果の内面現象からみれば、 大畑沖に来遊
した盛演t期の魚が最も未熱な状態であったことが推察される。 しかし、 卵:lliの大きさ、場所、

時期ならびに標識放流試験による再捕までの期間などを考慮fれば、 大畑沖に来遊した盛漁

期の魚は、特異な群であったことも考えられる。 いづれにしても、 これら魚群および幌泉に

おける終漁期の魚群より得られる卵については、 その後の動向に強い英味がもたれる。

rv 卵集の発育と魚肉ならびに卵果の一般成分組検との関係
1. 成熱度と魚肉の一般成分 

,ヨp果の体重比と水分含量との間には、 種めて特異なものを除け1ri、幌泉沖来遊群では種めて

ゅるやかな4配で正の相関関係が認められた。 この関係は大畑の魚にぉいても見られ、 その勾

配は幌泉の場合よりも大きぃ。

これ らの こ とか ら、沿岸来遊時における各種1成分合量、 内願諸器官重量の時期的な関係から

推定出来なかった卵果の成熟現象が、 各群の甲で除々に行なわれていることが推察される。

この魚肉水分含量と卵果重量との間にみられた成熱現象は、 血清蛋自質量その他から特異な

状態のtのが混在していたことを考慮すれば、願'質についてもそれぞれ来遊時期別に、幌泉お

ょび大畑沖来遊群とも負の相関関係として認められる。 この関係は、 幌泉沖、 大畑沖来遊群と

もに盛漁期の魚では著しい。

な お、 蛋自質について、 幌泉群では服'質にぉけると同様な傾向を示した力、、 大畑沖来遊群は

解 係 か、逆の関係が認められた。
したがって、 この魚肉一般成分含量と卵果の発育程度との関係が先に述ぺた沿岸来遊群にお
ける魚肉蛋自:国な,らびに龍質の含量を分散させた原因と考えられる。な ぉ、 幌泉沖にぉける感l
解 の 魚 で t t、 置自質含量が卵果の発育程度に対して無関係である力、 先に述ぺた関係と逆
の場合も 'lかがゎれる。  この結果、 .現泉における終期来遊群および大畑沖来遊群は卵果の增成

と同時に体エネルギーの書積も行なっていることが推察され、 このよ 'iな魚it卵果の大きさか

ら推察されたとぉり北海道の河川にそ上する魚とは異なり、か なり違<まで回遊し、また卵自

体にも相違が生じるものと推察される。

以上述ぺた成期現象はそ上魚を用いた蓄養実験で特に著しく現われた。 すな:bち、 静内にぉ

ける実験では第 図に示したとぉりそ上(実験)開始時に卵果の発育程度に対してほとんど無

関係と考えられた魚肉甲の各成分含量は、完熱時に1義い相関関係を示した。 このこ とから、魚
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体に書積された ェ ネ ル ギ ー は、 卵果增成の盛期に、 急速に卵果へ移行する。 したがって卵果增

成の初期における卵果增成のためのェ ネ ル ギ ー は、摂解されたェネルギーによって補充される
ことが推察される。

な ぉ、 静内川そ上魚では、 先に述ぺた完熱時の卵果重量からそ上時期の違いによって単位重

量当りのill3卵量が異つて群の違いが推察されたが、 また完熱時の卵果重量と魚肉成分(蛋白質、

水分)とが強い相関を有することから、静内川盛漁期辞のように単位体重当りの抱卵量lflle・い魚
は、 卵果增成期に体成分が卵果に移行し易い魚とも考えられる。 この結果は卵果の成分含量と

卵果重量との関係にも認められた。

また完熱時に魚肉中に水分が多< 、 蛋自質の少ない魚は抱卵量の少ない魚とぃえそ 'i で あ る。

な ぉ、 脂質含tと卵巣の発育程度との関係については、 未熱時には鋼関係か正の相関を示し、

成熱時にはそれぞれ測定群別に正の相関を示した。 ( 第 5 図 ) 。  このことは、 先に述べたとぉ

り魚肉甲の脂質減少に比ぺて体重の成少が激しかったためと考えられる。

しかし、 天塩川そ上魚による実験では内厳諸器官重量の変化や魚肉各成分の変化でみられた

よ 'iに 、 卵巣の大きさと魚肉成分含量特に水分と脂質含量との間に特異な関係が認められた。

すなわち、 還白質含量については、 全般的にみた場合卵集の大きぃものほど減少するが、 完熟

時にその傾向が消失し、その含量は静内にぉける実験魚に比ぺて大きな値を示した。 ( 第 5 図 )

また、 水分および脂質の含量は卵巣の大きさに対してそれぞれ減少および增加する静内にお

ける実験魚とは著しく異なる傾向をラi1、した。

これらのこ とから、 天塩川そ上魚の実験では、 他形質での関係で得られたと同様に、 製境が

良くて完熱時のェネ ル ギ一消費が少なかったことに起因していることも考えられる。 また、 卵

果重号に対する階質合量の增加は、 静内川そ上魚にみられた增加の原因とは異なることが考え

られる。

したがって、 天塩川そ上魚については、 完熟時の卵果重量から推察されたよ';に、 卵果の発

育に伴なって:みられた体脂質の增加ならびに特異な水分の減少傾向から、 大平洋側にそ上する

魚とは異なる辞とも考えらn,る。 そ して これ ら両詳には、 卵巣の增成に対する体成分の転換

能力に違いのあ.ること t 考えられる。

な ぉ、 放卵魚は各成分とも十勝川における天然樓卵魚と同様な値を示し、著しい保持エネル

ギ ーの消失が認められた。 このため産卵行動時には理境条件の如何にかかわらず多くのェ ネ ル

ギ ーを消費することが推察される。 ・

2. 成熱度と卵果一般成分

河川そ上魚の卵果卵の水分および脂質は、 静内・天塩両河川へのそ上魚とも、 卵果の大きさ
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に対してそれぞれ正および負の相関関係を示し、特に水分にぉける関係が頭着であった。

蛋自質含量における上に述ぺた関係は、 全般的にみた場合負の相関関係にあることが 'iかが

われた。 しかしながら、 そ上開始時には正の相関を示した。 このことは、 そ上開始直前までは.

魚内選白質含量における関係から体エネルギーの審積が推察されたよ 'llに、 卵果にぉいても增

成と同時に ェネ ル:f一の書積の行なわれていることが想保される。

この卵果にぉけるェ ネ ル ::「一の書積は、 第6図に示したとぉ・り、 沿岸来遊時に急速に行なわ

れていることが')かがわれる。すなわち、幌泉沖ならびに大畑沖に来遊した魚の卵集の選自質

含◆と卵果重量との関係は、魚肉におけると同様求注時期別にみた場合それぞn正の相関を示

した。 ま た: このこ と か ら、漁期の違いによって群の異なることがぅかがゎれる。

な ぉ、水分含量と卵集重量との関係は、魚肉蛋自質含量にぉける関係でみらrしたよ 'iに、幌

泉沖来遊群と大畑沖来遊群との問に著しい相違が認められた。 f なわち、 これらの関係は幌泉

沖群で正の相関が認められ、大畑沖辞では無開係であった。 これらのことから、幌泉沖来遊群

の卵果重量の增加は蛋白質の書積以外に水分の增加によってぉこなわれていることが考えられ

る。 また大畑沖来遊群では、 魚体に対しtての卵果の大きさが総て幌泉沖の終漁期の ,bのよ り .大

きいのに、 卵果の增重は主に;最自'質の蓄積により行なゎれていることが')かがゎれ る。 このこ

とは、大畑沖来遊群の卵果は、 その後水分の培加が高まって完熱時に大型の卵を形成 -f るか、
あるいは栄養源の豊富な卵をもつ魚群なのか今後に異味ある問題を提起するものと考えられる。

以上、 未熱卵に認められた卵果重量と卵果の各成分との関係は、 完熱卵では消失し、 水分の

著しい增加と蛋自質の減少が認められた。 このこ とから、 完熱期の卵は卵果の大きさに関係な

< , 一定の成分値を示すことが知られた。

また、先に述ぺたように静内そ上魚の卵果が、そ上時期の推移につれて大きくなった原因に

ついて次のことが考えられる。 すな ;b ち、 卵集の大きかった魚群は体蛋自質量の減少が著しか

つたことか ら、 このよぅな魚辞は卵巣の增重が著しくて、 そのために体量自質の消1量され易い

魚であった こと も考えられる。 このことは、 体蛋白質のl蔵少が著しかった終漁期許で卵果が最

t大き <1、 また卵果の蛋自質も他の完熱卵より多かったことからも推察された。

な ぉ、 卵果の成熱現象については、 卵集卵の一般成分の組成変化から次の3つの段階を経る
ことが推察される。

すなわち、 卵果增量の?で、 卵果中の蛋自質が1llllll加してエネルギーの書積の行なわれる時

期e前報での成熱準備期に相当。次いで、卵果增重の後期に入り、 同じく ェネルギーの書積が
行なわれると同時に、 水分增加により卵の増重が急速に行なわれる時期=同じく卵集增成期に

相当。最後に、卵果の增重に対して成分上の変化がなく一定の値を示す時期e同じく成熱期に-2 l 8--

相等。

1. 北海道日高地区幌泉および青森果大畑の沿岸に来遊した魚の卵巣、 その他の内臓重量の体重比

およびその分散度合から、 これら魚群の完熱時期およびその後の回遊先を検討した。 ま た、 解内

川、 天塩川、 十勝川、 石狩川および標津川にそ上した魚の完熱期の卵果重量か ら、 そ上魚の地域
性を検討した。

2. 1969年幌泉に来遊した群は

(イ) 初漁期にはこの地域から種めて離れた場所まで回遊するか、 あるいは沖待ちすると思 ,b :れ る

魚と、近くの川にそ上しそぅな群が混在する。

t°) 最漁期の魚は、 日高以西の広範囲な地域に分散してそ上する。

?、1 終漁期の魚は、 この地域来遊群の中で最も未熱な状態で、か な り 違一;111の特定地域に集中的に
そ上◆る。

ことが予想される。

3. 同じく大畑に来遊した群は

(イ) 来遊初期にlt、幌泉の初期群と同様に、沿岸に浦留fるか遠<まで回遊する ,bのと 、 短時日

にそ上開始する ,bのとが混在する。

(ロ)盛漁期の魚は、幌泉の盛漁解と同様に、:地域的にかなり分散する。

ことが推察された。

4. 静内川にそ上-f る親魚の卵重の体重比は、 そ上時期の運いものはど增加する。 そ上初期の魚に
ついては単位体重当りの抱卵量が少ない別系統の群が迷入したことも考えらn.る。一般的にみて
この川にそ上する魚は単位体重当りの抱卵量が十識川のものと同程度か幾らか少なく 、 十磯l川の

群と同系統と考えられる。

5. 天塩川のそ上密,期の魚は、 静内の魚と同様に2.5~4通画で完熱し、卵果の体重比は終漁期に
や?增加一f る。またこの卵果の体重比は静内川そ上魚より小さく、 1968年の石狩川そ上辞と

同像向であった。

6. 石持川そ上群には、 1968年の調査では完熟時の卵果重量から3つの型がみらn.、千歳川上
流西越捕獲場での魚が最も卵果の大きい型のものであった。

7. 1968年および1969年にそ上した親魚の完無時の卵果重量の体重比から、太平洋側にそ

上する魚の単位体重当り細P量は日本海側にそ上するtのより多く、 また根室海区標lit川の魚の

-2 1 9-



単位体重当り の抱卵量は日本海側のものと似ていた。

8. 肝城およ・びその他の内康は、河川では一般にェ ネ ル ギ一源と して利用されているが、ieli率回遊
時にはほとんど利用されないことが知らin.、t-。このことか ら、 そ上直前まで授0iしていることが
推察される。 ( 1 9 6 9 年 実 例 2 尾 ) 。

9. そ上魚の肝購は、生活環境が患いと肥大することが .'iかがわれた。

l 0. 魚内 ,般成分の分析から沿岸回遊時ならびにそ上時の体エネルイーの動向を検前した。

(イ)幌泉沖来遊魚の一般成分組成は、来遊時期に関係なくほほ一定であった。
(ロ) 大畑沖来遊魚では盛識期に蛋白質、脂質が最も多く 、 成分的にこの時の魚が最 t未期な状態

と考えられた。

t、1 そ上角しでは生活環境が悪いと、体蛋自質の消費が助長さa、  また水分の增加することが'iか
がわnた。

1 1 .  卵果の一般成分を測定し、 成熱現象を卵果の成分組成の変化から検討した。
(イ ) 成熟につれて一般に水分の增加、 蛋自質の演Jが認められた。特に安静が保たれ難い環境で
は水分の;t曾加が著しいことが推察される。

(°) 沿岸来遊時の成分組成は安定した値を示した。 また成熟現象は、 魚内成分や諾器官重量の変

化と して現われ 前に、 卵果の:項重特に水分の增加現象として沿岸来遊時にも生じることが推

察 さ 1れた。

f,? 卵果の -般成分からみた沿岸来遊時の成熱程度は、 大畑沖に :i31l11'る盛漁期の魚か最t未熟な

状態と考えられた。 しa'し、 その他の諸現象を考慮すると別の特異な群とも考えられる。

1 2. 卵果の体重比と魚内一般成分組成との関係から、 成熱現象に対する体成分の役割を検討した。
(イ) 一般に卵果の体重比は魚内 -1股成分と相関関係にあることが認められた。

(°) ・ 幌泉におlr1'る終演期辞では、 卵集の增重と同時に体エネルギーの書積が行なわaてい る こ と

が') かが われる。 この現象は2のf,、?に示した こ と と一致する。
t'1 卵果の体重比と魚肉一般成分との関係は河川そ上後明確に認められるため、.魚体に書讀さ
れた ェ ネルキ '一は、 卵集增重の盛期(卵果增成期)に急速に移行することが考えられる。
(i 天塩川そ上魚ではこれらの関係が静内川そ上魚と著し<異なり、 5および7項に示したと同

様に群の相違が推察された。 また;襲境の違いが起因して体エネルギーの消責が抑制されること

も考えられた。

松、1 群の違いによって卵集一、の体成分の移行能力に違いのあることが推察された。
1 3 .  卵果の一般成分組成と卵果の体重比との関係から、 卵果の成熱現象を化学的な内面現象から被
討 し た。

- 2 2 0-

Cイ) 一般に卵果の增重につれて水分ii增加し、脂質ならびに量自質は減少した。

(ロ) そ上開始時には、体蛋白質の書積がみられたと同様に、 卵果において'量自質の書積がみられ
た。 これは沿岸来遊時に急速に行なわnることが推察される。

?、) :ia、i l場所が同じであっても、 時期の違いによってこれらの関係が異なるため、 来遊時期によ
って群の異なることが考えられた。

(ニ1 大畑沖来遊群は、卵集成分が幌泉沖のものより ェ ネ ルギ一的に高いレベルにあ る ため、 1 l.
の1:,i項に示したとぉ ':)栄養源の豊富な卵を持つか、大形の卵を形成することが')かがゎれた。

fホ1 卵果の成熱段階が、重t変化から表i・)されたと同様に (昭和 4 0年度さけ ・ ます增確事業に

関する調査報告)、 それに対応 -f る3つの化学的な内面現象のあることが知られた。
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8 さけ親魚の書養条件に関する調査

札内ll池 1a境条件の検討
前年度に引続き、札1''li蓄養池の環境条件を、 溶存酸素の面から検討しt-。
調査は4 4年 1 0月 7日午後3時から開始した。調査時の蓄養状況は次の通りである。

書養池№

I及I I

西

IV

計

l 0 月 6日現在

字 合

5 9 7  7 7 0

1.9 1 8

1 , 8 7 1

4 , 3 8 6

9

2 8 9

1 , 0 6 1Fl,

計

1 , 3 6 7

1 , 9 2 7

2. 1 6 0
5 , 4 5 4

補獲場名

幕 別

東 3 3 号

千 代 田

この数字はへい死魚の取場、採卵選別作業等の関係で総数及び;H:, i消L]の移動がぁる。 I及びII -号池

の幕別捕獲魚は他の2補獲場に比ぺて、 成識が進んでてる。 又採;ll1作素上の,11:i1由で合が多<審養さ
t

れている。

ill、装二施設は4 3年度殆んど同じであるが、 メ ム川の水量は前年に比し著しく域.少している。

メ ム 川:)水量は札内川の条件により変動がぁるが、近年札内川河床の低下により水強l11:- l成少の観
向にある。  調査時の水」患-は流速計の故障により測定出1ll1な か っ た が、 水門通:,1 1lのさいの水位等から
?て i 3年同時期の約半量程度と考えられた。即 ち 4 3 年、1よ水門通過量が34.7 †1on / nnであ るか

ら、 その半量17 . 4 t on /min,、プ ラ ス参透水 と い う こ と で 1 8 t o n ̃2 0  t o n 位 と 推定 し た。
前年度〇調査の結果から札内蓄養池の蓄養能力は用水量、 溶存酸素證に規制 ・基れる要業が強いこ

と が知 られ てい る。 特に蓄養池上流部に原因は明らかでないが、 溶存‘歡素量が低下 ・1r る現象が・度・,
見られている 。  このよ 'i なことから溶存酸素量の検討を行つた。

結果は表及び1111l1に示 し た と ぉ り で ぁ る。

この結果によれば懸念さrした害養池左岸の溶存酸素の演少は前年ほど著し .く、tないが、 その傾向
は認められる。 I号池通過後の演少は著しくないが、 これは蓄整,尾数が1. 3 6 7 尾 と 少 な < 、 又,li1:
別の比較的成熟の進んだ親魚であることによると考えられる。 iiI、「V号池通過後は約7.5pp成 低
下する。 0、 D理流置.和t著しぃ過起和状態で、 前年とl司じ傾向であるが、 この池は水1iが非常に少く、
税数にllを及:11i'-fはどのものではない。 '?種を1行つた? t、屋間としては、魚が安静な時間であるか
ら、 、,觀l? ?時i、 朝夕等魚の動きの烈しい時等にはこの2倍位の酸素消1量が考えられるから、 この場合害養尾
数のi着大の巾は余り望めなぃ。 正確な水量?1尾開、ないので、約2 0  t on / nliaとして概算fる と解な
状態で約6.0 0 0尾;増収容の言-l算になるが、最人;酸菜消費の解を考えると、1lli'3,0 0 0尾増と考えられる。更
に?融〇審? 解i韻の場合を考えると、 1,0 0 0尾̃2.0 0 0? , 根 度 .と考えられる。従つて調
;置時点に於、r1るm能 o解ti、安全な言発尾数t、t6,0 0 0尾一一7,0 0 0尾となる。 こ解 ?i前述の
通り、種めて大ざっばな湖l値であるが、 前年度の翻E状況と対比して考えて ,b、安全度を考慮す加i 、用水の
統器気装置の強化等がないかぎり、 これを超えることは危険と考える。
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第 l 表 測 定 表

測 定 場 所 水 温 ℃
溶 存 酸 素-館 和 度 % 溶 存 酸 素

量 ( p p m )

A 1 1. 3℃ 9 4 . 2

9 6 . 0 ・'

1 1 6 . 0  ・

1 2 8 . 0

9 . 9 8

l 0 . 1 7

1 2, 5 8

B ,
1 0 . 3

l 0 . 8

c

D l 3 . 7 2

l

2

3

4

9. 5

//

//

1 0 . 0

9 5 . 0 1 0 . 5 0

9 8 . 2 1 0 . 8 6

9 5 . 5 l 0 . 5 6

l ・

9 6 . 7  l 1 0. 5 5

5 9 . 7

9.6

9 7 . 8 1 0 . 7 5

1 0 . 9 9

9 . 4 7

6 9 9 . 7

7 9.8 8 6 . 5

8 9. 7

l

8 5. 2 1 9 . 3 7

9

1 0

1 1

1 2

8 8 . 0  l 9 . 6 8

--i4;6一十一1 i6 -g.g

1 0 . 6

l 0 . 7

9 2 . 0

l 0 7 . 0

9 3 . 5

9.9 0

l 1 . 5 0

1 3 1 0 . 8 1 0 . 0 2

1 0 . 7 3

l 2 . 4 7

7 . 3 6

7 . 6 6

7 . 6 6

1 4 1 1 . 2 1 0 1 . 1

1 5 l 0 . 7 1 l 6 . 0

6 7 . 1

7 0 . 0

7 0 . 5

1 6

1 7

9.8

g.g

1 8 1 0 . 2

l 9  l l 0 . 5 7 6 . 0 8 . 2

註 )  昭和4 4年1 0月 7日午後3時測定
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3 さ け  ・ ます資源動態並びに生物統計調査

(1) 稚魚の標識放流試験( マーキ ン グ )

当初の計画通り、 夫々の日的にそって魚種別、 河川別に標識放流を行なった。
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〇 標識報魚の回帰実態調査

本年回帰した標識魚は次のと :i。' り で ぁ っ た。

④歴舟川放流の回帰魚(さけ )

1 9 6 7 年 春、 移殖効果を確認する t:・め歴舟川産のさけ稚魚50月尾 ( 脂、 右胸 )、 組走

川より卵による移殖稚魚5 0 11尾 ( 脂、 右腹 )を 4月 1 3日、 5月 l 8日の間に標識を付し

歴舟川より放流し ,11,。そして、 それらの魚群は3年魚としてえりも以東沿岸、歴舟川に多く

の回帰がみられ、 これらの地域で1,220尾の再捕報告がぁった。

そn.らの再捕魚のiち、 標識部位の組合せが一致するものは下記の通りでぁった。、再捕月日
、、、、、、

9月

l 甲旬
9

下

1 0

上

1 0

甲

1 0

下

1 1

上

1 l

中

1 1

下

1 2

上

1 2

中

計

歴舟産と,l3
われ る も の

脂、 右胸

沿岸 1 2
l

河川l

小計 l 2

3

3

4 3 7

5

4 2

8 1

8

8 9

l 0 2

1 8

; 1 2 0

5 1

5 1

2 8 0

1 2 9

4 0 9

2 1 3

1 2 8

3 4 1

1 2

l 2

3 9

3 9

4 7

4 7

網走川より
移第と思わ
れ る も の

脂、 右1搜

沿津

河川

小計

1

1

l

l

1 6

4

2 0

7 0

2 7

9 7

9 7 l 2 8
l
5 0 l 6

1 4 7 1 3 4
l 6

1 6

1 6

1 6

9

9

以上の結果よ り次のこ  とが推測される。

a 回帰性が強< 、 卵を移殖し放流された場合は、 放流河川に回帰することが確められた。

b 地場採卵による稚魚の放流は卵移殖による稚魚の放流より 、 その回f希効率においては約

1 . 2倍の効果があることが認めらnた。

な ぉ、この結果は3年魚だけの結果であるので、 回端時期、体生長、回遊分布等については

次年度の結果を得て詳細に報告一rる。

② 湧別川放流の回帰魚(からふとます)

1 9 l i 8年春、 から.bとますの放流適期を把握するため、 湧別川 .1t り湧水管理群(2月放

流 ) 1 9 万 尾、 河川水管理群(4月下旬̃ 5月上旬放流) 2 0 ,方尾を放流した。

そして 、 その魚群は本年2年魚として回帰し 、 7 4 0尾の再捕がみられ、 その 'iち標識部

位の組合'e:が完-金 - 致す る も り は 6 3 4 尾 で あ り、 次の通り推測される。

即ち、 6 3 4尾の再捕の 'iち、 536尾は河川水管理辞でぁり、98尾は蕩水管理群である。

湧水管理群に対する河川水管理群の回帰効果は5.5倍を示し、 放流時期が回・帰 ・量に非常に

大きく影響することが認められ滅f f時の環ii顧因にっいて'l2:1検討が必要であることを示唆してい1:,。
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〇 漁獲物組成調査

あ き さ け 年 令 組 成

I 北 海 道 域

o 河 川 域

望 l 河 川 名 年 令 組 成 ( % )
標 本 数 備 考

2 3 1 4 5 6

オ 1 f 幌 別 川
f 1幌 内 川

1
ツ 1 常 昌 川
ク l

海 1 二お 別 川
区
1 相 産 川
l

1.4

0 . 6

0.8

9 4 . 9 l 3 . 7 l l 1 4 3 3
9 5 . 0 l 3.3 1 1 . 1 l l 1 8 1
5 8 . 2 l 3 9 . 1 2 .7  1 1 8 4

l 1 l
8 8.1 i 1 1 . 1 1 l 3 4 8

1 1 ':3,.? l 2-?? 』 0 8 l -2 3 0
-1 2 . 1「一8 o. 6 「一 7.3 十一 一一T 9 8
8 4 . 8 1 1 2 . 0 1 3.2 l l 2 5 0
9 7 . l 1 2.4 l l l 3 3 1
6 2 . 3 l 3 4 . 3 l l . 1 1 l 4 4 0
2 0 . 0 l 7 1 . 3 1 8 . 7 1  1 1 8 5
1 9. 6 1 5 7 . 5 1 2 1 . 3 l 0.8 l 2 4 0

l l

8 0 . 6 l 1 5 . 9 3 . 5 l . l 1 l 3

4 5 . 0 l 5 2 . 5 l l 1 4 0

西側域の3年魚
の比率は非常に
高<、 また湧別
川、網走川の3
年辞も非常に多
<画帰した. 常
昌川はやや少か
っ た ,こ t 施 の
性明報は11il1準無、
.:1i:表l,a」t-_____
意別川、伊茶仁
川、 標津川、別
当賀川の回,l,請魚
,t3年魚が主群
で ぁ り 、 4年魚
0国,新'治-職は非常
に少 か っ た 。1風
蓮川、羅自川は
3年魚は少かっ
た。西別川は3
年魚、 4年;角、と
もに回帰量は多
かった。

l 羅 自 川 1
1 薫 別 川 1
根 l  l
1 伊 茶仁川 l 0 .5
室 l 標 津 川 l 2 . 3
海 1 西 別 川 l
区 l 風 運 川 1 0.8
l l

l 別 当 賀 川 1
1 穂 番 川 l 2.5
え
り

も
以
東
海
区

別寒辺牛川 1
91l 路 川 l 1 . 1

l

十 勝 川 1 l . 0
歴 舟 川 1

9 2 . 6

4 0 . 7

3 2 . 9

8 8 . 0

7.4

5 7 . 6

6 3 . 2

1 0 . 7

l 5 4
l 6 3 1

l 2;:
十勝川、 釧路川
の主群は4年魚
で ぁ り 、 3年魚
も多 くのiii,癌が
み ら れt 。別寒,
辺牛川、歴舟川
の主群は3年魚
で ぁ っ た 。

0.6

2 .9

1 .3

目 1 天 塩 川 1 1 .6
本 l 石 狩 川 1 1 .8_ 1

2 7 . 2

8 7 . l

4 l . 6

1 1 . l 2 9 . 6 l l ;;: 天塩川は4年魚が・主詳であるが、
他の河川は3年
魚が主詳でぁった。
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海

区

利 別 川

厚 沢 部 川

4.0

.0.4

8 4 . 1

9 :li. 7

1 0. 4

3 . 9

1.5 2 0 2

2 3 0

・
特に厚沢部川は
3年魚が多,l:回
帰した。

費:.1i;
り西
も海
区
:楽1::: 4 5 . 41.6 1 2 . 42 8 . 8 4 0.46 4 . 3 1.8

5 . 3

3 9 4

5 4 9

解内川の2年魚
が著しく多 e、
遊楽部川は平均
年令ia成である

o 沿 岸 域

根

室

羅 自 沿 岸

根 室 沿 岸

l 3.9

6 l. 4

7 9 . 5

3 6 . 4

6 .6 1
l

2 . 2 l

4 1 l

4 4

え
ク

.も

以
東

大樹、 広尾
沿岸

illl 路 沿 岸

十 勝 沿 岸

2 7.2

3 7 . 1

3 8 . 9

6 7 . 7

5 9 . 8

5 8 . 5

5.1

1.7

1.5

1 9 5

8 6 l

5 3 5

1.4

0.9 0 . 2

lし以
り

も西

八9 沿 岸 l 8 . 2 8 0 . 0 1.8 5 5

II 本 州 域

海
区
名

年 令 組 成 ( % )
標 本 数 備 考河 川 名

2 3 4 5 6

職 笠  川

津1軽石川

木 極 川

大 川

泉 田 川

新 田 川

那 河 川

利根Jl lt流

見, 怒 川

3 l . 1

0.3

l 0 . 1l;

1 0.2

4 0 . 2

30 . 0

6 0 . 6

2 7. 5

2 9 . 5

2 8 . 4

3 7. 2

l 2 . 3

3 4 . 8

5 0 . 0

3 8 . 0

7 2.5

3 2 . 0

6 5 . 6

5 0 . 2

7 l . 4

1 8 . 5

20 . 0

1 .4

ii l
6 .1 1
6 .5 l
l
l

l

l . 2 2

2 9 6

l 9 l

9 8

9 2

l 0

7 l

太

平

洋

-海 ・

区

日

本

海

区

雄 的 川

月 光 川

三 面 川

信演川支流

魚 野 川

3 . l

1 9.0

1 2.0

1 7 . l

7 5 . 9

5 2 . 4

6 5 . 0

6 0 . 0

l 8 . 0

2 8 . 6

7.7

1 7 . 2

2.4

l 5.3

5.7

0. 6 2 9 4

2 1

l l 7

'' e・l ・l
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昭和44年度北海適沿岸、. あきさ ll漁1a量 4 5・ 4・ 2 0  現在調
( 尾 数 1 0  0尾以下、 4 捨 5 入 )

海
区
名
地 区 名

沿 岸

温 獲 数
備 考

河川内

補撞数

河川+沿岸

合 計

者t
日 1 稚 内  天:l i地区

1
本 1 石狩  浜益地区
海 1 道 南 地 区
区
小 計

5o(f3,
7,000

不 明

l 2100 0

推定値

推定値、 例年に比し不漁の練様
値少のよ ')でぁる。

従つて推定値

2.6品
4,400

1.900
8,900

読7,
1 1.400
1.900
20,900

%

オ
ホ

l
ツ

ク

海
区

斜 里  相走地区

常 呂  現別地区

救別興部雄武地区

枝 幸  屯別地区

小__ 計

900,200

254 ,800

75,500

90,500

1.3 2 :l,00 0

並演を右T上担る程度、相走地 t g8.800
離f 特に常 'l地区、揚別川の l 55300
回ll需魚多 l

一部推定値、好漁 l 9・100

豊漁、 l現別川の回帰詳が多かっ l 13,300
たためか ?
全般的に好漁 176.5l「)0

999.000

3 l0 , l00

84600

l03,800

1.497,500

根

室

海

区

羅 自  標 津 地 区

野 付  別海地区

湾 甲  根室地区

小 計

5 85-8(1l0
3 3 2 , l 0 0

8 1.3 0 0
9 9 9.2 0 0

継日地区豊漁、標津地区不漁、
伊茶仁、 標津川の回帰魚少のた
め

両地区ともに豊漁、西別川の回
解魚多
やや不漁、 別当賀、風蓮川の回
細f少
豊漁

28,400 i 6 l 4 2 0 0

I
l58.600 l 490,700
2- 1 83,300
l 8 9 ,000 1.188,200

え
り

も

以
東
海
区

厚 岸  ・ 以 東 地 区

自藤al路昂布森地区
大 津 厚 内 地 区
' ・

照野広尾大御地区

小 計

8 1.1 0 0
2 0 2.5 0 0
455 ,600

2 3 8 , l 0 0

977,300

並漁上、別寒辺牛川の魚群少、
十勝川系間引

並漁、釧路地区不振、統計 もれか

豊漁、十勝川の回帰魚多

豊i角L、十購川系の回遊多し

-l-dil'川系1宣l事Sl魚多し

2.000
46,500

140,200

2,400

l 9 l , 100

8;ll,100

249,000

595,800

240500

1,l68,400

え
り
も

以
西
海
区

日 高 地 区 2 l 0 , 5 0  0 l好漁、 東側程良好、 十勝川系回
遊、 この地区の回帰魚少

7.3 0 0不漁、 この地区の画帰魚少
2 8 g 0 0 .好漁、 特に遊楽部川周辺の八雲
' 1長.1i部好
2 1.8 0 0 1豊漁
1 4 0 0 0 やや不漁、茂辺地川系魚辞の回

帰少

2e2.5 0 0  並漁.この海区 ,1l -'i:ll1lllt角.少

4,900

1.300
1,l00

0

5,000

1 2.300

215.400

8,600

30,000

2l,800

19.000
294,800

胆 振 地 区

城 火 湾 地 区

道 南 地 区

津 j医 海 峡 地 区

小 計

全 道 合 計 J,592,l1) 0 0 能 的 に や や 豊 漁  1 577- _4_1些望oL__
り 、 次いで伊茶仁

, l院別川であり、
Iの日高、胆振沿

l .  この統計資料は一部未調査の地区がぁるので、 最終的なものでi; l:ない。
2. 今年度は -設に3年魚が多い。特に 、 オホーツク海区の河,l lに顯著でぁ
川、 1意別川、標津川、十勝川である。
3. 今年度の回帰量の多かった河川辞は、十勝川、 西別川、相走川、9別川
少なかった河川群は伊茶仁川、標津川、風蓮川、 別当'1R川、 え り 'b以西海
岸の河川群である。

備

考
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昭和44年度北海道沿岸からふとます漁獲量

( 北海遭系と推定されるもの )
4 5 .  4. 2 0  現在調

産 l 地 区 名 l 沿 岸
名 l  l 漁 獲 数
一 「器i 、一福一一走一地区 l 5 0-8;9a0福
オ l  l1常1号 、 場 別 地 区 l 74,900
ホ 1 :
l l絞別、要部、雄武地区 l 3 1.9 0 0
. l l

l ツ 1較 幸 、 屯 別 地 区 1 65 ,0 0 0

備 考

最近にない-a館l.、 科里川、
岩尾別川の魚静多し
:豊漁

やや好漁、 一部推定値
好漁、 一部推定値

三業:浴岸 一l・河川

合 計
潮上率

39,6品
20,100

1 2.0 0 0
l 6 , 5 0 0

548,50号
95,000

43,90 0

81,500

7i後
2 1.2
27,3

2 0.2

l ク l 小 計 680,700 -1設に登漁である 8 8 2 0 0 768 , 900

l 4 9 , 0 0 0

2 9.4 0 0
1 2 5 0 0

l l . 5

1護 臼 、  標 津 地 区 1 1 4 l , 9 0 0
l 根1  l

l -野 付 、 別海地区 ' 2 4 , 3 0 0
1 l
l操 .職_ 、 湾 甲 地 区 1 11,600

やや好漁

不漁

不漁

7 , l 0 0

5.1 0 0
9 0 0

4.7

17.3

7.2

6.8

9.1

18.0

2.0

1 0.5

・ 1 小 計
: _ l _ _ _ _ _ _ _ _
:二1-- - - --
. -; l 小 計

1 7 7 8 0 0 やゃ不漁

推定億、 来遊量少し

l 3 1 0 0 190,90 0

2,000 2 0 0 2,200

6 1 0 0

l 5 3 0 0

:え以
・り

1 :1, 第
l

″ l 5,000 一部推定値、 来遊量少し 1.1 0 0

3 0 0

f .以 l
1り l
;も西l '' 15,0 0 0

一部推定値、 主として遊楽
部川の魚辞-

1 全 、i i 合 計 8 8 0 5 0 0 l l 0 2 . 900 l9 8 3.4 0 0

l. この続計資科は、 一部未調査の地区もぁるので最終的なものでない。
2. 今年1度. は、 オ ホ ー ック海区が豊漁年、根室海区が不漁年の年に当る。

3. か ら .1i- と ま1rは 、 4 2 年頃 」:り全道的には增加願向にあり、 また、 不漁年、 豊漁年の差が償
少になりつつある観向をラ:l1lしている。

特に、 オ ホ ー ツク海区に i oいて頭著である。

4. 增加観向にある河川は -岩尾別川、針里川、常9川、 携別川、清清川、 徳志別川、屯別川、標

別川、 標津川である。

5. この魚種の不振地域でぁる。日本、えりも以東、えりも以西海区の')ち、えりも以西海区が

l 5 , 0  0 0尾の漁拉がぁったのは、 その大半tt 、1ifi楽部川の回船魚とみられる。

遠楽部川には、数年前より継続して、西別川、斜里川、岩尾1lli J川より 1 5 0̃ 2 0 O Ji尾の

移范を行つてぉり、 その効果の現われとみることが出来る。
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4 環境条件並びにその保全に関する調査

(1) 河川の性状に関する田査

さ け ' ますの再生重河川の性状を調査して、 さけ ・ ます增確保護施策の基礎資科を得ることを

目的に次の項日について調査を行なった。

イ 理化学的性状として河川の規liならびに変通、発通の状況(流程、流量、底質) 、流域の一
般的地形、地質、降雨・雪量、 破雪期、 流域の開発、 産表、 河川列用度合(農、工、 鉱、 都市
関係)、さけ・ますのそ上・降海時の障審、水質、 汚染度合。

ロ 生物学的性状として生息魚類ならびに生産風、 底生生物、 沿川流域相など。

これらの取りまとめた資料は適内主要87河川にぉよび、 現在整理中であり、 近く別1途に印刷

の予定である。

国 さ け  ・ ます人エふ化用水に関する調査

さ け ' ます類の f ・化条件は魚種によって相述することが知られているe 近年の河川環境の変化

によって、 人工ふ化用水もいろいろ変化がみられるので、 ふか用水の再調蛋を行ない、 次期のさ

け・ます資源增大再生産計面にぉりる基礎18l科 とiる。

こ .rtらの調査は現在使用中の.S,化用水および、 未利用のふ化用水につい て 、 取水状況、 水温、

水量 : io よ び水質 ( P H 、 D 0、硬度、NHs -N、 F e、C a、 p .a 0 。、S s ) について部j査
を行なった。

これらの資料は現在整理中であり、近く別途印刷の予定である。

CS 有機廃水と環境に関する調査

調査河川は天塩川である。

本川は昭和43年7月に增水に伴 'iさ け ・ ます類のそ上等l.魚のみならず、 ど じ ょ '1l等の河川魚

類の大量へい死を招いた事故がぁり、 この原因を求明すぺ <:調1l置:を能中でぁる。本川は◆に'ai,
水するとぃ';河川の特殊条件があり 、 川沿いに散在する人為的な汚染源一都市下水、製紙工場、
前工場等一の水質変化に与えるfa o to,rを考意しつつ調査中でもある。

水質の面からは水の動きを、 底質の面からは增水時に於ける河川汚ailに対する影響の度合いを
化学的にとらえ -l:い く 。
〇 有機廃水と水産生物に関する調査
ピー ト、 最粉廃水が底生生物に与える影●度合の基礎威a
有機廃水の流入によって河川の水産生物にどのような影響を与えるかを明らかにするため、 1般
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粉、 ピート 、 K P パルプ廃水の底生生物への直接的な影●についで実験を行なった。

その結果ビート廃水(活性汚泥処理)、前房水の 0  0 D 6̃5 0  PPm の 1E田では0 二の変

化 'b小さ く、底生生l物に対しても何んら -直接的なl事書をも t、- らさないことが明らかにされ た。
しかし、 薬液処理のピート房水、 K P パ ルプ展水では右T、.底生空Ellの藤忌行動を起す徴候が'l

かがわれた。このことはビート廃水 (業注 )の P  H ( ア ル 力 り 性 ) と K  P パ ルプ廃水のiia翻al質
がその原因と考えられる。従つて、現在の処理万法、 及び排水量のピート、藤粉廃水では底生生

物に直接的な影響は始んど無視される。 tf し ろ、 廃水流入後の理境変化(水期の発生、 02 の演
少、豊化物の発生)が底生生物に大tな影響を tt.- ら す t のと考えられ、それら変化過程との関
係が検討されるぺきであろ ';。

〇 期路川のアルミニウ ムについて

昭和4 3年3月に発見された 1訓路川におけるさけ稚魚のへい死につい て,,、t、昭和43年9月の

調重およびその後の実験から川場の温泉水に含まれる 一「ル ミ ニ ウ ム イ ォ ・ンのiR呼吸に対する障審

に起困することが明らかにさrしt、.。

しか しながら上述のアル 、 ・,ウ ムイ ォ .ンの障書については近年急に流出されるよ ':lになって発

生したとは考え難い。 したがってこの障書については過去に常時起つていた l6のか明らかでない。

このため、 昭 和 4 l1l年4月に再調盃し、 昭和44年4月に行なった郵送試料による分析データ

を 'l考慮して釧路事 業;場放流稚魚が劃路川責源にどのよ '1lな影iを与えていたかを検討した。

その結果昭和44年度の実験から得られた現象では、郵送試水であることを考慮しても、屈l科

路湖から美留和川までの支流の水量および湖内や河川内における場水ならびにァルカリ性温泉水

などの極出量にWがあった こ と も 考え られ る よ ぅ に、 モ ノ ア ル i ニ ウ ム イ オ ンの港存量に

変動が推察された。 またその量は前年度よりいくらか少なかった。

次に昭和45年4月の調査では英留和川がaa路川へ合流する前後のモノァル ミ,ウ ム イ ォ :,,量
は 0.1 7 p  p mおよび0 . 0 4 p  P mと前年同時期の値(同じく0 . 5 9 p  p mおよび0.1 7 p lp m )

および昭和43年9月の調益時における値 (同 じ < 0 . 9 5 p  p mおよび0 . 2 7 p  p m )に対して

著し<少なかった。

また、 合流直後の河川内に生量を設置して行なったさけ稚魚の生存試験では、 24時間後にな

お2/3以上が生存していた。 また弟子屈市街地内のall路川本流では推魚の遊泳するのが認めら
れたo

このよ 'llに今年モ ノ ァル、・= ウ ム イ オ二'が少な かった原因については、本年は例年になく積◆

がぁ り、 これが3月から急に第け土通のァ ルカ リ 分 をと、なって河川に流入しie有一;'るモ . ノ 7ル
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ミ ニ ウ ム を 無 1l 性 の ポ リ ア ル ミ o ウ ム イ オ :'や沈波性のアルミ,ウム化合物に変化させたためと

考えられる。

以上述ぺたよ 'iに、 遇去にぉけるall路事業場;故流稚魚の資源上の効果については降雨量、融富
速度など気象条件に着しく影響きれてltたことが推察さ'tる。
なぉ割路事業場における稚魚の放流については、放流前にあらかじめ7 ル ミ a ウ ム イ ォyの溶

存量を測定するtとにより適切な放流方法を還択することが可能と考l_ら 1rし要、。

〇 溶存監素によるふ化稚魚のへい死とその除去について
昭和42年から中川事業場において発生したさけ確魚のへい死は、 % i和43年6月に行なった

調iか ら、 ふ化用水に多量に含tれた量素ガスによることが知t一れ、 この現象は引続き昭和43

年度にぉいてもみら ln.た。 まt-、 このへい死はさけ権魚にのみ特異的に発生することが知られた。
したがって、 このふイ開の;連営については、 ます類専用の事業形態をとるこ と も考えらrしる。

し-a、しながら、 上に述ぺた一、い死は昭和44年 l藤_にはほとんど認められなかった。 この結果、
中川事業場のふイ開水に含ltn.る豊素ガ スの合量は室し<変動することが考えられた。

したがって、昭和4 3年 6月から昭和4 5年 3月 l l l での調能果から、 中川事業場.i,化用水に

含ま .aる潜存豊素の動態を明らかにし、 先に述,、た甲川事業場の事業形態のあ つ方を検討 f る と

と ,l,,に、落存豊素の除去法を検討し 'll::。

I 甲川事集1aふ化用水の豊素含量について
当事索場にぉけるふ化用水の播有望素量は、 第 l 表 に 示 し た と f ' 1最後の異常へい死が発生

した直後の昭和44年1月l 3日に最高の値を示したが、 1月30日以降急数に校少した。
この水1買条件は、llかではあるが19月に一時的に悪化したけrl ,ど ll1、現在までttぼ安定した

状態にあることが推察され る。 また l1:の.i・化用水に含まれる'a素 ガ ス量は、先の報告でも述ぺ
た と ぉ り、 パ 二,ケ・イ川の着有a素量と も関連していることが推察さaる。な ぉ、川水および
S・化用水量(機械器水)は、昭 -和4 2年および昭和4 3年に少な< 、昭和44年度は增加して

い た o

これらのこ とから、 当事業場の.i,化用水に含ま i'しるa素ガスtは、 ・ら'化;laの設置:la所に1li限
さ れ た tのでな<、降水量とも関連したかなり広ll田な地;llit的間題に起因することが考えら「し

る o

以上の結果から、昭和44年の量素1 lスによる稚魚のへい死はほとんど生じなかった こ とが

推察される。 また当事素場今後のあり方については、 降水量などの気象条件を含めた総合調査
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のもとに、 運用されなければならないものと考えられる。

第 1 表  中川事業場ふ化用水および川水の1富有';ス:f!和度一用水別ガ ス 量 豐 素 健 和 度 %
的 『 一一70
6.6 1.1 3  l . 3 0  9.4 3 .20

康 素 1ti 和 度 %
68 - 70
6 .6  l.l 3  1.3 0  9.4 3.20

川 水

( パ.ン ケ' イ川 )
l 20 .6

(l6.01

124.7

( 0 . 6 )

1 l 4 . 6

(0.45 1

l l 1.9

( 0 .4 )

86.0 l 0 6.7 l03.0 l 0 l.0

a気前
第 1 ポ.:,,プ

' 後

l28.1

( 7 . 2 )

l 34 .0

( 8 .2 )

l124.9に l 3 . 1
l
1( 1 0 0 ) ( 5 . 8 )

64.0 5 5a :
1
4 la 66.3

127.4

( 7.2 )

,,義
( 7.6 )

l 1 8 . 9 l 1 3 . 1

( ) i(5.8 )

84.0 832 7 3.5 82.6

1l,気前
第 2ボ-,プ

″後

131.5

( 5 . 1 )

l 1 1 . 6

(4.4 )

l
l
1
l

9 4 0 7 4.3

1

1 2 2 3 l 1 2 5.8

( 7.8 ) 1 ( 5.l )
l 1 7.3

( 4 . 3 )

1l l 4 . 4
:_ l(2.8 ) 9 8 0 105.4 l03.3 95.7

ふ化室排水路

w

l 2 8.7

( 8.0 )

114.5

( 9 . 7 )

111.7

(5 .8 )

98.2 85.3 96.6

1 号 池 中 央 部
1 2 2.51

;
( 7.5 ) l

89.8

2 号池排水部
125.9 l114.4
( 5.0) l ( 3 . 9 )

l13.0

〔3.8)

l03.6 95.8 83.9

(内の数字は水温(℃ )  ※ ・i,化室親情の水、 他は分配精の水
※※ ふ化情2段日の排水部

I[ 器気による豊素ガスの除去効果について海有豊素ガスは先の報告や第1表に示した昭和44

年 l月 l 3 日の結果から推察される と ぉ り、 1電めて除去されにくいことが知られた。したがっ

て、 上水の割ヒ法として知られているコークス盆相形、 木製すの子形および空気拡散形の気選

万法を用いて溶存豐素の除去を試◆た。その装置を第!図に7ii1 した。 , ,

=l ー ク ス盆編形の,l,,,のは、 4 0a( 接 ) x 4 0a ( 積 ) X 2 6 5on ( 高 さ ) の外筒に、 コー
ク スの入つた大き さ 3 0.7cn ( 無 ) X 3 0 . 7 c! lt ( 演 ) X 2!、cn (探さ)のすの子底の箱を盆間

隔 4 5ctに固定し、 上部の配Mにより水を均等に流下させた。このモデルの大きさは、 流速

を常法の25? / m11' / h r と し た 場 合、 l号揚水機の能力に対し .て 1/ 4 8 で ぁ った。
すの子形の,b のは、 コークス形のものと同 ・じ大きさの外街に、 構「l,:1la2 0c・.になる よ ぅ にす
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第 1 図 気 操 実 験 に 用 い た 各 種 装 置
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の子〔 3 0 . 7 ( 1選 ) x 3 0 . 7 ( 積 ) x 5ca ( 探 さ ) 〕 l 1 救 を、すの子の日が交叉するよ 'l に

固定した。 この式の流速は通常10-- 2 5m3 / m:2 / h  r と さ れ てい る 。
なぉ上記モデルの基準流速は39 .e / malが計算された。

空気拡散形の気 、離置は、一般に水の常留?對が1 0̃ 3 0分必 -要:とされている。  し たが っ
てこの装置はコークス盆棚形やすの子形の,bのに比べ、建集費ならびに維持費が高い。 このた

め、 この方法による実験は、 種めて小さなモデル (内径4.2cn、高 さ 3 9 caの ガ ラ ス シ リ ・ンダ

- ) を用いて行なった。
なぉ昭和44年1月の調査時、 砂利属に用水を通過させたふ化精で、 稚魚のへい死が抑制さ
れたと思われた現象がみ られたため、 砂利后に気操水を通過させ、通過前後の落存ガス量を測

定してその効果を検討した。 この時の流運は上水の緩速ろ過速1度_に準じた。
これら通装置による操気効果を第2図に示した。 -i'なわち、量素の除去効果については、
階段状におかれたふ化補中を漸次流下させた自然状態のものとの間に差異が認められなかった 。

この現象については、 実験が用水の豊素含量の少なぃ時点で行われたため、 高含有量時にぉけ

る効果とは異なることが考えられる1l::.とを考慮しな?1t'れtl .ならなぃ。

第 2 図  コ ークス盆棚式および不製'rの子式

第 3 図 各 種 気 操 装 置 に よ る a気効果

o

20一一一一l

100

飽

8 0

度 60

51l0818水
混

千才

空 気 拡 散 形

ぺ 9.8 9.7 1 0 . 4 5.8 5.8
、、、
X、:':.-- - - :lll'
、'1'( )く_ _

5.8 5.9 6.5 6.5 1 2 .8℃

X、一 V _ - -X
ー 、一?-- -lX ? - - - 一二:iて・一

/, / a

/ 今
/' J 1
● 'つ過水量
/ 966い3 j1;'/1ian

/ 砂利/ 0.5̃ lcm.ろ適速度
054c11レ・ft!1l

中川 中川

_ __L_ __.l-- _一」_ 1 l _-__!
%

120

l 0 0

80

和

60

1表.

貯
水
精

源

水

1 5  20 30  40 50源

一 一-' 水
通過水量 .e/aull
1 9 6 9 . 9 . 4

-2 3 6-

通過水量 .e/ 価 t
l 9 7 0 . 3 . 2 0

源 通l0通10  源 貯 ふ ;,,・通 源 時 .,i・排 検成 通※ 、重望, 通 ※
水 化 化 水 化 水 卵 L ]  ※ 気利 ※

水 気分気分  水 精 構 消 気 水  相 室 路 台 開 気  後感気※

1 9 6 9 . 1 2 . l  1 9 6 9 .  9 . 4 l 9 7 0 .  3. 2 0

※ 貯水精よ り配管されたものを蛇口にパケッで静かに受け1l,。

※※ 第 1図に示したシ リ ン ダーに通気し毎分 l 5 4 C Cで水を壊流させた。

※※※ 同上容器を用い止水状で1時間通気した。
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しかしながら、酸素のa;入については、 自然式に比ぺ強制気操式のものに著しい効果が題め
られた。 したがってふ化用水を機械場水に依存する場合には、 こ:nら気操装置によるa気は用
水の高度利用の面で重要な手段と考えられる。

な ぉ、 コーク ス盆編形およびすの子形のia気効果については、いずれも同様の効果が期待出
来るが、 水量が多<なるにしたがぃ酸素の溶入が增加する領向がすの子形のものでみられた。

これは、 装置の構造上、 水量の增加に伴い飛抹が生じ、過飽和状態を効進させた 'b のと考えら

れる。 そしてこの現象を除けば、 注水量と 1基気効果との間には、 与えられた条件内では特別な

関係は認められなかった。

ま た、 甲川および千歳両事業場における通気実験か ら、 強制器気時における望素と酸素の安

定溶解度は、 前者がほrf 1 l 0 % 前 後、 後者は前着よりやや低い値で平資状態になることが推

察される。

砂利暗に用水を通過させた場合の効果については、 次のことが明らかにさ :nた。

すなわち、昭和44年1月3 0日の実験でも演 l1定 さ れ た と お り 、 今回の2回の実験にぉ'い、l;、

器気に 11: り過範和状態になった溶存設素は、 いずれ も 1 0  0 % ラ イ ン まで滅少した 。 しかし望

素の:l藤.少はみられなかった。 こ -lnは砂利層の通過に.t; り段素が消費されたことと、砂利願の通
1,1lll速度が?めて通い た め、 強制離気により生じた過總和な酸素が自然に放出さaた こ と も 考え
られる。

したがって、 砂利1iiを通過させる効:果としては、 気操装置を用いた場合に生じる過飽和な酸

素の書を除<意珠:で有効と考えらnる。

なぉこの間題については、 多量に望素が含まれた場合の効果が明らかでないため、 今後の研

究に待たね i iならない。

な お、 空気拡敏法に 一一,いてtt、 この実験では請留時間的3分で 1塞素量は安定し、 酸素 'b過al
和に達した。 この現象については通気前の鐵素の機度にも左右されることが考えられる。 した

がってこの問題についても 、 今後の研究に待たなければならないものと考えられる。
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要 約

1. 昭和4  2年から中川事素場に発生したさけ稚魚のへい死は、 昭和4  3年6月に行つた調査.から

」i・化用水に含まれる豊素ガスによるこ とが知られた。 しかし、 用和4 4年度には上記へい死は‘t
とんど認められず、室素ガス含量の減少が推測されたが、 この現象は部 l1値と一致した。  したが
って豐素ガス含量は著しく変動することが推察された。 またこの原因については、 降水量にも関

連してかなり広範囲な地域的問題に起因することが考えられる。

2. 豐素ガスの除去に 一:;'いては、 コークス盆棚形操気法、 同じ く  すの子形法ならびに空気拡能法
の効率を検討した。

3. 酸素はいずれの形式の瀑気法でも簡単に過飽和状態に還した。 し か し窒素スf スは通気法により

解胞和度約 l 1 1 % 前後で安定し、且つ実験時の源水に含まれる望素量が減少していたため、

上記装置による望素ガスの除去効果については明らかに・-る ことが出来なかった。 '
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m 札内事業場養魚池におl:lるふ化稚魚の特異行動について
(44年度札内事業場における倒育魚のへい死について)

札内事業場において、 ふ化用水の減少により l目青稚魚がへい死し、 ふ化事業に著しい障言を及

ぼす事例が発生し'l-。 このt.-め、 その間の事業実体からへい死原因を明らかにした。
なぉ調査時点にぉいて、 偶然 メ ム川仮設養魚池の浮上直前の稚魚にガス病の症状をみ・とめたの

で'i ス分析を行ない、十勝地方特有の'1liS象条件が・1i水時の飼青に種めて重大な問題を提起した。

I 事業状況

( l )  昭和44年度収容量

jt:1',f度は用水のl政少を考慮し、 2号池に15 , 0  0 0千尾およびメム川に仮収容池を增設し、
5 , 8 0  0千尾の稚魚を収容した。

(2) 1離.水時にぉける水量稚魚の水况および応急処置

llj) 仮設池における稚魚収容時の用水は自喊0.5t  on以外はすぺて川底よりの透携水に頼り 、

その水量は約2 l t o n / :miltが測定されていた。
0 2号池にぉける権魚収容時の最低水量はメム川よりの水量0・8 tOn /!!'i:f,およ0適?水 0 i

t0?mjnの計1.3 t0 、n であったa・地魚の発育に:つれ水量の不足が懸念されたためl月26日
ょりポンフを通転し:て水を再使用した。その性能は1.3 tQn / n i n て'あ 'i'1-c> 2月.18日以後は ・i、化
?導水が特止さi、'こため水の利用がょくなりこの時点での水の利用状況を第l図に示した。
第 l 図  - . 2月l8日以後の用水使用法

註 )  自資水と川水の

混合後の動向につ

いては比例計算に

よ っ た o

再使用1.3ton

なぉ循環の水はポ ン プの不調から使用不能になることが度度あり 、 このためボ・ンプ停止時

に収容魚に異常が発見された。

第 l 表 に各養魚池にお1ii・る供給水量を第2表にポ・ン プ停止時ならびに調査時における稚魚

の状態を表示した。 また第3表に2月2 8日および調登時における溶存ガス量を表;i:、した。
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第 1 表  用水の供給量

月 日
収容最終卵のふ化

経 過 日  数
川水の供給量
to n /・mn 自資水t 循環水 蕩 水 計

2

号

池

1 . 2 6

2.8

2 . 1 8

2 . 2 8

l 8

3 1

4 1

5 l

0.8

0.8

l . 1 4

l . 1 4

0.5

0.5

0 . 8 6

0 . 8 6

1.3
・
1ll

//

2. 6
2.6

3.3

3.3

2 . 6

2 . 7

仮
設
池

2.l8以前

' 以後
?

?

0

0 . 4 6

0 . 5

0 . 1 4

2.1

2.1

第2表  ポ ン プ停止時における稚魚の状態

第 3表  札内.事lt場養魚池の溶存ガス量および水温

流 部l 9 7 0 .
2 月  8 日

2 号 池 ;  卵 黄 吸 収 6 0 % 位 の も の 下 流

流 出 す る も の あ り 。

卵 資 が 実 超 し て へ い 死 す る も

仮 設 池 ; :;!:起 症 状 を 呈 す る ,b の出現。

浮上開始の権魚がへ い 死 し 始

2 号 池 ;  稚 魚 流 下 し て は と ん ど . t と め

仮 設 池 ;  揚 水 部 に 浮 上 集 合 し 、 演e、状
ガ ス 病 の 症 状 を 呈 て 、 卵 果 部

浮出 、 直 前 直 後 の 卵 お よ び 稚

め る 。

2 月 1 8 日

3 月  8 日

( 調 登 ,等 )

始 め る

月日 場 所
水 書

溶 存 酸 素 遊離炭'国t
0 02
c c /t.

;海 存 量 素

c,:1/ L ':lfo c c /L %

1970

2 / l 8

3/8

2 号 池 排 水 部

仮 設 池  ″

ふ 化 用 源 水
メ ム 川 ダ ム

ホ ー リ ン グ 水

メ ム 川 仮 設 池
場 水 部

5.8

5.0

3 . 5 5

1 5 . 9

7.7

3.7

2.8

7.8

0 . 2 6

8.8

4 5

3 4

8 4 . 6

3.7

l 0 4.7

l 8 . l

2 2 . 4

1 9 . l

1 0 5 . 6

l 6 6 . 8

l 2 1 . 58. 2 3

メ ム 川 仮 設 池
排 水 部

7 .6 6.4 7 6 . 6 1 2 . 4 9 1 8. 8 1 1 9 . 4
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へ 集 l1ll・ し

の 出 現 。

浮遊池へ

ら れ な い

態。

に 白 点 を 認 め る 。

魚の多数のへ い 死 を 認



I I  稚魚の異常行動ならびにへい死原因の推定

① 酸素量供給量の影・
先にのぺたポ:・,プ停正ll等lにぉける稚魚の異常流下およびへい死は自城水が解設素状態であ

ったから、注水量の不足、 fなわち酸集欠乏による現象と'みられ、へい死は9素死によるこ

とが推測される。 しttがって第 l表に示した時期でのポンプ等止時にぉける供給酸素量と必

要lli素から検討した。

すなわち、必要酸素はtとして川水およびポン プによる循環水により供給されているか、

ポン プが停止した場合の単位当りの水量および供給酸素量を第4表に示した。

第 4表  注水量と動表の収支

月 日
注 水 量 註 1 供給養表素量 1注2 必要et素量

證 3

1.0~1 . 4

不足段索量

( 2 ) に対してcc/ iJi/的 i ccル̃ l11lop,f10,1ai 2)cM
1.2 6 5 3 3 2 1 4 0 . 8 1 0 . 9 2 0 . 0 8~0 . 4 8

2.8 5 3 3 2 1 4 0 . 8 1 0 . 9 2 1.3-1. 7
1 .4~1.8

0 . 3 8̃0 . 7 8

2 . 1 8 7 6 0 3 0 4 1 . 1 5 l . 3 1 0 . 0 9 --0 . 4 9
益 供給激素最(1)は溶存l我素の安? ?を 4 o c /t とした場合、

同じく(21は3 . 5 c o/t と した場合。
l211尾の重量0.259l と し た。

t3)各時期の必要酸素量は発生速重_ili°千オの ,bのの1/2  として千オに前
る実験データから求め 1l:-。

この結果港存酸素の安全liil.1l l-を3 . 5 c c/Lとしても全期n?を通じてかなりの酸素が不足する
ことが推察される。 この場合必要酸素量の基礎としては収容最終i'l lの発生状態に合せたこと、

および魚体の增重などを考慮した場合には著し<酸素の不足が考えられる。 この現象tt 第 4

表にも示される とぉ り 2月 8日にぉいて最も著し1o,, った こ とが考えらn 、  これが異常な稚魚

の流下およ「J;へい死をも :':- らしたものと考えられる。
② 容存活素の影響

3月8日の調査時に仮設養魚池においては注水部へ異常に稚魚が集合し、 また債の 'i 実起

症状ならびに卵責に白点のある稚魚が観察された。 この現象の1部は2月上旬においても発

見されていたものである。 このためガス分析を行つ t.'ところ溶存里素量が異常に多いことが

判明した。 ま t、;自ま水は種めて異常なはど高表度の.理素を含むことが知られた。 このため仮

設表魚池注水部では川水との混合割合から計算するとl9. l c o /t,が計算され測定値と一致
した。

以上の結果メム川仮設池における量素溶存量は自重水の豊素含量に著しく左右されている
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ことが知られた。 そしてこの測定時にお‘ナる値は、 中川事業場で起き 1l、- と同様に、 ガス病を
起させるに充分なものと考えられる。

まt- この頃のメム川の水温は種めて著しい日変化を示し、 3月1 1日における水温は午前
中の4時間に約3. 5℃から 8℃まで上昇した。

したがってこの水温上昇が量素溶存量にどのよぅな影響を与えるかを知るt-め メ ム 川.t・化
用水の襲素ガス量のl昌度上昇にともな 'i館和度の変化を計算し第5表に示した。

第 5表  メ ム川のような室素絶対量の水め温度上昇とla和度との関係

温 度℃ 3.55 4.5
1

5.5 l 6.5 7 5 8.5

1 1 7.0

123.5

メ ム川源水18ユ 105.6 107.5 109.8 1 1 2 2 114.6

!20 .9混 合 後 l 9 . l 1 1 3 S l l 5 . 9 118.4

この結果メ ム川0水はそれ自体かなり高種度の豊系11lf スを '念't r こ とが知らnる。 しか しな

がら水温上昇に関係した趙和量の1構'加はこのことに.!:る拡散がな <てもまだガス病を起させ

るtまど 1iでにはなっていないことが推察される。

以上の結果、 仮設池においてガス病を発生させた最も大きな原因は自喊水の注入に 1l; る短

繁ガスの絶対量の增加と水温の上昇によるものと考えられ.る。
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要 約

1. 養魚池にお,,tるふ化稚魚の異常な流下現象は、.b化用水が著しく減少したため供始酸素量が不
足し、 稚魚が苦施状を呈して浮上し、 水の流れにしたがって養魚池外に流出したものと考えら

れた。

この現象 l◆ついては供給酸素量と酸素消費量との関係から推算、 予想されるt、-め、 別表に発生
の各ステージにおける稚魚の酸素消費量を表示する。

2. メ ム川仮設池注水部に ?ける稚魚の異常遊泳は、注水部において姐和度で l 2 1 . 5 'lfoの海存空
素が測定されたことから、豐素ガスによるも0と考えらnil'。なお稚角、の中には晒の')実端部近 .

く に 解 の 球 体 を 有 f る も の も 認 め ら れ た。

3. メ ム川における:室素ガス病0発生原因については、豊素ガ ス が メ ム川の汚水自体にかなり高all
度に含 :il れ ている ぅ えに用水にポ一 11; .ング水を併用しているt-め こrしに含まれる高般度のli素ガ
ス ( 飽 和度で 1 6 6 . 8 % ) がi日育水の豊素含量の絶対量を高め、 また十勝地万特有の気象条件に

より河水温が短時面に上昇し相対的に飽和度が急激に上昇したことなどに起因 Lたものと考:1iLらlれる,。

追 記

水温8℃に:i。-けるふ化稚魚の各発生時期に i,slii'る酸素消費量.を以下に表示するo
採卵後 の 日取 5 9 6 3 eg 8 2 9 6 1 0 0 1 1 1 0
02 消  費 量
co/ kg, av/1lm

02l6一一
0.31
0 S~l.0 0.9-1 1 1.4 1̃.8 2.1̃ 2.9 2 3--2:8 4.0̃ 3 8

備 考 ふ化直前 ふ化 9 9 %
卵責吸収

8()-90°/o
5 魚病ならびに水生菌に関するt日査

fi) 角病に関する調査

親魚、 稚魚に発生する細菌その他徴生物に趣因1「る魚病は、その発生被害の度合によっては、

人工ふイt事業の成1aを低下9せる危険性がぁるので、 平常からその対策について基礎的研究を行
ない、 不時の発生に対処している。 本年は支解事業場の0!1,ますに発生し 1l:-せっそう病につい
て調査研究を行なった-が、 その結果については現在整理甲であり、後日詳細報告の予定である。
〇 水生国の防除に関する簡査

卵に発生する水生菌は、 --,' ラ カ イ ト ・ グ 11lーン 消毒によ 一:,てその発生および成長を防除してい
る。 しかし、 死卵の混入が多い場合には消毒効果が低下するので、 より効果的な防除方法を考集
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すぺく、 救富灯による効果を試験し・tl:。 その効果については、 現在とり  ま とめ中である。

6 開鎖水域におけるさl l属の資源変動に関する研究(支笏湖一ひめます)
I 本湖に対する放流稚魚の全tlt:報識放流の実施

人工ふ化放流と天然産卵による整魚の生産量との比較を行な ') ために、 -'f::年度の本湖に対す
る放流稚魚は総て発限卵の時点で千歳支場に1連.び、 ふ出稚魚を支場で烟青し、 標識をほどこし

て、 直接支病の放流個所に連んで放流した。その結果の回収は昭和45年1'̃ 49年の予定
で あ る o

放 流 時 期 放 流 個 所 放 流 尾 数 〇・れ切除部位

44 .  6. 7 ポ °ビ 1  イ 1 l 4 , 4 0 0  両 版 び れ

・ ' 1 4  元 山 l 8 6.9 0 0  ' '
' ' 2 6  ' 8 1 , 5 0 0  ″ ″

' ' 2 3  湖 畔 養 魚 池  2 0 1 , 1 0 0  右腹びれ、 あぶらびれ

「 尚、湖呼賽魚池収容のものは約150 ,0  0 0尾を10月1日增水のt-め に 簡 し た が、1
9月初句から被息の細菌性の病気が治つていなかった., l、 /

I I  6̃ 8月の試験用特別採補の結果

1 )  定置網採捕

支 湖に於ける定置細は6月6日より実施し、 7月20日に終了した。その結果得た漁

獲状況は次の通りである_
( 表 1 )  シ シ ヤ モ 1' イ定量網魚獲状況

、_、 操 業 日 数 4 年 角lllC尾) 5 年 魚 ( 尾 ) 1 計
6 月 初 句

' 甲 旬
' 下 句
7 月 初 旬

' 甲 旬
' 下 句

4

1 0

1 0

! 0

l 0

0

1 9

3 7 3

1 , l 0 8

l l 7

0

5 1 5
l

8 0 3 l 8 2 2

3 , 6 4 4 l 4 , 0 1 7
5 , 6 2 1 1 6. 7 2 9
8 5 0 1  9 6 7

o l o
計 4 4 1 , 6 l 7 1 0 , 9 2 3 1 2 , 5 4 0

% 1 2.9 % 8 7 . 1 % 1 0 0 %

即ち、 漁獲尾数12 , 5 4 0尾中、 4 年 魚 1 3 %、 5年魚が8 7 %を占め、 前年に比較し1て

魚獲尾数で28%にすぎず、 4年魚が特に少なかった。
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2 )  地刺細採精

1. 6̃ 8月の刺細試験採補 -

6月 6日̃8月31日までの間延日数85日にわたって実施した。その結果の要約は、
次の表2に示す通りである。

( 表 2 )  6̃8月のシシャモ' イ地区特別採補結果、6 月 7 月 8 月 計 %

操 業 日 数

操業総反部

尾数 4 年

″ 5 年

' 計

2 4

8 0 0

1 2 2

1 2 , 5 3 2

1 2 , 6 5 4

3 1

5 0 4

2 5 6

2 6 , 9 6 0

2 7.2 1 6

3 0

3 4 6

2 7 l

1 l , 2 8 9

1 1 , 5 6 0

8 5

l.6 5 0
6 4 9

5 0 , 7 8 l

5 1 , 4 3 0

1.3

9 8 . 7

1 0  0.0

尾反 4 年

5 年

計

0.1

1 5 . 7

l 5.8 :ii
0. 8

3 2 . 6

3 3.4

0.4

3 0 . 8

3 1 . 2

これを前年に比較してみる と次の通り である。

年 次
使 用

反 数

演 獲

尾 数 尾t 漁 獲 魚 の 年 次 組 成

4 0

4 1

4 2

4 3

4 4

2 , l l 8

2,072

1 , 60 l

l 7 4 1

1 S 5 0

45,517

56.9 7 3
52,,548

30,338

5 l.4 3 0

3 4 5 6 7 (年令

0.2 7.8 8 9.4 2.5 0.2

- 96.3 2 2  1.5 -

- 62.8 37.2 - -- 24.3 7 5.7 - -- 1.3 98.7 - -

21.5

27.4

39.1

40.9

3 1.2

3 )  昭和 4 5 年 1̃ 3月の採捕調査

昭和4 5年のi意l.獲状況の予測のため、 主として3月に採捕調査を行なったが、 その結果、

反当りの採補尾数は17.5尾、 採補無226尾の年令組成は、 4年魚15 . 9 %、 5年魚

84.1%で、本年の採捕魚も、 5年魚が主であることが確められた。
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iIl 採卵用捕獲親魚の補獲状況

各地区の捕接場に於ける親魚捕獲状況は次の通りである c

率 ''',ls t o t a l 使用率規魚数

湖 呼

ポ o ・ ピ 1 イ

計 ;f
1. 6 7  1

5 , 5  8 0

7 , 2 5 1

l ,、
4. 4 2 1  l 2. 6 9 o
1 0 , 1 6 7  t 3 , 2 9 9

l1 4 , 4 8 8  5 , 9 9 1

尚、 本年のE多3魚辞の年令組成の結果は、 まだ終っていないが、.一部抜取り調査の結果では、

大部分が5年無l.で、 4年魚と 6年魚の占める割合は1l重めて低い状'i良である。

「V 湖沼条件の調震給果

::1K:':fの辞科生物の発生状況は春3月のダフaヤの量は不是で、本年の補元辞の生き残り率が
低下◆るこ とが予測さrしるが、更李の解科発生状況は例年と大差はなか 一,た。
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I[ 沿岸水域調査

1 あきさ ll'報魚の標識放流試験 (中間報告 )

〔えりも以西海区一幌泉1lS岸放流〕

北海道に来選fるあきさけ魚群は略々 4 0  0万尾であるが、それらの魚群の大半は適東、 適北地

区に来遊し1ll:_ り も以西海区は、約 3 0 . J 5尾と 1 0 %に もみた な い。
し か し、 えりも以西海区における再生産の実態からみて30万尾の来遊は過大と考えられ、 どこ

かの魚群が混遊しているものと推定されていt.'。特に、 えりも以西海区の70̃8 0 % を 漁題して
いる日高沿岸に来遊する詳はこの地区での再生厳量との関連では他地区の回帰魚詳を大量に間引き

しているものと考えられる。 今国はそrしらの魚辞はイii1処にぉいて再生産される魚群かを見種め、今

後の再11ll ・降を有効に行なわしめるための資科を得、 それをもってこの海区の資源の增大と沿岸さけ

演ll業,の安定を図るこ とを意図として行なった:ものである。

(1) 標 識 放 流

〇 放  流 点

えりも以西海区沿岸に来遊する魚群はえりも岬の東側より来遊し、 西一、・移動しつつ母川に
画帰するものとの想定からえりも岬に近い幌泉沿岸の沖合4,0  0 0 n地点より放流したu

@ 供試魚及び標識

供試魚は現泉港近<に設置しているさ1ri-定置編2̃ 4 ケ続 ( 岩?i、 山形、佐藤、大石の各
氏の定置相 )の聞魚を用いた。 

標識はさけ定解開魚を l現泉港まで水瘤に入れて速搬し現泉港にて麻酔(麻酔業M S 2 2 2

の l 5.0 0 0分の l 溶 液 ) を か け、背びれの前側筋肉部に標識票(ボタ・ン付スパゲテイ・タ

ッ グ ) を 付 し、覚醒後生援に収用し沖合へ連搬し放流し t二。

⑤ 標識放流尾数及び放流時期

標識放流は下表の通り、 この地区の漁期を初期、 盛期、終期の3期に分け、 合計 5 2 4 尾

行なった a

期 別 放 流 月 日

4 4. 9. 2 5

' 1 0 .  6

放流尾数

7 8

1 2 2
初 期

盛 期 ' 1 0 .  2 l 2 2 2

終 期 ' 1 1. l 5 1 0 2

計 5 2 4
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(2) 再捕状況の概要

再捕地点については別図に示した通りでぁる。

① 初 期 群

初期の再捕数は126尾であり、再補率は63 . 0 %で:t)った。 その う ち、えりも以西海区

で再捕 された ものは 7 4 尾 ( 5 8 . 7 % ) で あ り、 その大部分(71尾)は日高、胆振地区で

あ り、以南地区では値かにl賣火湾-!;出区で2尾、 上数地区で1尾の再捕にとどまった。またえ

りも以東海区では5 2尾と4 1 . 6 %を占‘めており、 十勝川周辺での再捕が多かった。そして、

十勝川で5尾、釧路川で2尾の再捕が; b った。

例年、 この地区で漁獲される魚群の体色は銀毛が多 <1 、 ぶな化の魚は少い傾向にあるが、

本年は例年と異なりぶな化が多く混合していた。 このことは産卵期の早いえりも以東海区系

の魚群が例年より非常に多<この地区まで回遊したものであり 、日高沿岸域で再描されたも

のの うち、 その一部はえりも以東海区に回遊することも考えられるので初;t機 lの 5 0 %程度

はえりも以東海区系の魚群と推測される。

② 盛 期 辞

盛期群の再描数は82尾(再補率36 . 9 :'4o ) で ぁ っ た。 この魚解は初解に比ぺえり も以

東海区での再捕は8尾と少な< 、 その大半の74尾は西国贓において再捕された。 その う ち

日高地区で51尾と額めて多かったが胆振地区は少なく僅か3尾しか再摘がなかった。 ま た、

北海適の道南部及び本州域でも .再捕された。 即 ち、展部沿岸5尾、 茂辺地川3尾、 ?火湾3

尾、;、戸沿岸2尾、 久慈沿岸!尾、 宮古沿岸で再捕された。 このことは日高沿岸において1費
火湾系、茂辺地川系、 本州系の魚辞を多く漁獲しているものと推測される。

③ 終 期 辞

終期群は32尾の再捕(再捕率31 . 4 u/o )がぁったが、えりも以東海区でのi与補はみられ

ず、 すべてが西側域でぁった。即'l11,静内以西の北海適域 一 l11は持内川2,言選、 ,数生川1尾と償か

3尾でぁったが、本州域では7尾(岩手県種市沿岸l尾、 富言沿岸2尾、 木種川2尾、 釜石

沿岸1尾、酒田沿岸 l尾 )の再補がぁった 。 c_のことはこの時期に日高沿岸域を通l過一f る魚
群には本州系が多<含まれているものとみなすことが出来る。

以上が再捕の概要であるが、要約す:れば幌泉沿岸を回遊する初期辞は主としてえりも以東海区と

えりも以西海区の回帰魚である。 また、 盛期辞と終期群は主としてえりも以西海区と本州域の回

帰魚であり、 終期群に比較的多く本州系魚群が含まれている観向が・ら れ た。そして、 初期一盛
期一終期を通じて、 放流点に地理的に近接している日高西部、胆振沿岸域における再捕が比較的
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・第3回日放流
4 4 . 1 1 . 1 5…一 1 0 2 尾
再 捕

再抽数 3 2 尾

( 4 5 . 1 . 1 0 日 現 在 )

凡例 _f〇放流地点l. 再捕地点

〇

1:,

少なかったのは、 この地区の再生産費源が小さいことに起因するものと推察される。

従つて、日高東部沿岸域に漁独される魚群は胆振、日高系もさることながら、1ll火湾、 道南及

び本州系魚群とえりl以東の十勝川、 解川系と広域な範囲で再生産されている魚群であること

が知られた。

〔本州域青森県大畑沿岸放流〕

昨年度(昭43 )に鹿部沿岸より標識放流した結果本州系の魚祥が北海道沿岸域を回遊し、 それ

ぞれの母川に回帰することが知られたが、 本州域沿岸に換単する魚群の回遊状況を更に詳しく知る

ために本州の最;11ヒ端の下北半島大畑沿岸より標識放流を計画した。

( l) 標 差 放 流

① 放 流 点

本州、 青森県の津程海,技に面した大畑沿岸の沖合4.0 0 0m,地点

② 供試魚及び標識

供調魚は大畑沿澤に設置されている定置網開魚を買上げ 、 船上において麻酔 ,標識→竟襲

後、生装で沖合'、;運般し放流した。標識票はカフス ボ タ・,付 ス パ ゲ テ イ ・ タッグを使用した。
③ 標識放流尾数及び放流時期

期 別 放 流 月 日 放流尾数

6 7 尾

8 8 尾

3 8 尾

初 期

盛 期

終 期

4 4 . 1 0 . 2 2̃ 2 7

4 4 . l 1. l 9̃ 2 2

4 4 . 1 2.1 7̃2 2
1

計 l l 9 3 尾

標識は上表の通り、 この地区の漁期を初期、 盛期、 後期に分け、 合 計 l  9 3尾放流した。

(2) 再 捕

再捕状況については別図に示した。

① 初期群の再捕数は28尾であり、再捕率は4 1 . 8 %であった 。そして、放流点に近い津軽海

峡に面した本州沿岸で7尾、陸奥湾で3尾、青森果の太平洋沿岸で8尾(奥入演川1尾) 、 岩

手集で5尾の再捕がみられた。また、北海適のilllin地川、知内川で夫? 1尾、胆振、日高沿岸

で2尾の再描がぁった。 そして、 特徴的なのは奥入湖川に注く'三沢沿岸と岩手県の久慈川沿岸

と陸奥湾b適ロ部で比較的再捕がぁったことである。 また、 日本海側ではl尾の再捕もなかっ

たo
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② a 期 器 ・

解の再精数は34尾で再精率は3 . 8.6 %であった。

その再ft状況は北海道沿岸河川域ではl尾の再摘 tみられず、 すぺて本州域であった。 そし

て主として太平洋側であるが日本海側の男鹿半島で3尾の再捕がみられた。

太平洋側の再:iaは放流点付近6尾、青森果l 0尾 ( 1尾は小川湖内)、 岩手県は15の再tli
がぁり、津軽石川2尾、富古沿岸3尾とこの地区が最 t多 く、 津觀i川の南に位量する山田川、

大極川、 片岸川等に夫々 1尾乃至2尾の再捕がみられた。 また、岩手原:の久慈沿岸でl3尾の
再摘があった。

③ 終 期 群

終期群は3尾の再捕よりなく .、再捕率は7.9°/o と種めて悪く、沿岸におけるさけ親魚の標識

試験のうちでは最低を記銀した。 この原因については詳かでないが、 捕獲場の事業の中止或い

は天然繁;ii河川へのそ上等種々考えられるが検討を要する間題である。 そして、 再捕された 3

用i放流点で1尾、 青森県の老部川沿岸で1尾、 久慈沿岸でl尾であった。

以上が、 この調査の再補結果でぁるが、 大畑沿岸に接岸する魚辞は、 主と  して太平洋側に回遊す

るが、 初解については北海道系の魚群 t 若千回遊するが青森県の奥入藤川の魚群と1注l奥湾或い

は岩手県の久海川の魚群と ,ll,考えられる。 また、盛期群は主として津程石川をはじめ、それ以南

の各河川の魚辞と若干の日本海側系(秋田集、山形1理,;、)の魚群が混在していることが知られた。

しかしながら現在のところ、沿岸部の漁癌状況、 並びに河川補獲状況資料の分析を行なっていな

いので、後日検討の上、 より詳細に報告したい。

2. 取火湾沿燁におけるさけ・  ます確魚の生態調査 .

?火湾のさけ・ 1ltす資源の增大を日的として合理的放演_1i業並びに保護施策の確立のためのさけ
tす報liil,の生態調登は昨年に引続いて行なわれた。 その結果it下記の通りでぁる。

調置区域は遊楽部河口を中心にし、 長J:;部町静狩地区より八a町茂解部地区の区間、 そして沖合
約 ,2, 0  0 0̃3,0 0 07rt,の区域に調査定点20̃ 2 5ケ点を設け、稚魚の分布状況、発育環境?
の調重を4月中句から6月下旬の間、 4回行なった。

その結果、解部川より放流された1 lt魚は5月初旬には河口付近の渡打際(水深5m・以換)に分

布 f る こ と が明 らかに され、 5月中旬̃ 6月:もl旬には長J::l部、 落部の両方面に分布回遊すると共に

沖合 2̃3.0 0 0m, に l 分般し、 6月下句には全て外洋生活に移行したことが明らかにされた。
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食性については河川内と同様に雑食性でぁるが、 主として他魚種の幼稚魚(ギ ン ポ、 コ' =「等 ) の
捕食が目立つ、次いで甲般類( -r ミ 、 ウ ミ ノ ミ額 ) の捕食が示された。
稚魚の分布將度、lii‘耗度合については今後の調査にまたなければならない。
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取 他研究機関との共同研究

1 選楽部川のさl l・ます生産力に関する研究

解部川における食物連般の最終生物であるさけ・ 1iすの生産構造を明らかにするため、 と,l:に

1年間可川生活を送るさくらます ( 0 n o o r h y n c h u s  maeou )の生産を軸として調査が計画

された。

調査域はさ,l:らます幼魚 (やiべ)の生活の最適地である:違集部川上流の一支流キソ :',べタ :ス川
の約6kmの区間を通び人工ふ化した確魚にひれの切断による標識を施して、 1 9 6 8 年 5 月 1 6 日

に研究水Jlaの上流域に4,078尾、甲流域に1. 7 9 9尾を放流した。
簡した標識魚を目印にして、毎月定期的に定点採集を行なった。その結果、 5月̃1 2月の間

において標識魚は放流初期の分散が示さrしたが、その後、生長の推移、季節の変化による移動はit

とんど認められず、 夏季の生長期には定着したその場で過ごし、 また移動する場合もそれ程大きく
ない こ とが明 らかに された。

生長は6月̃9月に著しく 、放流時3.0oa前後の ,bのが10月中旬には9.0̃ 16.cnと放流時の

体長の3̃ 5倍に生長することが知られた。 また体重の增加は体長l0  cn前後から著しく、体長と
体重との関係式は

w(f) = 1 . 5 5 9 x 1 0 - 2 L 2 ・ 9 5 9
で示された。

食性が場所や時期によって変化することが予測さnるが、 一部分析の結果では底生生物の摂解l)i

主で、陸上昆虫が右T含まれるに過tl ない。開された底生生物は力ゲ oウ類、 ,- スリ力類が主体
をしめてい ・にo

l 9 7 0 年 度 . は さ '( らます幼魚に対する収容力を知るためにi長解行動を主にした個体観察と摂解

量と解科生物についてのより詳しい定量的観察を行な') 計画である。

2 さ け  ・ ますおよび河川フ1k中の特殊極徴量元素の研究

今までの研究では、 シ°ザケの肝藤、えらなど、特殊電微量元素を書積するであろ ';と想像され

る器官を J量んで放射化分析を行なってきたが、 今後はこn.ら系統群の識別のための指標となるぺき

徴量元素を書積する器官、 部位を見出すことと、試科の採取が商単でかつさけ・ます系続辞識別に

役立つ特殊種微量元素の中性子放射化分析法の確立が必要である。
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S '8 資 科  の 刊 行
o l 9 6 9年度 (昭和 4  4年 lE )の北海道沿津河川域へのあきさけ来遊li 報、 並びに1968

年度(昭和43年度)の来遊状况にっいて 昭和4 4年 8月

o 意と卵 1 2 9̃1 3 1  略和4 4年 7月 -・一na和 4 5 年 3月
o ,i・化:城;所研究報告 2 3 号  昭和45年3月
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